


「
話
す
」
こ
と
で
、
ひ
ら
け
る
未
来
が
あ
る
。

話
を
す
る
。た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
、

悩
み
を
解
決
す
る
糸
口
が
掴
め
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」と

話
を
す
る
こ
と
で
、課
題
解
決
の
き
っ
か
け
を
掴
み
、

未
来
に
向
け
一
歩
踏
み
出
し
た

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
方
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

誰
に
も
打
ち
明
け
ら
れ
な
い
悩
み
を
持
っ
た

経
営
者
の
方
々
に「
話
す
」と
い
う
、一
歩
を
踏
み
出
し
て
欲
し
い
。

そ
の
き
っ
か
け
に
な
り
た
い
と
い
う
想
い
で
、つ
く
り
ま
し
た
。



イ
ン
デ
ッ
ク
ス

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
特
徴

特
集
事
例

﹇
青
森
県
﹈
　五
戸
水
産
株
式
会
社 

﹇
長
野
県
﹈
　岡
谷
熱
処
理
工
業
株
式
会
社

1
5

1
9

﹇
岐
阜
県
﹈
　株
式
会
社
サ
ン
東
海

﹇
京
都
府
﹈
　京
宿 

し
ら
さ
ぎ

﹇
山
口
県
﹈
　高
橋
産
業
株
式
会
社

﹇
高
知
県
﹈
　明
弘
食
品
株
式
会
社

﹇
福
岡
県
﹈
　有
限
会
社
タ
ケ
シ
ゲ

2
3

2
7

3
1

3
5

3
9

5

売
上
拡
大

〔
宿
泊
・
飲
食
・
農
業
〕

売
上
拡
大 

〔
小
売
・
卸
売
・
医
療
・
福
祉
〕

﹇
山
形
県
﹈
　株
式
会
社
ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

﹇
茨
城
県
﹈
　H
I
O
K
O
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

﹇
山
梨
県
﹈
　鶴
林
精
舎

﹇
静
岡
県
﹈
　さ
じ
か
げ
ん
／
鈴
春
工
業
株
式
会
社

﹇
兵
庫
県
﹈
　有
限
会
社
招
喜

﹇
奈
良
県
﹈
　葛
城
山
麓
農
園
株
式
会
社

﹇
佐
賀
県
﹈
　A
|
n
o
k
a
e
r

﹇
熊
本
県
﹈
　南
国
食
堂
ヤ
シ
の
樹

4
5

4
7

4
9

5
1

5
3

5
5

5
7

5
9

﹇
福
島
県
﹈
　有
限
会
社
大
黒
屋
豆
腐
店

﹇
栃
木
県
﹈
　ハ
ガ
フ
ー
ズ
株
式
会
社

﹇
群
馬
県
﹈
　蔵
前
産
業
株
式
会
社

﹇
神
奈
川
県
﹈
　株
式
会
社
ラ
テ
ン
大
和

﹇
新
潟
県
﹈
　株
式
会
社
入
広
瀬

﹇
三
重
県
﹈
　株
式
会
社
フ
ァ
イ
ン
デ
ン
タ
ル

﹇
滋
賀
県
﹈
　日
ノ
出
窯

﹇
大
阪
府
﹈
　株
式
会
社
K
M
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

﹇
和
歌
山
県
﹈
　有
限
会
社
菊
井
鋏
製
作
所

﹇
島
根
県
﹈
　バ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
P
a
c
h
a

﹇
岡
山
県
﹈
　テ
ィ
ー
ツ
ー
ケ
ー
株
式
会
社

﹇
広
島
県
﹈
　有
限
会
社
カ
ス
タ
ー
ニ
ャ

6
3

6
5

6
7

6
9

7
1

7
3

7
5

7
7

7
9

8
1

8
3

8
5

売
上
拡
大 

〔
製
造
業
・
運
輸
・
建
設
〕

﹇
岩
手
県
﹈
　株
式
会
社
ぼ
こ
た
ん

﹇
愛
知
県
﹈
　株
式
会
社
ハ
ン
ズ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

﹇
鳥
取
県
﹈
　木
原
ペ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

﹇
愛
媛
県
﹈
　株
式
会
社
オ
ト
ガ

﹇
長
崎
県
﹈
　ス
テ
ー
キ
食
堂
O
g
a
w
a

﹇
大
分
県
﹈
　有
限
会
社
ゆ
ふ
い
ん
フ
ロ
ー
ラ
ハ
ウ
ス

﹇
宮
崎
県
﹈
　株
式
会
社
タ
イ
セ
イ
商
事

﹇
沖
縄
県
﹈
　沖
縄
健
康
創
業
株
式
会
社

1
0
9

1
1
1

1
1
3

1
1
5

1
1
7

1
1
9

1
2
1

1
2
3

経
営
改
善

﹇
宮
城
県
﹈
　介
護
タ
ク
シ
ー 

綿
の
葉

﹇
富
山
県
﹈
　バ
リ
ュ
ー
フ
ー
ズ
株
式
会
社

　

1
2
7

1
2
9

創
業

﹇
北
海
道
﹈
　株
式
会
社
蘂（
し
べ
）

﹇
秋
田
県
﹈
　パ
テ
ィ
ス
リ
ー
白
川

﹇
埼
玉
県
﹈
　有
限
会
社
オ
ガ
ワ
・
ラ
ン
ド
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト

﹇
千
葉
県
﹈
　有
限
会
社
ワ
タ
マ
ン

﹇
東
京
都
﹈
　株
式
会
社
カ
レ
ア

﹇
石
川
県
﹈
　有
限
会
社
ハ
セ
ガ
ワ
教
材

﹇
福
井
県
﹈
　株
式
会
社
北
前
船
の
カ
ワ
モ
ト

﹇
徳
島
県
﹈
　H
e
r
b
・
R
o
o
m

　l
e
a
f

﹇
鹿
児
島
県
﹈
　酒
庵

　朋

8
9

9
1

9
3

9
5

9
7

9
9

1
0
1

1
0
3

1
0
5

1
3
3

﹇
香
川
県
﹈
　株
式
会
社
ホ
リ

事
業
承
継

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
一
覧

1
3
5

P.15

P.19

P.23

P.27

P.31

P.35

P.39
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中
小
企
業
の
ど
ん
な
お
悩
み
に
も
、

答
え
ら
れ
る
存
在
で
あ
り
た
い
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、売
上
拡
大
や
経
営
改
善
等
の
課
題
解
決
に
向
け
、

一
歩
踏
み
込
ん
だ
専
門
的
な
提
案
を
行
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、い
ま
中
小
企
業
の
方
々
の
抱
え
る『
人
手
不
足
』や

『
後
継
者
問
題
』は
も
ち
ろ
ん
、

『
I
T
活
用
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
』と
い
っ
た
先
進
的
な
取
組
み
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

相
談
者
の
方
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、話
を
伺
う
。

話
の
中
か
ら
、解
決
す
べ
き
真
の
課
題
を
見
つ
け
出
す
。

そ
し
て
、中
小
企
業
の
方
々
の
実
態
を
見
据
え
、

「
今
す
ぐ
に
取
り
組
め
て
、効
果
を
実
感
で
き
る
」解
決
策
を
提
案
し
ま
す
。

支
援
機
関
と
連
携
し
、

経
営
上
の
あ
ら
ゆ
る
お
悩
み
に
対
応
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
の
方
に
対
し
て
、

地
域
の
支
援
機
関
や
認
定
支
援
機
関
な
ど
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
課
題
解
決
に
導
く
、

い
わ
ば
中
小
企
業
の
課
題
解
決
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。

総合的・
先進的な
アドバイス

ワンストップ
サービス

チームの
編成を通じた

支援

【支援体制のイメージ図】

中小企業・
小規模
事業者

よろず
支援拠点

地域金融機関
税理士

中小企業診断士 等

都道府県等
中小企業
支援センター

商工会 商工会議所 中小企業
団体中央会

相 談

支援・
アドバイス

連 携

認定支援機関を含む

支 援

連 携

中小企業再生支援協議会
経営改善支援センター

事業引継ぎ
支援センター

大企業
企業OB
大学 等

公的支援機関
（JETRO 等）

56

経済産業局

全国本部
（中小機構）

中小企業庁



こ
ん
な
使
い
方
も
！

「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
大
活
用
術
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、何
も
深
刻
な
お
悩
み
を
抱
え
た
と
き
に
だ
け

効
果
を
発
揮
す
る
相
談
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

創
業
期
か
ら
成
熟
期
ま
で
、あ
ら
ゆ
る
フ
ェ
ー
ズ
の

中
小
企
業
の
方
々
に
と
っ
て
、身
近
な
経
営
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
よ
う
に
。

無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
の
で
、ほ
ん
の
小
さ
な
お
悩
み
の
種
や
、

こ
ん
な
支
援
は
な
い
の
か
な
と
い
っ
た
疑
問
を
持
っ
た
と
き

い
つ
で
も
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

相
談
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、支
援
は
ど
の
よ
う
に
進
む
の
か
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
相
談
の
流
れ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

78

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
、
相
談
に
行
こ
う
！

どんなことでも、コーディネーターが

専門分野への知見を生かしてアドバイスします。

経営の「困った！」に直面
中小企業の経営には、課題や
疑問がつきもの。さまざまな
「困った」に直面したとき気軽
に相談できるのが「よろず支
援拠点」です。

個別相談を予約
国が全国に設置した相談
所だからこそ、無料で何度
でも相談可能。まずは電話・
ホームページからご予約く
ださい。

最寄りのよろず支援拠点へ。
個別相談だけでなく、定期
的にセミナーや勉強会も開
催しています。

最寄りの
よろず支援拠点へ

コーディネーターが
課題をヒアリング

相談に対応するコーディ
ネーターは、様々な分野の
プロフェッショナル。相談者
の皆様の悩みをじっくりヒア
リングします。

「経営に困っているけれど何
が課題かわからない」。そん
なときでもヒアリングの中か
ら、課題を紐解きます。

課題を明確化

それぞれの課題に応じた解
決策をアドバイス。必要に応
じて、支援機関等とのネット
ワークを生かした支援チーム
を構築し、支援に当たります。

課題解決の方法を
アドバイス

相談者の方が
中心となり課題解決
課題解決の主役は、もちろん
相談者の方々。アドバイスを
受けながら主体的に課題解
決に取り組むことで、課題解
決力が体得できます。

課題を解決。
次なる取組みへ

課題をひとつ越えると、見え
てくる新たな課題。よろず支
援拠点は、相談者の皆様に
寄り添いながら継続的なサ
ポートを行います。

column

起業・創業期

創業したいけど、
何から手をつけた
らいいの？

創業する時は、ど
んな融資を使った
らいいの？

経営計画書の書
き方がわからない
･･･。

ビジネスのアイ
ディアに、意見が欲
しい！

成長期

経営は順調。だけ
どもっと売上げを
伸ばしたい！

新商品を開発した
ものの、パッケー
ジの作り方がわか
らない。

成長するアジア圏
に、進出したい。

人手不足をどうに
かしたい。

成熟期

そろそろ引退した
いけど、後継者が
いないんです。

下請け仕事から
脱却したい！

今の事業に、将来
性が見出せません。

売上げが落ち込
み、苦しい。どうに
かして欲しい。



従業員数別

5人以下
50%

～20人
21%

～50人
9%

910

● 

中
小
企
業
診
断
士

● 

公
認
会
計
士

● 

税
理
士

● 

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

● 

弁
護
士

● 

司
法
書
士

● 

行
政
書
士

● 

社
会
保
険
労
務
士

● 

販
売
士

● 

技
術
士

● 

通
関
士

デ
ー
タ
で
見
る
「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」

● 

相
談
内
容
内
訳

● 

相
談
者
事
業
内
訳

● 

相
談
者
満
足
度

※平成28年度満足度調査結果

相談者満足度

8割超※

事業承継
2%

廃業
0.9%

再チャレンジ
0.1%

相
談
に
対
応
す
る
の
は
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
。

■
第
一
線
を
走
る
、現
役
経
営
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
は
あ
ら
ゆ
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
専
門
化
が
在
席
。

だ
か
ら
こ
そ
、経
営
の
ど
ん
な
お
悩
み
に
も
最
適
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

例
え
ば
多
店
舗
展
開
す
る
飲
食
店
の
経
営
者
や
現
役
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
、経

営
の
専
門
家
だ
け
で
な
く
、実
際
に
各
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
も
在
席
。現
場
の
経
験
を
活
か
し
た
、経
営
に
す
ぐ
に
役
立
つ
ア
ド
バ
イ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

● 

弁
理
士

● 

建
築
士

● 

I
S
O
審
査
員

● 

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

● 

調
理
師

● 

情
報
処
理
技
術
者

● 

I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

● 

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
技
能
士

● 

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

● 

不
動
産
鑑
定
士
　
等

チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
保
有
資
格

※平成28年度実績

製造業とサービス業が多い状
況ですが、あらゆる業種のお
悩みにお答えしています。

従業員数5人以下の小規模
事業者の方の相談が約50％。
身近な相談相手としてご活
用いただけているようです。 相談内容の1位は、売

上拡大！その中でも、
具体的な相談では
「施策活用」が多数。

相談者満足度は、満足・やや満足をあわ
せて約89％。ほとんどの相談者の方に満
足いただけるアドバイスを提供しています。

相談件数※

188，364件
※平成28年度実績

売上拡大
69%

経営改善・
事業再生
16%

創業
12%

製造業
26%

サービス業
26%小売業

13%

宿泊業・
飲食業
9%

その他
6%

建設業
6%

卸売業
5%

業種別

医療・福祉
3%

農業・漁業・
林業
3%

情報通信業
2%～100人

4%

～300人
3% 300人超

1%

創業前
12%

金融業・保険業
0%

運輸業
1%



今
後
1
0
年
間
で
、約
半
数
の
中
小
企
業
が
、世
代
交
代
の
時
期
に
直
面

し
、後
継
者
不
在
に
よ
る
廃
業
は
約
1
2
7
万
社
に
の
ぼ
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。つ
ま
り
、事
業
承
継
は
他
人
事
の
問
題
で
は
な
い
の
で
す
。ま
だ

自
分
は
働
け
る
、と
思
っ
て
い
て
も
、後
継
者
の
育
成
に
は
、5
年
〜
1
0

年
の
歳
月
が
か
か
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、早
め
の
対
策
が
重
要
で
す
。

﹇
岐
阜
県
﹈株
式
会
社
サ
ン
東
海
 

P
2
3

﹇
香
川
県
﹈株
式
会
社
ホ
リ
 

P
1
3
3

事
業
承
継
対
策
に
、

早
す
ぎ
は
な
い
。

事
業
承
継
を
成
功
さ
せ
た
事
例

人
手
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、人
手
を
か
け
ず
業
務
を
効
率
化
す
る
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
I
T
。

こ
れ
ま
で
人
が
担
っ
て
き
た
業
務
を
I
T
で
カ
バ
ー
し
、業
務
の
さ
ら
な
る

効
率
化
を
図
る
こ
と
で
、生
産
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

﹇
長
野
県
﹈岡
谷
熱
処
理
工
業
株
式
会
社
 

P
1
9

﹇
三
重
県
﹈株
式
会
社
フ
ァ
イ
ン
デ
ン
タ
ル
 

P
7
3

﹇
大
阪
府
﹈株
式
会
社
K
M
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
 

P
7
7

﹇
岡
山
県
﹈テ
ィ
ー
ツ
ー
ケ
ー
株
式
会
社
 

P
8
3

I
T
を
活
用
し
、

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
。

I
T
を
活
用
し
生
産
性
を
向
上
さ
せ
た
事
例

1112

人
手
不
足
対
応
・
事
業
承
継
・
I
T
活
用

重
点
的
に
解
決
す
べ
き
、

課
題
の
た
め
に
。

少
子
高
齢
化
と
い
う
流
れ
の
中
で
、人
手
不
足
や
後
継
者
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
技
術
の
目
覚
ま
し
い
進
歩
に
よ
り
、

I
T
を
上
手
に
経
営
に
生
か
す
こ
と
で
、生
産
性
を
格
段
に
向
上
で
き
る
よ
う
に

時
代
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で
は
、こ
の
時
代
の
潮
流
を
読
み
な
が
ら

悩
み
の
解
決
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
支
援
を
ご
提
供
し
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
団
塊
世
代
の
退
職
に
よ
り
労
働
人
口
が
減
少
し
、人
手
不

足
が
深
刻
化
。企
業
に
と
っ
て
、足
り
な
い
人
手
を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
一
方
、限
ら
れ
た
人
員
で
経
営
を
維
持
し
、事
業
を
拡
大
す
る
た
め

に
は
、人
手
不
足
を
補
う
生
産
効
率
の
向
上
や
、働
き
た
い
と
思
え
る
企
業

の
魅
力
作
り
も
重
要
で
す
。

﹇
青
森
県
﹈五
戸
水
産
株
式
会
社
 

P
1
5

﹇
熊
本
県
﹈南
国
食
堂
ヤ
シ
の
樹
 

P
5
9

﹇
神
奈
川
県
﹈株
式
会
社
ラ
テ
ン
大
和
 

P
6
9

﹇
大
阪
府
﹈株
式
会
社
K
M
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
 

P
7
7

﹇
和
歌
山
県
﹈有
限
会
社
菊
井
鋏
製
作
所
 

P
7
9

﹇
岡
山
県
﹈テ
ィ
ー
ツ
ー
ケ
ー
株
式
会
社
 

P
8
3

﹇
秋
田
県
﹈パ
テ
ィ
ス
リ
ー
白
川
 

P
9
1

﹇
東
京
都
﹈株
式
会
社
カ
レ
ア
 

P
9
7

﹇
愛
媛
県
﹈株
式
会
社
オ
ト
ガ
 

P
1
1
5

﹇
大
分
県
﹈有
限
会
社
ゆ
ふ
い
ん
フ
ロ
ー
ラ
ハ
ウ
ス
 

P
1
1
9

﹇
宮
崎
県
﹈株
式
会
社
タ
イ
セ
イ
商
事
 

P
1
2
1

人
手
不
足
対
応
に
、

多
彩
な
発
想
を
。

人
手
不
足
に
対
応
し
た
事
例

一部の事例に登場するこのマークは、
国が重点的な支援分野として注力する
分野に対応した事例を表しています。
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特
集
事
例一

次
加
工
か
ら
脱
却

人
手
不
足
を
補
い
独
自
の
強
み
を
生
か
す

五
戸
水
産
株
式
会
社

﹇
青
森
県
﹈

1
5

I
T
、I
o
T
の
導
入
で

生
産
性
革
新
と
経
営
改
善
を
実
現

岡
谷
熱
処
理
工
業
株
式
会
社

﹇
長
野
県
﹈

1
9

従
業
員
、創
業
者
の

雇
用
が
守
ら
れ
た
円
満
な
垂
直
統
合

株
式
会
社
サ
ン
東
海

﹇
岐
阜
県
﹈

2
3

両
親
と
の
思
い
出
深
い
京
町
屋
を

宿
泊
施
設
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
創
業

京
宿 

し
ら
さ
ぎ

﹇
京
都
府
﹈

2
7

生
産
管
理
体
制
の
徹
底
で

品
質
要
求
が
高
い
顧
客
を
新
規
開
拓

高
橋
産
業
株
式
会
社

﹇
山
口
県
﹈

3
1

水
産
加
工
分
野
で
の
成
功
と
挫
折

そ
し
て
、再
起
へ

明
弘
食
品
株
式
会
社

﹇
高
知
県
﹈

3
5

本
の
出
版
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
手
法
で

「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」を
全
国
へ

有
限
会
社 

タ
ケ
シ
ゲ

﹇
福
岡
県
﹈

3
9

1314

経営改善

経営改善

廃業（事業承継）

創　業

売上拡大 売上拡大

再チャレンジ



一
次
加
工
か
ら
脱
却

人
手
不
足
を
補
い

独
自
の
強
み
を
生
か
す

五
戸
水
産
株
式
会
社

昭
和
1
3
年
に
創
業
。
有
数
の
イ
カ
の
漁
獲
量
を
誇
る
八
戸
市
の
中
堅
水
産
加

工
メ
ー
カ
ー
。
従
来
、
イ
カ
を
中
心
に
、
県
外
の
珍
味
メ
ー
カ
ー
の
一
次
加
工
を

メ
イ
ン
と
し
た
事
業
を
展
開
し
て
き
た
が
、
近
年
は
「
イ
カ
あ
ら
れ
」「
イ
カ
一

夜
干
し
」
な
ど
の
自
社
商
品
を
県
内
外
の
市
場
、
土
産
物
売
場
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
販
売
し
て
い
る
。

1234

「
五
戸
水
産
が
、他
の
事
業
者
に

比
べ
て〝
小
さ
い
こ
と
〞が
強
み
。」

「
お
土
産
メ
ー
カ
ー
な
ど
の

小
ロ
ッ
ト
加
工
の

受
託
製
造
に
対
応
す
る
。」

「
業
務
用
分
野
専
門
の

展
示
会
に
出
展
し
ま
し
ょ
う
。」

「
ダ
メ
な
と
き
は

率
直
に
ダ
メ
と
、損
得
感
情

な
し
で
言
っ
て
く
れ
る
。」

1

2

1
2
スルメイカ以外の加工品の開発にも積極的に取り組む
イカの加工品も数多く展開

逆境の中、打開策を模索する五戸さん（右）と食品加工に強みを持つ加藤CCO（左）

戸
さ
ん
で
も
太
刀
打
ち
の
で
き
な
い

状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

同
社
で
は
、
イ
カ
の
1
次
加
工

を
多
く
手
が
け
珍
味
メ
ー
カ
ー
数
社

に
納
め
て
き
た
が
東
日
本
大
震
災
の

影
響
で
売
上
げ
が
大
幅
に
落
ち
込
み
、

追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
イ
カ
の

歴
史
的
な
不
漁
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま

う
。「
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
と

途
方
に
暮
れ
、
事
業
の
継
続
も
考
え

た
。」
五
戸
さ
ん
は
、
当
時
を
そ
う

振
り
返
る
。

そ
こ
で
、
1
0
年
前
、
当
拠
点

の
加
藤
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
以
下
C
C
O
）
に
新
商
品
開
発
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
当
拠
点
が
青
森
県
、

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
共
催

す
る
出
張
相
談
会
「
A
B
C
相
談
会

（
あ
お
も
り
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ

ン
ジ
相
談
会
）」
に
申
し
込
ん
だ
こ

と
か
ら
支
援
が
始
ま
っ
た
。

震
災
と
不
漁
の
危
機
を

い
か
に
打
開
す
る
か

相
談
を
受
け
た
加
藤
C
C
O
は

「
表
に
は
出
さ
な
い
も
の
の
、
深
刻

な
様
子
だ
っ
た
」
と
相
談
当
時
の
五

戸
さ
ん
の
様
子
を
振
り
返
る
。
そ
こ

で
、
同
社
の
現
状
を
分
析
し
た
と
こ

ろ
、
販
路
で
は
「
メ
ー
カ
ー
依
存
型
」、

原
料
で
は
「
ス
ル
メ
イ
カ
依
存
型
」

と
分
析
し
た
。
大
震
災
に
よ
り
販
路

を
、
不
漁
に
よ
り
原
料
を
立
て
続
け

に
失
っ
て
し
ま
っ
た
状
況
に
あ
っ
た

の
だ
。
ま
た
、
ス
ル
メ
イ
カ
の
不
漁

は
全
国
的
で
、
近
い
将
来
改
善
す
る

見
込
み
も
な
か
っ
た
。

設
備
面
で
言
え
ば
、
工
場
は
製

品
の
カ
ッ
ト
な
ど
の
主
要
な
工
程
で

機
械
化
が
不
十
分
な
状
態
に
あ
り
、

競
争
力
と
し
て
必
要
な
省
力
化
が
進

ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ

で
加
藤
C
C
O
は
、
同
社
の
工
場
が

八
戸
地
域
の
他
の
事
業
者
に
比
較
し

て
「
小
さ
い
こ
と
」
を
強
み
と
捉
え

る
事
業
展
開
を
考
え
よ
う
と
五
戸
さ

ん
、
チ
ー
ム
に
提
案
し
た
。
つ
ま
り

既
に
生
産
す
る
も
の
に
合
わ
せ
て
つ

生
命
線
の
イ
カ
の
不
漁
に
よ
り
、

経
営
危
機
に
直
面

青
森
県
八
戸
市
。
水
産
加
工
場

で
働
く
従
業
員
た
ち
に
、
威
勢
の
い

い
声
を
か
け
て
回
る
人
が
い
る
。
五

戸
水
産
株
式
会
社
（
以
下
、
同
社
）

の
社
長
、
五
戸
睦
子
さ
ん
だ
。
男
性

の
多
い
水
産
加
工
品
の
世
界
で
、
紅

一
点
生
き
抜
い
て
き
た
。
同
社
を
父

か
ら
引
き
継
ぎ
、
日
本
で
も
有
数
の

ス
ル
メ
イ
カ
の
漁
獲
量
を
誇
る
八
戸

で
海
産
物
を
加
工
し
、
食
卓
に
届
け

続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
五

く
り
あ
げ
ら
れ
た
大
き
な
工
場
で
は

実
現
が
し
に
く
い
、
工
場
の
「
小
ロ

ッ
ト
」「
多
品
種
対
応
化
」「
省
力
化
」

と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
た
の
だ
。

メ
ー
カ
ー
依
存
を
脱
し

受
託
製
造
に
も
対
応
す
る

加
藤
C
C
O
は
、
同
社
に
あ
っ
た

開
発
力
と
機
動
力
に
目
を
つ
け
、
特

定
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
転
換
を
遂
げ

る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
具
体

的
に
は
第
一
段
階
と
し
て
、
時
代
の

ト
レ
ン
ド
を
踏
ま
え
た
、
外
食
・
中

食
分
野
を
中
心
と
し
た
業
務
用
へ
の

販
路
の
切
り
替
え
。
第
二
段
階
と
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
含
む

家
庭
用
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
お
土
産
品
、

ギ
フ
ト
商
品
の
拡
大
を
提
案
し
た
。

ま
た
、
五
戸
さ
ん
自
身
も
望
ん

で
い
た
、
脱
「
ス
ル
メ
イ
カ
依
存
型
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
ス
ル
メ
イ
カ

以
外
の
他
の
種
の
イ
カ
や
、
ス
ル
メ

イ
カ
の
低
利
用
部
位
、
他
魚
種
の
加

工
の
推
進
。

「
小
ロ
ッ
ト
」「
多
品
種
化
」
対
応

の
た
め
の
設
備
導
入
。
業
務
用
市
場

（
お
惣
菜
等
）
で
求
め
ら
れ
る
工
程

（
裁
断
の
多
様
化
や
乾
燥
工
程
、
焼

き
・
炙
り
工
程
）
確
立
の
た
め
の
必

要
設
備
・
機
器
の
導
入
を
勧
め
た
。

ま
た
、
経
営
の
効
率
化
や
人
手

不
足
を
見
据
え
た
工
場
の
省
力
化
、

工
場
の
稼
働
率
を
上
げ
る
と
と
も
に
、

地
域
の
食
産
業
振
興
の
核
施
設
と
な

る
べ
く
、
県
内
の
お
土
産
品
メ
ー
カ

ー
や
6
次
産
業
化
に
取
り
組
む
農
業

者
等
の
小
ロ
ッ
ト
加
工
へ
の
受
託
製

造
対
応
を
実
施
す
る
こ
と
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

業
務
用
へ
の
販
路
の
切
り
替
え
に

あ
た
り
食
品
分
野
の
中
で
も
、
目
指

す
販
路
ご
と
に
適
正
な
展
示
会
が
異

な
る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
。
業
務
用

分
野
専
門
の
展
示
会
「
デ
リ
カ
テ
ッ

セ
ン
・
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
」
へ
の
出

店
を
勧
め
た
。
こ
の
提
案
を
受
け
た

五
戸
さ
ん
は
「
う
ち
が
デ
リ
カ
？
」

と
疑
問
を
持
っ
た
と
当
時
の
心
境
を

語
っ
た
が
、
こ
れ
が
大
反
響
を
呼
ぶ
。

商
談
・
展
示
会
で
の
名
刺
交
換
数
は

１
７
３
枚
、
既
存
市
場
は
1
6
社
の

販
路
回
復
、
新
規
市
場
は
1
1
社
へ

販
路
拡
大
に
成
功
し
た
の
だ
。

ま
た
、
工
場
の
設
備
更
新
の
た

め
の
補
助
金
活
用
に
関
し
て
も
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
、
水
産
庁
の
「
復
興

水
産
加
工
販
路
回
復
推
進
事
業
」
に

応
募
す
る
具
体
的
な
事
業
内
容
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
予
算
編
成
等
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
、
申
請
を
支
援
。
3

年
連
続
の
採
択
に
至
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
「
小
ロ
ッ
ト
」「
多
品
種
」「
省

力
化
」
に
対
応
す
る
、
ヘ
ッ
ド
カ
ッ

タ
ー
、
ウ
ロ
コ
取
り
機
、
コ
ン
ベ
ア

ー
、
乾
燥
機
自
動
温
度
調
節
機
、
イ

ン
バ
ー
タ
ー
、
各
種
裁
断
機
等
の
設

備
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

積
極
的
に
設
備
拡
充
を
図
る
こ

と
で
、
人
手
不
足
を
補
う
こ
と
に
も

成
功
。

ま
た
、
業
務
用
商
品
の
開
発
と

カ
タ
ロ
グ
、
規
格
書
（
Ｆ
Ｃ
Ｐ
シ
ー

ト
）
の
作
成
を
支
援
し
、「
誰
に
」「
何

を
」
伝
え
た
い
の
か
と
い
う
ポ
イ
ン

ト
を
整
理
し
た
。
例
え
ば
、
業
務
用

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
、
感
覚

的
な
表
現
よ
り
も
内
容
量
な
ど
の
ス

ペ
ッ
ク
テ
ィ
ブ
な
情
報
の
方
が
、
価

値
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
助
言
し
、
こ

の
考
え
の
下
で
ツ
ー
ル
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
。

さ
ら
に
、
県
内
事
業
者
の
小
ロ

ッ
ト
加
工
の
受
託
も
開
始
し
た
。

人
手
不
足
に
負
け
ず

新
た
な
販
路
を
開
拓

こ
れ
ら
の
取
組
み
の
成
果
と
し

て
、
現
在
（
平
成
２
９
年
９
月
）
ま

で
に
、
ス
ル
メ
イ
カ
低
利
用
部
位

（
口
、
軟
骨
）
の
１
次
加
工
品
、
ペ

ル
ー
イ
カ
加
工
品
、
ド
ス
イ
カ
加
工

品
、
ワ
カ
サ
ギ
の
乾
燥
、
ハ
タ
ハ
タ

の
乾
燥
、
練
り
物
等
の
商
品
で
、
１

１
社
の
新
規
販
路
を
獲
得
、
１
６
社

の
販
路
回
復
を
達
成
し
た
。
全
国
各

地
の
生
協
の
１
次
加
工
品
、
大
手
コ

ン
ビ
ニ
の
お
で
ん
の
具
、
地
元
駅
弁

店
の
総
菜
、
全
国
各
地
の
ス
ー
パ
ー

の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
向
け
の
１
次
加
工

品
（
大
手
商
社
と
の
連
携
）、
青
森

県
内
の
お
土
産
業
者
の
魚
介
の
乾
燥

工
程
受
託
な
ど
の
販
路
が
開
か
れ
た
。

今
年
度
か
ら
は
、
S
T
E
P
２

と
位
置
付
け
た
家
庭
用
の
自
社
ブ
ラ

ン
ド
事
業
の
拡
大
に
も
取
り
組
み
始

め
て
い
る
。

五
戸
さ
ん
は
「
加
藤
C
C
O
の

支
援
を
、
ま
る
で
チ
ー
ム
の
よ
う
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
損
得
勘

定
な
し
で
正
直
な
意
見
を
も
ら
え
る

の
で
非
常
に
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と

語
っ
た
。

会話を重ね、課題を解決
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人
材
の
確
保
も
大
き
な
課
題
と

五
戸
さ
ん
が
語
る
よ
う
に
、

人
手
不
足
を
見
据
え
た
、

工
場
の
省
力
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
次
加
工
か
ら
脱
却

人
手
不
足
を
補
い

独
自
の
強
み
を
生
か
す

10年来の関係ということもあり、試作品や事業展開
の構想について正直な意見を交わすことで新たな
活路を見出した

手作業でていねいに下処理を行う
　 スルメイカの低利用部位の加工品で、販路を開拓
五戸水産株式会社外観
導入した設備と手作業を組み合わせ生産性向上
ワカサギやハタハタの乾燥にも対応している
新商品の出来栄えをチェックする五戸さん

4
6

3
5

8
9

7

345

6

7

89

戸
さ
ん
で
も
太
刀
打
ち
の
で
き
な
い

状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

同
社
で
は
、
イ
カ
の
1
次
加
工

を
多
く
手
が
け
珍
味
メ
ー
カ
ー
数
社

に
納
め
て
き
た
が
東
日
本
大
震
災
の

影
響
で
売
上
げ
が
大
幅
に
落
ち
込
み
、

追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
イ
カ
の

歴
史
的
な
不
漁
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま

う
。「
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
と

途
方
に
暮
れ
、
事
業
の
継
続
も
考
え

た
。」
五
戸
さ
ん
は
、
当
時
を
そ
う

振
り
返
る
。

そ
こ
で
、
1
0
年
前
、
当
拠
点

の
加
藤
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
以
下
C
C
O
）
に
新
商
品
開
発
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
当
拠
点
が
青
森
県
、

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
共
催

す
る
出
張
相
談
会
「
A
B
C
相
談
会

（
あ
お
も
り
食
品
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ

ン
ジ
相
談
会
）」
に
申
し
込
ん
だ
こ

と
か
ら
支
援
が
始
ま
っ
た
。

震
災
と
不
漁
の
危
機
を

い
か
に
打
開
す
る
か

相
談
を
受
け
た
加
藤
C
C
O
は

「
表
に
は
出
さ
な
い
も
の
の
、
深
刻

な
様
子
だ
っ
た
」
と
相
談
当
時
の
五

戸
さ
ん
の
様
子
を
振
り
返
る
。
そ
こ

で
、
同
社
の
現
状
を
分
析
し
た
と
こ

ろ
、
販
路
で
は
「
メ
ー
カ
ー
依
存
型
」、

原
料
で
は
「
ス
ル
メ
イ
カ
依
存
型
」

と
分
析
し
た
。
大
震
災
に
よ
り
販
路

を
、
不
漁
に
よ
り
原
料
を
立
て
続
け

に
失
っ
て
し
ま
っ
た
状
況
に
あ
っ
た

の
だ
。
ま
た
、
ス
ル
メ
イ
カ
の
不
漁

は
全
国
的
で
、
近
い
将
来
改
善
す
る

見
込
み
も
な
か
っ
た
。

設
備
面
で
言
え
ば
、
工
場
は
製

品
の
カ
ッ
ト
な
ど
の
主
要
な
工
程
で

機
械
化
が
不
十
分
な
状
態
に
あ
り
、

競
争
力
と
し
て
必
要
な
省
力
化
が
進

ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ

で
加
藤
C
C
O
は
、
同
社
の
工
場
が

八
戸
地
域
の
他
の
事
業
者
に
比
較
し

て
「
小
さ
い
こ
と
」
を
強
み
と
捉
え

る
事
業
展
開
を
考
え
よ
う
と
五
戸
さ

ん
、
チ
ー
ム
に
提
案
し
た
。
つ
ま
り

既
に
生
産
す
る
も
の
に
合
わ
せ
て
つ

生
命
線
の
イ
カ
の
不
漁
に
よ
り
、

経
営
危
機
に
直
面

青
森
県
八
戸
市
。
水
産
加
工
場

で
働
く
従
業
員
た
ち
に
、
威
勢
の
い

い
声
を
か
け
て
回
る
人
が
い
る
。
五

戸
水
産
株
式
会
社
（
以
下
、
同
社
）

の
社
長
、
五
戸
睦
子
さ
ん
だ
。
男
性

の
多
い
水
産
加
工
品
の
世
界
で
、
紅

一
点
生
き
抜
い
て
き
た
。
同
社
を
父

か
ら
引
き
継
ぎ
、
日
本
で
も
有
数
の

ス
ル
メ
イ
カ
の
漁
獲
量
を
誇
る
八
戸

で
海
産
物
を
加
工
し
、
食
卓
に
届
け

続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
五

く
り
あ
げ
ら
れ
た
大
き
な
工
場
で
は

実
現
が
し
に
く
い
、
工
場
の
「
小
ロ

ッ
ト
」「
多
品
種
対
応
化
」「
省
力
化
」

と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
た
の
だ
。

メ
ー
カ
ー
依
存
を
脱
し

受
託
製
造
に
も
対
応
す
る

加
藤
C
C
O
は
、
同
社
に
あ
っ
た

開
発
力
と
機
動
力
に
目
を
つ
け
、
特

定
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
転
換
を
遂
げ

る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
具
体

的
に
は
第
一
段
階
と
し
て
、
時
代
の

ト
レ
ン
ド
を
踏
ま
え
た
、
外
食
・
中

食
分
野
を
中
心
と
し
た
業
務
用
へ
の

販
路
の
切
り
替
え
。
第
二
段
階
と
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
含
む

家
庭
用
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
お
土
産
品
、

ギ
フ
ト
商
品
の
拡
大
を
提
案
し
た
。

ま
た
、
五
戸
さ
ん
自
身
も
望
ん

で
い
た
、
脱
「
ス
ル
メ
イ
カ
依
存
型
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
ス
ル
メ
イ
カ

以
外
の
他
の
種
の
イ
カ
や
、
ス
ル
メ

イ
カ
の
低
利
用
部
位
、
他
魚
種
の
加

工
の
推
進
。

「
小
ロ
ッ
ト
」「
多
品
種
化
」
対
応

の
た
め
の
設
備
導
入
。
業
務
用
市
場

（
お
惣
菜
等
）
で
求
め
ら
れ
る
工
程

（
裁
断
の
多
様
化
や
乾
燥
工
程
、
焼

き
・
炙
り
工
程
）
確
立
の
た
め
の
必

要
設
備
・
機
器
の
導
入
を
勧
め
た
。

ま
た
、
経
営
の
効
率
化
や
人
手

不
足
を
見
据
え
た
工
場
の
省
力
化
、

工
場
の
稼
働
率
を
上
げ
る
と
と
も
に
、

地
域
の
食
産
業
振
興
の
核
施
設
と
な

る
べ
く
、
県
内
の
お
土
産
品
メ
ー
カ

ー
や
6
次
産
業
化
に
取
り
組
む
農
業

者
等
の
小
ロ
ッ
ト
加
工
へ
の
受
託
製

造
対
応
を
実
施
す
る
こ
と
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

業
務
用
へ
の
販
路
の
切
り
替
え
に

あ
た
り
食
品
分
野
の
中
で
も
、
目
指

す
販
路
ご
と
に
適
正
な
展
示
会
が
異

な
る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
。
業
務
用

分
野
専
門
の
展
示
会
「
デ
リ
カ
テ
ッ

セ
ン
・
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
」
へ
の
出

店
を
勧
め
た
。
こ
の
提
案
を
受
け
た

五
戸
さ
ん
は
「
う
ち
が
デ
リ
カ
？
」

と
疑
問
を
持
っ
た
と
当
時
の
心
境
を

語
っ
た
が
、
こ
れ
が
大
反
響
を
呼
ぶ
。

商
談
・
展
示
会
で
の
名
刺
交
換
数
は

１
７
３
枚
、
既
存
市
場
は
1
6
社
の

販
路
回
復
、
新
規
市
場
は
1
1
社
へ

販
路
拡
大
に
成
功
し
た
の
だ
。

ま
た
、
工
場
の
設
備
更
新
の
た

め
の
補
助
金
活
用
に
関
し
て
も
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
、
水
産
庁
の
「
復
興

水
産
加
工
販
路
回
復
推
進
事
業
」
に

応
募
す
る
具
体
的
な
事
業
内
容
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
予
算
編
成
等
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
、
申
請
を
支
援
。
3

年
連
続
の
採
択
に
至
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
「
小
ロ
ッ
ト
」「
多
品
種
」「
省

力
化
」
に
対
応
す
る
、
ヘ
ッ
ド
カ
ッ

タ
ー
、
ウ
ロ
コ
取
り
機
、
コ
ン
ベ
ア

ー
、
乾
燥
機
自
動
温
度
調
節
機
、
イ

ン
バ
ー
タ
ー
、
各
種
裁
断
機
等
の
設

備
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

積
極
的
に
設
備
拡
充
を
図
る
こ

と
で
、
人
手
不
足
を
補
う
こ
と
に
も

成
功
。

ま
た
、
業
務
用
商
品
の
開
発
と

カ
タ
ロ
グ
、
規
格
書
（
Ｆ
Ｃ
Ｐ
シ
ー

ト
）
の
作
成
を
支
援
し
、「
誰
に
」「
何

を
」
伝
え
た
い
の
か
と
い
う
ポ
イ
ン

ト
を
整
理
し
た
。
例
え
ば
、
業
務
用

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
、
感
覚

的
な
表
現
よ
り
も
内
容
量
な
ど
の
ス

ペ
ッ
ク
テ
ィ
ブ
な
情
報
の
方
が
、
価

値
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
助
言
し
、
こ

の
考
え
の
下
で
ツ
ー
ル
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
。

さ
ら
に
、
県
内
事
業
者
の
小
ロ

ッ
ト
加
工
の
受
託
も
開
始
し
た
。

人
手
不
足
に
負
け
ず

新
た
な
販
路
を
開
拓

こ
れ
ら
の
取
組
み
の
成
果
と
し

て
、
現
在
（
平
成
２
９
年
９
月
）
ま

で
に
、
ス
ル
メ
イ
カ
低
利
用
部
位

（
口
、
軟
骨
）
の
１
次
加
工
品
、
ペ

ル
ー
イ
カ
加
工
品
、
ド
ス
イ
カ
加
工

品
、
ワ
カ
サ
ギ
の
乾
燥
、
ハ
タ
ハ
タ

の
乾
燥
、
練
り
物
等
の
商
品
で
、
１

１
社
の
新
規
販
路
を
獲
得
、
１
６
社

の
販
路
回
復
を
達
成
し
た
。
全
国
各

地
の
生
協
の
１
次
加
工
品
、
大
手
コ

ン
ビ
ニ
の
お
で
ん
の
具
、
地
元
駅
弁

店
の
総
菜
、
全
国
各
地
の
ス
ー
パ
ー

の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
向
け
の
１
次
加
工

品
（
大
手
商
社
と
の
連
携
）、
青
森

県
内
の
お
土
産
業
者
の
魚
介
の
乾
燥

工
程
受
託
な
ど
の
販
路
が
開
か
れ
た
。

今
年
度
か
ら
は
、
S
T
E
P
２

と
位
置
付
け
た
家
庭
用
の
自
社
ブ
ラ

ン
ド
事
業
の
拡
大
に
も
取
り
組
み
始

め
て
い
る
。

五
戸
さ
ん
は
「
加
藤
C
C
O
の

支
援
を
、
ま
る
で
チ
ー
ム
の
よ
う
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
損
得
勘

定
な
し
で
正
直
な
意
見
を
も
ら
え
る

の
で
非
常
に
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と

語
っ
た
。
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I
T
、I
o
T
の
導
入
で

生
産
性
革
新
と

経
営
改
善
を
実
現

岡
谷
熱
処
理
工
業
株
式
会
社

1
9
6
0
年
（
昭
和
3
5
年
）
に
地
元
の
金
属
加
工
業
へ
の
貢
献
の
た
め
、
先

代
社
長
が
熱
処
理
会
社
を
創
業
。

現
社
長
の
西
澤
氏
は
、
N
T
T
で
局
長
を
経
験
し
た
後
、同
社
２
代
目
社
長
に

ス
カ
ウ
ト
さ
れ
副
社
長
と
な
っ
た
が
、
2
代
目
社
長
の
急
逝
に
よ
り
2
0
0
3
年

に
社
長
に
就
任
し
た
。
半
完
成
状
態
の
金
属
製
品
に
熱
処
理
を
し
、
”魂
を
い
れ
る

“
こ
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
覆
す
「
熱
処
理
に
お
い
て
は

（
金
属
を
）
歪
ま
せ
な
い
」
た
め
に
、
技
術
革
新
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
歪
み
を
従
来

の
1
/
3
0
以
下
に
抑
制
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
実
用
化
さ
せ
た
。

1234

「
常
に
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で

  

変
わ
り
続
け
な
け
れ
ば
。」

「
革
新
的
な
シ
ス
テ
ム
作
り
を

  

し
た
い
が
、何
か

  

ア
イ
デ
ィ
ア
は
な
い
か
？
」

「
I
T
は
変
革
の
た
め
に
は

  

必
要
な
こ
と
。」

「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
、

  

A
I
の
導
入
に
も
取
り
組
む
。」

以
前
か
ら
白
川
チ
ー
フ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
C
O
）

と
個
人
的
に
交
流
の
あ
っ
た
西

澤
さ
ん
は
、
当
拠
点
が
開
設
さ
れ

C
C
O
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た

こ
と
を
聞
き
、
来
訪
。「
加
工
し
て

出
荷
す
る
製
品
の
品
質
を
い
か
に

し
て
保
証
し
た
ら
よ
い
の
か
？
」

「
熱
処
理
や
、
金
属
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
仕
事
は
、
一
品
対
応
で
あ
る
。

品
物
の
取
り
違
い
を
皆
無
と
し
、

定
め
ら
れ
た
処
理
基
準
通
り
遂
行

し
た
の
か
を
検
証
で
き
る
革
新
的

な
シ
ス
テ
ム
作
り
を
し
た
い
が
、

何
か
ア
イ
デ
ィ
ア
は
な
い
か
？
」

「
受
注

－

製
造

－

出
荷

－

納
品
の
一

連
を
、
更
に
効
率
を
上
げ
て
生
産

性
の
向
上
を
図
り
、
経
営
基
盤
を

強
化
し
た
い
。
有
益
な
方
策
を
講

じ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
か
？
」
な
ど
、
高
度
な
課
題
意

識
を
投
げ
か
け
た
。

対
応
し
た
白
川
C
C
O
は
、
現

状
を
調
査
す
る
た
め
に
、
幾
度
と

な
く
同
社
を
訪
問
。
現
場
を
観
察

し
、
社
員
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査

も
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
受
注
は
極
め
て
不

規
則
で
、
工
場
の
稼
働
は
お
客
様

の
都
合
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
こ
と
。

受
注
か
ら
製
造
、
出
荷
、
納
品
に

至
る
一
連
の
作
業
に
お
い
て
、
部

分
的
に
は
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
伝
票

処
理
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
ほ

と
ん
ど
が
手
書
き
作
業
で
あ
る
こ

と
。
お
客
様
か
ら
預
か
る
金
型
の

材
料
、
形
状
、
使
用
目
的
に
よ
り
、

熱
処
理
の
作
業
条
件
（
焼
入
れ
、

焼
戻
し
温
度
、
時
間
な
ど
）
を
個
々

に
設
定
す
る
必
要
性
が
あ
る
が
、

現
場
に
品
物
が
到
着
し
て
始
め
て

作
業
指
示
を
出
し
て
お
り
、
な
お

か
つ
各
熱
処
理
炉
の
処
理
能
力
に

見
合
っ
た
作
業
指
示
が
出
来
て
い

な
い
こ
と
、
な
ど
改
善
点
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。

I
T
化
に
よ
る

管
理
体
制
が
有
効
と
判
断

ア
イ
デ
ィ
ア
を
形
に
す
る

高
度
な
相
談

長
野
県
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す

る
諏
訪
・
岡
谷
地
区
は
、
東
洋
の

ス
イ
ス
と
云
わ
れ
る
ほ
ど
精
密
金

属
加
工
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、

時
計
や
情
報
機
器
な
ど
、
国
内
で

も
有
力
な
生
産
地
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
岡
谷
地
区
で
絶
え
ず
斬
新
な

ア
イ
デ
ィ
ア
や
、
競
合
他
社
に
先

駆
け
た
技
術
革
新
を
強
く
希
求
し

て
い
る
の
が
、
岡
谷
熱
処
理
工
業

株
式
会
社
の
西
澤
さ
ん
だ
。

白
川
C
C
O
は
、
大
き
く
2
つ
、

受
注
管
理
シ
ス
テ
ム
と
設
備
管
理

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
提
案
。
受
注

管
理
面
で
は
、
確
認
さ
れ
た
顧
客

の
要
望
（
鋼
材
の
種
類
、
形
状
、

硬
さ
、
希
望
納
期
な
ど
）
を
オ
ン

タ
イ
ム
で
工
場
に
知
ら
せ
る
方
策

を
講
じ
る
こ
と
を
提
案
。
受
注
か

ら
製
造
、
出
荷
・
納
品
に
至
る
一

連
の
伝
票
処
理
の
I
T
化
だ
。
ま

た
、
設
備
管
理
面
で
は
、
熱
処
理

炉
の
運
転
状
況
、
炉
内
温
度
、
炉

内
真
空
度
な
ど
、
熱
処
理
の
要
と

な
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
遠
隔
で
も

監
視
で
き
る
I
o
T
導
入
を
図

る
こ
と
を
提
案
。「
ま
ず
は
、I
T
、

I
o
T
の
重
要
性
に
つ
い
て
西
澤

さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

じ
っ
く
り
と
説
明
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
た
」
と
白
川
C
C
O
は
当

時
を
振
り
返
る
。
提
案
を
受
け
、

西
澤
さ
ん
は
幹
部
と
協
議
し
た
末

「
現
状
に
満
足
し
て
い
て
は
進
歩
が

な
い
。
変
革
の
た
め
に
は
必
要
な

こ
と
」
と
決
断
。
導
入
に
向
け
た

挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み

I
T
、
I
o
T
化
を
推
進

白
川
C
C
O
は
、
西
澤
さ
ん
の

熱
意
を
支
え
る
た
め
、
長
野
県
工

業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
、
信
州
大

学
工
学
部
な
ど
の
技
術
陣
、
設
備

メ
ー
カ
ー
、
ソ
フ
ト
会
社
、
主
要

顧
客
、
当
拠
点
の
C
O
な
ど
に
よ

る
チ
ー
ム
編
成
を
行
っ
た
。
西
澤

さ
ん
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

と
す
る
「
オ
カ
ネ
ツ
生
産
革
新

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
立
ち
上
げ

だ
。
当
拠
点
と
し
て
も
「
長
野

H
Y
B
R
I
D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
事
業
」
の
主
要
支
援
事
業
と
し

て
本
腰
を
入
れ
て
サ
ポ
ー
ト
。
実

際
の
導
入
に
は
、
相
当
の
設
備
投

資
を
必
要
と
す
る
た
め
、「
も
の
づ

く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
新
展
開

支
援
補
助
金
事
業
」
へ
の
申
請
を

支
援
。

3
0
0
0
万
円
の
補
助
金
が
獲

得
で
き
、
設
備
投
資
も
実
現
し
た
。

C
C
O
と
な
る
前
か
ら
の
成
果
も

入
れ
る
と
、
8
年
連
続
で
何
か
し

ら
の
補
助
金
の
獲
得
を
実
現
さ
せ

て
い
る
。
西
澤
さ
ん
の
想
い
に
マ

ッ
チ
し
た
支
援
が
で
き
て
い
る
証

拠
だ
。

I
T
、
I
o
T
化
で

経
常
利
益
が
1.
4
倍
に

約
1
.
5
年
か
け
て
推
進
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
結
果
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
活
用
に
よ
り
、
受
注

時
点
で
の
製
品
の
写
真
や
顧
客
要

求
条
件
な
ど
の
情
報
が
、
オ
ン
タ

イ
ム
で
工
場
に
伝
達
で
き
る
シ
ス

テ
ム
が
構
築
で
き
た
。

ま
た
、
製
品
の
熱
処
理
作
業
に

お
け
る
各
種
作
業
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

の
見
え
る
化
（
遠
隔
監
視
）
が
図
れ
、

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
設
定
ミ
ス
に
よ

る
や
り
直
し
が
格
段
に
減
る
な
ど

品
質
の
向
上
に
も
大
き
く
貢
献
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
各
熱
処
理
炉
の

処
理
効
率
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、

納
期
短
縮
、
処
理
に
要
す
る
電
力

量
の
大
幅
な
削
減
に
成
功
。
間
接

作
業
を
含
む
全
社
的
な
作
業
効
率

の
向
上
は
、
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減

に
結
び
つ
い
て
い
る
。

支
援
の
結
果
、
2
0
1
8
年
9

月
期
決
算
は
、
売
上
げ
は
前
期
並

で
あ
っ
た
が
、
経
常
利
益
で
前
期

比
1
．
4
倍
以
上
と
な
り
、
取
組

み
が
数
字
と
し
て
顕
著
に
現
れ
た
。

西
澤
さ
ん
は
自
ら
の
仕
事
に
つ

い
て
、
誇
り
を
も
っ
て
「
社
会
に
、

お
客
様
に
、
如
何
に
貢
献
で
き
る

企
業
で
あ
る
か
が
重
要
。
お
客
様

の
金
型
や
工
具
製
品
を
預
か
っ
て
、

ご
要
求
通
り
に
仕
上
げ
る
”
熱
処

理
“や
”
金
属
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
“の

仕
事
は
一
見
地
味
に
思
え
る
が
、

絶
え
ず
新
た
な
技
術
を
必
要
と
し

て
お
り
、
お
客
様
に
還
元
で
き
る

よ
う
に
日
々
努
力
を
続
け
て
い

る
。」
と
語
る
。
こ
の
姿
勢
を
表
す

よ
う
に
、
同
社
の
挑
戦
は
こ
こ
で

と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
A
I

の
導
入
な
ど
、
更
な
る
品
質
向
上
、

業
務
改
善
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
か
ま
え
だ
。

支
援
を
担
当
し
た
白
川
C
C
O

は
、「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

支
援
を
す
る
中
で
、
成
果
を
得
る

た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、
経
営
者

の
や
る
気
と
、
お
互
い
の
信
頼
関

係
」
と
し
た
上
で
、
頻
繁
な
連
絡

や
密
な
相
談
、
時
に
は
本
音
で
意

見
交
換
が
で
き
た
こ
と
が
、
当
初

計
画
の
実
現
と
予
想
以
上
の
収
益

改
善
と
い
う
成
果
に
結
び
つ
い
た

要
因
だ
と
振
り
返
っ
た
。

I
T
活
用
に
よ
る
生
産
性
の
向

上
は
、
限
ら
れ
た
人
員
で
売
上
拡

大
を
図
る
上
で
有
効
な
手
立
て
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
本
事

例
は
、
I
T
を
導
入
す
る
こ
と
で

作
業
の
タ
イ
ム
ラ
グ
や
人
為
的
な

ミ
ス
を
抑
制
し
、
品
質
の
向
上
を

実
現
し
た
好
例
と
な
っ
た
が
、
そ

の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
変
革

を
求
め
I
T
導
入
に
踏
み
切
っ
た

西
澤
さ
ん
の
決
断
と
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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I
T
、I
o
T
の
導
入
で

生
産
性
革
新
と

経
営
改
善
を
実
現

インターネットやクラウドコンピューターを活用。各熱処
理炉の処理効率が飛躍的に向上し、納期短縮、処理に要
する電力量の大幅な削減に成功している

以
前
か
ら
白
川
チ
ー
フ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
C
O
）

と
個
人
的
に
交
流
の
あ
っ
た
西

澤
さ
ん
は
、
当
拠
点
が
開
設
さ
れ

C
C
O
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た

こ
と
を
聞
き
、
来
訪
。「
加
工
し
て

出
荷
す
る
製
品
の
品
質
を
い
か
に

し
て
保
証
し
た
ら
よ
い
の
か
？
」

「
熱
処
理
や
、
金
属
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
仕
事
は
、
一
品
対
応
で
あ
る
。

品
物
の
取
り
違
い
を
皆
無
と
し
、

定
め
ら
れ
た
処
理
基
準
通
り
遂
行

し
た
の
か
を
検
証
で
き
る
革
新
的

な
シ
ス
テ
ム
作
り
を
し
た
い
が
、

何
か
ア
イ
デ
ィ
ア
は
な
い
か
？
」

「
受
注

－

製
造

－

出
荷

－

納
品
の
一

連
を
、
更
に
効
率
を
上
げ
て
生
産

性
の
向
上
を
図
り
、
経
営
基
盤
を

強
化
し
た
い
。
有
益
な
方
策
を
講

じ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
か
？
」
な
ど
、
高
度
な
課
題
意

識
を
投
げ
か
け
た
。

対
応
し
た
白
川
C
C
O
は
、
現

状
を
調
査
す
る
た
め
に
、
幾
度
と

な
く
同
社
を
訪
問
。
現
場
を
観
察

し
、
社
員
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査

も
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
受
注
は
極
め
て
不

規
則
で
、
工
場
の
稼
働
は
お
客
様

の
都
合
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
こ
と
。

受
注
か
ら
製
造
、
出
荷
、
納
品
に

至
る
一
連
の
作
業
に
お
い
て
、
部

分
的
に
は
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
伝
票

処
理
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
ほ

と
ん
ど
が
手
書
き
作
業
で
あ
る
こ

と
。
お
客
様
か
ら
預
か
る
金
型
の

材
料
、
形
状
、
使
用
目
的
に
よ
り
、

熱
処
理
の
作
業
条
件
（
焼
入
れ
、

焼
戻
し
温
度
、
時
間
な
ど
）
を
個
々

に
設
定
す
る
必
要
性
が
あ
る
が
、

現
場
に
品
物
が
到
着
し
て
始
め
て

作
業
指
示
を
出
し
て
お
り
、
な
お

か
つ
各
熱
処
理
炉
の
処
理
能
力
に

見
合
っ
た
作
業
指
示
が
出
来
て
い

な
い
こ
と
、
な
ど
改
善
点
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。

I
T
化
に
よ
る

管
理
体
制
が
有
効
と
判
断

ア
イ
デ
ィ
ア
を
形
に
す
る

高
度
な
相
談

長
野
県
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す

る
諏
訪
・
岡
谷
地
区
は
、
東
洋
の

ス
イ
ス
と
云
わ
れ
る
ほ
ど
精
密
金

属
加
工
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、

時
計
や
情
報
機
器
な
ど
、
国
内
で

も
有
力
な
生
産
地
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
岡
谷
地
区
で
絶
え
ず
斬
新
な

ア
イ
デ
ィ
ア
や
、
競
合
他
社
に
先

駆
け
た
技
術
革
新
を
強
く
希
求
し

て
い
る
の
が
、
岡
谷
熱
処
理
工
業

株
式
会
社
の
西
澤
さ
ん
だ
。

白
川
C
C
O
は
、
大
き
く
2
つ
、

受
注
管
理
シ
ス
テ
ム
と
設
備
管
理

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
提
案
。
受
注

管
理
面
で
は
、
確
認
さ
れ
た
顧
客

の
要
望
（
鋼
材
の
種
類
、
形
状
、

硬
さ
、
希
望
納
期
な
ど
）
を
オ
ン

タ
イ
ム
で
工
場
に
知
ら
せ
る
方
策

を
講
じ
る
こ
と
を
提
案
。
受
注
か

ら
製
造
、
出
荷
・
納
品
に
至
る
一

連
の
伝
票
処
理
の
I
T
化
だ
。
ま

た
、
設
備
管
理
面
で
は
、
熱
処
理

炉
の
運
転
状
況
、
炉
内
温
度
、
炉

内
真
空
度
な
ど
、
熱
処
理
の
要
と

な
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
遠
隔
で
も

監
視
で
き
る
I
o
T
導
入
を
図

る
こ
と
を
提
案
。「
ま
ず
は
、I
T
、

I
o
T
の
重
要
性
に
つ
い
て
西
澤

さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

じ
っ
く
り
と
説
明
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
た
」
と
白
川
C
C
O
は
当

時
を
振
り
返
る
。
提
案
を
受
け
、

西
澤
さ
ん
は
幹
部
と
協
議
し
た
末

「
現
状
に
満
足
し
て
い
て
は
進
歩
が

な
い
。
変
革
の
た
め
に
は
必
要
な

こ
と
」
と
決
断
。
導
入
に
向
け
た

挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み

I
T
、
I
o
T
化
を
推
進

白
川
C
C
O
は
、
西
澤
さ
ん
の

熱
意
を
支
え
る
た
め
、
長
野
県
工

業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
、
信
州
大

学
工
学
部
な
ど
の
技
術
陣
、
設
備

メ
ー
カ
ー
、
ソ
フ
ト
会
社
、
主
要

顧
客
、
当
拠
点
の
C
O
な
ど
に
よ

る
チ
ー
ム
編
成
を
行
っ
た
。
西
澤

さ
ん
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

と
す
る
「
オ
カ
ネ
ツ
生
産
革
新

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
立
ち
上
げ

だ
。
当
拠
点
と
し
て
も
「
長
野

H
Y
B
R
I
D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
事
業
」
の
主
要
支
援
事
業
と
し

て
本
腰
を
入
れ
て
サ
ポ
ー
ト
。
実

際
の
導
入
に
は
、
相
当
の
設
備
投

資
を
必
要
と
す
る
た
め
、「
も
の
づ

く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
新
展
開

支
援
補
助
金
事
業
」
へ
の
申
請
を

支
援
。

3
0
0
0
万
円
の
補
助
金
が
獲

得
で
き
、
設
備
投
資
も
実
現
し
た
。

C
C
O
と
な
る
前
か
ら
の
成
果
も

入
れ
る
と
、
8
年
連
続
で
何
か
し

ら
の
補
助
金
の
獲
得
を
実
現
さ
せ

て
い
る
。
西
澤
さ
ん
の
想
い
に
マ

ッ
チ
し
た
支
援
が
で
き
て
い
る
証

拠
だ
。

I
T
、
I
o
T
化
で

経
常
利
益
が
1.
4
倍
に

約
1
.
5
年
か
け
て
推
進
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
結
果
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
活
用
に
よ
り
、
受
注

時
点
で
の
製
品
の
写
真
や
顧
客
要

求
条
件
な
ど
の
情
報
が
、
オ
ン
タ

イ
ム
で
工
場
に
伝
達
で
き
る
シ
ス

テ
ム
が
構
築
で
き
た
。

ま
た
、
製
品
の
熱
処
理
作
業
に

お
け
る
各
種
作
業
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

の
見
え
る
化
（
遠
隔
監
視
）
が
図
れ
、

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
設
定
ミ
ス
に
よ

る
や
り
直
し
が
格
段
に
減
る
な
ど

品
質
の
向
上
に
も
大
き
く
貢
献
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
各
熱
処
理
炉
の

処
理
効
率
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、

納
期
短
縮
、
処
理
に
要
す
る
電
力

量
の
大
幅
な
削
減
に
成
功
。
間
接

作
業
を
含
む
全
社
的
な
作
業
効
率

の
向
上
は
、
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減

に
結
び
つ
い
て
い
る
。

支
援
の
結
果
、
2
0
1
8
年
9

月
期
決
算
は
、
売
上
げ
は
前
期
並

で
あ
っ
た
が
、
経
常
利
益
で
前
期

比
1
．
4
倍
以
上
と
な
り
、
取
組

み
が
数
字
と
し
て
顕
著
に
現
れ
た
。

西
澤
さ
ん
は
自
ら
の
仕
事
に
つ

い
て
、
誇
り
を
も
っ
て
「
社
会
に
、

お
客
様
に
、
如
何
に
貢
献
で
き
る

企
業
で
あ
る
か
が
重
要
。
お
客
様

の
金
型
や
工
具
製
品
を
預
か
っ
て
、

ご
要
求
通
り
に
仕
上
げ
る
”
熱
処

理
“や
”
金
属
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
“の

仕
事
は
一
見
地
味
に
思
え
る
が
、

絶
え
ず
新
た
な
技
術
を
必
要
と
し

て
お
り
、
お
客
様
に
還
元
で
き
る

よ
う
に
日
々
努
力
を
続
け
て
い

る
。」
と
語
る
。
こ
の
姿
勢
を
表
す

よ
う
に
、
同
社
の
挑
戦
は
こ
こ
で

と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
A
I

の
導
入
な
ど
、
更
な
る
品
質
向
上
、

業
務
改
善
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
か
ま
え
だ
。

支
援
を
担
当
し
た
白
川
C
C
O

は
、「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

支
援
を
す
る
中
で
、
成
果
を
得
る

た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、
経
営
者

の
や
る
気
と
、
お
互
い
の
信
頼
関

係
」
と
し
た
上
で
、
頻
繁
な
連
絡

や
密
な
相
談
、
時
に
は
本
音
で
意

見
交
換
が
で
き
た
こ
と
が
、
当
初

計
画
の
実
現
と
予
想
以
上
の
収
益

改
善
と
い
う
成
果
に
結
び
つ
い
た

要
因
だ
と
振
り
返
っ
た
。

I
T
活
用
に
よ
る
生
産
性
の
向

上
は
、
限
ら
れ
た
人
員
で
売
上
拡

大
を
図
る
上
で
有
効
な
手
立
て
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
本
事

例
は
、
I
T
を
導
入
す
る
こ
と
で

作
業
の
タ
イ
ム
ラ
グ
や
人
為
的
な

ミ
ス
を
抑
制
し
、
品
質
の
向
上
を

実
現
し
た
好
例
と
な
っ
た
が
、
そ

の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
変
革

を
求
め
I
T
導
入
に
踏
み
切
っ
た

西
澤
さ
ん
の
決
断
と
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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熱
処
理
、金
属
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

高
い
技
術
力
を

I
T
、I
o
T
の
力
で

更
に
革
新
し
て
い
る
。



従
業
員
、創
業
者
の

雇
用
が
守
ら
れ
た

円
満
な
垂
直
統
合

株
式
会
社
サ
ン
東
海

創
業
1
9
9
0
年
、
以
来
2
7
年
間
に
渡
り
自
動
車
部
品
の
防
振
ゴ
ム
を
製
造

し
て
い
る
。

「
協
調
と
信
頼
と
和
」「
全
従
業
員
一
丸
と
な
っ
て
改
善
」「
創
意
・
工
夫
に
よ
る

改
善
、
省
エ
ネ
、
環
境
、
安
全
等
の
活
動
に
よ
る
社
会
貢
献
」「
お
客
様
第
一
主
義
」

「
安
全
・
行
動
の
重
視
」
を
基
本
方
針
に
据
え
、
積
み
上
げ
て
き
た
製
造
技
術
と

品
質
管
理
に
よ
り
顧
客
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る

1234

「
転
籍
の
説
明
は
、

  

従
業
員
の
視
点
に
立
っ
て

  

丁
寧
に
。」

「
不
良
品
が
出
れ
ば

  

と
こ
と
ん
原
因
を
追
究
す
る
。

  

そ
れ
ほ
ど
品
質
に
は
こ
だ
わ
る
。」

「
S
社
は
、生
産
拠
点
が

  

分
散
し
て
い
て
、

  

生
産
効
率
が
悪
化
し
て
い
る
。」

「
従
業
員
に
は
、で
き
る
だ
け

  

今
と
同
じ
環
境
で

  

働
き
続
け
て
欲
し
い
。」

苦しい時期が続いた島さん（右）を励まし続けた松岡CO（左）

り
、
後
継
者
の
当
て
は
無
か
っ
た
。

ま
た
、
自
動
車
部
品
市
場
は
国
際

的
な
価
格
競
争
か
ら
製
造
コ
ス
ト
が

安
価
な
海
外
生
産
へ
の
シ
フ
ト
が
顕

著
に
な
り
、
ピ
ー
ク
時
に
は
月
9
0

万
点
あ
っ
た
出
荷
数
は
、
年
々
減
少

し
現
在
は
月
4
5
万
点
と
半
減
状
態

に
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
経
緯
か
ら
、
事
業
の
終

息
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
島
さ
ん
自
身
が
事
業
を
終
息
し

た
経
験
が
無
く
、
従
業
員
の
雇
用
、

設
備
や
建
物
な
ど
の
処
理
方
法
な

ど
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
良
い
も
の

か
わ
か
ら
ず
、
途
方
に
暮
れ
て
い
た
。

熟
考
の
末
、
下
呂
市
商
工
課
へ
相
談

に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、当
拠
点
の
こ
と
を

紹
介
さ
れ
来
訪
相
談
す
る
に
至
っ
た
。

社
員
の
雇
用
を
守
り
た
い

強
い
気
持
ち
が
あ
る

対
応
し
た
松
岡
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
（
以
下
C
O
）
は
、
ま
ず
は
島
さ

ん
の
話
の
腰
を
折
る
こ
と
な
く
、
来

訪
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
丁

寧
に
話
を
伺
っ
た
。

製
品
の
特
徴
や
顧
客
層
、
保
有
設

備
、
建
物
と
土
地
の
面
積
や
権
利
関

係
、
従
業
員
の
能
力
や
年
齢
構
成
と

人
数
、
勤
務
年
数
、
株
主
構
成
の
他
、

工
場
の
周
辺
環
境
な
ど
に
つ
い
て
も

併
せ
て
丁
寧
に
確
認
し
て
い
っ
た
。

話
し
の
中
で
、
島
さ
ん
自
身
が
、

終
息
か
継
続
か
で
悩
ん
で
い
る
要
因

と
し
て
、
社
員
の
雇
用
を
何
と
か
守

り
た
い
と
い
う
想
い
が
根
底
に
あ
る

こ
と
を
確
認
。
異
業
種
へ
の
転
職
の

辛
さ
を
知
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

極
力
今
の
環
境
を
変
え
ず
に
働
き
続

け
て
も
ら
い
た
い
と
従
業
員
の
身
を

案
じ
て
い
た
。
松
岡
C
O
も
「
島
さ

ん
の
話
し
ぶ
り
か
ら
『
従
業
員
の

雇
用
を
絶
対
守
る
』
と
い
う
気
概
を

感
じ
、
支
援
に
も
自
然
と
熱
が
入
っ

た
。」
と
当
時
を
語
る
。

ま
た
、
島
さ
ん
と
し
て
は
3
つ
の

選
択
肢
を
考
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
。

1
つ
目
は
、「
企
業
の
誘
致
を
図
り
、

同
社
を
清
算
。
新
た
な
事
業
者
に
建

物
を
有
効
利
用
す
る
形
で
別
事
業
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
」、
2
つ

目
は
、「
後
継
者
を
見
つ
け
、
同
社

の
経
営
を
託
す
こ
と
」、
3
つ
目
は
、

「
M
＆
A
に
よ
る
事
業
承
継
策
と
し

て
、
主
要
顧
客
で
あ
る
S
社
の
関
連

会
社
と
合
併
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。

松
岡
C
O
が
、
岐
阜
県
事
業
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地
元
金
融
機
関
、

有
料
職
業
紹
介
事
業
者
に
問
い
合
わ

せ
を
し
て
み
た
が
、
企
業
誘
致
と
後

継
者
の
発
掘
は
、
極
め
て
可
能
性
が

低
い
状
況
で
あ
っ
た
。
残
さ
れ
て
い

た
の
は
M
＆
A
に
よ
る
事
業
承
継
の

道
だ
。
そ
こ
で
、
島
さ
ん
か
ら
主
要

顧
客
で
あ
る
S
社
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ

体
力
の
限
界
か
ら

事
業
の
終
息
を
意
識

「
何
が
何
で
も
品
質
第
一
」、
1
つ

の
不
良
品
が
生
命
を
脅
か
す
こ
と
も

あ
る
。
自
動
車
部
品
を
作
る
企
業
と

し
て
、
徹
底
し
た
品
質
管
理
を
行
う

株
式
会
社
サ
ン
東
海
（
以
下
、
同
社
）。

社
長
の
島
さ
ん
は
、
現
在
7
5
歳
。

2
0
1
5
年
頃
か
ら
体
調
を
崩
し
が

ち
で
、
会
社
の
将
来
を
考
え
事
業
承

継
に
悩
ん
で
い
た
。
後
継
者
の
候
補

と
し
て
長
男
が
居
る
も
の
の
、
既
に

土
木
建
築
事
業
を
営
む
経
営
者
で
あ

ン
グ
。
S
社
は
生
産
拠
点
の
分
散
に

よ
る
生
産
効
率
の
悪
化
、
物
流
コ
ス

ト
の
上
昇
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
り
、

業
界
で
の
価
格
競
争
力
が
低
下
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
分
析
し
た
。

ま
た
、
生
産
拠
点
の
あ
る
愛
知
・
岐

阜
県
内
の
有
効
求
人
倍
率
は
近
年
2

倍
を
超
え
て
お
り
、
高
い
製
造
技
術

を
持
つ
同
社
の
人
材
は
即
戦
力
と
し

て
、ニ
ー
ズ
は
高
い
こ
と
が
想
定
出

来
た
。
松
岡
C
O
は
、
こ
れ
ら
の
分

析
結
果
か
ら
、「
従
業
員
の
能
力
を
活

か
し
た
雇
用
の
継
続
・
確
保
」
が
可

能
と
判
断
、「
S
社
の
関
連
会
社
へ

生
産
拠
点
を
統
合
し
同
社
の
従
業
員

を
転
籍
の
上
で
同
社
を
清
算
す
る
」

と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
た
。

こ
の
シ
ナ
リ
オ
を
実
現
す
る
上
で

大
き
な
障
壁
と
な
る
の
は
、「
生
産

拠
点
の
統
合
と
同
社
従
業
員
の
転

籍
に
対
す
る
S
社
経
営
陣
へ
の
理
解

と
合
意
形
成
」「
従
業
員
に
対
す
る

転
籍
へ
の
理
解
と
合
意
形
成
」
だ
。

そ
れ
ら
を
打
開
す
る
た
め
の
次
な
る

策
を
綿
密
に
検
討
し
始
め
た
。

譲
受
側
に
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
さ
せ
る
説
得

島
さ
ん
と
松
岡
C
O
が
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
た
結
果
、
S
社
に

対
し
て
生
産
拠
点
の
統
廃
合
を
提
案

し
て
い
く
方
針
に
決
定
。
S
社
に
同

社
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
材

を
転
籍
さ
せ
る
こ
と
で
の
メ
リ
ッ
ト

「
生
産
効
率
の
向
上
」「
物
流
コ
ス
ト
、

人
材
育
成
コ
ス
ト
の
削
減
」
を
P
R

す
る
作
戦
だ
。

そ
こ
で
、
S
社
の
理
解
を
得
る
た

め
に
も
、
S
社
の
経
営
陣
、
下
呂
市

商
工
課
、
岐
阜
県
事
業
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
、（
公
財
）
岐
阜
県
産
業

経
済
振
興
セ
ン
タ
ー
の
も
の
づ
く
り

C
O
と
の
協
議
を
重
ね
て
い
く
こ
と

を
提
案
し
た
。

こ
れ
を
受
け
島
さ
ん
は
、
様
々
な

支
援
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
S

社
と
同
社
の
生
産
設
備
の
移
転
、
従

業
員
の
関
連
会
社
へ
の
転
籍
に
つ
い

て
、
雇
用
や
労
働
条
件
な
ど
の
協
議

を
重
ね
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
従
業
員
向
け
の

説
明
会
を
実
施
し
、
転
籍
に
つ
い
て

理
解
を
得
て
い
く
こ
と
も
提
案
。
経

験
上
、「
言
い
方
を
間
違
え
る
と
大

変
な
こ
と
に
な
る
」
と
知
っ
て
い
た

松
岡
C
O
は
、
経
営
環
境
の
現
状
、

従
業
員
の
雇
用
確
保
策
を
含
む

今
後
の
方
向
性
や
解
決
策
と
、
そ
の

必
然
性
に
つ
い
て
従
業
員
の
視
点
か

ら
丁
寧
に
説
明
す
る
よ
う
に
助
言
を

行
っ
た
。

S
社
と
の
協
議
内
容
を
加
味
し
た

社
内
説
明
会
の
準
備
を
進
め
、
一
人

一
人
の
従
業
員
に
対
し
て
現
状
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
転
籍
に
つ
い
て

の
希
望
を
確
認
の
上
、
希
望
し
な
い

従
業
員
に
は
就
職
支
援
策
の
提
示
を

行
う
な
ど
丁
寧
な
対
応
を
行
っ
た
。

雇
用
を
守
る

以
上
の
結
果
に

こ
う
し
た
取
組
み
の
結
果
、
遂
に

こ
れ
ま
で
の
努
力
が
報
わ
れ
る
日
を

迎
え
た
。
2
0
1
7
年
6
月
6
日
、

S
社
、
下
呂
市
商
工
課
、
岐
阜
県
事

業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
、
松
岡

C
O
が
一
堂
に
会
し
、
協
議
を
行
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
場
で
、
2
0
1
7

年
1
2
月
末
を
も
っ
て
同
社
を
清
算

し
、
現
工
場
は
倉
庫
と
し
て
活
用
。

同
社
従
業
員
は
S
社
の
関
連
企
業
な

ど
へ
の
転
籍
に
つ
い
て
、
S
社
と
合

意
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
。
従

業
員
か
ら
も
既
に
清
算
・
転
籍
に
つ

い
て
理
解
を
得
る
こ
と
が
出
来
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
2
0
1
8
年
1
月

か
ら
滞
り
な
く
転
籍
先
で
雇
用
を
継

続
出
来
る
準
備
が
完
了
し
た
。
島
さ

ん
の
様
子
を
傍
で
見
守
っ
て
い
た
松

岡
C
O
も
「
当
初
は
大
分
疲
れ
て
い

る
印
象
だ
っ
た
が
、
無
事
成
果
が
出

て
か
ら
は
顔
色
も
良
く
な
り
、
背
筋

も
シ
ャ
ン
と
伸
び
た
。
あ
ぁ
、
も
う

大
丈
夫
だ
な
と
感
じ
た
。」
と
振
り

返
る
。

し
か
し
、
こ
の
話
に
は
予
想
以
上

の
結
末
が
待
っ
て
い
た
。
現
工
場
は

閉
鎖
す
る
予
定
で
進
ん
で
い
た
が
、

好
転
。
現
工
場
の
生
産
設
備
は
そ
の

ま
ま
に
S
社
萩
原
工
場
と
し
て
ス
タ

ー
ト
を
き
る
こ
と
、
ま
た
2
0
1
8

年
2
月
よ
り
島
さ
ん
が
工
場
長
に
就

任
す
る
こ
と
が
S
社
か
ら
の
提
案
で

決
ま
っ
た
の
だ
。「
何
が
何
で
も
品

質
第
一
」
と
熱
い
想
い
で
取
り
組
ん

で
き
た
そ
の
姿
勢
、
そ
し
て
高
品
質

な
製
品
が
高
く
評
価
さ
れ
た
結
果
だ
。

「
歯
車
が
良
い
方
向
に
ま
わ
り
だ
す

と
自
然
と
良
い
方
向
に
動
い
て
い
く

も
の
。
悪
い
流
れ
を
断
ち
切
る
よ
う

支
援
し
た
成
果
が
出
た
。」
と
松
岡

C
O
。
島
さ
ん
は
心
機
一
転
、
想
い

を
新
た
に
し
な
が
ら
も
「
名
前
は
変

わ
っ
て
も
品
質
は
変
え
な
い
」
と
、

も
の
づ
く
り
へ
の
強
い
想
い
を
改
め

て
誓
っ
た

今
、
中
小
企
業
の
後
継
者
問
題
が
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
第
三

者
へ
の
事
業
引
継
ぎ
だ
。
本
事
例
の

よ
う
に
、
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
や
従

業
員
の
技
術
力
な
ど
、
企
業
の
資
産

と
な
る
価
値
を
発
見
し
、
買
い
手
と

な
る
企
業
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
親
族
や

従
業
員
に
後
継
者
の
当
て
が
な
く
と

も
円
滑
に
事
業
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。

1 品質第一を貫き製造される質の高い防振ゴム

1

会話を重ね、課題を解決
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従
業
員
、創
業
者
の

雇
用
が
守
ら
れ
た

円
満
な
垂
直
統
合

ひとつの不良品が、生命に関わる自動車の部品を作
るという責任を胸に、徹底的に品質にこだわっている

品
質
第
一
へ
の
こ
だ
わ
り
が
認
め
ら
れ

歯
車
が
良
い
方
向
に
ま
わ
り
だ
す
。

り
、
後
継
者
の
当
て
は
無
か
っ
た
。

ま
た
、
自
動
車
部
品
市
場
は
国
際

的
な
価
格
競
争
か
ら
製
造
コ
ス
ト
が

安
価
な
海
外
生
産
へ
の
シ
フ
ト
が
顕

著
に
な
り
、
ピ
ー
ク
時
に
は
月
9
0

万
点
あ
っ
た
出
荷
数
は
、
年
々
減
少

し
現
在
は
月
4
5
万
点
と
半
減
状
態

に
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
経
緯
か
ら
、
事
業
の
終

息
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
島
さ
ん
自
身
が
事
業
を
終
息
し

た
経
験
が
無
く
、
従
業
員
の
雇
用
、

設
備
や
建
物
な
ど
の
処
理
方
法
な

ど
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
良
い
も
の

か
わ
か
ら
ず
、
途
方
に
暮
れ
て
い
た
。

熟
考
の
末
、
下
呂
市
商
工
課
へ
相
談

に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、当
拠
点
の
こ
と
を

紹
介
さ
れ
来
訪
相
談
す
る
に
至
っ
た
。

社
員
の
雇
用
を
守
り
た
い

強
い
気
持
ち
が
あ
る

対
応
し
た
松
岡
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
（
以
下
C
O
）
は
、
ま
ず
は
島
さ

ん
の
話
の
腰
を
折
る
こ
と
な
く
、
来

訪
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
丁

寧
に
話
を
伺
っ
た
。

製
品
の
特
徴
や
顧
客
層
、
保
有
設

備
、
建
物
と
土
地
の
面
積
や
権
利
関

係
、
従
業
員
の
能
力
や
年
齢
構
成
と

人
数
、
勤
務
年
数
、
株
主
構
成
の
他
、

工
場
の
周
辺
環
境
な
ど
に
つ
い
て
も

併
せ
て
丁
寧
に
確
認
し
て
い
っ
た
。

話
し
の
中
で
、
島
さ
ん
自
身
が
、

終
息
か
継
続
か
で
悩
ん
で
い
る
要
因

と
し
て
、
社
員
の
雇
用
を
何
と
か
守

り
た
い
と
い
う
想
い
が
根
底
に
あ
る

こ
と
を
確
認
。
異
業
種
へ
の
転
職
の

辛
さ
を
知
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

極
力
今
の
環
境
を
変
え
ず
に
働
き
続

け
て
も
ら
い
た
い
と
従
業
員
の
身
を

案
じ
て
い
た
。
松
岡
C
O
も
「
島
さ

ん
の
話
し
ぶ
り
か
ら
『
従
業
員
の

雇
用
を
絶
対
守
る
』
と
い
う
気
概
を

感
じ
、
支
援
に
も
自
然
と
熱
が
入
っ

た
。」
と
当
時
を
語
る
。

ま
た
、
島
さ
ん
と
し
て
は
3
つ
の

選
択
肢
を
考
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
。

1
つ
目
は
、「
企
業
の
誘
致
を
図
り
、

同
社
を
清
算
。
新
た
な
事
業
者
に
建

物
を
有
効
利
用
す
る
形
で
別
事
業
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
」、
2
つ

目
は
、「
後
継
者
を
見
つ
け
、
同
社

の
経
営
を
託
す
こ
と
」、
3
つ
目
は
、

「
M
＆
A
に
よ
る
事
業
承
継
策
と
し

て
、
主
要
顧
客
で
あ
る
S
社
の
関
連

会
社
と
合
併
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。

松
岡
C
O
が
、
岐
阜
県
事
業
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地
元
金
融
機
関
、

有
料
職
業
紹
介
事
業
者
に
問
い
合
わ

せ
を
し
て
み
た
が
、
企
業
誘
致
と
後

継
者
の
発
掘
は
、
極
め
て
可
能
性
が

低
い
状
況
で
あ
っ
た
。
残
さ
れ
て
い

た
の
は
M
＆
A
に
よ
る
事
業
承
継
の

道
だ
。
そ
こ
で
、
島
さ
ん
か
ら
主
要

顧
客
で
あ
る
S
社
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ

体
力
の
限
界
か
ら

事
業
の
終
息
を
意
識

「
何
が
何
で
も
品
質
第
一
」、
1
つ

の
不
良
品
が
生
命
を
脅
か
す
こ
と
も

あ
る
。
自
動
車
部
品
を
作
る
企
業
と

し
て
、
徹
底
し
た
品
質
管
理
を
行
う

株
式
会
社
サ
ン
東
海
（
以
下
、
同
社
）。

社
長
の
島
さ
ん
は
、
現
在
7
5
歳
。

2
0
1
5
年
頃
か
ら
体
調
を
崩
し
が

ち
で
、
会
社
の
将
来
を
考
え
事
業
承

継
に
悩
ん
で
い
た
。
後
継
者
の
候
補

と
し
て
長
男
が
居
る
も
の
の
、
既
に

土
木
建
築
事
業
を
営
む
経
営
者
で
あ

ン
グ
。
S
社
は
生
産
拠
点
の
分
散
に

よ
る
生
産
効
率
の
悪
化
、
物
流
コ
ス

ト
の
上
昇
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
り
、

業
界
で
の
価
格
競
争
力
が
低
下
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
分
析
し
た
。

ま
た
、
生
産
拠
点
の
あ
る
愛
知
・
岐

阜
県
内
の
有
効
求
人
倍
率
は
近
年
2

倍
を
超
え
て
お
り
、
高
い
製
造
技
術

を
持
つ
同
社
の
人
材
は
即
戦
力
と
し

て
、ニ
ー
ズ
は
高
い
こ
と
が
想
定
出

来
た
。
松
岡
C
O
は
、
こ
れ
ら
の
分

析
結
果
か
ら
、「
従
業
員
の
能
力
を
活

か
し
た
雇
用
の
継
続
・
確
保
」
が
可

能
と
判
断
、「
S
社
の
関
連
会
社
へ

生
産
拠
点
を
統
合
し
同
社
の
従
業
員

を
転
籍
の
上
で
同
社
を
清
算
す
る
」

と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
た
。

こ
の
シ
ナ
リ
オ
を
実
現
す
る
上
で

大
き
な
障
壁
と
な
る
の
は
、「
生
産

拠
点
の
統
合
と
同
社
従
業
員
の
転

籍
に
対
す
る
S
社
経
営
陣
へ
の
理
解

と
合
意
形
成
」「
従
業
員
に
対
す
る

転
籍
へ
の
理
解
と
合
意
形
成
」
だ
。

そ
れ
ら
を
打
開
す
る
た
め
の
次
な
る

策
を
綿
密
に
検
討
し
始
め
た
。

譲
受
側
に
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
さ
せ
る
説
得

島
さ
ん
と
松
岡
C
O
が
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
た
結
果
、
S
社
に

対
し
て
生
産
拠
点
の
統
廃
合
を
提
案

し
て
い
く
方
針
に
決
定
。
S
社
に
同

社
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
材

を
転
籍
さ
せ
る
こ
と
で
の
メ
リ
ッ
ト

「
生
産
効
率
の
向
上
」「
物
流
コ
ス
ト
、

人
材
育
成
コ
ス
ト
の
削
減
」
を
P
R

す
る
作
戦
だ
。

そ
こ
で
、
S
社
の
理
解
を
得
る
た

め
に
も
、
S
社
の
経
営
陣
、
下
呂
市

商
工
課
、
岐
阜
県
事
業
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
、（
公
財
）
岐
阜
県
産
業

経
済
振
興
セ
ン
タ
ー
の
も
の
づ
く
り

C
O
と
の
協
議
を
重
ね
て
い
く
こ
と

を
提
案
し
た
。

こ
れ
を
受
け
島
さ
ん
は
、
様
々
な

支
援
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
S

社
と
同
社
の
生
産
設
備
の
移
転
、
従

業
員
の
関
連
会
社
へ
の
転
籍
に
つ
い

て
、
雇
用
や
労
働
条
件
な
ど
の
協
議

を
重
ね
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
従
業
員
向
け
の

説
明
会
を
実
施
し
、
転
籍
に
つ
い
て

理
解
を
得
て
い
く
こ
と
も
提
案
。
経

験
上
、「
言
い
方
を
間
違
え
る
と
大

変
な
こ
と
に
な
る
」
と
知
っ
て
い
た

松
岡
C
O
は
、
経
営
環
境
の
現
状
、

従
業
員
の
雇
用
確
保
策
を
含
む

今
後
の
方
向
性
や
解
決
策
と
、
そ
の

必
然
性
に
つ
い
て
従
業
員
の
視
点
か

ら
丁
寧
に
説
明
す
る
よ
う
に
助
言
を

行
っ
た
。

S
社
と
の
協
議
内
容
を
加
味
し
た

社
内
説
明
会
の
準
備
を
進
め
、
一
人

一
人
の
従
業
員
に
対
し
て
現
状
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
転
籍
に
つ
い
て

の
希
望
を
確
認
の
上
、
希
望
し
な
い

従
業
員
に
は
就
職
支
援
策
の
提
示
を

行
う
な
ど
丁
寧
な
対
応
を
行
っ
た
。

雇
用
を
守
る

以
上
の
結
果
に

こ
う
し
た
取
組
み
の
結
果
、
遂
に

こ
れ
ま
で
の
努
力
が
報
わ
れ
る
日
を

迎
え
た
。
2
0
1
7
年
6
月
6
日
、

S
社
、
下
呂
市
商
工
課
、
岐
阜
県
事

業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
、
松
岡

C
O
が
一
堂
に
会
し
、
協
議
を
行
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
場
で
、
2
0
1
7

年
1
2
月
末
を
も
っ
て
同
社
を
清
算

し
、
現
工
場
は
倉
庫
と
し
て
活
用
。

同
社
従
業
員
は
S
社
の
関
連
企
業
な

ど
へ
の
転
籍
に
つ
い
て
、
S
社
と
合

意
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
。
従

業
員
か
ら
も
既
に
清
算
・
転
籍
に
つ

い
て
理
解
を
得
る
こ
と
が
出
来
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
2
0
1
8
年
1
月

か
ら
滞
り
な
く
転
籍
先
で
雇
用
を
継

続
出
来
る
準
備
が
完
了
し
た
。
島
さ

ん
の
様
子
を
傍
で
見
守
っ
て
い
た
松

岡
C
O
も
「
当
初
は
大
分
疲
れ
て
い

る
印
象
だ
っ
た
が
、
無
事
成
果
が
出

て
か
ら
は
顔
色
も
良
く
な
り
、
背
筋

も
シ
ャ
ン
と
伸
び
た
。
あ
ぁ
、
も
う

大
丈
夫
だ
な
と
感
じ
た
。」
と
振
り

返
る
。

し
か
し
、
こ
の
話
に
は
予
想
以
上

の
結
末
が
待
っ
て
い
た
。
現
工
場
は

閉
鎖
す
る
予
定
で
進
ん
で
い
た
が
、

好
転
。
現
工
場
の
生
産
設
備
は
そ
の

ま
ま
に
S
社
萩
原
工
場
と
し
て
ス
タ

ー
ト
を
き
る
こ
と
、
ま
た
2
0
1
8

年
2
月
よ
り
島
さ
ん
が
工
場
長
に
就

任
す
る
こ
と
が
S
社
か
ら
の
提
案
で

決
ま
っ
た
の
だ
。「
何
が
何
で
も
品

質
第
一
」
と
熱
い
想
い
で
取
り
組
ん

で
き
た
そ
の
姿
勢
、
そ
し
て
高
品
質

な
製
品
が
高
く
評
価
さ
れ
た
結
果
だ
。

「
歯
車
が
良
い
方
向
に
ま
わ
り
だ
す

と
自
然
と
良
い
方
向
に
動
い
て
い
く

も
の
。
悪
い
流
れ
を
断
ち
切
る
よ
う

支
援
し
た
成
果
が
出
た
。」
と
松
岡

C
O
。
島
さ
ん
は
心
機
一
転
、
想
い

を
新
た
に
し
な
が
ら
も
「
名
前
は
変

わ
っ
て
も
品
質
は
変
え
な
い
」
と
、

も
の
づ
く
り
へ
の
強
い
想
い
を
改
め

て
誓
っ
た

今
、
中
小
企
業
の
後
継
者
問
題
が
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
第
三

者
へ
の
事
業
引
継
ぎ
だ
。
本
事
例
の

よ
う
に
、
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
や
従

業
員
の
技
術
力
な
ど
、
企
業
の
資
産

と
な
る
価
値
を
発
見
し
、
買
い
手
と

な
る
企
業
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
親
族
や

従
業
員
に
後
継
者
の
当
て
が
な
く
と

も
円
滑
に
事
業
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。
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品質へのこだわりを全社員で共有し、
安全性の高い製品を生み出している
　 工場内の様子
製品の品質に問題がないかを、人の目でチェックする
苦しい時期を夫婦で支え合い乗り越えた
　 整理整頓された工場で高品質の防振ゴムを製造している
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　 モダンな雰囲気ながら柱や木材に長屋の風情が残る1 2

2

両
親
と
の
思
い
出
深
い

京
町
屋
を
宿
泊
施
設
に

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
創
業

京
宿 

し
ら
さ
ぎ

か
つ
て
両
親
が
仕
事
場
と
し
て
使
用
し
て
い
た
町
屋
を
再
生
し
、
一
棟
貸
の
宿

泊
施
設
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
目
の
前
に
鴨
川
が
流
れ
、
琴
体
験
や
仕
出
し
料
理

も
楽
し
め
る
。
京
宿
し
ら
さ
ぎ
の
名
前
は
、
鴨
川
で
羽
根
を
休
め
る
白
鷺
に
由
来

し
て
い
る
。

1234

「
創
業
を
す
る
こ
と
で

  

不
幸
に
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
。」

「
経
営
者
と
し
て
の
感
覚
を

  

身
に
つ
け
て
欲
し
い
。」

「
ど
う
し
た
ら
お
客
様
が

  

喜
ぶ
の
か
を
考
え
る
。」

「
豊
田
さ
ん
な
ら
で
は
の

  

強
み
を
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。」

強い思いではじめての創業に挑んだ豊田さん（左）と挑戦を支え続けた山本CCO（右）

こ
の
き
れ
い
な
景
色
を
思
い
出
に
し

て
ほ
し
い
」
と
想
い
は
あ
る
も
の
の
、

家
族
の
反
対
が
あ
る
、
融
資
の
受
け

方
も
分
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
中
、
自

身
で
調
べ
た
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

女
性
起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
を
知
り
、
自

身
で
作
っ
た
創
業
計
画
書
を
持
っ
て

当
拠
点
を
訪
れ
、
山
本
チ
ー
フ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
C
O
）
に

相
談
。
以
降
、
定
期
的
に
来
訪
相
談

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
る
で
ポ
エ
ム
の
よ
う
な

創
業
計
画
書

個
別
相
談
で
豊
田
さ
ん
の
創
業
計

画
を
見
た
山
本
C
C
O
は
「
ま
る
で

ポ
エ
ム
の
よ
う
だ
っ
た
」
と
当
時
の

印
象
を
懐
か
し
み
な
が
ら
振
り
返
る
。

熱
い
想
い
は
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
の
、

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
見
積
も
り
、
そ

れ
を
基
に
算
出
し
た
融
資
の
希
望
額

が
自
己
資
金
の
1
1
倍
も
あ
り
、
実

現
性
が
低
い
と
見
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
創
業
計
画
書
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

掘
り
下
げ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
み
る

と
、
隣
の
一
棟
貸
の
宿
泊
施
設
が
う

ま
く
い
っ
て
い
る
の
で
、
う
ま
く
い

く
は
ず
だ
と
い
う
安
易
な
自
信
も
感

じ
ら
れ
た
。

　山
本
C
C
O
は
景
観
の
美
し
さ

や
、
駅
が
近
い
と
い
う
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
は
な
く
、
豊
田
さ
ん
な
ら
で
は

の
強
み
を
見
出
し
、
お
客
様
の
思
い

出
に
残
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
、
経
営
者
と
し
て
の
金
銭
感
覚
・

マ
イ
ン
ド
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
事

業
計
画
書
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

助
言
。
同
時
に
、
豊
田
さ
ん
が
自
身

の
想
い
を
家
族
に
十
分
に
理
解
し
て

も
ら
え
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
た
の
で
、
家
族
会
議
を
行
う
こ

と
を
提
案
し
た
。

山
本
C
C
O
は
豊
田
さ
ん
の
作
る

資
料
を
も
と
に
、
町
屋
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
費
用
、
休
眠
会
社
の
登
記
費

用
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
消
耗
品
の

調
達
、
日
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
外

注
費
用
、
広
告
料
な
ど
の
費
用
の
精

査
を
お
こ
な
い
、
か
つ
、
創
業
後
に

想
い
ひ
と
つ
で

宿
の
オ
ー
プ
ン
を
決
意

目
の
前
に
鴨
川
が
流
れ
る
京
都
ら

し
い
風
景
の
中
に
「
京
宿
し
ら
さ
ぎ
」

が
あ
る
。
豊
田
さ
ん
は
、
両
親
が
経

営
し
て
い
た
休
眠
中
の
北
邦
印
刷
有

限
会
社
を
名
称
変
更
し
、
そ
の
代
表

と
な
っ
て
１
棟
貸
の
宿
泊
施
設
を
開

業
し
た
。

し
か
し
、
開
業
に
至
る
ま
で
は
苦

難
の
連
続
だ
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
経

験
は
な
く
、
銀
行
と
の
取
引
も
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
。「
お
客
様
に
も
、

は
思
わ
ぬ
出
費
が
あ
る
こ
と
も
想
定

し
て
、
最
低
3
ヶ
月
分
の
運
転
費
用

が
余
る
程
度
の
融
資
を
借
り
入
れ
る

計
画
を
立
て
た
。

ま
た
、
鴨
川
に
面
し
て
い
る
こ
と

や
駅
が
近
い
こ
と
、
隣
の
一
棟
貸
し

の
宿
舎
が
う
ま
く
営
業
で
き
て
い
る

こ
と
は
豊
田
さ
ん
が
成
功
す
る
要
因

に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上

で
、
開
業
後
、
ど
う
す
れ
ば
お
客
様

が
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
、

豊
田
さ
ん
自
身
の
強
み
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
な
が
ら
模
索
し
た
。

面
談
を
す
る
中
で
、
海
外
か
ら
来

る
お
客
様
は
比
較
的
裕
福
で
あ
り
、

知
的
好
奇
心
が
旺
盛
で
あ
る
と
想
定
。

文
化
的
な
体
験
が
思
い
出
に
残
る
サ

ー
ビ
ス
に
繋
が
る
と
考
え
、
豊
田
さ

ん
自
身
が
琴
を
教
え
る
こ
と
を
提
案

し
た
。

　「創
業
を
す
る
こ
と
で
不
幸
に
な

っ
て
ほ
し
く
な
い
」
と
、
豊
田
さ
ん

を
応
援
し
つ
つ
も
、
時
に
は
厳
し
い

指
摘
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
家
族

の
反
対
も
あ
り
な
が
ら
も
創
業
ま
で

辿
り
着
け
た
の
は
豊
田
さ
ん
自
身
の

熱
意
が
あ
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
っ

た
と
山
本
C
C
O
は
振
り
返
る
。

課
題
を
ク
リ
ア
し
理
解
さ
れ
る

創
業
融
資
申
込
書
を
作
成

相
談
の
た
び
に
課
さ
れ
る
宿
題
を

1
つ
1
つ
ク
リ
ア
し
、
金
融
機
関
の

納
得
を
得
ら
れ
る
創
業
融
資
申
込
書

の
作
成
に
注
力
し
た
。
特
に
金
融
機

関
は
、
返
済
原
資
が
担
保
さ
れ
る
計

画
で
あ
る
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
月
々

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
残
る
計
画
か
ど
う

か
が
融
資
を
実
行
す
る
上
で
の
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。

古
い
町
屋
を
宿
泊
施
設
に
す
る
と

い
う
、
大
き
な
初
期
投
資
が
必
要
な

本
件
の
場
合
、
3
0
％
以
上
の
自
己

資
金
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
た
。
相
談
者
が
用
意
で
き
る
自

己
資
金
に
比
べ
て
、
融
資
の
希
望
額

は
そ
の
1
1
倍
以
上
と
、
理
想
に
は

程
遠
く
、
よ
り
堅
実
な
事
業
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
想

定
す
る
売
上
げ
は
抑
え
目
、
経
費
も

具
体
的
に
詰
め
、
掃
除
な
ど
日
々
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
外
注
せ
ず
相
談
者

も
し
く
は
家
族
に
手
伝
っ
て
も
ら
う

方
向
で
調
整
し
、
集
客
面
で
は
広
告

代
理
店
に
頼
ら
ず
、
自
社
H
P
の
発

信
に
注
力
す
る
こ
と
に
し
た
。

　経
費
の
削
減
や
具
体
的
な
計
画
、

創
業
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
す
る

こ
と
で
、
徐
々
に
豊
田
さ
ん
の
中
に

経
営
者
と
し
て
の
マ
イ
ン
ド
が
芽
生

え
は
じ
め
る
。

　そ
し
て
、山
本
C
C
O
が
吟
味
し

た
具
体
性
の
あ
る
計
画
書
を
手
に
豊

田
さ
ん
は
2
つ
の
金
融
機
関
に
融
資

の
申
し
入
れ
に
向
か
っ
た
。

無
事
オ
ー
プ
ン

思
わ
ぬ
つ
な
が
り
も

事
業
計
画
書
を
見
た
金
融
機
関
も

豊
田
さ
ん
の
事
業
計
画
書
が
し
っ
か

り
と
練
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断

し
、
2
金
融
機
関
と
も
に
融
資
を
実

行
し
た
い
と
の
返
事
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
内
、
金
利
が
低
い

方
の
金
融
機
関
か
ら
、
自
己
資
金
の

9
倍
も
の
融
資
を
借
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
、
創
業
資
金
を
調
達
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　2
0
1
7
年
7
月
、
建
物
が
完
成

し
た
。
宿
の
真
ん
中
を
縦
に
貫
く
柱
、

天
井
を
横
切
る
素
朴
な
木
材
が
町
屋

な
ら
で
は
の
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
。

建
物
に
な
じ
む
ソ
フ
ァ
や
テ
ー
ブ
ル
、

小
物
を
搬
入
し
た
。
完
成
し
た
際
に
、

当
初
反
対
し
て
い
た
家
族
か
ら
か
け

ら
れ
た
「
よ
く
や
っ
た
」
と
い
う
言

葉
が
一
際
う
れ
し
か
っ
た
そ
う
。
そ

し
て
、
2
0
1
7
年
9
月
に
「
京
宿

し
ら
さ
ぎ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

ま
た
、
近
く
に
地
元
の
魚
屋
さ
ん

が
あ
る
。
そ
こ
は
両
親
が
仕
事
帰
り

に
購
入
し
、
豊
田
さ
ん
が
子
供
の
頃

か
ら
食
べ
て
い
た
魚
、
大
人
に
な
っ

て
改
め
て
美
味
し
い
魚
だ
と
実
感
し

た
お
店
だ
そ
う
。
そ
の
魚
屋
さ
ん
に

「
お
客
様
に
旬
の
魚
を
使
っ
た
仕
出

し
を
提
供
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
交

渉
を
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
豊
田
さ
ん

の
熱
意
が
伝
わ
り
、
快
諾
し
て
く
れ

た
。
い
ま
で
は
多
く
の
お
客
様
が
仕

出
し
を
頼
ん
で
く
れ
、
反
応
も
良
好

で
あ
る
と
い
う
。

　「
丁
寧
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
受

け
な
が
ら
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で
も
ら

っ
た
宿
題
を
必
死
に
解
決
す
る
こ
と

で
事
業
計
画
書
を
作
る
こ
と
が
で
き

た
。
低
い
金
利
で
融
資
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
嬉
し
か
っ
た
。」
と
豊
田

さ
ん
は
振
り
返
っ
た
。

　開
業
後
、
当
初
想
定
し
て
い
た
海

外
か
ら
の
お
客
様
は
ま
だ
少
な
く
、

日
本
に
住
ん
で
い
る
家
族
連
れ
や
カ

ッ
プ
ル
が
来
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
。

稼
働
率
は
2
5
％
、
5
0
％
と
徐
々

に
伸
び
て
き
て
い
る
と
い
う
が
、
観

光
シ
ー
ズ
ン
以
外
の
季
節
に
も
集
客

を
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　豊
田
さ
ん
自
身
の
強
み
や
コ
ス
ト

感
覚
に
つ
い
て
、
気
付
き
を
与
え
な

が
ら
、丁
寧
に
寄
り
添
っ
て
い
く
こ

と
が
今
後
の
益
々
の
成
功
に
つ
な
が

る
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

会話を重ね、課題を解決
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両
親
と
の
思
い
出
深
い

京
町
屋
を
宿
泊
施
設
に

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
創
業

館内の清掃など日々のメンテナンスは、豊田さん自
身が心を込めていねいに行なっている

初
め
て
の
創
業
と
い
う

豊
田
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
、

2
0
1
7
年
9
月
に
実
を
結
び

オ
ー
プ
ン
を
果
た
す
。

こ
の
き
れ
い
な
景
色
を
思
い
出
に
し

て
ほ
し
い
」
と
想
い
は
あ
る
も
の
の
、

家
族
の
反
対
が
あ
る
、
融
資
の
受
け

方
も
分
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
中
、
自

身
で
調
べ
た
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

女
性
起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
を
知
り
、
自

身
で
作
っ
た
創
業
計
画
書
を
持
っ
て

当
拠
点
を
訪
れ
、
山
本
チ
ー
フ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
C
O
）
に

相
談
。
以
降
、
定
期
的
に
来
訪
相
談

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
る
で
ポ
エ
ム
の
よ
う
な

創
業
計
画
書

個
別
相
談
で
豊
田
さ
ん
の
創
業
計

画
を
見
た
山
本
C
C
O
は
「
ま
る
で

ポ
エ
ム
の
よ
う
だ
っ
た
」
と
当
時
の

印
象
を
懐
か
し
み
な
が
ら
振
り
返
る
。

熱
い
想
い
は
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
の
、

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
見
積
も
り
、
そ

れ
を
基
に
算
出
し
た
融
資
の
希
望
額

が
自
己
資
金
の
1
1
倍
も
あ
り
、
実

現
性
が
低
い
と
見
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
創
業
計
画
書
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

掘
り
下
げ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
み
る

と
、
隣
の
一
棟
貸
の
宿
泊
施
設
が
う

ま
く
い
っ
て
い
る
の
で
、
う
ま
く
い

く
は
ず
だ
と
い
う
安
易
な
自
信
も
感

じ
ら
れ
た
。

　山
本
C
C
O
は
景
観
の
美
し
さ

や
、
駅
が
近
い
と
い
う
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
は
な
く
、
豊
田
さ
ん
な
ら
で
は

の
強
み
を
見
出
し
、
お
客
様
の
思
い

出
に
残
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
、
経
営
者
と
し
て
の
金
銭
感
覚
・

マ
イ
ン
ド
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
事

業
計
画
書
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

助
言
。
同
時
に
、
豊
田
さ
ん
が
自
身

の
想
い
を
家
族
に
十
分
に
理
解
し
て

も
ら
え
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
た
の
で
、
家
族
会
議
を
行
う
こ

と
を
提
案
し
た
。

山
本
C
C
O
は
豊
田
さ
ん
の
作
る

資
料
を
も
と
に
、
町
屋
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
費
用
、
休
眠
会
社
の
登
記
費

用
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
消
耗
品
の

調
達
、
日
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
外

注
費
用
、
広
告
料
な
ど
の
費
用
の
精

査
を
お
こ
な
い
、
か
つ
、
創
業
後
に

想
い
ひ
と
つ
で

宿
の
オ
ー
プ
ン
を
決
意

目
の
前
に
鴨
川
が
流
れ
る
京
都
ら

し
い
風
景
の
中
に
「
京
宿
し
ら
さ
ぎ
」

が
あ
る
。
豊
田
さ
ん
は
、
両
親
が
経

営
し
て
い
た
休
眠
中
の
北
邦
印
刷
有

限
会
社
を
名
称
変
更
し
、
そ
の
代
表

と
な
っ
て
１
棟
貸
の
宿
泊
施
設
を
開

業
し
た
。

し
か
し
、
開
業
に
至
る
ま
で
は
苦

難
の
連
続
だ
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
経

験
は
な
く
、
銀
行
と
の
取
引
も
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
。「
お
客
様
に
も
、

は
思
わ
ぬ
出
費
が
あ
る
こ
と
も
想
定

し
て
、
最
低
3
ヶ
月
分
の
運
転
費
用

が
余
る
程
度
の
融
資
を
借
り
入
れ
る

計
画
を
立
て
た
。

ま
た
、
鴨
川
に
面
し
て
い
る
こ
と

や
駅
が
近
い
こ
と
、
隣
の
一
棟
貸
し

の
宿
舎
が
う
ま
く
営
業
で
き
て
い
る

こ
と
は
豊
田
さ
ん
が
成
功
す
る
要
因

に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上

で
、
開
業
後
、
ど
う
す
れ
ば
お
客
様

が
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
、

豊
田
さ
ん
自
身
の
強
み
を
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
な
が
ら
模
索
し
た
。

面
談
を
す
る
中
で
、
海
外
か
ら
来

る
お
客
様
は
比
較
的
裕
福
で
あ
り
、

知
的
好
奇
心
が
旺
盛
で
あ
る
と
想
定
。

文
化
的
な
体
験
が
思
い
出
に
残
る
サ

ー
ビ
ス
に
繋
が
る
と
考
え
、
豊
田
さ

ん
自
身
が
琴
を
教
え
る
こ
と
を
提
案

し
た
。

　「創
業
を
す
る
こ
と
で
不
幸
に
な

っ
て
ほ
し
く
な
い
」
と
、
豊
田
さ
ん

を
応
援
し
つ
つ
も
、
時
に
は
厳
し
い

指
摘
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
家
族

の
反
対
も
あ
り
な
が
ら
も
創
業
ま
で

辿
り
着
け
た
の
は
豊
田
さ
ん
自
身
の

熱
意
が
あ
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
っ

た
と
山
本
C
C
O
は
振
り
返
る
。

課
題
を
ク
リ
ア
し
理
解
さ
れ
る

創
業
融
資
申
込
書
を
作
成

相
談
の
た
び
に
課
さ
れ
る
宿
題
を

1
つ
1
つ
ク
リ
ア
し
、
金
融
機
関
の

納
得
を
得
ら
れ
る
創
業
融
資
申
込
書

の
作
成
に
注
力
し
た
。
特
に
金
融
機

関
は
、
返
済
原
資
が
担
保
さ
れ
る
計

画
で
あ
る
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
月
々

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
残
る
計
画
か
ど
う

か
が
融
資
を
実
行
す
る
上
で
の
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。

古
い
町
屋
を
宿
泊
施
設
に
す
る
と

い
う
、
大
き
な
初
期
投
資
が
必
要
な

本
件
の
場
合
、
3
0
％
以
上
の
自
己

資
金
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
た
。
相
談
者
が
用
意
で
き
る
自

己
資
金
に
比
べ
て
、
融
資
の
希
望
額

は
そ
の
1
1
倍
以
上
と
、
理
想
に
は

程
遠
く
、
よ
り
堅
実
な
事
業
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
想

定
す
る
売
上
げ
は
抑
え
目
、
経
費
も

具
体
的
に
詰
め
、
掃
除
な
ど
日
々
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
外
注
せ
ず
相
談
者

も
し
く
は
家
族
に
手
伝
っ
て
も
ら
う

方
向
で
調
整
し
、
集
客
面
で
は
広
告

代
理
店
に
頼
ら
ず
、
自
社
H
P
の
発

信
に
注
力
す
る
こ
と
に
し
た
。

　経
費
の
削
減
や
具
体
的
な
計
画
、

創
業
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
す
る

こ
と
で
、
徐
々
に
豊
田
さ
ん
の
中
に

経
営
者
と
し
て
の
マ
イ
ン
ド
が
芽
生

え
は
じ
め
る
。

　そ
し
て
、山
本
C
C
O
が
吟
味
し

た
具
体
性
の
あ
る
計
画
書
を
手
に
豊

田
さ
ん
は
2
つ
の
金
融
機
関
に
融
資

の
申
し
入
れ
に
向
か
っ
た
。

無
事
オ
ー
プ
ン

思
わ
ぬ
つ
な
が
り
も

事
業
計
画
書
を
見
た
金
融
機
関
も

豊
田
さ
ん
の
事
業
計
画
書
が
し
っ
か

り
と
練
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断

し
、
2
金
融
機
関
と
も
に
融
資
を
実

行
し
た
い
と
の
返
事
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
内
、
金
利
が
低
い

方
の
金
融
機
関
か
ら
、
自
己
資
金
の

9
倍
も
の
融
資
を
借
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
、
創
業
資
金
を
調
達
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　2
0
1
7
年
7
月
、
建
物
が
完
成

し
た
。
宿
の
真
ん
中
を
縦
に
貫
く
柱
、

天
井
を
横
切
る
素
朴
な
木
材
が
町
屋

な
ら
で
は
の
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
。

建
物
に
な
じ
む
ソ
フ
ァ
や
テ
ー
ブ
ル
、

小
物
を
搬
入
し
た
。
完
成
し
た
際
に
、

当
初
反
対
し
て
い
た
家
族
か
ら
か
け

ら
れ
た
「
よ
く
や
っ
た
」
と
い
う
言

葉
が
一
際
う
れ
し
か
っ
た
そ
う
。
そ

し
て
、
2
0
1
7
年
9
月
に
「
京
宿

し
ら
さ
ぎ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

ま
た
、
近
く
に
地
元
の
魚
屋
さ
ん

が
あ
る
。
そ
こ
は
両
親
が
仕
事
帰
り

に
購
入
し
、
豊
田
さ
ん
が
子
供
の
頃

か
ら
食
べ
て
い
た
魚
、
大
人
に
な
っ

て
改
め
て
美
味
し
い
魚
だ
と
実
感
し

た
お
店
だ
そ
う
。
そ
の
魚
屋
さ
ん
に

「
お
客
様
に
旬
の
魚
を
使
っ
た
仕
出

し
を
提
供
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
交

渉
を
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
豊
田
さ
ん

の
熱
意
が
伝
わ
り
、
快
諾
し
て
く
れ

た
。
い
ま
で
は
多
く
の
お
客
様
が
仕

出
し
を
頼
ん
で
く
れ
、
反
応
も
良
好

で
あ
る
と
い
う
。

　「
丁
寧
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
受

け
な
が
ら
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で
も
ら

っ
た
宿
題
を
必
死
に
解
決
す
る
こ
と

で
事
業
計
画
書
を
作
る
こ
と
が
で
き

た
。
低
い
金
利
で
融
資
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
嬉
し
か
っ
た
。」
と
豊
田

さ
ん
は
振
り
返
っ
た
。

　開
業
後
、
当
初
想
定
し
て
い
た
海

外
か
ら
の
お
客
様
は
ま
だ
少
な
く
、

日
本
に
住
ん
で
い
る
家
族
連
れ
や
カ

ッ
プ
ル
が
来
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
。

稼
働
率
は
2
5
％
、
5
0
％
と
徐
々

に
伸
び
て
き
て
い
る
と
い
う
が
、
観

光
シ
ー
ズ
ン
以
外
の
季
節
に
も
集
客

を
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　豊
田
さ
ん
自
身
の
強
み
や
コ
ス
ト

感
覚
に
つ
い
て
、
気
付
き
を
与
え
な

が
ら
、丁
寧
に
寄
り
添
っ
て
い
く
こ

と
が
今
後
の
益
々
の
成
功
に
つ
な
が

る
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

2930

　 空間の随所に、京都らしい佇まいがある
眼前に広がる鴨川の流れ
　 町屋をモダンな設えにフルリニューアル
　 2階の大きな窓に、鴨川の風景を楽しんで欲しいという
　豊田さんのこだわりが込められている
自身の特技を活かし、琴の体験も提供している
「京宿 しらさぎ 」は、鴨川で羽根を休める野鳥、
白鷺に由来している
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生
産
管
理
体
制
の
徹
底
で

品
質
要
求
が
高
い

顧
客
を
新
規
開
拓

高
橋
産
業
株
式
会
社

同
社
は
、
昭
和
３
８
年
に
現
社
長
高
橋
盛
治
氏
の
父
正
義
氏
が
汎
用
旋
盤
１
台

で
創
業
。
当
初
は
造
船
修
理
及
び
そ
れ
に
付
随
し
た
金
属
製
品
の
精
密
加
工
を
し
、

自
転
車
で
納
品
を
行
い
、「
品
質
の
確
保
・
納
期
の
厳
守
、
顧
客
か
ら
の
す
べ
て

の
要
求
に
応
え
る
」
を
経
営
理
念
と
し
た
事
業
展
開
は
顧
客
に
高
く
評
価
を
さ
れ
、

信
頼
を
得
る
こ
と
で
今
日
の
企
業
規
模
ま
で
成
長
し
て
き
た
。
現
在
の
主
な
取
引

先
は
造
船
業
、
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
、
印
刷
業
な
ど
の
産
業
機
械
部
品
の
製
造
を
行
っ

て
い
る
。

1234

「
高
橋
さ
ん
が

  

作
業
の
船
頭
に

  

な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。」

「
売
上
高
の
約
５
０
％
を

  

占
め
て
い
る
得
意
先
の

  

取
引
撤
退
を
決
め
た
。」

「
高
橋
さ
ん
が
休
め
る

  

会
社
を
作
ら
な
く
て
は
。」

「
物
づ
く
り
が
好
き
な
ん
で
す
。」

面
し
て
い
た
。

そ
れ
は
、
売
上
構
成
比
１
位
で
売

上
高
の
約
５
０
％
を
占
め
て
い
る
得
意

先
か
ら
の
取
引
撤
退
を
決
め
た
ば
か
り

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
撤
退
の
き

っ
か
け
は
い
わ
れ
の
な
い
理
由
で
、
当

時
の
得
意
先
内
で
発
覚
し
た
不
具
合
品

の
損
害
賠
償
責
任
を
押
し
付
け
ら
れ
訴

訟
問
題
に
ま
で
発
展
し
か
け
た
事
件
だ
。

調
査
の
結
果
、
同
社
に
は
責
任
が
全
く

な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
が
、
当
顧
客

先
の
ず
さ
ん
な
外
注
管
理
の
被
害
に
巻

き
込
ま
れ
た
こ
と
に
対
し
て
経
営
陣
は

危
機
感
を
覚
え
、
完
全
撤
退
を
す
る
こ

と
を
決
断
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

5
S
の
取
り
組
み
で

工
場
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

現
場
改
善
に
当
た
っ
て
は
、
事
務

所
及
び
工
場
に
佐
伯
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
（
以
下
C
O
）
が
出
向
き
、
現
場
の

状
況
を
観
察
し
な
が
ら
支
援
を
行
う
こ

と
と
し
た
。
工
場
を
訪
れ
た
佐
伯
C
O

の
第
一
印
象
は「
散
ら
か
っ
て
い
る
な
」

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
も
そ
の
は

ず
、
1
0
0
㎡
の
敷
地
内
に
C
N
C
旋

盤
６
台
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
３
台
、

ボ
ー
ル
盤
他
３
台
が
す
で
に
設
置
さ
れ

て
お
り
、
新
た
な
機
械
装
置
を
設
置
す

る
場
所
の
余
裕
は
な
く
設
置
場
所
の
確

保
が
課
題
で
あ
っ
た
。
高
橋
さ
ん
は
、

場
所
を
確
保
の
す
る
た
め
５
Ｓ
の
取
組

み
方
の
指
導
を
希
望
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
現
場
の
視
察
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
。
そ
こ
か
ら
同
社
が
、「
品

質
の
確
保
・
納
期
の
厳
守
、
顧
客
か
ら

の
す
べ
て
の
要
求
に
応
え
る
」
と
い
う

経
営
理
念
の
基
、
顧
客
の
あ
ら
ゆ
る
要

望
を
中
小
企
業
な
ら
で
は
の
機
動
力
を

活
か
し
、
必
要
な
時
に
必
要
な
品
質

で
、
納
期
厳
守
さ
れ
る
誠
実
な
企
業

で
あ
る
と
の
認
識
を
得
た
。
こ
れ
は
佐

伯
C
O
が
高
橋
さ
ん
の
印
象
を
「
実
直

な
性
格
」
と
表
現
す
る
面
と
通
じ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。

ま
た
、
工
作
機
械
の
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
は
４
名
体
制
で
あ
り
、
作
業
指
示
を

受
け
、
加
工
・
納
品
し
て
い
た
。
従
来
、

作
業
指
示
書
の
よ
う
な
書
面
が
な
く
て

も
機
能
し
て
い
た
が
、
近
頃
は
指
示
伝

達
が
明
確
に
伝
わ
ら
ず
に
重
複
加
工
や

加
工
の
忘
れ
、
図
面
の
間
違
い
等
の
不

具
合
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。こ

れ
に
関
連
し
て
、
顧
客
か
ら
見

積
依
頼
が
来
て
か
ら
の
流
れ
や
、
作
業

指
示
の
仕
組
み
や
工
程
計
画
立
案
、
不

良
品
発
生
時
の
対
処
方
法
等
の
生
産
管

理
が
体
系
的
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
標

準
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、「
も
の
づ
く
り
が
好
き
」
と

自
負
す
る
高
橋
さ
ん
が
作
業
に
入
る
こ

と
で
時
間
を
と
ら
れ
、
改
革
の
船
頭
と

し
て
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も

問
題
と
な
っ
た
。

何
気
な
い
相
談
の
背
景
に

大
き
な
課
題

下
関
市
彦
島
。
海
の
程
近
く
で
、

産
業
機
械
部
品
の
製
造
を
手
が
け
る
高

橋
さ
ん
。
現
場
改
善
の
指
導
者
を
探
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
公
益
財
団
法
人
や

ま
ぐ
ち
産
業
振
興
財
団
の
職
員
よ
り
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
を
紹
介
さ
れ
来
訪
相
談

に
至
っ
た
。
当
初
の
相
談
は
、
も
の
づ

く
り
補
助
金
の
採
択
を
受
け
、
新
規
導

入
設
備
を
レ
イ
ア
ウ
ト
す
る
場
所
を
確

保
す
る
た
め
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
時
点
で
同
社
は
大
き
な
課
題
に
直

使
用
頻
度
の
低
い
機
械
を

「
見
え
る
化
」
す
る
赤
札
作
戦

５
Ｓ
の
取
組
み
の
最
初
の
一
環
と

し
て
「
整
理
」
を
実
施
す
る
た
め
、
不

用
品
に
赤
札
を
取
り
付
け
、
一
定
期
間

赤
札
が
張
ら
れ
た
も
の
を
不
要
と
判
断

す
る
「
赤
札
作
戦
」
の
実
施
計
画
を
レ

ク
チ
ャ
ー
。
高
橋
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
と

な
り
、
実
施
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
。

実
施
計
画
に
基
づ
き
、
現
場
の
稼

働
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
工
場
作
業

現
場
の
瞬
間
観
察
を
実
施
。
加
工
現
場

の
客
観
的
な
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
稼

働
率
の
高
い
機
械
、
低
い
機
械
を
「
見

え
る
化
」。
廃
棄
す
る
機
械
装
置
を
判

断
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

ま
た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
顕

在
化
し
た
生
産
管
理
方
法
の
改
善
を
提

案
。
作
業
指
示
の
錯
綜
を
防
ぐ
た
め
に
、

加
工
の
全
て
に
指
示
書
の
発
行
や
加
工

時
間
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
不
具
合

品
が
発
生
し
た
場
合
の
記
録
方
法
等
の

ル
ー
ル
化
や
標
準
化
を
す
る
為
に
佐
伯

C
O
が
様
式
の
雛
形
を
提
案
し
た
。

実
施
計
画
に
基
づ
い
て
、
赤
札
作

戦
は
す
ぐ
に
実
施
。
結
果
と
し
て
、
長

く
放
置
さ
れ
た
原
材
料
在
庫
、
不
具
合

品
に
な
っ
た
仕
掛
品
、
故
障
し
た
部
品

等
１
０
ト
ン
近
く
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
処

分
。
ま
た
、
古
く
な
り
稼
働
率
の
低
い

工
作
機
械
を
処
分
す
る
こ
と
で
約
１
５

㎡
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

ま
た
、
作
業
風
景
を
動
画
で
撮
影
し
、

機
械
を
動
か
し
て
い
る
人
が
止
ま
っ
て

い
る
時
間
が
長
い
状
況
を
把
握
。
こ
れ

に
対
し
作
業
指
示
の
方
法
を
変
更
し
、

従
来
の
口
頭
で
作
業
指
示
か
ら
作
業
指

示
書
を
作
成
し
、
図
面
と
組
み
合
わ
せ

た
準
備
を
行
い
、
毎
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
時
に
現
場
の
所
定
場
所
に
設
置
す
る

こ
と
を
徹
底
し
た
。
作
業
者
別
の
指
示

は
数
日
間
分
の
指
示
を
ま
と
め
て
伝
達
。

一
覧
形
式
で
優
先
順
位
を
納
期
順
で
把

握
さ
せ
、
取
組
み
順
序
の
決
定
は
作
業

者
の
裁
量
に
任
せ
、
段
取
り
回
数
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
で
、
製
品
単
位
の
原
価

を
低
減
。
指
示
待
ち
の
時
間
が
無
く
な

り
数
点
先
の
作
業
計
画
が
把
握
で
き
る

こ
と
で
、
機
械
装
置
を
自
動
運
転
す
る

間
に
数
点
先
の
作
業
準
備
に
取
組
め
る

等
の
効
果
が
あ
り
、
従
業
員
の
評
価
も

高
い
そ
う
だ
。

生
産
管
理
を
徹
底
で
販
路
拡
大

と
リ
ス
ク
回
避
を
実
現

赤
札
作
戦
に
よ
る
、
現
場
改
善
の

効
果
は
通
常
の
作
業
性
の
改
善
に
加
え
、

当
初
の
課
題
で
あ
っ
た
新
規
機
械
装
置

の
設
置
場
所
が
確
保
で
き
最
新
の
機
械

装
置
を
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
時

間
等
の
短
縮
に
よ
り
加
工
時
間
を
既
存

の
機
械
装
置
に
比
べ
て
７
０
％
削
減
で

き
た
。
さ
ら
に
、
剛
性
の
向
上
、
加
工

精
度
の
高
度
化
に
よ
り
従
来
は
断
っ
て

い
た
高
付
加
価
値
な
製
品
作
り
が
可
能

に
な
り
利
益
率
が
向
上
し
た
。
そ
の
後
、

定
期
的
に
５
Ｓ
活
動
を
継
続
し
て
お
り
、

平
成
２
９
年
９
月
に
は
新
た
に
Ｃ
Ｎ
Ｃ

旋
盤
も
導
入
し
た
。

生
産
管
理
の
取
組
み
は
、
作
業
指

示
書
の
発
行
、
指
示
書
の
現
場
へ
の
設

置
、
不
具
合
品
に
対
す
る
管
理
の
徹
底

は
指
示
の
錯
綜
に
よ
る
無
駄
の
減
少
効

果
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
同
社
の
売

上
回
復
へ
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
売

上
高
が
5
0
％
に
減
少
し
、
新
規
顧
客

獲
得
の
た
め
販
路
開
拓
を
展
開
。
新
規

顧
客
側
は
取
引
前
に
、
生
産
管
理
状
況

を
審
査
す
る
た
め
の
訪
問
が
条
件
で
あ

っ
た
。
結
果
と
し
て
、
生
産
管
理
の
徹

底
を
高
く
評
価
を
さ
れ
て
平
成
2
8
年

〜
平
成
2
9
年
に
か
け
て
３
社
の
新
規

取
引
先
開
拓
に
成
功
。
売
上
高
は
、
完

全
に
回
復
し
、
平
成
２
９
年
１
０
月
現

在
で
は
主
要
取
引
先
と
な
っ
て
い
る
。

新
規
取
引
先
は
、
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
製
作

会
社
、
電
力
会
社
の
発
電
機
製
作
会
社

等
高
度
な
品
質
要
求
を
行
う
取
引
先
で

あ
り
、
生
産
管
理
、
品
質
管
理
を
認
め

ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
取
引
開
始
と
な
っ

た
。
佐
伯
C
O
が
生
産
管
理
の
徹
底
を

強
調
し
た
の
は
、
同
社
に
関
係
の
な
い

製
品
に
よ
る
責
任
が
押
し
付
け
ら
れ
る

よ
う
な
こ
と
を
今
後
は
避
け
る
た
め
で

も
あ
っ
た
。

作
業
指
示
書
は
、
作
業
に
要
し
た

時
間
を
記
入
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

て
い
る
。
作
業
時
間
を
記
録
す
る
こ
と

に
よ
り
製
造
原
価
の
把
握
が
可
能
と
な

っ
た
。
製
造
原
価
管
理
が
で
き
る
こ
と

で
、
利
益
管
理
が
可
能
と
な
り
、
選
択

と
集
中
の
経
営
判
断
が
行
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

「
作
業
に
追
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
多

く
な
か
な
か
、
業
務
改
善
に
取
り
組
め

な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
佐
伯
さ
ん
の

『
が
ん
ば
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
』
と
い

う
言
葉
が
常
に
励
み
に
な
っ
た
」
と
高

橋
さ
ん
は
語
る
。

一
方
佐
伯
C
O
は
、「
現
場
改
善
は

痛
み
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
従
業
員

等
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
が
、
改
善
の
実
現
を
信
じ

会話を重ね、課題を解決

て
C
O
の
助
言
に
対
し
て
誠
実
に
つ
い

て
き
て
頂
い
た
こ
と
で
今
回
の
課
題
解

決
を
達
成
で
き
た
」
と
高
橋
さ
ん
の
誠

実
な
姿
勢
を
賞
賛
し
た
。
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生
産
管
理
体
制
の
徹
底
で

品
質
要
求
が
高
い

顧
客
を
新
規
開
拓

現在の主な取引先は造船業、産業ロボット、印刷
業など。産業機械部品の製造を行っている

面
し
て
い
た
。

そ
れ
は
、
売
上
構
成
比
１
位
で
売

上
高
の
約
５
０
％
を
占
め
て
い
る
得
意

先
か
ら
の
取
引
撤
退
を
決
め
た
ば
か
り

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
撤
退
の
き

っ
か
け
は
い
わ
れ
の
な
い
理
由
で
、
当

時
の
得
意
先
内
で
発
覚
し
た
不
具
合
品

の
損
害
賠
償
責
任
を
押
し
付
け
ら
れ
訴

訟
問
題
に
ま
で
発
展
し
か
け
た
事
件
だ
。

調
査
の
結
果
、
同
社
に
は
責
任
が
全
く

な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
が
、
当
顧
客

先
の
ず
さ
ん
な
外
注
管
理
の
被
害
に
巻

き
込
ま
れ
た
こ
と
に
対
し
て
経
営
陣
は

危
機
感
を
覚
え
、
完
全
撤
退
を
す
る
こ

と
を
決
断
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

5
S
の
取
り
組
み
で

工
場
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

現
場
改
善
に
当
た
っ
て
は
、
事
務

所
及
び
工
場
に
佐
伯
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
（
以
下
C
O
）
が
出
向
き
、
現
場
の

状
況
を
観
察
し
な
が
ら
支
援
を
行
う
こ

と
と
し
た
。
工
場
を
訪
れ
た
佐
伯
C
O

の
第
一
印
象
は「
散
ら
か
っ
て
い
る
な
」

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
も
そ
の
は

ず
、
1
0
0
㎡
の
敷
地
内
に
C
N
C
旋

盤
６
台
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
３
台
、

ボ
ー
ル
盤
他
３
台
が
す
で
に
設
置
さ
れ

て
お
り
、
新
た
な
機
械
装
置
を
設
置
す

る
場
所
の
余
裕
は
な
く
設
置
場
所
の
確

保
が
課
題
で
あ
っ
た
。
高
橋
さ
ん
は
、

場
所
を
確
保
の
す
る
た
め
５
Ｓ
の
取
組

み
方
の
指
導
を
希
望
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
現
場
の
視
察
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
。
そ
こ
か
ら
同
社
が
、「
品

質
の
確
保
・
納
期
の
厳
守
、
顧
客
か
ら

の
す
べ
て
の
要
求
に
応
え
る
」
と
い
う

経
営
理
念
の
基
、
顧
客
の
あ
ら
ゆ
る
要

望
を
中
小
企
業
な
ら
で
は
の
機
動
力
を

活
か
し
、
必
要
な
時
に
必
要
な
品
質

で
、
納
期
厳
守
さ
れ
る
誠
実
な
企
業

で
あ
る
と
の
認
識
を
得
た
。
こ
れ
は
佐

伯
C
O
が
高
橋
さ
ん
の
印
象
を
「
実
直

な
性
格
」
と
表
現
す
る
面
と
通
じ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。

ま
た
、
工
作
機
械
の
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
は
４
名
体
制
で
あ
り
、
作
業
指
示
を

受
け
、
加
工
・
納
品
し
て
い
た
。
従
来
、

作
業
指
示
書
の
よ
う
な
書
面
が
な
く
て

も
機
能
し
て
い
た
が
、
近
頃
は
指
示
伝

達
が
明
確
に
伝
わ
ら
ず
に
重
複
加
工
や

加
工
の
忘
れ
、
図
面
の
間
違
い
等
の
不

具
合
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。こ

れ
に
関
連
し
て
、
顧
客
か
ら
見

積
依
頼
が
来
て
か
ら
の
流
れ
や
、
作
業

指
示
の
仕
組
み
や
工
程
計
画
立
案
、
不

良
品
発
生
時
の
対
処
方
法
等
の
生
産
管

理
が
体
系
的
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
標

準
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、「
も
の
づ
く
り
が
好
き
」
と

自
負
す
る
高
橋
さ
ん
が
作
業
に
入
る
こ

と
で
時
間
を
と
ら
れ
、
改
革
の
船
頭
と

し
て
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も

問
題
と
な
っ
た
。

何
気
な
い
相
談
の
背
景
に

大
き
な
課
題

下
関
市
彦
島
。
海
の
程
近
く
で
、

産
業
機
械
部
品
の
製
造
を
手
が
け
る
高

橋
さ
ん
。
現
場
改
善
の
指
導
者
を
探
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
公
益
財
団
法
人
や

ま
ぐ
ち
産
業
振
興
財
団
の
職
員
よ
り
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
を
紹
介
さ
れ
来
訪
相
談

に
至
っ
た
。
当
初
の
相
談
は
、
も
の
づ

く
り
補
助
金
の
採
択
を
受
け
、
新
規
導

入
設
備
を
レ
イ
ア
ウ
ト
す
る
場
所
を
確

保
す
る
た
め
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
時
点
で
同
社
は
大
き
な
課
題
に
直

使
用
頻
度
の
低
い
機
械
を

「
見
え
る
化
」
す
る
赤
札
作
戦

５
Ｓ
の
取
組
み
の
最
初
の
一
環
と

し
て
「
整
理
」
を
実
施
す
る
た
め
、
不

用
品
に
赤
札
を
取
り
付
け
、
一
定
期
間

赤
札
が
張
ら
れ
た
も
の
を
不
要
と
判
断

す
る
「
赤
札
作
戦
」
の
実
施
計
画
を
レ

ク
チ
ャ
ー
。
高
橋
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
と

な
り
、
実
施
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
。

実
施
計
画
に
基
づ
き
、
現
場
の
稼

働
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
工
場
作
業

現
場
の
瞬
間
観
察
を
実
施
。
加
工
現
場

の
客
観
的
な
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
稼

働
率
の
高
い
機
械
、
低
い
機
械
を
「
見

え
る
化
」。
廃
棄
す
る
機
械
装
置
を
判

断
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

ま
た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
顕

在
化
し
た
生
産
管
理
方
法
の
改
善
を
提

案
。
作
業
指
示
の
錯
綜
を
防
ぐ
た
め
に
、

加
工
の
全
て
に
指
示
書
の
発
行
や
加
工

時
間
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
不
具
合

品
が
発
生
し
た
場
合
の
記
録
方
法
等
の

ル
ー
ル
化
や
標
準
化
を
す
る
為
に
佐
伯

C
O
が
様
式
の
雛
形
を
提
案
し
た
。

実
施
計
画
に
基
づ
い
て
、
赤
札
作

戦
は
す
ぐ
に
実
施
。
結
果
と
し
て
、
長

く
放
置
さ
れ
た
原
材
料
在
庫
、
不
具
合

品
に
な
っ
た
仕
掛
品
、
故
障
し
た
部
品

等
１
０
ト
ン
近
く
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
処

分
。
ま
た
、
古
く
な
り
稼
働
率
の
低
い

工
作
機
械
を
処
分
す
る
こ
と
で
約
１
５

㎡
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

ま
た
、
作
業
風
景
を
動
画
で
撮
影
し
、

機
械
を
動
か
し
て
い
る
人
が
止
ま
っ
て

い
る
時
間
が
長
い
状
況
を
把
握
。
こ
れ

に
対
し
作
業
指
示
の
方
法
を
変
更
し
、

従
来
の
口
頭
で
作
業
指
示
か
ら
作
業
指

示
書
を
作
成
し
、
図
面
と
組
み
合
わ
せ

た
準
備
を
行
い
、
毎
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
時
に
現
場
の
所
定
場
所
に
設
置
す
る

こ
と
を
徹
底
し
た
。
作
業
者
別
の
指
示

は
数
日
間
分
の
指
示
を
ま
と
め
て
伝
達
。

一
覧
形
式
で
優
先
順
位
を
納
期
順
で
把

握
さ
せ
、
取
組
み
順
序
の
決
定
は
作
業

者
の
裁
量
に
任
せ
、
段
取
り
回
数
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
で
、
製
品
単
位
の
原
価

を
低
減
。
指
示
待
ち
の
時
間
が
無
く
な

り
数
点
先
の
作
業
計
画
が
把
握
で
き
る

こ
と
で
、
機
械
装
置
を
自
動
運
転
す
る

間
に
数
点
先
の
作
業
準
備
に
取
組
め
る

等
の
効
果
が
あ
り
、
従
業
員
の
評
価
も

高
い
そ
う
だ
。

生
産
管
理
を
徹
底
で
販
路
拡
大

と
リ
ス
ク
回
避
を
実
現

赤
札
作
戦
に
よ
る
、
現
場
改
善
の

効
果
は
通
常
の
作
業
性
の
改
善
に
加
え
、

当
初
の
課
題
で
あ
っ
た
新
規
機
械
装
置

の
設
置
場
所
が
確
保
で
き
最
新
の
機
械

装
置
を
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
時

間
等
の
短
縮
に
よ
り
加
工
時
間
を
既
存

の
機
械
装
置
に
比
べ
て
７
０
％
削
減
で

き
た
。
さ
ら
に
、
剛
性
の
向
上
、
加
工

精
度
の
高
度
化
に
よ
り
従
来
は
断
っ
て

い
た
高
付
加
価
値
な
製
品
作
り
が
可
能

に
な
り
利
益
率
が
向
上
し
た
。
そ
の
後
、

定
期
的
に
５
Ｓ
活
動
を
継
続
し
て
お
り
、

平
成
２
９
年
９
月
に
は
新
た
に
Ｃ
Ｎ
Ｃ

旋
盤
も
導
入
し
た
。

生
産
管
理
の
取
組
み
は
、
作
業
指

示
書
の
発
行
、
指
示
書
の
現
場
へ
の
設

置
、
不
具
合
品
に
対
す
る
管
理
の
徹
底

は
指
示
の
錯
綜
に
よ
る
無
駄
の
減
少
効

果
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
同
社
の
売

上
回
復
へ
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
売

上
高
が
5
0
％
に
減
少
し
、
新
規
顧
客

獲
得
の
た
め
販
路
開
拓
を
展
開
。
新
規

顧
客
側
は
取
引
前
に
、
生
産
管
理
状
況

を
審
査
す
る
た
め
の
訪
問
が
条
件
で
あ

っ
た
。
結
果
と
し
て
、
生
産
管
理
の
徹

底
を
高
く
評
価
を
さ
れ
て
平
成
2
8
年

〜
平
成
2
9
年
に
か
け
て
３
社
の
新
規

取
引
先
開
拓
に
成
功
。
売
上
高
は
、
完

全
に
回
復
し
、
平
成
２
９
年
１
０
月
現

在
で
は
主
要
取
引
先
と
な
っ
て
い
る
。

新
規
取
引
先
は
、
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
製
作

会
社
、
電
力
会
社
の
発
電
機
製
作
会
社

等
高
度
な
品
質
要
求
を
行
う
取
引
先
で

あ
り
、
生
産
管
理
、
品
質
管
理
を
認
め

ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
取
引
開
始
と
な
っ

た
。
佐
伯
C
O
が
生
産
管
理
の
徹
底
を

強
調
し
た
の
は
、
同
社
に
関
係
の
な
い

製
品
に
よ
る
責
任
が
押
し
付
け
ら
れ
る

よ
う
な
こ
と
を
今
後
は
避
け
る
た
め
で

も
あ
っ
た
。

作
業
指
示
書
は
、
作
業
に
要
し
た

時
間
を
記
入
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

て
い
る
。
作
業
時
間
を
記
録
す
る
こ
と

に
よ
り
製
造
原
価
の
把
握
が
可
能
と
な

っ
た
。
製
造
原
価
管
理
が
で
き
る
こ
と

で
、
利
益
管
理
が
可
能
と
な
り
、
選
択

と
集
中
の
経
営
判
断
が
行
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

「
作
業
に
追
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
多

く
な
か
な
か
、
業
務
改
善
に
取
り
組
め

な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
佐
伯
さ
ん
の

『
が
ん
ば
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
』
と
い

う
言
葉
が
常
に
励
み
に
な
っ
た
」
と
高

橋
さ
ん
は
語
る
。

一
方
佐
伯
C
O
は
、「
現
場
改
善
は

痛
み
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
従
業
員

等
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
が
、
改
善
の
実
現
を
信
じ

て
C
O
の
助
言
に
対
し
て
誠
実
に
つ
い

て
き
て
頂
い
た
こ
と
で
今
回
の
課
題
解

決
を
達
成
で
き
た
」
と
高
橋
さ
ん
の
誠

実
な
姿
勢
を
賞
賛
し
た
。

3334

　 高い加工技術で、品質要求の高い顧客にも対応
新たに作業指示書を取り入れ生産管理体制を確立
作業指示をまとめて出すことで、作業者の裁量で効率的に
作業を行えるようになった
「ものづくりが好き」と名言する高橋さん
　 5Sの取り組みで、工場内が整理整頓された
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5
S
の
取
り
組
み
な
ど

基
本
か
ら
一
歩
一
歩

生
産
性
の
高
い
現
場
づ
く
り
を

進
め
て
い
っ
た
。



「
ベ
ト
ナ
ム
の
現
場
を
見
た
ら

  

胸
が
高
鳴
っ
た
。」

1234

「
ち
ょ
っ
と
の
支
援
を

  

引
き
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

「
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る

  

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
。」

「
企
業
を
倒
産
さ
せ
た

  

経
営
者
と
し
て
の

  

評
価
を
さ
れ
て
し
ま
う
。」

  

水
産
加
工
分
野
で
の

成
功
と
挫
折

そ
し
て
、再
起
へ

明
弘
食
品
株
式
会
社

前
会
社
の
倒
産
を
経
て
地
元
に
帰
っ
た
明
神　

宏
幸
氏
は
、
も
う
一
度
再
起
を

目
指
せ
と
の
友
人
の
激
励
に
奮
い
立
ち
、「
明
弘
食
品
」
を
2
0
1
3
年
に
創
業
。

個
人
で
所
有
し
て
い
た
特
許
「
カ
ツ
オ
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ
の
製
法
」
を
活
か
し
、

実
家
の
ガ
レ
ー
ジ
を
使
っ
て
夫
婦
で
、
チ
キ
ン
を
使
っ
た
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ

を
製
造
し
販
売
す
る
。
現
在
は
法
人
格
も
取
得
し
て
い
る
。

水産加工分野での経験を生かし再起を果たした明神さん（右）と明神さんの奥様（左）、支援を担当した小松CCO（中央）

年
、
不
慮
の
事
故
で
専
務
を
亡
く
し
た

う
え
に
、
気
仙
沼
の
缶
詰
工
場
と
提
携

し
「
M
S
C
漁
業
認
証
鰹
」
の
海
外

展
開
を
目
指
し
て
い
た
計
画
が
、
翌
年

の
東
日
本
大
震
災
で
破
綻
。「
な
ぜ
こ

ん
な
目
に
遭
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
ん

だ
」
と
失
意
の
中
、
2
0
1
2
年
5
月

に
は
会
社
も
倒
産
し
て
し
ま
う
。

失
っ
た
気
力
が
戻
る
こ
と
は
な
く
、

地
元
高
知
に
帰
っ
た
が
、も
う
一
度
再

起
を
目
指
せ
と
友
人
に
勧
め
ら
れ
る
。

激
励
の
言
葉
を
胸
に
、「
孫
や
家
族
の
生

活
も
あ
る
し
、
何
よ
り
自
分
自
身
が
こ

の
ま
ま
で
は
終
わ
れ
な
い
」
と
心
機
一

転
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
向
け
て
歩
み
始

め
た
明
神
さ
ん
。
個
人
で
所
有
し
て
い

た
特
許
「
カ
ツ
オ
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー

キ
の
製
法
」
を
活
か
し
、
実
家
の
ガ
レ

ー
ジ
を
活
用
す
る
形
で
、
夫
婦
で
チ
キ

ン
（
四
万
十
鶏
）
を
使
っ
た
ガ
ー
リ
ッ

ク
ス
テ
ー
キ
を
製
造
、
販
売
す
る
「
明

弘
食
品
」
を
2
0
1
3
年
に
創
業
し
た
。

事
業
を
立
ち
上
げ
る
と
次
第
に
意

欲
は
高
ま
り
、
新
事
業
企
画
も
思
い
つ

く
も
の
の
、企
業
を
倒
産
さ
せ
て
し
ま

っ
た
過
去
が
、重
く
の
し
か
か
る
。「
倒

産
と
い
う
憂
き
目
に
遭
い
、
話
を
聴
い

て
く
れ
る
機
関
は
少
な
か
っ
た
」
と
そ

う
語
る
明
神
さ
ん
か
ら
、
事
業
の
ア
イ

デ
ィ
ア
は
あ
る
も
の
の
実
現
で
き
な
い

当
時
の
悔
し
い
想
い
が
感
じ
取
れ
た
。

そ
ん
な
苦
し
い
状
況
の
中
、2
0
1
4

年
に
当
拠
点
が
設
置
さ
れ
、
土
佐
鰹
水

産
時
代
の
工
場
建
設
の
際
に
関
係
の
あ

っ
た
小
松
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
以
下
C
C
O
）に
今
の
状
況
を
話
に
い

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
支
援
は
始
ま
っ
た
。

再
起
の
た
め
の
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

案
に
つ
い
て
何
度
も
協
議
し
、
意
見
を

求
め
る
た
め
に
近
く
で
用
が
あ
る
つ
い

で
に
フ
ラ
ッ
と
当
拠
点
を
訪
れ
た
り
も

し
た
。「
電
話
な
ど
も
含
め
る
と
今
ま

で
で
1
0
0
回
近
く
は
相
談
し
て
も
ら

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
小
松

C
C
O
は
笑
い
な
が
ら
当
時
の
思
い
出

を
語
る
。
じ
っ
く
り
と
明
神
さ
ん
の
想

い
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
今
後
の
支
援
の

方
向
性
を
二
人
で
考
え
始
め
た
。

ア
イ
デ
ア
は
あ
る
が

ひ
と
・
も
の
・
か
ね
の

調
達
に
課
題

「
藁
焼
き
鰹
た
た
き
」
で
全
国
展
開

を
図
り
、
年
商
5
0
億
円
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
作
る
手
腕
を
持
っ
て
い
る
だ
け
あ
り
、

明
神
さ
ん
か
ら
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア
イ
デ

ア
が
湧
き
出
て
い
た
。
し
か
し
、
構
想

す
る
水
産
加
工
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一

定
の
「
ひ
と
・
も
の
・
か
ね
」
の
経
営

資
源
が
不
可
欠
。
し
か
し
、
当
時
の
状

態
は
、
企
業
を
倒
産
さ
せ
た
経
営
者
と

し
て
の
評
価
か
ら
、
な
か
な
か
調
達
は

難
し
い
状
況
。

そ
こ
で
、
小
松
C
C
O
は
ま
ず
は

信
頼
性
を
回
復
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て

水
産
加
工
分
野
で

脚
光
を
浴
び
る
も
失
意

一
本
釣
り
カ
ツ
オ
で
知
ら
れ
る
漁

師
町
、
土
佐
佐
賀
。
明
神
さ
ん
は
土

佐
佐
賀
で
培
っ
た
「
藁
焼
き
鰹
た
た

き
」
ビ
ジ
ネ
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

1
9
9
6
年
に
水
産
加
工
販
売
の
「
土

佐
鰹
水
産
株
式
会
社
」
を
創
業
し
、
静

岡
県
大
井
川
町
に
加
工
工
場
を
建
設
、

米
国
留
学
か
ら
帰
っ
て
き
た
息
子
の
専

務
と
と
も
に
、
カ
ツ
オ
の
た
た
き
を
主

体
に
ピ
ー
ク
時
は
5
0
億
円
近
い
年
商

を
上
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
2
0
1
0

い
く
必
要
が
あ
る
と
判
断
、
支
援
方
針

を
定
め
た
。
ま
ず
は
、
明
神
さ
ん
自
身

が
公
的
機
関
を
何
度
も
訪
ね
、
ち
ょ
っ

と
し
た
応
援
を
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
。

公
的
機
関
か
ら
支
援
を
受
け
た
と
い
う

事
実
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
実
績
が
で

き
、
大
き
な
支
援
を
引
き
出
す
足
が
か

り
に
な
る
と
考
え
た
の
だ
。

そ
う
い
う
活
動
を
し
て
い
る
な
か
、

J
E
T
R
O
か
ら
明
神
さ
ん
に
、国
際

特
許
を
出
願
し
た
「
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ

ー
キ
」に
関
し
ベ
ト
ナ
ム
の
水
産
企
業
か

ら
話
を
聞
き
た
い
が
ベ
ト
ナ
ム
に
来
て

く
れ
な
い
か
、
と
の
依
頼
が
舞
い
込
む
。

早
速
明
神
さ
ん
は
、
ベ
ト
ナ
ム
を

訪
ね
、
パ
ン
ガ
シ
ウ
ス
（
ベ
ト
ナ
ム
産

ナ
マ
ズ
）
の
養
殖
事
業
に
つ
い
て
話
し

を
伺
っ
た
。
そ
こ
で
、
数
百
万
t
も
養

殖
さ
れ
な
が
ら
も
、
付
加
価
値
が
低
い

ま
ま
に
白
身
魚
の
フ
ィ
レ
と
し
て
海
外

に
輸
出
さ
れ
て
い
る
現
実
を
聞
き
、
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
嗅
ぎ
取
っ
た
。

「
ベ
ト
ナ
ム
の
現
場
を
見
た
ら
胸
が
高

鳴
っ
た
」と
、明
神
さ
ん
。帰
国
す
る
や

い
な
や
、早
速
ナ
マ
ズ（
白
身
魚
）の
情

報
収
集
に
動
き
出
す
。
加
工
・
開
発
を

行
う
中
で
、
日
本
で
5
0
万
ｔ
、
E
U

で
1
0
0
万
ｔ
の
市
場
規
模
の
需
要
が

あ
る
「
す
り
身
」
へ
の
加
工
技
術
や
、

「
か
ば
焼
き
」の
ア
イ
デ
ア
を
思
い
付
き
、

現
地
企
業
と
協
議
を
重
ね
、
ベ
ト
ナ
ム

企
業
か
ら
の
信
頼
を
テ
コ
に
国
内
で
組

む
相
手
を
探
し
だ
し
た
。
そ
の
製
法
の

「
国
際
特
許
出
願
」
へ
と
明
る
い
材
料

が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

明
神
さ
ん
か
ら
絶
え
ず
報
告
、
相

談
を
受
け
て
い
た
小
松
C
C
O
は
、
こ

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
可
能
性
と
将
来
性
を
感

じ
た
。「
失
敗
し
た
人
で
も
再
起
で
き

る
よ
う
に
応
援
し
て
い
く
社
会
に
な
れ

ば
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
企
業
を
倒
産

さ
せ
た
経
営
者
と
い
う
負
の
イ
メ
ー
ジ

を
払
拭
す
る
た
め
、
対
外
的
な
信
頼
性

構
築
に
最
も
効
果
が
あ
る
「
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
」
に
着
目
し
た
。

信
頼
を
構
築
す
る

取
組
み
を
推
進

小
松
C
C
O
は
、
面
識
の
あ
る
記

者
に
同
社
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
働
き

か
け
る
算
段
を
つ
け
、
明
神
さ
ん
に
は

業
界
紙
に
掲
載
し
て
も
ら
う
記
事
作
成

を
依
頼
、
内
容
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
。

ま
た
、
相
談
を
受
け
る
中
で
、
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
コ
ン
テ
ナ
で
パ
ン
ガ
シ
ウ
ス
を

輸
入
す
る
に
は
ど
う
し
て
も
資
金
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
金
融
庁
が
各
金

融
機
関
に
事
業
性
評
価
を
求
め
て
い
る

動
き
を
と
ら
え
、
資
金
調
達
の
可
能
性

の
あ
る
日
本
政
策
金
融
公
庫
高
知
支
店

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
、創
業
計
画

書
づ
く
り
を
提
案
。
書
面
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
融
資
の
相
談
に
公
庫
に
同
行
し
た
。

こ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
明
神

さ
ん
は
、
水
産
加
工
の
業
界
紙
「
み
な

と
新
聞
」
に
記
事
掲
載
依
頼
。
無
事
に

記
事
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
と
あ
わ
せ
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

に
提
出
す
る
書
面
を
作
成
し
融
資
の
申

し
込
み
を
行
っ
た
。

世
界
を
ま
た
に
か
け
る

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

業
界
紙
へ
の
掲
載
も
あ
り
、
そ
れ

を
受
け
て
県
内
の
地
元
紙
や
全
国
紙

に
記
事
掲
載
の
働
き
か
け
を
行
っ
た

結
果
、日
本
経
済
新
聞（
H
2
8.
1
2
）、

高
知
新
聞
（
H
2
9.
1
）、
日
経

M
J
（
H
2
9.
1
）
朝
日
新
聞

（
H
2
9
.
3
）に
記
事
と
し
て
「
ナ
マ

ズ
蒲
焼
」
が
掲
載
さ
れ
た
。大
学
機
関

が
ナ
マ
ズ
の
蒲
焼
に
取
組
ん
で
い
た
こ

と
も
あ
り
話
題
性
は
十
分
だ
っ
た
。

ま
た
、
2
0
1
7
年
9
月
に
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
高
知
支
店
か
ら
の
創

業
融
資
も
実
行
さ
れ
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
た
資
金
面
に
も
明
る
い
兆

し
が
見
え
た
。こ
の
融
資
を
受
け
、
小

松
C
C
O
は
海
外
輸
出
の
際
に
必
要
に

な
る
海
外
で
の
知
財
取
得
の
た
め
に
、

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る

海
外
の
輸
出
に
必
要
な
海
外
の
特
許
出

願
（
す
り
身
の
製
造
）
の
申
請
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
結
果
、
こ
の
支
援
事
業
の

支
援
も
受
け
る
こ
と
が
決
ま
り
、
こ
れ

に
よ
り
、
大
手
商
社
と
E
U
国
際
特
許

共
同
出
願
に
向
け
て
取
り
組
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。

明
神
さ
ん
は
「
事
業
を
一
度
失
敗

し
た
破
産
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
足

の
重
く
な
る
日
々
だ
っ
た
が
、
め
げ
る

た
び
に
応
援
い
た
だ
き
心
強
い
限
り
だ

っ
た
」
と
小
松
C
C
O
の
存
在
に
感
謝

を
述
べ
る
と
共
に「
一
本
釣
り
カ
ツ
オ
」

の
次
は
、「
ベ
ト
ナ
ム
産
パ
ン
ガ
シ
ウ

ス
（
ナ
マ
ズ
）
高
付
加
価
値
商
品
開
発

事
業
」
で
世
界
と
渡
り
歩
く
意
欲
を
燃

や
し
て
い
た
。

現
在
、
大
手
商
社
と
連
携
し
、
ベ

ト
ナ
ム
産
ナ
マ
ズ
に
よ
る
蒲
焼
き
、
テ

リ
ヤ
キ
、
す
り
身
加
工
、
海
外
輸
出
の

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
て
進
展

中
で
あ
る
。

支
援
を
担
当
し
た
小
松
C
C
O
は
、

「
明
神
さ
ん
の
経
営
手
腕
を
も
う
一
度

地
域
で
役
立
て
て
欲
し
い
と
の
思
い
で

支
援
し
て
き
た
。
一
方
で
、
世
の
中
は

会話を重ね、課題を解決

未
だ
に
、
倒
産
者
に
対
す
る
冷
た
い
目

線
が
あ
り
、「
事
業
性
評
価
」
が
な
さ

れ
に
く
い
現
実
が
あ
る
。
進
ん
で
は
戻

り
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
が
、
た
え
ず
勇

気
づ
け
、
未
来
を
一
緒
に
夢
見
て
き
た

か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
、
世
界
に
挑
む
明
神
さ
ん
を

見
守
っ
た
。
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水
産
加
工
分
野
で
の

成
功
と
挫
折

そ
し
て
、再
起
へ

自宅のガレージを工場に、明神さんは商品作りに取り組
んでいる。楽しそうに商品を手がけながら「小さなガレ
ージからはじまった世界的企業は多い」と笑う

ベ
ト
ナ
ム
産
パ
ン
ガ
シ
ウ
ス
（
ナ
マ
ズ
）
に

可
能
性
を
見
出
し
、

次
々
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
明
神
さ
ん
。

料
理
の
レ
シ
ピ
は
、

奥
様
の
手
に
よ
る
も
の
だ
。

年
、
不
慮
の
事
故
で
専
務
を
亡
く
し
た

う
え
に
、
気
仙
沼
の
缶
詰
工
場
と
提
携

し
「
M
S
C
漁
業
認
証
鰹
」
の
海
外

展
開
を
目
指
し
て
い
た
計
画
が
、
翌
年

の
東
日
本
大
震
災
で
破
綻
。「
な
ぜ
こ

ん
な
目
に
遭
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
ん

だ
」
と
失
意
の
中
、
2
0
1
2
年
5
月

に
は
会
社
も
倒
産
し
て
し
ま
う
。

失
っ
た
気
力
が
戻
る
こ
と
は
な
く
、

地
元
高
知
に
帰
っ
た
が
、も
う
一
度
再

起
を
目
指
せ
と
友
人
に
勧
め
ら
れ
る
。

激
励
の
言
葉
を
胸
に
、「
孫
や
家
族
の
生

活
も
あ
る
し
、
何
よ
り
自
分
自
身
が
こ

の
ま
ま
で
は
終
わ
れ
な
い
」
と
心
機
一

転
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
向
け
て
歩
み
始

め
た
明
神
さ
ん
。
個
人
で
所
有
し
て
い

た
特
許
「
カ
ツ
オ
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー

キ
の
製
法
」
を
活
か
し
、
実
家
の
ガ
レ

ー
ジ
を
活
用
す
る
形
で
、
夫
婦
で
チ
キ

ン
（
四
万
十
鶏
）
を
使
っ
た
ガ
ー
リ
ッ

ク
ス
テ
ー
キ
を
製
造
、
販
売
す
る
「
明

弘
食
品
」
を
2
0
1
3
年
に
創
業
し
た
。

事
業
を
立
ち
上
げ
る
と
次
第
に
意

欲
は
高
ま
り
、
新
事
業
企
画
も
思
い
つ

く
も
の
の
、企
業
を
倒
産
さ
せ
て
し
ま

っ
た
過
去
が
、重
く
の
し
か
か
る
。「
倒

産
と
い
う
憂
き
目
に
遭
い
、
話
を
聴
い

て
く
れ
る
機
関
は
少
な
か
っ
た
」
と
そ

う
語
る
明
神
さ
ん
か
ら
、
事
業
の
ア
イ

デ
ィ
ア
は
あ
る
も
の
の
実
現
で
き
な
い

当
時
の
悔
し
い
想
い
が
感
じ
取
れ
た
。

そ
ん
な
苦
し
い
状
況
の
中
、2
0
1
4

年
に
当
拠
点
が
設
置
さ
れ
、
土
佐
鰹
水

産
時
代
の
工
場
建
設
の
際
に
関
係
の
あ

っ
た
小
松
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
以
下
C
C
O
）に
今
の
状
況
を
話
に
い

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
支
援
は
始
ま
っ
た
。

再
起
の
た
め
の
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

案
に
つ
い
て
何
度
も
協
議
し
、
意
見
を

求
め
る
た
め
に
近
く
で
用
が
あ
る
つ
い

で
に
フ
ラ
ッ
と
当
拠
点
を
訪
れ
た
り
も

し
た
。「
電
話
な
ど
も
含
め
る
と
今
ま

で
で
1
0
0
回
近
く
は
相
談
し
て
も
ら

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
小
松

C
C
O
は
笑
い
な
が
ら
当
時
の
思
い
出

を
語
る
。
じ
っ
く
り
と
明
神
さ
ん
の
想

い
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
今
後
の
支
援
の

方
向
性
を
二
人
で
考
え
始
め
た
。

ア
イ
デ
ア
は
あ
る
が

ひ
と
・
も
の
・
か
ね
の

調
達
に
課
題

「
藁
焼
き
鰹
た
た
き
」
で
全
国
展
開

を
図
り
、
年
商
5
0
億
円
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
作
る
手
腕
を
持
っ
て
い
る
だ
け
あ
り
、

明
神
さ
ん
か
ら
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア
イ
デ

ア
が
湧
き
出
て
い
た
。
し
か
し
、
構
想

す
る
水
産
加
工
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一

定
の
「
ひ
と
・
も
の
・
か
ね
」
の
経
営

資
源
が
不
可
欠
。
し
か
し
、
当
時
の
状

態
は
、
企
業
を
倒
産
さ
せ
た
経
営
者
と

し
て
の
評
価
か
ら
、
な
か
な
か
調
達
は

難
し
い
状
況
。

そ
こ
で
、
小
松
C
C
O
は
ま
ず
は

信
頼
性
を
回
復
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て

水
産
加
工
分
野
で

脚
光
を
浴
び
る
も
失
意

一
本
釣
り
カ
ツ
オ
で
知
ら
れ
る
漁

師
町
、
土
佐
佐
賀
。
明
神
さ
ん
は
土

佐
佐
賀
で
培
っ
た
「
藁
焼
き
鰹
た
た

き
」
ビ
ジ
ネ
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

1
9
9
6
年
に
水
産
加
工
販
売
の
「
土

佐
鰹
水
産
株
式
会
社
」
を
創
業
し
、
静

岡
県
大
井
川
町
に
加
工
工
場
を
建
設
、

米
国
留
学
か
ら
帰
っ
て
き
た
息
子
の
専

務
と
と
も
に
、
カ
ツ
オ
の
た
た
き
を
主

体
に
ピ
ー
ク
時
は
5
0
億
円
近
い
年
商

を
上
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
2
0
1
0

い
く
必
要
が
あ
る
と
判
断
、
支
援
方
針

を
定
め
た
。
ま
ず
は
、
明
神
さ
ん
自
身

が
公
的
機
関
を
何
度
も
訪
ね
、
ち
ょ
っ

と
し
た
応
援
を
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
。

公
的
機
関
か
ら
支
援
を
受
け
た
と
い
う

事
実
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
実
績
が
で

き
、
大
き
な
支
援
を
引
き
出
す
足
が
か

り
に
な
る
と
考
え
た
の
だ
。

そ
う
い
う
活
動
を
し
て
い
る
な
か
、

J
E
T
R
O
か
ら
明
神
さ
ん
に
、国
際

特
許
を
出
願
し
た
「
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ

ー
キ
」に
関
し
ベ
ト
ナ
ム
の
水
産
企
業
か

ら
話
を
聞
き
た
い
が
ベ
ト
ナ
ム
に
来
て

く
れ
な
い
か
、
と
の
依
頼
が
舞
い
込
む
。

早
速
明
神
さ
ん
は
、
ベ
ト
ナ
ム
を

訪
ね
、
パ
ン
ガ
シ
ウ
ス
（
ベ
ト
ナ
ム
産

ナ
マ
ズ
）
の
養
殖
事
業
に
つ
い
て
話
し

を
伺
っ
た
。
そ
こ
で
、
数
百
万
t
も
養

殖
さ
れ
な
が
ら
も
、
付
加
価
値
が
低
い

ま
ま
に
白
身
魚
の
フ
ィ
レ
と
し
て
海
外

に
輸
出
さ
れ
て
い
る
現
実
を
聞
き
、
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
嗅
ぎ
取
っ
た
。

「
ベ
ト
ナ
ム
の
現
場
を
見
た
ら
胸
が
高

鳴
っ
た
」と
、明
神
さ
ん
。帰
国
す
る
や

い
な
や
、早
速
ナ
マ
ズ（
白
身
魚
）の
情

報
収
集
に
動
き
出
す
。
加
工
・
開
発
を

行
う
中
で
、
日
本
で
5
0
万
ｔ
、
E
U

で
1
0
0
万
ｔ
の
市
場
規
模
の
需
要
が

あ
る
「
す
り
身
」
へ
の
加
工
技
術
や
、

「
か
ば
焼
き
」の
ア
イ
デ
ア
を
思
い
付
き
、

現
地
企
業
と
協
議
を
重
ね
、
ベ
ト
ナ
ム

企
業
か
ら
の
信
頼
を
テ
コ
に
国
内
で
組

む
相
手
を
探
し
だ
し
た
。
そ
の
製
法
の

「
国
際
特
許
出
願
」
へ
と
明
る
い
材
料

が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

明
神
さ
ん
か
ら
絶
え
ず
報
告
、
相

談
を
受
け
て
い
た
小
松
C
C
O
は
、
こ

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
可
能
性
と
将
来
性
を
感

じ
た
。「
失
敗
し
た
人
で
も
再
起
で
き

る
よ
う
に
応
援
し
て
い
く
社
会
に
な
れ

ば
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
企
業
を
倒
産

さ
せ
た
経
営
者
と
い
う
負
の
イ
メ
ー
ジ

を
払
拭
す
る
た
め
、
対
外
的
な
信
頼
性

構
築
に
最
も
効
果
が
あ
る
「
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
」
に
着
目
し
た
。

信
頼
を
構
築
す
る

取
組
み
を
推
進

小
松
C
C
O
は
、
面
識
の
あ
る
記

者
に
同
社
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
働
き

か
け
る
算
段
を
つ
け
、
明
神
さ
ん
に
は

業
界
紙
に
掲
載
し
て
も
ら
う
記
事
作
成

を
依
頼
、
内
容
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
。

ま
た
、
相
談
を
受
け
る
中
で
、
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
コ
ン
テ
ナ
で
パ
ン
ガ
シ
ウ
ス
を

輸
入
す
る
に
は
ど
う
し
て
も
資
金
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
金
融
庁
が
各
金

融
機
関
に
事
業
性
評
価
を
求
め
て
い
る

動
き
を
と
ら
え
、
資
金
調
達
の
可
能
性

の
あ
る
日
本
政
策
金
融
公
庫
高
知
支
店

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
、創
業
計
画

書
づ
く
り
を
提
案
。
書
面
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
融
資
の
相
談
に
公
庫
に
同
行
し
た
。

こ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
明
神

さ
ん
は
、
水
産
加
工
の
業
界
紙
「
み
な

と
新
聞
」
に
記
事
掲
載
依
頼
。
無
事
に

記
事
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
と
あ
わ
せ
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

に
提
出
す
る
書
面
を
作
成
し
融
資
の
申

し
込
み
を
行
っ
た
。

世
界
を
ま
た
に
か
け
る

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

業
界
紙
へ
の
掲
載
も
あ
り
、
そ
れ

を
受
け
て
県
内
の
地
元
紙
や
全
国
紙

に
記
事
掲
載
の
働
き
か
け
を
行
っ
た

結
果
、日
本
経
済
新
聞（
H
2
8.
1
2
）、

高
知
新
聞
（
H
2
9.
1
）、
日
経

M
J
（
H
2
9.
1
）
朝
日
新
聞

（
H
2
9
.
3
）に
記
事
と
し
て
「
ナ
マ

ズ
蒲
焼
」
が
掲
載
さ
れ
た
。大
学
機
関

が
ナ
マ
ズ
の
蒲
焼
に
取
組
ん
で
い
た
こ

と
も
あ
り
話
題
性
は
十
分
だ
っ
た
。

ま
た
、
2
0
1
7
年
9
月
に
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
高
知
支
店
か
ら
の
創

業
融
資
も
実
行
さ
れ
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
た
資
金
面
に
も
明
る
い
兆

し
が
見
え
た
。こ
の
融
資
を
受
け
、
小

松
C
C
O
は
海
外
輸
出
の
際
に
必
要
に

な
る
海
外
で
の
知
財
取
得
の
た
め
に
、

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る

海
外
の
輸
出
に
必
要
な
海
外
の
特
許
出

願
（
す
り
身
の
製
造
）
の
申
請
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
結
果
、
こ
の
支
援
事
業
の

支
援
も
受
け
る
こ
と
が
決
ま
り
、
こ
れ

に
よ
り
、
大
手
商
社
と
E
U
国
際
特
許

共
同
出
願
に
向
け
て
取
り
組
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。

明
神
さ
ん
は
「
事
業
を
一
度
失
敗

し
た
破
産
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
足

の
重
く
な
る
日
々
だ
っ
た
が
、
め
げ
る

た
び
に
応
援
い
た
だ
き
心
強
い
限
り
だ

っ
た
」
と
小
松
C
C
O
の
存
在
に
感
謝

を
述
べ
る
と
共
に「
一
本
釣
り
カ
ツ
オ
」

の
次
は
、「
ベ
ト
ナ
ム
産
パ
ン
ガ
シ
ウ

ス
（
ナ
マ
ズ
）
高
付
加
価
値
商
品
開
発

事
業
」
で
世
界
と
渡
り
歩
く
意
欲
を
燃

や
し
て
い
た
。

現
在
、
大
手
商
社
と
連
携
し
、
ベ

ト
ナ
ム
産
ナ
マ
ズ
に
よ
る
蒲
焼
き
、
テ

リ
ヤ
キ
、
す
り
身
加
工
、
海
外
輸
出
の

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
て
進
展

中
で
あ
る
。

支
援
を
担
当
し
た
小
松
C
C
O
は
、

「
明
神
さ
ん
の
経
営
手
腕
を
も
う
一
度

地
域
で
役
立
て
て
欲
し
い
と
の
思
い
で

支
援
し
て
き
た
。
一
方
で
、
世
の
中
は

未
だ
に
、
倒
産
者
に
対
す
る
冷
た
い
目

線
が
あ
り
、「
事
業
性
評
価
」
が
な
さ

れ
に
く
い
現
実
が
あ
る
。
進
ん
で
は
戻

り
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
が
、
た
え
ず
勇

気
づ
け
、
未
来
を
一
緒
に
夢
見
て
き
た

か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
、
世
界
に
挑
む
明
神
さ
ん
を

見
守
っ
た
。
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本
の
出
版
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
手
法
で

「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」を
全
国
へ

有
限
会
社 

タ
ケ
シ
ゲ

タ
ケ
シ
ゲ
醤
油
は
、
福
岡
・
博
多
で
2
5
0
年
の
歴
史
が
あ
る
、
料
理
人
の
た

め
の
醤
油
店
。
こ
れ
ま
で
は
料
理
人
の
み
が
知
る
醤
油
で
し
た
が
、
家
庭
で
も
使

い
た
い
と
の
多
く
の
皆
様
か
ら
の
要
望
に
お
応
え
し
た
い
と
小
売
も
ス
タ
ー
ト
。

「
食
材
を
輝
か
せ
る
」
と
評
さ
れ
る
伝
統
の
こ
い
く
ち
醤
油
、
さ
し
み
醤
油
、
ポ

ン
酢
を
は
じ
め
、
話
題
の
「
博
多
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」
等
、
様
々
な
料
理
で
活
躍
す

る
醤
油
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

1234

「
六
本
松
蔦
谷
書
店
で
、

 

ニ
ワ
カ
そ
う
す
を

  

販
売
し
て
欲
し
い
。」

「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
を
使
え
ば
、

 

”塗
る
だ
け
“と
い
う

  

新
し
い
調
理
法
に
な
る
。」

「
P
R
ツ
ー
ル
と
し
て

  

で
は
な
く
、レ
シ
ピ
本
を

  

全
国
に
流
通
さ
せ
ま
し
ょ
う
。」

「
と
に
か
く
、

  

タ
ケ
シ
ゲ
の
し
ょ
う
ゆ
の

  

お
い
し
さ
を
守
り
た
い
。」

務
用
の
醤
油
を
一
般
向
け
に
販
売
す

る
も
の
の
、
な
か
な
か
売
れ
ず
苦
戦

す
る
日
々
が
続
い
た
。

そ
ん
な
中
、
料
理
人
の
た
め
に
業

務
用
と
し
て
作
っ
て
い
た
「
た
れ
」

と
い
う
名
の
万
能
調
味
料
を
、「
ニ

ワ
カ
そ
う
す
」
の
名
に
改
め
、
ま
た

他
の
商
品
も
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
う

よ
う
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
も
一
新
。
プ
レ
ハ

ブ
造
り
の
小
さ
な
店
舗
も
、
ア
ト
リ

エ
の
よ
う
な
モ
ダ
ン
な
店
舗
に
移
転
。

商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
明
確
に
な
っ

た
こ
と
で
、
地
元
で
は
一
定
の
販
路

を
築
け
た
が
、
更
な
る
知
名
度
向
上

と
全
国
へ
の
販
路
拡
大
を
模
索
し
て

い
た
。

こ
の
よ
う
に
日
々
経
営
改
善
に
取

り
組
む
中
、
以
前
、
福
岡
商
工
会
議

所
の
担
当
者
よ
り
ア
イ
デ
ア
を
も
ら

い
温
め
て
い
た
「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」

の
レ
シ
ピ
冊
子
制
作
に
向
け
、
実
現

に
向
け
た
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
う
べ
く
、
当
拠
点
を
訪
れ
た
。

有
料
のレ
シ
ピ
本
と
し
て
書
店
に

流
通
さ
せ
る
本
と
し
て
企
画

　
「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」
は
ほ
か
に
は

類
の
な
い
調
味
料
で
あ
る
が
ゆ
え
、

そ
の
使
用
法
を
伝
え
な
い
と
購
入
に

つ
な
が
り
に
く
く
、
実
演
販
売
や
自

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
レ
シ
ピ
掲
載
、

チ
ラ
シ
な
ど
で
使
い
道
を
伝
え
る
な

ど
地
道
に
活
動
す
る
こ
と
で
フ
ァ
ン

を
増
や
し
て
き
た
。
し
か
し
福
岡
県

外
に
な
る
と
活
動
に
限
界
が
あ
る
。

そ
こ
で
福
岡
商
工
会
議
所
と
福
岡

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
か
ら
提
案
を
実
施
。
福
岡
商
工
会

議
所
か
ら
は
補
助
金
を
活
用
し
た
無

料
配
布
用
の
レ
シ
ピ
冊
子
の
制
作
を

提
案
さ
れ
、
こ
れ
を
実
行
し
た
。

一
方
、
当
拠
点
か
ら
は
、
福
岡
県

以
外
に
も
全
国
書
店
で
取
り
扱
い
の

あ
る
出
版
社
を
活
用
し
た
、
有
料
の

レ
シ
ピ
本
と
し
て
出
版
販
売
す
る
こ

と
を
提
案
し
、
こ
れ
を
実
行
し
た
。

理
由
と
し
て
は
、「
ニ
ワ
カ
そ
う

す
」
を
本
格
的
に
全
国
へ
販
路
拡
大

温
め
て
い
た

レ
シ
ピ
冊
子
制
作
の
ア
イ
デ
ア

福
岡
で
2
5
0
年
の
歴
史
が
あ
る
、

料
理
人
の
た
め
の
醤
油
店
。
売
上
げ

が
思
わ
し
く
な
く
、「
先
代
か
ら
の

事
業
承
継
は
せ
ず
廃
業
し
た
ほ
う
が

良
い
」
と
周
り
か
ら
も
勧
め
ら
れ
て

い
た
中
、「
こ
の
お
い
し
さ
を
守
り

た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
娘
夫
婦

が
2
0
1
1
年
に
引
き
継
い
だ
。

現
社
長
で
あ
る
住
田
さ
ん
は
、
も

と
は
商
社
勤
務
で
、
異
業
種
か
ら
の

事
業
継
承
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
業

す
る
に
あ
た
り
、
本
を
全
国
販
売
す

る
こ
と
で
全
国
へ
の
P
R
が
可
能
と

な
る
こ
と
。「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」
を

使
っ
た
料
理
だ
け
の
レ
シ
ピ
本
な
の

で
、
本
を
購
入
し
た
読
者
の
ほ
と
ん

ど
は
「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」
を
購
入
す

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
話
題
づ
く
り
と
し
て
、
醤

油
屋
が
本
を
出
版
す
る
と
い
う
の
は
、

他
に
例
が
な
い
こ
と
な
の
で
、
話
題

に
火
が
つ
く
可
能
性
も
あ
り
、
マ
ス

コ
ミ
か
ら
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
と
考
え
た
。
企
画
も
、

話
題
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
考
案
。

例
え
ば
、「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」
を
使

っ
て
1
0
1
レ
シ
ピ
が
で
き
る
な

ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
多
さ
に
挑

戦
。
ま
た
タ
イ
ト
ル
も
「
ニ
ワ
カ
そ

う
す
の
”
塗
る
だ
け
レ
シ
ピ
“」
と
し
、

新
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
”塗
る
“と
い
う

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
調
理
法
を
前
面

に
出
し
た
。

こ
れ
を
本
と
商
品
の
セ
ッ
ト
に
し

て
販
売
す
る
こ
と
で
、
書
店
に
も
ア

プ
ロ
ー
チ
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
。

そ
し
て
住
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で

た
め
て
き
た
4
0
0
以
上
の
レ
シ
ピ

か
ら
1
0
1
の
レ
シ
ピ
を
抜
粋
。
新

た
に
レ
シ
ピ
を
考
案
す
る
な
ど
す

べ
て
自
身
で
レ
シ
ピ
を
考
案
し
た
上

で
、
レ
シ
ピ
本
の
制
作
に
着
手
し
た
。

出
版
業
界
に
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
あ

る
古
川
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下

C
O
）
が
、
編
集
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
。

本
が
出
版
さ
れ

ニ
ワ
カ
そ
う
す
に
注
目
も

2
0
1
7
年
6
月
に
本
が
完
成
し

発
売
が
ス
タ
ー
ト
に
な
る
。
本
の
発

売
後
は
、
積
極
的
に
書
店
営
業
を
行

な
い
、「
紀
伊
國
屋
」
な
ど
大
手
書

店
に
「
本
と
商
品
」
の
セ
ッ
ト
販
売

の
提
案
を
行
っ
た
。

ま
た
、
本
の
発
売
を
記
念
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
多
数
開
催
し
た
り
、

S
N
S
で
情
報
発
信
す
る
な
ど
、
地

道
な
P
R
を
続
け
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
企
画
の
面
白
さ
も
あ

り
、
福
岡
の
大
型
書
店
へ
”
本
+
ニ

ワ
カ
そ
う
す
“の
セ
ッ
ト
で
の
販
売

が
次
々
に
実
現
し
、
販
路
が
広
が
っ

て
い
っ
た
。

ま
た
当
拠
点
の
古
川
コ
C
O
が
、

個
人
的
繋
が
り
の
あ
っ
た
大
型
書
店

「
T
S
U
T
A
Y
A
」
に
レ
シ
ピ
本
を

P
R
。そ
の
後
、タ
ケ
シ
ゲ
醤
油
と

「
T
S
U
T
A
Y
A
」の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
実
施
し
た
。

蔦
屋
書
店
で
の

販
売
も
決
定

「
T
S
U
T
A
Y
A
」
の
担
当
者

と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
結
果
、
老
舗
醤

油
屋
が
本
を
作
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

さ
や
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
に
共
感
し
て

い
た
だ
く
。
こ
の
と
き
、
９
月
に
福

岡
初
と
な
る
大
型
店
舗
「
六
本
松 

蔦
屋
書
店
」
の
オ
ー
プ
ン
を
控
え
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
で
の
取
り

扱
い
を
検
討
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、「
六
本
松 

蔦
屋

書
店
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
に
、

”食
“が
あ
り
、
大
き
な
フ
ロ
ア
の

一
角
に
あ
る
キ
ッ
チ
ン
で
料
理
の
実

演
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
と
の
こ

と
。
実
演
販
売
に
こ
だ
わ
る
「
タ
ケ

シ
ゲ
醤
油
」
に
は
ま
さ
に
願
い
通
り

の
状
況
だ
っ
た
。
ま
た
、
福
岡
か
ら

文
化
を
発
信
し
た
い
と
い
う
想
い
も

あ
り
、「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」
は
ま
さ

に
「
六
本
松
蔦
屋
書
店
の
コ
ン
セ
プ

ト
」
と
マ
ッ
チ
。
次
の
こ
と
が
決
定

し
た
。「
本
と
商
品
の
同
時
販
売
だ

け
で
は
な
く
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
集

客
が
最
も
多
い
時
期
の
実
演
販
売
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
」「
メ
デ
ィ
ア
や
地

元
客
、
関
係
者
を
招
い
て
の
内
覧
会

（
数
千
人
の
来
場
）
で
の
、『
来
場
者

記
念
用
・
ニ
ワ
カ
そ
う
す
』、
販
促

物
配
布
」「
レ
ジ
前
と
い
う
、
最
も

目
立
つ
場
所
で
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」。

こ
の
結
果
と
し
て
「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」

は
、「
六
本
松 

蔦
屋
書
店
」
で
一
番

売
れ
て
い
る
商
品
と
し
て
ラ
ン
キ
ン

グ
す
る
と
い
う
成
果
を
残
し
た
。

こ
の
よ
う
に
住
田
夫
妻
の
「
ニ
ワ

カ
そ
う
す
」
へ
の
想
い
、
レ
シ
ピ
本

の
出
版
と
い
う
ア
イ
デ
ア
の
追
い

風
と
し
て
、
当
拠
点
が
機
能
す
る

こ
と
が
で
き
た
事
例
と
な
っ
た
。

住
田
夫
妻
は
「
本
の
出
版
は
、
大

手
が
取
り
組
む
案
件
で
、
う
ち
の
様

な
小
規
模
の
醤
油
屋
は
と
て
も
出
来

る
事
で
は
な
い
、
と
内
心
思
い
ま
し

た
が
、
具
体
的
に
ど
の
様
に
動
け

ば
良
い
か
を
マ
ス
コ
ミ
出
身
の
古
川

C
O
に
丁
寧
に
説
明
し
て
頂
く
事
で
、

不
安
は
消
え
、
弊
社
に
と
っ
て
大
き

な
転
機
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
や

っ
て
み
よ
う
！
と
決
意
し
た
」
と
支

援
を
振
り
返
っ
た
。

福
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で
は
、

古
川
C
O
の
よ
う
に
各
分
野
の
一
線

で
経
験
を
積
ん
だ
C
O
が
支
援
に
当

た
っ
て
い
る
。
本
案
件
は
、
実
践
を

通
し
て
得
た
経
験
値
を
生
か
す
好
事

例
と
な
っ
た
。 会話を重ね、課題を解決
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本
の
出
版
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
手
法
で

「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」を

全
国
へ

素材に塗るだけで、甘辛の味付けができる万能調味料。
さらに他の調味料と混ぜれば和洋中、様々な味に変化する、
忙しい主婦や働くママの時短料理の強い味方

務
用
の
醤
油
を
一
般
向
け
に
販
売
す

る
も
の
の
、
な
か
な
か
売
れ
ず
苦
戦

す
る
日
々
が
続
い
た
。

そ
ん
な
中
、
料
理
人
の
た
め
に
業

務
用
と
し
て
作
っ
て
い
た
「
た
れ
」

と
い
う
名
の
万
能
調
味
料
を
、「
ニ

ワ
カ
そ
う
す
」
の
名
に
改
め
、
ま
た

他
の
商
品
も
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
う

よ
う
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
も
一
新
。
プ
レ
ハ

ブ
造
り
の
小
さ
な
店
舗
も
、
ア
ト
リ

エ
の
よ
う
な
モ
ダ
ン
な
店
舗
に
移
転
。

商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
明
確
に
な
っ

た
こ
と
で
、
地
元
で
は
一
定
の
販
路

を
築
け
た
が
、
更
な
る
知
名
度
向
上

と
全
国
へ
の
販
路
拡
大
を
模
索
し
て

い
た
。

こ
の
よ
う
に
日
々
経
営
改
善
に
取

り
組
む
中
、
以
前
、
福
岡
商
工
会
議

所
の
担
当
者
よ
り
ア
イ
デ
ア
を
も
ら

い
温
め
て
い
た
「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」

の
レ
シ
ピ
冊
子
制
作
に
向
け
、
実
現

に
向
け
た
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
う
べ
く
、
当
拠
点
を
訪
れ
た
。

有
料
のレ
シ
ピ
本
と
し
て
書
店
に

流
通
さ
せ
る
本
と
し
て
企
画

　
「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」
は
ほ
か
に
は

類
の
な
い
調
味
料
で
あ
る
が
ゆ
え
、

そ
の
使
用
法
を
伝
え
な
い
と
購
入
に

つ
な
が
り
に
く
く
、
実
演
販
売
や
自

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
レ
シ
ピ
掲
載
、

チ
ラ
シ
な
ど
で
使
い
道
を
伝
え
る
な

ど
地
道
に
活
動
す
る
こ
と
で
フ
ァ
ン

を
増
や
し
て
き
た
。
し
か
し
福
岡
県

外
に
な
る
と
活
動
に
限
界
が
あ
る
。

そ
こ
で
福
岡
商
工
会
議
所
と
福
岡

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
か
ら
提
案
を
実
施
。
福
岡
商
工
会

議
所
か
ら
は
補
助
金
を
活
用
し
た
無

料
配
布
用
の
レ
シ
ピ
冊
子
の
制
作
を

提
案
さ
れ
、
こ
れ
を
実
行
し
た
。

一
方
、
当
拠
点
か
ら
は
、
福
岡
県

以
外
に
も
全
国
書
店
で
取
り
扱
い
の

あ
る
出
版
社
を
活
用
し
た
、
有
料
の

レ
シ
ピ
本
と
し
て
出
版
販
売
す
る
こ

と
を
提
案
し
、
こ
れ
を
実
行
し
た
。

理
由
と
し
て
は
、「
ニ
ワ
カ
そ
う

す
」
を
本
格
的
に
全
国
へ
販
路
拡
大

温
め
て
い
た

レ
シ
ピ
冊
子
制
作
の
ア
イ
デ
ア

福
岡
で
2
5
0
年
の
歴
史
が
あ
る
、

料
理
人
の
た
め
の
醤
油
店
。
売
上
げ

が
思
わ
し
く
な
く
、「
先
代
か
ら
の

事
業
承
継
は
せ
ず
廃
業
し
た
ほ
う
が

良
い
」
と
周
り
か
ら
も
勧
め
ら
れ
て

い
た
中
、「
こ
の
お
い
し
さ
を
守
り

た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
娘
夫
婦

が
2
0
1
1
年
に
引
き
継
い
だ
。

現
社
長
で
あ
る
住
田
さ
ん
は
、
も

と
は
商
社
勤
務
で
、
異
業
種
か
ら
の

事
業
継
承
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
業

す
る
に
あ
た
り
、
本
を
全
国
販
売
す

る
こ
と
で
全
国
へ
の
P
R
が
可
能
と

な
る
こ
と
。「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」
を

使
っ
た
料
理
だ
け
の
レ
シ
ピ
本
な
の

で
、
本
を
購
入
し
た
読
者
の
ほ
と
ん

ど
は
「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」
を
購
入
す

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
話
題
づ
く
り
と
し
て
、
醤

油
屋
が
本
を
出
版
す
る
と
い
う
の
は
、

他
に
例
が
な
い
こ
と
な
の
で
、
話
題

に
火
が
つ
く
可
能
性
も
あ
り
、
マ
ス

コ
ミ
か
ら
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
と
考
え
た
。
企
画
も
、

話
題
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
考
案
。

例
え
ば
、「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」
を
使

っ
て
1
0
1
レ
シ
ピ
が
で
き
る
な

ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
多
さ
に
挑

戦
。
ま
た
タ
イ
ト
ル
も
「
ニ
ワ
カ
そ

う
す
の
”
塗
る
だ
け
レ
シ
ピ
“」
と
し
、

新
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
”塗
る
“と
い
う

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
調
理
法
を
前
面

に
出
し
た
。

こ
れ
を
本
と
商
品
の
セ
ッ
ト
に
し

て
販
売
す
る
こ
と
で
、
書
店
に
も
ア

プ
ロ
ー
チ
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
。

そ
し
て
住
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で

た
め
て
き
た
4
0
0
以
上
の
レ
シ
ピ

か
ら
1
0
1
の
レ
シ
ピ
を
抜
粋
。
新

た
に
レ
シ
ピ
を
考
案
す
る
な
ど
す

べ
て
自
身
で
レ
シ
ピ
を
考
案
し
た
上

で
、
レ
シ
ピ
本
の
制
作
に
着
手
し
た
。

出
版
業
界
に
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
あ

る
古
川
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下

C
O
）
が
、
編
集
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
。

本
が
出
版
さ
れ

ニ
ワ
カ
そ
う
す
に
注
目
も

2
0
1
7
年
6
月
に
本
が
完
成
し

発
売
が
ス
タ
ー
ト
に
な
る
。
本
の
発

売
後
は
、
積
極
的
に
書
店
営
業
を
行

な
い
、「
紀
伊
國
屋
」
な
ど
大
手
書

店
に
「
本
と
商
品
」
の
セ
ッ
ト
販
売

の
提
案
を
行
っ
た
。

ま
た
、
本
の
発
売
を
記
念
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
多
数
開
催
し
た
り
、

S
N
S
で
情
報
発
信
す
る
な
ど
、
地

道
な
P
R
を
続
け
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
企
画
の
面
白
さ
も
あ

り
、
福
岡
の
大
型
書
店
へ
”
本
+
ニ

ワ
カ
そ
う
す
“の
セ
ッ
ト
で
の
販
売

が
次
々
に
実
現
し
、
販
路
が
広
が
っ

て
い
っ
た
。

ま
た
当
拠
点
の
古
川
コ
C
O
が
、

個
人
的
繋
が
り
の
あ
っ
た
大
型
書
店

「
T
S
U
T
A
Y
A
」
に
レ
シ
ピ
本
を

P
R
。そ
の
後
、タ
ケ
シ
ゲ
醤
油
と

「
T
S
U
T
A
Y
A
」の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
実
施
し
た
。

蔦
屋
書
店
で
の

販
売
も
決
定

「
T
S
U
T
A
Y
A
」
の
担
当
者

と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
結
果
、
老
舗
醤

油
屋
が
本
を
作
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

さ
や
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
に
共
感
し
て

い
た
だ
く
。
こ
の
と
き
、
９
月
に
福

岡
初
と
な
る
大
型
店
舗
「
六
本
松 

蔦
屋
書
店
」
の
オ
ー
プ
ン
を
控
え
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
で
の
取
り

扱
い
を
検
討
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、「
六
本
松 

蔦
屋

書
店
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
に
、

”食
“が
あ
り
、
大
き
な
フ
ロ
ア
の

一
角
に
あ
る
キ
ッ
チ
ン
で
料
理
の
実

演
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
と
の
こ

と
。
実
演
販
売
に
こ
だ
わ
る
「
タ
ケ

シ
ゲ
醤
油
」
に
は
ま
さ
に
願
い
通
り

の
状
況
だ
っ
た
。
ま
た
、
福
岡
か
ら

文
化
を
発
信
し
た
い
と
い
う
想
い
も

あ
り
、「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」
は
ま
さ

に
「
六
本
松
蔦
屋
書
店
の
コ
ン
セ
プ

ト
」
と
マ
ッ
チ
。
次
の
こ
と
が
決
定

し
た
。「
本
と
商
品
の
同
時
販
売
だ

け
で
は
な
く
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
集

客
が
最
も
多
い
時
期
の
実
演
販
売
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
」「
メ
デ
ィ
ア
や
地

元
客
、
関
係
者
を
招
い
て
の
内
覧
会

（
数
千
人
の
来
場
）
で
の
、『
来
場
者

記
念
用
・
ニ
ワ
カ
そ
う
す
』、
販
促

物
配
布
」「
レ
ジ
前
と
い
う
、
最
も

目
立
つ
場
所
で
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」。

こ
の
結
果
と
し
て
「
ニ
ワ
カ
そ
う
す
」

は
、「
六
本
松 

蔦
屋
書
店
」
で
一
番

売
れ
て
い
る
商
品
と
し
て
ラ
ン
キ
ン

グ
す
る
と
い
う
成
果
を
残
し
た
。

こ
の
よ
う
に
住
田
夫
妻
の
「
ニ
ワ

カ
そ
う
す
」
へ
の
想
い
、
レ
シ
ピ
本

の
出
版
と
い
う
ア
イ
デ
ア
の
追
い

風
と
し
て
、
当
拠
点
が
機
能
す
る

こ
と
が
で
き
た
事
例
と
な
っ
た
。

住
田
夫
妻
は
「
本
の
出
版
は
、
大

手
が
取
り
組
む
案
件
で
、
う
ち
の
様

な
小
規
模
の
醤
油
屋
は
と
て
も
出
来

る
事
で
は
な
い
、
と
内
心
思
い
ま
し

た
が
、
具
体
的
に
ど
の
様
に
動
け

ば
良
い
か
を
マ
ス
コ
ミ
出
身
の
古
川

C
O
に
丁
寧
に
説
明
し
て
頂
く
事
で
、

不
安
は
消
え
、
弊
社
に
と
っ
て
大
き

な
転
機
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
や

っ
て
み
よ
う
！
と
決
意
し
た
」
と
支

援
を
振
り
返
っ
た
。

福
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で
は
、

古
川
C
O
の
よ
う
に
各
分
野
の
一
線

で
経
験
を
積
ん
だ
C
O
が
支
援
に
当

た
っ
て
い
る
。
本
案
件
は
、
実
践
を

通
し
て
得
た
経
験
値
を
生
か
す
好
事

例
と
な
っ
た
。

4142

ユニークなニワカそうすは、メディアにも多数取上げられている
ニワカそうすはどんな素材とも相性抜群
パッケージは、元々グラフィックデザイナーだった住田さんの
夫、良幸さんが手がける
イベント向けや期間限定のパッケージなど、
バリエーションも豊かで人気を集めている
　 　8住田夫妻が切り盛りする、タケシゲ醤油の
　　　直売店「招くしょうゆ屋」店内の様子

4
3

345

6

7

89

住
田
夫
妻
の
地
道
な
取
組
み
の
末
、

ニ
ワ
カ
そ
う
す
の
知
名
度
は
向
上
。

メ
デ
ィ
ア
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

売
上
拡
大

〔
宿
泊
・
飲
食
・
農
業
〕

P
R
視
点
の
商
品
開
発
で
、

前
年
比
約
1
2
0
％
の

売
上
げ
を
達
成

山
形
県
、
寒
河
江
温
泉
に
あ
る「
ホ
テ
ル
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ア
ネ
ッ
ク
ス
」。
こ
れ
ま
で
、
婚
礼

や
宴
会
中
心
の
営
業
を
行
な
っ
て
い
た
が
利

用
者
数
に
陰
り
が
見
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、

宿
泊
部
門
の
強
化
に
着
手
。
ホ
テ
ル
運
営
の

基
盤
を
整
え
る
と
共
に
、「
外
向
き
企
画
」で

突
破
口
を
開
く
。

昭和30年、山形県寒河江市に設立。
開業当初はむつみ荘の名称で旅館業
を営んでいたが、平成2年にリニューア
ルし寒河江市駅前のシティホテル「ホ
テルシンフォニー本館」と、寒河江サ
ービスエリア前のリゾートホテル「ホテ
ルシンフォニーアネックス」の2棟のホ
テルを経営している。

前年比 122.4％の売上達成。
メディアに取り上げられ、

発売当初の月に
ギフト 200個を販売

4

営業の中心だった婚礼、

宴会の利用者の減少から、

宿泊部門の強化に着手

稼働率重視の価格設定、
付加価値型の企画、
観光客の開拓が

急務であることを確認

運営体制を整えるとともに
宿泊者の利用用途に
配慮したプランや
ギフトを開発

123

株式会社 
ホテルシンフォニー

山形県

山形県内の農業者や食品メーカーの加工品　　コンセプトルーム
ホテルシンフォニーアネックス外観　　佐藤社長

1
3

2
4

4 3 2 1

売
を
す
る
傾
向
が
強
い
事
、
宿
泊
プ
ラ
ン
に
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
く
「
客
室
タ
イ
プ
・
曜

日
・
食
事
の
有
無
」
で
価
格
設
定
を
行
な
っ
て

お
り
、
お
客
様
の
利
用
用
途
に
配
慮
し
た
付
加

価
値
型
の
企
画
が
ほ
ぼ
な
い
事
が
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
平
日
は
ビ
ジ
ネ
ス
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
て
い
る
が
、
客
室
の
つ
く
り
を
見
る
と
全

3
0
室
中
2
2
室
は
ツ
イ
ン
の
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム

に
小
上
が
り
が
つ
い
た
和
洋
室
、
他
8
室
は
和

室
や
特
別
室
な
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客

の
開
拓
が
必
要
で
あ
る
と
分
析
。
観
光
客
を
開

拓
す
る
上
で
は
、
限
ら
れ
た
コ
ス
ト
の
中
で
い

か
に
露
出
を
増
や
し
、
知
名
度
を
高
め
る
か
が

課
題
と
な
っ
た
。

仕
組
み
づ
く
り
と

話
題
に
な
る
商
品
づ
く
り

C
C
O
が
ま
ず
提
案
し
た
の
は
、
実
績
管
理

内
容
の
改
善
や
価
格
設
定
の
仕
組
み
づ
く
り
。

R
e
v
P
A
R
（
販
売
可
能
な
客
室
数
あ
た
り

の
客
室
売
上
）
を
追
加
し
た
実
績
管
理
表
や
季

節
や
需
要
に
合
わ
せ
て
価
格
を
変
動
さ
せ
る
レ

ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
ホ
テ
ル
運
営
の
足
元
を
固
め
た
。

そ
の
上
で
、
3
つ
の
「
外
向
き
の
企
画
」
を

打
ち
出
す
こ
と
を
提
案
。
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上

げ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
リ
リ
ー
ス
を
徹
底
し
新

聞
記
事
掲
載
を
通
じ
て
ホ
テ
ル
の
露
出
を
増
や

す
構
想
を
示
し
た
。

3
つ
の
「
外
向
き
の
企
画
」
と
し
て
提
案
し

た
の
は
、①
知
名
度
の
低
さ
を
払
拭
す
べ
く
、
山

形
県
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
寒
河
江
温
泉
を

県
内
観
光
の
拠
点
と
し
て
訴
求
。
二
次
交
通
と

し
て
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
を
促
す
、
レ
ン
タ
カ
ー

プ
ラ
ン
の
開
発
と
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
と
の
業
務

提
携
を
行
な
う
こ
と
。②
古
く
な
り
つ
つ
あ
る
客

室
を
山
形
の
特
産
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
コ
ン

セ
プ
ト
ル
ー
ム
や
県
内
企
業
の
技
術
に
触
れ
る

事
が
出
来
る
よ
う
な
製
品
を
使
用
し
た
コ
ラ
ボ

型
の
コ
ン
セ
プ
ト
ル
ー
ム
を
企
画
し
付
加
価
値

を
つ
け
る
こ
と
。③
農
産
加
工
品
開
発
に
取
り
組

む
農
業
者
や
山
形
県
内
の
食
品
メ
ー
カ
ー
の
商

品
を
セ
ッ
ト
に
し
て
法
事
用
の
ギ
フ
ト
と
し
て

販
売
し
、
他
と
差
別
化
を
図
る
こ
と
。
相
談
者

は
役
員
会
議
や
宿
泊
部
門
会
議
な
ど
で
検
討
し

た
末
、
こ
れ
ら
事
業
に
取
り
組
む
事
に
し
た
。

売
上
約
1
2
0
％
を
達
成

P
R
効
果
も
大
幅
に
向
上

「
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
売
上
げ
が
増
加
傾

向
に
な
っ
て
き
た
」
相
談
者
が
そ
う
語
る
よ
う
に
、

「
外
向
き
の
企
画
」
は
功
を
奏
し
た
。
ホ
テ
ル
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ア
ネ
ッ
ク
ス
の
売
上
高
は
、
平
成

2
9
年
9
月
実
績
で
前
年
比
1
2
2.
4
％
を
達

成
。
法
事
用
の
ギ
フ
ト
は
1
ヶ
月
で
2
0
0
セ

ッ
ト
を
販
売
し
た
。
ホ
テ
ル
の
露
出
と
い
う
面

で
も
、
3
つ
の
企
画
が
す
べ
て
山
形
新
聞
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
P
R
効
果
も
大
幅
に
向
上

し
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
「
取
組
み
の
効

果
が
目
に
見
え
は
じ
め
、
従
業
員
も
積
極
的
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
」
と
、
新
た
な
取
組

み
が
従
業
員
の
意
識
改
革
と
い
う
意
味
で
も
効

果
的
に
働
い
て
い
る
そ
う
だ
。

高
齢
化
や
人
口
減
少
の
影
響
を
受
け
減
少
傾
向

に
あ
っ
た
。
相
談
者
は
、
主
要
事
業
部
門
の
収

益
性
や
今
後
の
市
場
性
を
考
慮
し
、
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
力
を
入
れ
て
こ
な
か
っ
た
宿
泊
部
門
を

強
化
し
た
い
と
考
え
、
来
訪
相
談
に
至
っ
た
。

宿
泊
プ
ラ
ン
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

知
名
度
の
向
上
に
課
題

相
談
に
対
応
し
た
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
（
以
下
C
C
O
）
は
、
相
談
者
が
ホ
テ
ル
部

門
の
中
で
も
、「
ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ア
ネ
ッ

ク
ス
」
の
売
上
拡
大
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
上
で
、
宿
泊
部
門
に
関
与
し
て
い
る
ス

タ
ッ
フ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
当
初
の

問
題
は
、
価
格
を
下
げ
稼
働
率
重
視
で
客
室
販

婚
礼
や
宴
会
中
心
の

営
業
手
法
に
陰
り

山
形
県
は
天
童
温
泉
や
、
か
み
の
や
ま
温
泉

を
は
じ
め
と
し
た
有
名
温
泉
地
が
多
く
、
全
国

的
な
知
名
度
を
誇
る
旅
館
や
ホ
テ
ル
が
数
多
く

存
在
し
て
い
る
。
一
方
で
、
寒
河
江
温
泉
は
県

内
で
も
知
名
度
が
高
く
な
く
、
温
泉
街
と
し
て

も
比
較
的
小
規
模
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
客

の
利
用
増
加
が
地
域
的
な
課
題
に
な
っ
て
い
た
。

同
社
は
寒
河
江
温
泉
で
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
「
ホ

テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
本
館
」
と
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
「
ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ア
ネ
ッ
ク
ス
」
を

展
開
。
地
域
客
の
利
用
が
多
く
、
婚
礼
や
宴
会

中
心
の
営
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
少
子
化
に
よ

り
婚
礼
需
要
が
減
少
、
宴
会
需
要
も
地
域
客
の

4546
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

全
国
初
、高
校
生

持
ち
株
会
社
が
挑
む

茨
城
ブ
ラ
ン
ド
の

商
品
戦
略

高
等
学
校
等
を
対
象
に
実
施
す
る「
企
業
家

育
成
事
業
」に
参
加
す
る
相
談
者
。
創
業
計

画
を
考
案
し
た
が
、
具
体
化
す
る
方
法
が

わ
か
ら
ず
悩
ん
で
い
た
。
生
徒
を
中
心
に
、

専
門
的
職
業
人
を
育
成
で
き
る
組
織
体
系

の
構
築
を
軸
に
、
創
業
を
目
指
す
挑
戦
が

始
ま
っ
た
。

4

創業計画を立てたものの、
実現するための具体的な
方法がわからず
途方に暮れていた

123

平成28年12月に、全国初となるホール
ディングス制の高校生持ち株会社とし
て「HIOKOホールディングス株式会社」
を設立。商業科の生徒を中核として
「地域貢献」と「地産地“商”」を企業
理念に掲げ、「高校生株主による6次
産業型株式会社」として新たなビジネ
スモデルづくりに取り組んでいる。

HIOKOホールディングス
株式会社

茨城県

半期で６回メディアに露出。
企業コラボ、イベント出店の
引き合いが増加し、
利益率も向上

生徒が各事業の中心となり

専門的職業人を育成できる

組織体制の構築に重点

６次産業型高校生
株式会社として

独自性のある商品開発、
地元との交流を重ねた

イベント出店時の様子　　行政に遊休農地を活用したビジネスを提言
自社農園で育てたブルーベリーを収穫　　生徒が主体となり事業に取組む

1
3

2
4

4 3 2 1

校
生
と
い
う
強
み
を
活
か
し
、
会
社
内
の
各
カ
ン

パ
ニ
ー
に
お
け
る
事
業
実
施
ス
キ
ー
ム
を
構
築
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
た
。

ま
た
「
地
域
貢
献
」「
地
産
地
”商
“」
の
創

業
に
あ
た
っ
て
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
商
圏
な
ど
の
経

営
目
標
の
設
定
、
具
体
的
な
数
値
計
画
の
作
成
、

販
売
方
法
、
地
域
連
携
に
よ
る
事
業
実
施
ス
キ
ー

ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
判
断
。
と
り

わ
け
、
販
売
力
の
養
成
、
県
や
地
方
公
共
団
体
、

大
学
、
研
究
機
関
等
の
協
力
体
制
を
構
築
す
る
た

め
、
販
売
方
法
と
し
て
は
、
お
客
様
と
直
接
接
触

す
る
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
対
面
販
売
が
有
益
と
考
え
、

事
業
計
画
を
立
て
る
こ
と
と
し
た
。

独
自
の
強
み
を
作
り

効
果
的
に
発
信

商
品
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
①
茨
城
の

素
材
で
茨
城
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
を
作
る
こ
と
②
食

育
の
観
点
か
ら
安
全
で
独
自
性
の
あ
る
も
の
と
し
、

従
来
の
ア
イ
デ
ア
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ

な
ど
の
商
品
開
発
で
は
な
く
、
6
次
産
業
型
高
校

生
株
式
会
社
と
し
て
の
商
品
開
発
に
向
け
て
素
材

の
生
産
、
商
品
の
製
造
、
販
売
、
消
費
に
至
る
ま

で
綿
密
に
計
画
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
を
提
案

し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
付
加
価
値
や
利
益
率

も
考
慮
し
た
商
品
を
開
発
す
る
た
め
に
原
価
率
の

計
算
や
価
格
設
定
を
検
討
し
、
適
正
値
を
算
出
す

る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

ま
た
、
生
徒
に
と
っ
て
リ
ア
ル
な
経
営
活
動

を
学
ぶ
環
境
づ
く
り
を
す
べ
く
、
異
業
種
の
企
業

経
営
者
と
の
交
流
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を
勧
め
た
。

こ
れ
を
受
け
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
で
は
自
社
農

園
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
用
し
た
ド
リ
ン
ク
の
製

造
、
販
売
を
ス
タ
ー
ト
、
食
品
開
発
に
も
取
り
組

み
、
第
一
弾
と
な
る
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
グ
ラ
ッ

セ
」
を
地
元
企
業
と
業
務
提
携
契
約
を
締
結
し
て

完
成
さ
せ
た
。

ま
た
、
地
元
金
融
機
関
と
協
力
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
商
談
会
に
も
参
加
す
る
こ
と
で
地
元
企
業
と
の

連
携
も
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
市
長
や
行
政
に
対
し

て
遊
休
農
地
等
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
提
言
を

行
な
う
な
ど
、
意
欲
的
に
企
業
や
行
政
と
交
流
、

意
見
交
換
の
機
会
を
つ
く
っ
た
。

高
校
生
株
主
の
H
D
会
社
が

一
躍
注
目
の
的
に

全
国
初
の
高
校
生
株
主
に
よ
る
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
会
社
設
立
と
、
そ
の
取
組
み
が
注
目
さ
れ
、

半
期
で
６
回
メ
デ
ィ
ア
報
道
、
掲
載
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
地
元
企
業
と
の
交
流
を
重
ね
た
結
果
、
企

業
コ
ラ
ボ
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
の
引
き
合
い
が
増
加

し
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
前
年
以
上
の
利
益
率
を
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
、
日
本
青
年

会
議
所
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

テ
ス
ト
で
は
大
学
や
民
間
企
業
が
参
加
す
る
中
、

高
校
生
企
業
と
し
て
は
初
め
て
、
R
E
S
A
S
部

門
で
最
優
秀
賞
、
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
で
は
優
秀
賞
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
支
援
の
お
か
げ
で
生
徒
や
教
員
、
取
締
役
を
始

め
全
員
が
こ
こ
ま
で
自
主
的
、
積
極
的
に
事
業
に

取
り
組
め
た
」
と
語
る
相
談
者
。
若
い
会
社
に
、

地
域
か
ら
の
熱
い
視
線
が
集
ま
っ
て
い
る
。

に
訪
れ
た
。

会
社
と
し
て

ど
こ
を
目
指
す
べ
き
か

当
拠
点
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下

C
O
）
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
た
と
こ
ろ
、
6
次
産

業
型
高
校
生
株
式
会
社
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う

な
方
法
で
経
営
を
継
続
す
る
の
か
、
戦
略
や
組
織

体
系
の
構
築
に
つ
い
て
ど
こ
に
重
点
を
置
い
て
取

り
組
め
ば
よ
い
か
が
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

そ
こ
で
、
会
社
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
生

徒
が
各
事
業
の
中
心
と
な
り
、
実
学
経
験
を
通
じ

て
専
門
的
職
業
人
を
育
成
で
き
る
組
織
体
制
の
構

築
に
重
点
を
置
く
こ
と
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
高

創
業
計
画
を
実
現
す
る

具
体
的
手
法
に
悩
み

相
談
者
は
、
茨
城
県
が
高
等
学
校
等
を
対
象

に
実
施
す
る
「
起
業
家
育
成
事
業
」
に
、
モ
デ
ル

校
と
し
て
参
画
。
創
業
計
画
と
し
て
「
農
産
物
の

生
産
・
加
工
・
販
売
」「
観
光
」「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」
の
提
供
等
を
考
案
し
た
が
、

計
画
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
が
わ
か

ら
ず
途
方
に
暮
れ
て
い
た
。

ま
た
、
地
域
に
密
着
し
た
取
組
み
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
商
品
開
発
や
生
産
体

制
の
構
築
、
販
路
の
開
拓
や
販
路
拡
大
を
ど
の
よ

う
に
具
体
的
に
行
っ
て
い
く
べ
き
か
検
討
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
創
業
に
つ
い
て
専
門
家

の
支
援
を
受
け
た
い
と
の
思
い
で
当
拠
点
に
相
談
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
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ラ
イ
ン

観
光
客
減
か
ら

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
を
掴
み

売
上
1
5
0
％
を
達
成

大
学
卒
業
以
来
、
宿
坊
を
経
営
す
る
相
談

者
。
宿
泊
者
や
観
光
客
が
減
少
す
る
中
で
、

事
業
承
継
を
見
越
し
た
巻
き
返
し
を
決
意
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
見
据
え
、
広
範
囲

の
お
土
産
需
要
へ
の
対
応
や
日
本
な
ら
で

は
の
体
験
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
外
国
人

観
光
客
の
注
目
を
集
め
て
い
く
。

外国人宿泊者が

前年比100％弱アップ。

日本人観光客にも波及

4

宿坊の宿泊者や

観光客の減少で

低迷し続ける売上げ

インバウンド需要に可能性。

公的支援を受けるべく

個人事業の開設を助言

123

山梨県

身延山の覚林坊というお寺にある宿坊
(一般の方もお寺に宿泊)。女将が大学
卒業以来、26年間経営、その伝統を
守り続けている。近年、気軽にお寺
に宿泊できることから、欧米人を中心
にこの宿坊の人気が高まっている。

鶴林精舎

パッケージ開発で手作り
納豆を広範囲のお土産物化。
インバウンドを見据えた
体験サービスも導入

美しい日本庭園を眺めながら食事が楽しめる　　覚林坊外観
サポートスタッフに外国人も起用している　　あけぼの大豆を使用したオリジナル納豆

1
3

2
4

4 3 2 1

ま
た
、
覚
林
坊
は
宿
坊
で
あ
り
、
名
目
上
は

宗
教
法
人
で
あ
る
が
、
宿
泊
や
食
事
、
お
土
産

な
ど
は
経
済
活
動
と
し
て
税
金
を
払
っ
て
お
り
、

実
質
的
に
は
家
族
経
営
の
旅
館
に
等
し
い
状
況

に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
宗
教
法
人
と
い
う
こ
と
で
、

公
的
な
施
策
の
活
用
、
公
的
な
支
援
な
ど
が
受

け
ら
れ
ず
に
い
た
状
況
が
わ
か
っ
た
。

設
備
面
で
は
、
美
し
い
日
本
庭
園
が
あ
り
、

そ
れ
を
眺
め
な
が
ら
食
事
が
で
き
る
こ
と
や
そ

こ
で
楽
し
む
料
理
は
大
き
な
強
み
に
な
る
と
分

析
。
料
理
で
も
提
供
し
て
い
る
身
延
町
の
あ
け

ぼ
の
大
豆
を
使
っ
た
納
豆
が
海
外
の
宿
泊
者
か

ら
も
人
気
で
あ
っ
た
が
、
長
期
保
存
、
長
期
輸

送
に
適
さ
な
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
形
状
で
需
要
を
取

り
逃
が
し
て
い
る
現
状
が
あ
っ
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

念
頭
に
解
決
策
を
提
示

C
O
は
宗
教
法
人
の
ま
ま
で
は
公
的
施
策
の

活
用
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
相
談
者
を
代
表
と

す
る
個
人
事
業
主
と
し
て
開
業
し
て
、
事
業
を

進
め
て
い
く
事
を
提
案
し
た
。

山
梨
県
庁
の
観
光
部
に
あ
る
「
や
ま
な
し
観

光
推
進
機
構
」
と
の
連
携
を
深
め
、
補
助
金
の

活
用
な
ど
を
進
め
る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
。

さ
ら
に
、
販
売
機
会
を
逃
し
て
い
た
宿
坊
の

手
作
り
納
豆
を
よ
り
広
範
囲
な
お
土
産
需
要
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開
発
を

提
案
。
や
ま
な
し
産
業
支
援
機
構
の
「
新
製
品
・

新
技
術
研
究
開
発
助
成
事
業
」
に
応
募
す
る
こ

と
を
提
案
し
た
。

現
在
、
外
国
人
旅
行
者
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
）
は
、
お
土
産
な
ど
の
モ
ノ
消
費
だ
け
で
な

く
、
何
か
を
体
験
し
た
い
コ
ト
消
費
（
日
本
な

ら
で
は
の
体
験
等
）
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
山
梨
県
内
の
貸
衣
装
業
者
と
連
携
し
、

着
物
体
験
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
勧
め
た
。

相
談
者
は
、
こ
の
提
案
を
実
行
に
移
し
個
人

事
業
（
屋
号
：
鶴
林
精
舎
）
を
開
業
。
や
ま
な

し
観
光
推
進
機
構
と
の
関
係
構
築
に
も
取
組

ん
だ
。

ま
た
、
や
ま
な
し
産
業
支
援
機
構
の
新
製
品
・

新
技
術
研
究
開
発
助
成
事
業
に
も
採
択
さ
れ
納

豆
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
た
に
開
始
し
た
着
物
体
験
サ
ー
ビ
ス
は
、
外

国
人
宿
泊
者
に
好
評
で
、
そ
の
写
真
を
撮
っ
て

覚
林
坊
の
F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
し
情
報
の
拡
散
を
進
め
て
い
る
。

外
国
人
宿
泊
客
が

1
0
0
％
弱
ア
ッ
プ

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
意
識
し
た
取
組
み
が
功
を

奏
し
、
外
国
人
観
光
客
は
前
年
比
で
1
0
0
％

弱
ア
ッ
プ
。
そ
の
人
気
が
、
日
本
人
観
光
客
に

も
波
及
す
る
と
い
っ
た
効
果
も
現
れ
、
全
体
売

上
も
前
年
比
で
約
1
5
0
％
に
。
ま
た
、
国
内

外
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
取
材
の
引
き
合
い
が
あ

り
、
今
後
更
な
る
宿
泊
者
増
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

き
っ
か
け
に
支
援
を
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

浮
き
彫
り
に
な
っ
た

機
会
の
喪
失

震
災
後
、
身
延
山
周
辺
の
観
光
客
は
減
少
傾

向
が
見
ら
れ
、
地
域
全
体
の
活
性
化
は
落
ち
て

き
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
相
談
者
が
運
営
し
て
い
る
宿
坊

の
覚
林
坊
は
、
近
年
、
訪
日
旅
行
者
に
門
戸
を

広
げ
、
外
国
人
宿
泊
者
の
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
流
れ
が
見
ら
れ
る
な
ど
、

外
部
環
境
と
し
て
は
良
い
傾
向
で
は
あ
る
も
の

の
、
競
争
が
起
こ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
積
極
的
な
告
知
、
宣
伝
、
営
業
活

動
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
。

宗
教
心
の
低
下
に
よ
り

危
機
に
直
面
す
る
宿
坊

近
年
、
宗
教
心
の
低
下
と
熱
心
な
信
者
の
高

齢
化
に
伴
い
、
身
延
山
久
遠
寺
周
辺
で
の
宿
坊

の
宿
泊
者
や
観
光
客
の
減
少
が
見
ら
れ
て
い
る
。

相
談
者
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
身
延
山
周
辺
の
観

光
及
び
経
済
が
停
滞
し
て
い
く
こ
と
を
危
惧
し

て
い
た
。
一
方
で
、
次
男
が
お
寺
を
継
ぐ
決
心

を
し
仏
教
大
学
に
通
っ
て
い
る
こ
と
も
後
押
し

し
、
こ
の
マ
イ
ナ
ス
の
流
れ
を
払
拭
、
良
い
流

れ
を
引
き
寄
せ
て
事
業
承
継
し
て
い
く
た
め
に
、

新
し
い
変
化
を
か
け
て
い
き
た
い
と
試
行
錯
誤

の
途
中
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
当
拠
点
が
主

催
す
る
「
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
補
助
金
セ
ミ
ナ

ー
」
に
参
加
。
セ
ミ
ナ
ー
後
の
個
別
相
談
会
を
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

生
産
農
家
と

ピ
ア
ノ
部
品
メ
ー
カ
ー
が

ス
プ
ー
ン
を
共
同
開
発

農
家
を
営
む
傍
ら
、
季
節
の
ジ
ャ
ム
を
作
り

販
売
し
て
い
た
相
談
者
。
イ
ベ
ン
ト
等
に

出
店
す
る
も
の
の
、
知
名
度
の
低
さ
か
ら
伸

び
悩
ん
で
い
た
売
上
げ
。
自
社
の
コ
ン
セ

プ
ト
や
屋
号
を
活
か
し
地
場
産
業
で
あ
る

ピ
ア
ノ
部
品
メ
ー
カ
ー
と
、
ジ
ャ
ム
専
用
ス

プ
ー
ン
を
開
発
し
販
路
拡
大
に
挑
む
。

メディアへの掲載が

追い風となり製品は即完売。

新たな引き合いも増加

4

メロン農家を営む傍ら

季節のジャムを作り、

販売するも伸び悩む売上げ

知名度の低さを打開し

販路拡大を狙う新たな

取組みへの挑戦を助言

販促ツールとして

地元ピアノ部品メーカーと

ジャム専用スプーンを開発

123

静岡県
さじかげん
メロン農家を営む夫の傍ら、少しの傷
などのために廃棄される農産物で自
家製のジャムを製造し、県内のパン屋
等へ卸していた。

鈴春工業株式会社
ピアノ部品メーカーとして、製造過程
で出てしまう端材の有効活用、ピアノ
部品以外の売上確保のために新規事
業の構想を持っていた。

ピアノ部品製造メーカーと共同開発した音スプーンと、季節のジャムのギフトセット　　イベント等に出店し手作りのジャムを販売する相談者
ピアノ部品の製造工程で生じるブナの木の端材から音スプーン「neiro」は生まれる　　地場産業の連携が、食卓を彩っている

1
3

2
4
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ピ
ア
ノ
部
品
メ
ー
カ
ー
と

ジ
ャ
ム
専
用
ス
プ
ー
ン
を
共
同
開
発

具
体
的
に
提
案
し
た
の
は
、「
さ
じ
か
げ
ん
」

ジ
ャ
ム
専
用
の
ス
プ
ー
ン
と
季
節
の
ジ
ャ
ム
の

ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
を
開
発
す
る
こ
と
。
ス
プ
ー
ン

は
「
楽
器
製
造
が
盛
ん
な
静
岡
県
西
部
地
区
の

音
楽
の
町
と
し
て
の
豊
か
さ
を
発
信
す
る
ツ
ー

ル
」
と
し
て
、「
さ
じ
か
げ
ん
」
の
ジ
ャ
ム
は
「
農

業
王
国
ふ
じ
の
く
に
の
農
作
物
の
お
い
し
さ
と

種
類
の
豊
富
さ
も
発
信
で
き
る
ツ
ー
ル
」
と
な

る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
。

ジ
ャ
ム
専
用
ス
プ
ー
ン
の
企
画
に
つ
い
て
は

C
O
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
地
場
産
業

で
あ
る
ピ
ア
ノ
部
品
メ
ー
カ
ー
と
の
橋
渡
し
を

行
な
っ
た
。

こ
の
提
案
を
受
け
た
相
談
者
は
、
販
促
ツ
ー

ル
と
し
て
、
自
社
の
社
名
「
さ
じ
か
げ
ん
」
に

ち
な
ん
だ
音
ス
プ
ー
ン
開
発
を
ピ
ア
ノ
部
品
製

造
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
鈴
春
工
業
株
式
会
社
（
以

下
同
社
）に
企
画
提
案
。

同
社
で
は
、
ピ
ア
ノ
部
品
の
製
造
と
い
う
高

い
技
術
力
と
今
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

機
能
性
や
デ
ザ
イ
ン
性
に
こ
だ
わ
り
、
製
品
開

発
を
行
っ
た
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
結
果
、

ピ
ア
ノ
部
品
の
製
造
工
程
で
生
じ
る
ブ
ナ
の
木

の
端
材
が
、
音
符
の
形
を
し
た
ス
プ
ー
ン
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

出
来
上
が
っ
た
ジ
ャ
ム
と
ス
プ
ー
ン
の
ギ
フ

ト
セ
ッ
ト
は
、
市
の
サ
ポ
ー
ト
も
受
け
、
浜
松

市
楽
器
博
物
館
内
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
へ

の
売
り
込
み
も
行
っ
た
。

同
社
は
、「
受
注
商
品
を
依
頼
ど
お
り
に
製
造

す
る
と
い
う
従
来
の
仕
事
で
は
な
く
、
自
社
の

技
術
力
か
ら
商
品
の
企
画
開
発
が
可
能
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
後
の
新
規
事
業

と
し
て
の
可
能
性
の
扉
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
」

と
振
り
返
る
。

製
品
が
即
完
売

新
た
な
引
き
合
い
も

ス
プ
ー
ン
単
体
で
の
販
売
も
可
能
と
し

「
n
e
i
r
o
（
音
色
）」と
い
う
商
品
名
で
、
浜

松
市
楽
器
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で

販
売
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
新
聞
記
事
の
掲
載
や

T
V
局
の
取
材
が
追
い
風
と
な
り
、販
売
目
標
を

一
週
間
2
0
本
程
度
で
設
定
し
た
が
、
結
果
一

回
の
仕
入
ロ
ッ
ト
（
5
0
本
）
を
販
売
す
る
こ

と
が
で
き
、
現
在
新
た
な
販
路
も
開
拓
中
で
あ
る
。

相
談
者
は
、
C
O
の
提
案
を
受
け
、
お
茶
や

野
菜
を
活
用
し
た
新
た
な
製
品
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
他
、
県
内
の
魅
力
的
な
農
産
物
を
つ
く

る
生
産
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
行
っ
た
。

結
果
、「
さ
じ
か
げ
ん
」
と
商
品
開
発
で
提
携

し
た
い
と
の
引
き
合
い
が
あ
る
な
ど
、
相
乗
効

果
を
生
ん
で
い
る
。

「
個
人
経
営
で
は
考
え
に
煮
詰
ま
る
よ
う
な
こ

と
も
、
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
相
談
す
る
こ
と
に

よ
り
自
分
自
身
の
方
向
性
の
見
直
し
や
事
業
の

棚
卸
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
商
品
は
相

談
な
く
し
て
は
こ
の
世
に
生
ま
れ
な
か
っ
た
も

の
」
と
相
談
者
。
現
在
も
当
拠
点
で
サ
ポ
ー
ト

を
続
け
て
お
り
、
今
後
の
更
な
る
成
長
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

知
名
度
の
低
さ
か
ら
、

思
う
よ
う
に
広
ま
ら
な
い
販
路

相
談
者
は
、
季
節
の
果
実
で
ジ
ャ
ム
を
製
造

す
る
こ
と
を
得
意
と
し
て
お
り
、
生
産
農
家
の

こ
だ
わ
り
と
愛
情
が
詰
ま
っ
た
素
材
の
魅
力
を

四
季
折
々
で
提
供
し
て
い
た
。
イ
ベ
ン
ト
等
へ

出
店
し
て
い
る
が
、
知
名
度
が
低
い
た
め
思
う

よ
う
に
販
路
が
拡
大
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ

っ
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以

下
C
O
）
は
、
自
社
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
ス
プ
ー

ン
い
っ
ぱ
い
の
し
あ
わ
せ
」
や
屋
号
「
さ
じ
か

げ
ん
」
を
活
か
し
た
新
た
な
取
組
み
に
ト
ラ
イ

す
る
こ
と
が
、
現
状
を
打
破
す
る
き
っ
か
け
に

な
る
と
分
析
し
た
。

今
後
の
経
営
戦
略
や

商
品
開
発
の
悩
み
を
抽
出

当
拠
点
が
、
磐
田
市
産
業
政
策
課
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
た
事
業
者
支
援
「
磐
田
版
お
せ
っ
か
い
」

※
の
一
環
と
し
て
メ
ロ
ン
農
家
を
営
む
傍
ら
、

廃
棄
さ
れ
る
農
作
物
等
も
活
用
し
ジ
ャ
ム
を
製

造
す
る
相
談
者
を
訪
問
。
そ
の
際
に
販
路
先
の

拡
大
や
今
後
の
経
営
戦
略
、
商
品
開
発
の
相
談

が
あ
っ
た
。

※
磐
田
市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、
や
る
気
あ

る
市
内
中
小
企
業
の
問
題
解
決
に
向
け
た
「
お
せ
っ
か
い
」
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
市
職
員
が
市
内
中
小
企
業
等
を
訪
問
し
、

課
題
や
ニ
ー
ズ
を
伺
い
、
静
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
を
は
じ
め

と
す
る
専
門
家
と
徹
底
的
な
お
せ
っ
か
い
を
し
、
課
題
解
決
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
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「
で
き
る
こ
と
か
ら
」の

取
り
組
み
で
、

売
上
１
５
％
ア
ッ
プ
！

消
費
税
率
の
ア
ッ
プ
や
、
中
食
へ
の
シ
フ
ト

な
ど
世
の
中
の
食
習
慣
が
変
わ
り
、
売
上
げ

の
低
迷
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
相
談
者
。
資
金

面
の
制
約
か
ら「
で
き
る
こ
と
か
ら
」の
方
針

で
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
以
外
の
稼
働
率
を
上
げ

る
デ
ザ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
フ
ァ
サ
ー

ド
の
改
善
で
売
上
げ
の
改
善
に
挑
む
。

1996年創業。代表と母が役員を務め
ていた会社が経営していた「うどん・
和食店」を引き継ぐ形で和食店をリニ
ューアル。現在ランチタイムがメイン
で「牛鍋」や「とんかつ」など1,000円
前後のメニューを主力とし、テーブル、
座敷と32席ある店内に常時ジャズが流
れる、落ち着いた雰囲気のいい飲食
店である。

グループ客の獲得に

成功し売上げが

15％向上

4

中食へのシフトや

食習慣の変化で

売上げが低迷

ランチ以外の時間等の

来店機会を逃している

可能性が明確化

「できることから」改善。
デザートメニューの開発や
店舗改善、ショップカードで

新規客を開拓

123

有限会社招喜
兵庫県

　 牛鍋と並ぶ人気メニューのとんかつ　　店内の様子　　相談者と相談者のお母様1 2 3 4
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し
、
十
分
な
広
さ
の
駐
車
場
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
客
数
の
回
復
が
見
ら
れ
な
い
。
ク
ル
マ
で

移
動
す
る
見
込
顧
客
に
訴
求
で
き
る
看
板
や
フ
ァ

サ
ー
ド
な
ど
を
工
夫
し
、
新
規
顧
客
増
に
効
果
的

な
策
を
検
討
す
る
必
要
性
を
打
ち
出
し
た
。

ま
た
、
デ
ザ
ー
ト
系
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
乏

し
い
た
め
、
ラ
ン
チ
以
外
の
時
間
帯
に
店
舗
が
賑

わ
い
に
く
い
と
い
っ
た
偏
り
が
あ
っ
た
。
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
の
客
単
価
と
し
て
は
低
価
格
で
は
な
い
が
、

滞
在
時
間
も
4
0
分
程
度
と
ラ
ン
チ
に
回
転
数
を

上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。
メ
ニ
ュ
ー
内
容
の
見
直

し
に
よ
り
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
以
外
の
稼
働
率
を
上

げ
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
設
定
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
和
式
ト
イ
レ
し
か
な
く
、
高

齢
者
の
顧
客
が
ト
イ
レ
を
使
い
に
く
い
と
い
っ
た

問
題
も
あ
り
、
顧
客
満
足
度
向
上
の
た
め
に
も
、

清
潔
で
使
い
や
す
い
洋
式
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
必

要
も
あ
っ
た
。

資
金
の
か
か
ら
な
い

“今
で
き
る
こ
と
”
か
ら
実
施

資
金
面
の
制
約
条
件
か
ら
、
ま
ず
は
お
金
の

か
か
ら
な
い
改
善
か
ら
着
手
す
る
と
い
う
方
針
と

し
、
新
メ
ニ
ュ
ー
の
ア
イ
デ
ア
を
C
O
と
相
談
者

で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
。
そ
し
て
デ
ザ
ー
ト

メ
ニ
ュ
ー
、
季
節
の
一
品
に
よ
る
特
別
感
な
ど
、

す
ぐ
に
着
手
で
き
る
提
案
内
容
か
ら
実
施
。
さ
ら

に
具
体
的
な
店
舗
訴
求
を
行
う
た
め
、
ミ
ラ
サ
ポ

の
店
舗
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
派
遣
を
活
用
し
な
が

ら
①
手
書
き
が
可
能
な
材
料
な
ど
も
含
め
た
メ
ニ

ュ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
具
体
案
　
②
お
客
様
に
訴
求
し

た
い
こ
と
が
伝
わ
り
や
す
い
店
内
の
整
理
整
頓
　

③
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
る
労
力
を
軽
減
す
る
た
め
の

メ
ニ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
の
ペ
ー
ジ
分
け
　
④
シ
ョ
ッ
プ

カ
ー
ド
に
よ
る
外
部
へ
の
訴
求
や
口
コ
ミ
の
誘
発

な
ど
を
提
案
し
た
。
実
施
期
間
中
は
取
引
金
融
機

関
、
地
元
商
工
会
議
所
と
連
携
を
深
め
た
チ
ー
ム

支
援
を
行
な
っ
た
。

個
人
客
だ
け
で
な
く
、

グ
ル
ー
プ
も
来
店

通
り
に
面
し
た
看
板
の
改
善
効
果
が
大
き
く
、

そ
し
て
改
善
の
順
序
に
つ
い
て
も
、
コ
ス
ト
の
か

か
ら
な
い
お
手
製
の
も
の
か
ら
、
資
金
の
必
要
な

訴
求
力
の
高
い
も
の
ま
で
を
計
画
的
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ド
に
よ
る

効
果
は
大
き
な
実
感
が
得
ら
れ
た
と
い
う
。
店
舗

を
構
え
る
小
野
市
は
、
播
州
そ
ろ
ば
ん
で
全
国

7
0
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
お
り
、
近
隣
に
あ
る

そ
ろ
ば
ん
製
造
体
験
が
で
き
る
施
設
を
始
め
、
シ

ョ
ッ
プ
カ
ー
ド
を
置
い
て
も
ら
え
た
こ
と
が
集
客

に
繋
が
っ
た
。
慰
安
イ
ベ
ン
ト
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
大
き
い
。

「
相
談
を
す
る
ま
で
は
、
日
々
の
業
務
と
懸
命
に

向
き
合
う
ば
か
り
で
、
経
営
視
点
で
考
え
る
こ
と

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
」
と
相
談
者
。
集
客
力
を

上
げ
る
た
め
に
店
舗
の
改
装
を
考
え
て
も
、
資
金

面
で
前
に
進
ま
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
だ
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
C
O
に
よ
る
具
体
的
な

ア
イ
デ
ア
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
に
背
中
を
押
す

こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
成
果
に
つ
な
が
る
要
因
で

は
な
い
か
。

下
C
O
）
が
講
演
し
て
お
り
、
売
上
低
迷
の
打

開
策
を
得
ら
れ
た
ら
と
願
い
、
現
地
で
の
初
め

て
の
相
談
と
な
っ
た
。

店
を
く
ま
な
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、

課
題
と
解
決
策
を
提
示

早
速
C
O
が
店
舗
を
訪
問
。
来
店
客
数
が
落

ち
て
い
る
数
字
の
実
態
分
析
を
現
場
の
情
報
か
ら

把
握
し
よ
う
と
試
み
た
。
相
談
者
は
、
冷
凍
食
品

を
使
わ
な
い
調
理
、
釡
炊
き
の
ご
飯
な
ど
に
そ
の

こ
だ
わ
り
が
出
て
お
り
、
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
「
と

ん
か
つ
」
や
「
牛
鍋
」
の
人
気
に
現
れ
て
い
た
。

飲
食
店
と
し
て
最
も
基
本
的
な
要
素
で
あ
る
「
美

味
し
さ
」
を
強
み
と
し
て
持
っ
て
い
る
こ
と
が
窺

え
た
と
い
う
。
一
方
で
交
通
量
が
あ
る
県
道
に
面

世
の
中
の
大
き
な
変
化
が

食
習
慣
ま
で
を
変
え
た

創
業
時
は
順
調
な
滑
り
出
し
だ
っ
た
が
、
消

費
税
が
5
％
に
上
昇
し
た
こ
と
や
、
飲
酒
運
転

の
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
た
頃
か
ら
、
客
単

価
、
来
店
客
数
と
も
に
減
少
し
始
め
た
。
ま
た
、

近
隣
の
事
業
所
で
働
く
方
々
が
、
お
弁
当
や
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
の
中
食
に
シ
フ
ト
す
る
動
き
も
影

響
し
始
め
、
売
上
げ
の
低
迷
が
続
い
て
い
た
。

日
々
の
調
理
、
接
客
を
懸
命
に
こ
な
す
ば
か
り

で
、「
経
営
」
と
い
う
視
点
で
考
え
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
相

談
者
に
当
拠
点
へ
の
相
談
を
促
し
た
。
ち
ょ
う

ど
、
相
談
者
の
近
く
で
開
催
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ェ
ア
で
当
拠
点
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
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売
上
拡
大

〔
宿
泊
・
飲
食
・
農
業
〕

石
の
上
に
も
1
3
年
、

農
業
事
業
参
入
を
果
た
し

前
年
比
売
上

4
0
0
％
達
成

2015年に農業生産法人葛城山麓農園
株式会社設立。2016年なら農商工連
携ファンド交付決定（公益財団法人奈
良県地域産業振興センター）。2017年
「ビジネスプラン事業化PROJECT第3
回（ﾅﾝﾄ）サクセスロード」大賞受賞（主
催；南都銀行）。「第9回ちゅうしん地
域中小企業振興助成金制度（ｸ ｯ゙ﾄ゙ ｻﾎﾟ
ｰﾄ）銅賞受賞（主催：奈良中央信用金
庫）。農業生産法人立ち上げにより、
農業参入を果たす。

4 123

葛城山麓農園株式会社
奈良県

農業事業参入 2年目には
知名度が向上し前年比
売上約 400％。
新商品も開発

あたためた構想で

農業事業参入を目指すも

ノウハウがなく悩み

事業を軌道に乗せるために
課題を整理。
向こう三年間の
計画作成を提案

「農業事業参入支援」
「6次産業化の支援」
「農家レストランの
開業支援」を実施

代
々
受
け
継
が
れ
た
農
地
を
、
ど
の
よ

う
に
有
効
活
用
す
る
か
1
0
年
以
上

思
案
し
て
い
た
相
談
者
。
農
業
生
産

を
安
定
さ
せ
、
6
次
産
業
化
、
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
の
開
業
で
地
域
経
済
を
活

性
化
さ
せ
た
い
と
の
構
想
を
抱
き
、
実

現
に
向
け
て
歩
み
始
め
る
。

代々受け継いだ私有地で農業事業に参入　　　大和伝統野菜など、56品目の野菜を栽培
ビジネスプランコンテスト「ナント・サクセスロード」では大賞を受賞

1
4

2 3

4 3 2 1

1
年
目
は
「
農
業
事
業
参
入
の
た
め
の
支
援
」。

具
体
的
に
は
、
奈
良
県
農
林
部
担
い
手
支
援
課
な
ど

行
政
機
関
の
紹
介
や
農
業
事
業
参
入
の
た
め
の
ノ
ウ

ハ
ウ
等
の
提
供
、
そ
し
て
事
業
計
画
策
定
と
知
名
度

向
上
の
両
立
が
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
「
ビ
ジ
コ
ン
奈
良
」
へ
の
応
募
提
案
を
し
た
。

2
年
目
は
、
自
社
で
生
産
し
た
農
産
物
の
加

工
品
製
造
な
ど
「
６
次
産
業
化
の
支
援
」。
生
産

し
た
農
作
物
で
加
工
品
を
作
り
、
ハ
イ
カ
ー
な
ど

の
観
光
客
に
販
売
す
る
こ
と
等
を
提
案
し
た
。

3
年
目
は
「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
開
業
の
た
め

の
支
援
」。
農
地
法
に
基
づ
く
農
地
転
用
や
井
戸

掘
削
に
つ
い
て
の
助
言
や
資
金
調
達
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
実
施
し
た
。
同
社
の
事
業
内
容
を
勘

案
し
、
ま
ず
国
か
ら
の
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業

交
付
金
の
申
請
を
勧
め
、
併
せ
て
、
同
交
付
金
を

得
る
た
め
南
都
銀
行
が
主
催
す
る
「
ナ
ン
ト
・
サ

ク
セ
ス
ロ
ー
ド
」
や
奈
良
中
央
信
用
金
庫
が
主
催

す
る
「
奈
良
ち
ゅ
う
し
ん
グ
ッ
ド
サ
ポ
ー
ト
」
を

活
用
す
る
方
法
も
紹
介
し
た
。

補
助
金
を
う
ま
く
利
用
し
、

地
域
経
済
を
活
性
化

こ
れ
ら
の
提
案
を
受
け
、
1
年
目
は
、
農
業
生
産

法
人
を
設
立
。
農
作
物
の
栽
培
を
開
始
し
、
大
和
伝

統
野
菜
７
品
目
を
中
心
に
約
2
0
品
目
の
野
菜
を
栽

培
。
ま
た
、「
ビ
ジ
コ
ン
奈
良
」
へ
の
応
募
や
中
小

企
業
庁
創
業
補
助
金
の
申
請
に
向
け
て
支
援
。
青
年

等
就
農
計
画
も
御
所
市
に
申
請
し
認
定
さ
れ
た
。

2
年
目
は
、
農
産
物
の
栽
培
と
販
売
を
軌
道

に
乗
せ
る
た
め
、
路
地
栽
培
で
大
和
伝
統
野
菜
を

含
め
5
6
品
目
を
栽
培
。
雇
用
事
業
を
利
用
し
、

職
業
訓
練
校
を
運
営
し
て
い
る
県
内
の
山
口
農
園

か
ら
1
名
雇
用
し
、
栽
培
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
育

成
し
た
。
6
次
産
業
化
に
力
を
入
れ
、「
地
域
を

訪
れ
る
ハ
イ
カ
ー
や
登
山
者
に
喜
ば
れ
る
商
品
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
自
家
農
産
物
の
加
工
・
商
品
開

発
を
進
め
た
。
こ
れ
ら
の
商
品
開
発
に
は
、
な
ら

農
商
工
フ
ァ
ン
ド
を
利
用
し
て
地
元
和
菓
子
店
等

と
連
携
し
た
。
さ
ら
に
、
葛
城
山
麓
農
園
㈱
が
生

産
し
た
大
和
い
も
と
地
元
食
材
を
使
っ
た
新
商
品

を
開
発
す
る
こ
と
で
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
。

そ
し
て
3
年
目
。
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
開
業
準
備

を
着
実
に
進
め
る
一
方
、
近
隣
耕
作
放
棄
地
を
中
間

管
理
機
構
か
ら
受
け
入
れ
、
当
初
約
3
h
a
の
農
地

が
、
現
在
で
は
個
人
・
法
人
所
有
を
含
め
約
７
h
a

（
山
林
2
h
a
含
む
）
を
所
有
し
、
農
作
物
の
安
定

し
た
生
産
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

計
画
通
り
に
着
実
に

売
上
と
事
業
の
幅
を
拡
大

1
年
目
の
売
上
げ
は
農
作
物
の
み
で
あ
り
、

6
0
1
千
円
。
2
年
目
に
な
る
と
知
名
度
が
向
上

し
、
大
和
伝
統
野
菜
の
安
定
的
な
出
荷
も
可
能
と

な
り
2
,
3
8
4
千
円（
前
期
比
3
9
6
.
7
％
）

ま
で
増
加
。「
鴨
汁
焼
き
小
龍
包
」
や
「
酒
粕
ア

イ
ス
」
と
い
っ
た
新
し
い
商
品
も
開
発
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
現
在
で
は
和
歌
山
経
由
で
農
作
物
を

大
阪
の
各
地
に
出
荷
で
き
る
ほ
ど
に
な
り
、
3
年

目
も
着
実
に
売
上
げ
は
増
加
。
事
業
内
容
も
拡
大

さ
せ
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
や
ジ
ェ
ラ
ー
ド
の
加
工
所
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
開
業
等
に
向
け
準
備
を
進
め
、

雇
用
も
８
名
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

次
第
に
「
農
業
生
産
を
安
定
さ
せ
て
6
次
産
業

化
を
展
開
し
、
自
家
栽
培
に
よ
る
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
を
開
業
す
れ
ば
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
」
と
い
う
構
想
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
農
業
に
参
入
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
資
金
調
達
、
人
員
確
保
の
方
法
と
い
っ
た
様
々

な
課
題
が
整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
山
積
し
て
い
た
。

長
い
目
で
事
業
を
構
想
し

3
か
年
計
画
を
提
案

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
O
）
は
以
上

の
よ
う
な
構
想
を
受
け
て
、
補
助
金
・
融
資
等
を

受
け
な
が
ら
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
課
題

を
整
理
。
向
こ
う
3
年
間
の
計
画
作
成
を
提
案
し
、

各
フ
ェ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
実
施
し
た
。

1
0
年
間
あ
た
た
め
た
構
想
で

既
存
事
業
か
ら
の
脱
却
を

2
0
1
4
年
9
月
に
相
談
者
が
、
売
上
拡
大
セ

ミ
ナ
ー
後
の
相
談
会
で
農
業
参
入
に
つ
い
て
当
支

援
拠
点
に
相
談
。
相
談
者
に
は
、
代
々
受
け
継
が

れ
て
き
た
私
有
地
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
に
も
耕

作
を
依
頼
さ
れ
た
農
地
や
高
齢
化
に
よ
り
耕
作
放

棄
地
と
な
っ
た
土
地
の
管
理
も
担
っ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
合
計
約
３
h
a
を
超
え
る
農
地
を
ど
の
よ

う
に
有
効
活
用
す
る
か
に
つ
い
て
、
1
0
年
以
上

も
前
か
ら
思
案
し
て
い
た
と
い
う
。

葛
城
古
道
は
、
店
舗
や
土
産
物
が
少
な
い
一

方
で
観
光
客
は
年
間
7
0
万
人
に
の
ぼ
り
、
地

域
性
の
あ
る
食
材
を
ほ
ぼ
自
然
の
土
で
育
て
ら

れ
る
耕
作
環
境
は
強
み
に
な
る
と
考
え
て
い
た
。
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大自然の中で、アスパラを育てる相談者　　　　「森のアスパラ」というブランド名を様々なツールに展開
平野部で栽培されることが多いアスパラだが、「森のアスパラ」は多良岳のふもとで育てられる

1
4

2 3

4 3 2 1

想
い
と
ブ
ラ
ン
ド
に

基
づ
い
た
ロ
ゴ
で

商
品
価
値
を
上
げ
、

売
上
約
6
0
％
ア
ッ
プ

ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、
直
販
の
比
率
を
増
や

そ
う
と
考
え
た
相
談
者
。
平
野
部
で
育
て
ら

れ
る
こ
と
の
多
い
ア
ス
パ
ラ
と
差
別
化
し
た

「
森
の
ア
ス
パ
ラ
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
確

立
し
、
W
e
b
サ
イ
ト
を
含
め
販
売
を
ス
タ

ー
ト
。
他
の
産
地
よ
り
も
、
高
い
金
額
で
売

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

収穫高が4割の状況で

売上約60％アップ、

キロ単価約35％アップを達成

4

約4割の取引をJAに

頼っていたため

直販の比率を増やしたい

競合との差や自社の強みを

打ち出したブランド構築を

助言

「森のアスパラ」ブランドを

確立し他社と差別化を

図って販売をスタート

123

佐賀県

2013年に2反9棟でアスパラガスづくり
をスタート。荒れ果てた森のような農
園を太良町の基盤整備事業の補助を
受けながら開墾した。太良町名物の
カニの殻からキトサンを抽出し肥料を
作るなど、可能な限り自然の状態に近
いミネラルやアミノ酸ベースの 自家製
肥料で柔らかさと味にこだわったアス
パラガスを作っている。

A-nokaer

が
担
当
し
、
そ
の
後
「
ネ
ッ
ト
販
売
」
を
水
町

C
O
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

自
分
の
手
で
一
か
ら
作
り
上
げ
る

ネ
ッ
ト
販
売
環
境

C
O
は
ま
ず
、
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
関
し

て
、
自
社
の
強
み
や
魅
力
を
表
現
し
た
屋

号
と
ブ
ラ
ン
ド
名
を
決
め
る
こ
と
を
提
案
し

た
。
自
分
た
ち
で
考
え
た
複
数
の
屋
号
か
ら

「
A

-

n
o
k
e
r
」
を
選
び
、
ブ
ラ
ン
ド
名
を

「
森
の
ア
ス
パ
ラ
」
と
し
た
。
さ
ら
に
ブ
ラ
ン
ド

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
「
佐
賀
多
良
岳 

果
樹
園

育
ち
」
と
し
、
平
野
部
で
栽
培
さ
れ
る
こ
と
の

多
い
ア
ス
パ
ラ
と
の
対
比
を
明
確
に
す
る
こ
と

で
、
他
と
の
差
別
化
を
図
っ
た
。
そ
の
後
、
ネ

ー
ミ
ン
グ
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
沿
っ
た
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
し
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
や
段
ボ
ー
ル
な
ど
様
々
な
ツ
ー
ル
に
統
一

し
た
デ
ザ
イ
ン
を
組
み
込
む
よ
う
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
構
築
へ
向
け
た
ロ
ゴ
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
の
運
用
方
法
を
助
言
し
た
。

そ
し
て
、
W
e
b
サ
イ
ト
の
構
築
・
ネ
ッ
ト

販
売
へ
の
提
案
が
始
ま
る
。
ま
ず
は
自
分
た
ち

で
W
e
b
サ
イ
ト
の
構
築
・
管
理
が
で
き
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
が
発
信
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
を
伝
え
た
。
ス
マ
ホ
か
ら
W
e
b
サ
イ
ト

観
覧
時
に
も
ス
ト
レ
ス
な
く
情
報
が
到
達
し
や

す
い
こ
と
や
、
定
期
的
に
ア
ク
セ
ス
解
析
デ
ー

タ
を
確
認
し
、
サ
イ
ト
改
善
を
行
っ
て
い
く

こ
と
な
ど
W
e
b
運
用
に
お
い
て
必
要
な
知
識

や
販
売
シ
ョ
ッ
プ
を
提
案
し
た
。
こ
れ
ら
C
O

の
提
案
や
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
相
談
者
自
ら

W
e
b
サ
イ
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
の
ペ
ー

ジ
を
制
作
し
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
ネ
ッ
ト
販
売

へ
と
至
っ
た
。

収
穫
高
が
減
少
し
て
も

売
上
げ
は
約
6
0
％
ア
ッ
プ

ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と

で
、広
報
活
動
が
効
率
的
に
実
を
結
び「
森
の
ア

ス
パ
ラ
」と
い
え
ば
「
A

-

n
o
k
e
r
」と
い

う
認
知
度
が
向
上
。
相
談
者
は
、当
拠
点
に
相
談

し
た
こ
と
で
、
製
品
や
産
地
に
対
す
る
想
い
を

込
め
た
ロ
ゴ
が
で
き
、
関
東
圏
で
勝
負
で
き
る

自
信
に
つ
な
が
っ
た
と
語
る
。ま
た
、関
東
圏
の

ス
ー
パ
ー
で
は
、「
森
の
ア
ス
パ
ラ
」ロ
ゴ
が
印

刷
さ
れ
た
個
装
デ
ザ
イ
ン
が
好
評
で
、
他
の
産

地
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
よ
り
も
高
価
格
で
売
れ
て

い
る
と
い
う
。

結
果
、
天
候
不
良
で
収
穫
高
が
4
割
減
の
状

況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
売
上
約
6
0
％
ア
ッ
プ
、

キ
ロ
単
価
約
3
5
％
ア
ッ
プ
を
達
成
す
る
見
込

み
と
な
り
、
通
常
の
収
穫
高
だ
と
さ
ら
な
る
売

り
上
げ
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ブ
ラ
ン
ド
構
築
で
ネ
ッ
ト
販
売
の

下
地
を
作
る
こ
と
を
提
案

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
ネ
ッ
ト
販
売
を
始
め
る

に
あ
た
り
、
当
時
の
状
況
や
今
後
の
展
望
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
す
る
う
え
で
、
次
の
よ
う
な
課
題
が

あ
っ
た
。①
そ
も
そ
も
の
ブ
ラ
ン
ド
名
や
屋
号
が

定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
、②
商
品
の
魅
力
が
買
い

手
に
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
、
そ

し
て
③
競
合
商
品
と
の
違
い
・
自
社
商
品
の
強

み
を
明
確
に
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
が
な
い
と
い
う

こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
ネ
ッ
ト
販
売
の
支
援
を
行
う
前

に
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
含
め
た
「
ブ
ラ
ン
ド
構
築
」

が
最
優
先
と
判
断
。
ブ
ラ
ン
ド
構
築
と
広
報
戦

略
を
鷹
巣
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
O
）

ブ
ラ
ン
ド
力
を
上
げ

ネ
ッ
ト
販
売
を
進
め
る

相
談
当
時
の
同
社
の
取
引
状
況
は
、
ス
ー
パ

ー
へ
の
直
卸
が
2
店
舗
、
飲
食
店
が
2
店
舗
、

残
り
を
J
A
に
卸
し
て
い
る
状
況
で
、
約
4
割

が
J
A
だ
っ
た
。
今
後
ブ
ラ
ン
ド
力
を
上
げ
て

直
販
の
比
率
を
増
や
す
た
め
に
、
ネ
ッ
ト
通
販

に
も
取
り
組
も
う
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
6

次
化
産
業
の
打
ち
合
わ
せ
で
訪
れ
て
い
た
佐
賀

県
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
当
拠
点
を
知
り
、
そ

の
日
の
う
ち
に
ネ
ッ
ト
で
の
販
売
方
法
や
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
に
つ
い
て
当
拠
点
に
相
談
し
た
。
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

震
災
を
き
っ
か
け
に

飲
食
業
か
ら
通
販
事
業

な
ど
で「
食
」を
極
め
、

売
上
U
P

2
0
1
6
年
４
月
に
熊
本
地
震
の
影
響

で
、
売
上
げ
及
び
集
客
が
低
下
。
地
震

後
１
年
は
、
飲
食
店
利
用
が
激
減
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、”店
の

強
み
“で
あ
る
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る

「
り
ん
ど
う
ポ
ー
ク
の
ス
ペ
ア
リ
ブ
」を

催
事
や
通
販
で
販
売
し
は
じ
め
る
。

4

熊本地震の影響で、
1ヶ月の休業を経験。
その後売上げが低下も
雇用は守りたい

123

熊本県

2012年に熊本市の繁華街に飲食店「南
国食堂　ヤシの樹」をオープン。店内
はヤシの樹などを置いた南国風の雰
囲気で女性一人でも入れるようなお店
づくりを目指し、雰囲気を楽しみなが
らゆっくり食事をしてほしいと、女性
が喜ぶ料理を中心に100類以上のメニ
ューを取りそろえている。

南国食堂ヤシの樹

2017年現在は、前年比15％
アップで売上向上

メディア取材の引き合いも増。
継続雇用も守られた

「りんどうポークのスペアリブ」

とお店のファンである

常連客がこの店の強みと判断

「りんどうポークのスペアリブ」
を催事や通販で販売する

ことを助言。
ふるさと納税も活用

南国食堂ヤシの樹店内　　　　イベント出店時の様子
3万人を集客した食のイベントでグランプリを獲得した骨なし豚足縁豚焼き

1
3

2 4

4 3 2 1

強
み
“
と
分
析
し
、
こ
れ
を
生
か
し
た
新
し
い

売
り
方
の
企
画
と
販
売
促
進
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。

商
品
開
発
か
ら
通
販
サ
イ
ト
設
立
ま
で

様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

地
震
後
１
年
は
、
飲
食
店
利
用
が
激
減
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
た
の
で
、
C
O
は
別
の
販
路

を
提
案
。“
店
の
強
み
“
で
あ
る
人
気
メ
ニ
ュ
ー

の
「
り
ん
ど
う
ポ
ー
ク
の
ス
ペ
ア
リ
ブ
」
を
催

事
や
通
販
で
販
売
す
る
こ
と
を
助
言
し
た
。
地

震
の
状
況
と
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
情
報
を
発
信
し
、

S
N
S
や
メ
デ
ィ
ア
リ
リ
ー
ス
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
な
ど
を
活
用
し
た
広
報
活
動
を
提
案
。

ま
た
、
資
金
調
達
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
の
活
用
や
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
活
用

を
す
す
め
た
。

相
談
者
は
、
食
品
の
販
路
開
拓
に
実
績
の
あ

る
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
起
用
し
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
作
成
。

震
災
後
に
行
っ
て
い
た
支
援
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
主
催
し
た
異
種
交
流
会
で
の
つ
な
が
り

を
活
用
し
た
広
報
活
動
を
行
い
商
品
や
企
業
姿

勢
へ
の
多
く
の
共
感
を
集
め
た
。
ま
た
、
通
販

サ
イ
ト
「
く
ま
せ
れ
」
と
い
う
熊
本
の
特
産
品

販
売
専
門
の
通
販
サ
イ
ト
を
開
設
。
当
拠
点
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
メ
デ
ィ
ア
リ
リ

ー
ス
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
、

支
援
を
募
集
し
た
。
他
に
も
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を
活
用
し
錦
町
と
の
食
材
マ
ッ
チ
ン
グ
を
通
し

て
、
錦
町
の
豚
肉
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
へ
の
出
品
や
、
食
の
イ
ベ
ン
ト

に
出
展
し
既
存
商
品
の
販
路
開
拓
や
新
商
品
開

発
、
売
上
げ
と
知
名
度
の
向
上
に
精
力
的
に
取

り
組
ん
だ
。

商
品
開
発
か
ら
通
販
サ
イ
ト
設
立

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
活
用

2
0
1
6
年
は
売
上
ゼ
ロ
の
月
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
年
間
の
売
上
げ
は
前
年
度
を

下
回
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
2
0
1
7
年
現
在

は
、
前
年
比
１
５
％
ア
ッ
プ
で
売
上
げ
が
伸
び
、

従
業
員
の
継
続
雇
用
が
守
ら
れ
た
。
メ
デ
ィ
ア

リ
リ
ー
ス
を
活
用
し
た
こ
と
で
、
石
川
や
新
潟

な
ど
他
県
の
T
V
局
や
ラ
ジ
オ
局
に
取
り
上
げ

ら
れ
、
そ
こ
か
ら
通
販
サ
イ
ト
へ
の
集
客
に
つ

な
が
り
認
知
度
が
上
が
っ
た
。「
ふ
る
さ
と
納

税
」
で
は
、
錦
町
サ
イ
ト
内
で
8
月
の
売
り
上

げ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
獲
得
。
町
と
連
携
し
開
発

し
た
『
骨
な
し
豚
足
「
縁
豚
焼
（
え
ん
と
ん
や

き
）」』
は
、
３
万
人
が
来
場
し
た
食
の
イ
ベ
ン

ト
に
て
、
終
了
前
に
売
り
切
れ
る
人
気
の
メ
ニ

ュ
ー
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
「
縁
豚

焼
（
え
ん
と
ん
や
き
）」
の
加
工
品
開
発
を
行
い
、

１
１
月
か
ら
自
社
通
販
サ
イ
ト
や
錦
町
ふ
る
さ

と
納
税
サ
イ
ト
で
販
売
開
始
。
現
在
は
錦
町
へ

の
通
販
会
社
の
企
業
進
出
も
検
討
中
で
あ
る
。

現
在
は
２
月
に
飲
食
店
２
店
舗
目
を
オ
ー
プ
ン
。

錦
町
へ
の
通
販
会
社
の
企
業
進
出
も
検
討
中
で

あ
る
。

売
上
低
迷
も

雇
用
は
守
り
た
い

熊
本
地
震
の
影
響
で
約
１
年
間
は
売
上
げ
が

回
復
し
な
か
っ
た
。
特
に
約
半
年
間
は
、
常
連

客
の
避
難
生
活
や

自
粛
ム
ー
ド
の
影
響
で
売
上
が
激
減
。
売
上

ゼ
ロ
の
月
も
あ
っ
た
。
飲
食
店
で
の
売
上
確
保

が
難
し
い
状
況
だ
が
、
だ
が
、
お
店
を
回
す
こ

と
も
考
え
る
と
従
業
員
3
名
の
力
は
無
く
て
は

な
ら
な
い
。
雇
用
を
守
る
た
め
に
も
、
課
題
を

整
理
し
、
別
の
方
法
で
収
益
を
安
定
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
と
判
断
し
た
。
相
談
を
受
け
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
O
）
は
、
人
気
メ
ニ

ュ
ー
「
り
ん
ど
う
ポ
ー
ク
の
ス
ペ
ア
リ
ブ
」
と

お
店
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
常
連
客
が
“
こ
の
店
の

熊
本
地
震
か
ら
の
休
業
で

集
客
が
低
下

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
「
サ
プ
ラ
イ
ズ
」
を

店
の
特
徴
と
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ケ
ー
キ
の
提

供
で
誕
生
日
や
記
念
日
の
利
用
客
を
確
保
し
、

常
連
客
も
リ
ピ
ー
ト
来
店
し
4
年
間
順
調
に
店

舗
経
営
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
2
0
1
6

年
４
月
に
熊
本
地
震
の
影
響
で
水
道
や
ガ
ス
が

止
ま
り
、
約
１
ヶ
月
の
休
業
を
経
験
。
そ
の
後

の
売
上
げ
及
び
集
客
低
下
に
悩
ん
で
い
た
。
知

り
合
い
の
事
業
者
の
紹
介
で
、
被
災
す
る
１
年

前
に
加
工
商
品
の
開
発
や
ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー

の
改
善
に
関
し
て
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
当
拠
点
へ
相
談
に
訪
れ
た
。
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

老
舗
豆
腐
店
が

工
場
直
売
店
を
出
店
し

価
格
競
争
か
ら
脱
却

売
上
げ
は
約
4
倍
に

大
手
ス
ー
パ
ー
の
値
下
げ
要
求
に
よ
る
利

益
率
の
低
下
や
、
東
日
本
大
震
災
の
風
評

被
害
に
よ
る
他
県
取
引
減
少
に
よ
り
赤
字

経
営
に
陥
っ
た
老
舗
豆
腐
店
。「
豆
腐
の
本

当
の
味
を
伝
え
た
い
」と
い
う
想
い
で
、
工

場
直
売
店
を
オ
ー
プ
ン
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
豆

腐「
七
福
神
豆
腐
」で
巻
き
返
し
を
図
る
。

創業は天保10年頃の老舗豆腐製造業。
その品質が認められ、かつては福島城
にも豆腐を献上していた。大豆、伝統
製法に改良を重ねた技、吾妻山麓の
湧き水にこだわり、創業以来7代にわ
たり福島県福島市で地元の豆腐屋とし
て愛されている。

4

大手スーパーの値下げ要求、

東日本大震災の風評被害で

赤字経営に追い込まれる

123

有限会社大黒屋豆腐店
福島県

POP提示や店舗への誘導を

充実させた結果、

売上げが4倍強に増加

価格競争からの脱却を図り
「豆腐の本当の味」を
届けるため工場直売店の
オープンを助言

商圏調査、オリジナル
豆腐の開発、ストアコンセプト

設計支援の末
工場直売店をオープン

豆腐の本当の味を伝える相談者　　直売店の店内
新たに開発した七福神豆腐　　店内には様々な種類の豆腐が並ぶ

1
3

2
4

4 3 2 1

ら
ス
ー
パ
ー
へ
の
納
入
業
者
に
変
わ
っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
し
て
、
ス
ー
パ
ー
の
棚
割
を
確
保
す

る
た
め
に
価
格
競
争
が
起
こ
り
、
赤
字
経
営
、

資
金
繰
り
困
窮
と
な
っ
て
い
た
。

も
う
ひ
と
つ
が
、
豆
腐
の
「
本
当
の
味
」
を

消
費
者
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
価
格
競
争

を
生
き
抜
く
た
め
に
、
大
豆
を
海
外
産
に
変
更

す
る
な
ど
味
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
。
こ
れ
は
、
消

費
者
が
ス
ー
パ
ー
で
購
入
し
て
い
る
豆
腐
を
「
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
な
味
」
と
認
識
し
、「
本
当
の
お
い

し
さ
」
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
。
し
か
し
、

相
談
者
に
は
豆
腐
の
「
本
当
の
味
」
を
伝
え
た

い
と
い
う
想
い
が
あ
っ
た
。

工
場
直
売
店
出
店
に
よ
り
、

価
格
競
争
を
脱
却

価
格
競
争
か
ら
の
脱
却
と
、
豆
腐
の
「
本
当

の
味
」
を
伝
え
た
い
と
い
う
相
談
者
の
思
い
を

叶
え
る
た
め
に
、
担
当
C
O
は
原
点
回
帰
と
な

る
工
場
直
売
店
の
オ
ー
プ
ン
を
提
案
。
出
店
に

当
た
り
、
商
圏
調
査
に
よ
る
出
店
場
所
の
検
討
、

ス
ー
パ
ー
に
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
豆
腐
の
開
発
支

援
、
ス
ト
ア
コ
ン
セ
プ
ト
の
設
計
支
援
、
資
金

調
達
の
支
援
を
実
施
し
た
。

出
店
場
所
に
つ
い
て
は
、
資
金
繰
り
が
困
窮

す
る
状
況
を
踏
ま
え
、
既
存
の
資
産
（
旧
工
場

兼
社
長
の
自
宅
も
し
く
は
現
工
場
）
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
を
提
案
。
時
間
帯
で
の
通
行
量
、

近
隣
の
人
口
構
造
を
調
査
し
た
結
果
、
現
工
場

付
近
は
豆
腐
の
「
本
当
の
味
」
を
知
ら
な
い
若

い
世
代
が
多
い
た
め
現
工
場
を
活
用
す
る
こ
と

が
妥
当
だ
と
判
断
し
た
。

ま
た
、
店
舗
の
設
計
に
つ
い
て
は
当
拠
点
の

空
間
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
C
O
も
支
援
に
加
わ

り
意
見
を
交
換
し
た
。

扱
う
商
品
は
、
ス
ー
パ
ー
と
の
競
争
、
既
存

取
引
先
を
失
う
可
能
性
を
加
味
し
、
ス
ー
パ
ー

に
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
豆
腐
が
必
要
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
同
社
の
社
名
「
大
黒
屋
」
か
ら
ヒ
ン

ト
を
得
て
、
七
種
の
味
（
も
め
ん
、
ご
ま
、
抹
茶
、

ト
マ
ト
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
ゆ
ず
、
し
ょ
う
が
）
を

ワ
ン
セ
ッ
ト
に
し
た
「
七
福
神
豆
腐
」
を
考
案

し
た
。

こ
れ
ら
を
実
行
し
た
相
談
者
は
、
平
成
2
7

年
1
0
月
に
工
場
の
事
務
室
を
改
修
し
直
営
店

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

継
続
支
援
の
末
、

売
上
げ
が
約
4
倍
に
増
加

し
か
し
、
相
談
者
に
は
一
般
消
費
者
に
直
接

商
品
を
売
っ
た
経
験
が
な
く
、
当
初
は
売
上
げ

が
思
う
よ
う
に
伸
び
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
原

料
や
製
法
へ
の
こ
だ
わ
り
を
P
O
P
提
示
す
る

こ
と
や
奥
ま
っ
た
立
地
の
店
舗
へ
の
誘
導
策
の

必
要
性
を
助
言
し
、
相
談
者
の
考
案
で
通
り
か

ら
店
舗
へ
誘
導
す
る
の
ぼ
り
を
立
て
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
の
末
、
施
策
実
施
の
2
ヵ

月
後
に
は
売
上
げ
が
2
倍
に
、
現
在
で
は
4
倍

強
に
増
加
し
た
。
相
談
者
は
「
利
益
が
な
か
な

か
出
な
い
状
況
を
打
破
で
き
た
」
と
語
り
、
新

商
品
開
発
や
訴
求
方
法
の
模
索
な
ど
、
更
な
る

成
長
に
向
け
踏
み
出
し
て
い
る
。

そ
ん
な
折
、
当
拠
点
の
利
用
者
で
あ
っ
た
相

談
者
の
知
人
に
当
拠
点
を
紹
介
い
た
だ
い
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
相
談
に
至
っ
た
。

価
格
競
争
の
末
、

こ
だ
わ
り
を
断
念

相
談
に
対
応
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以

下
C
O
）
は
、
相
談
者
が
赤
字
経
営
に
追
い
込

ま
れ
た
理
由
と
し
て
、
大
き
く
2
つ
の
課
題
が

あ
る
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
分
析
。

ひ
と
つ
は
、
ス
ー
パ
ー
の
戦
略
に
組
み
込
ま

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
か
つ
て
消
費
者
は
、

商
店
街
の
専
門
店
で
買
い
物
を
し
て
い
た
が
、

ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
完
結
す
る
ス
タ
イ
ル
が

定
着
。
地
場
の
食
品
製
造
業
は
消
費
者
直
売
か

値
下
げ
要
求
に
応
じ
、

赤
字
経
営
に
陥
る

相
談
者
は
、
福
島
県
福
島
市
で
天
保
1
0
年

頃
か
ら
続
く
老
舗
豆
腐
店
を
営
ん
で
い
る
。
そ

の
品
質
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
て
は
福
島
城
に
も

豆
腐
を
献
上
し
た
歴
史
を
持
つ
が
、
昭
和
4
7

年
に
法
人
化
を
行
い
、
取
引
先
が
地
元
小
売
店

か
ら
大
手
ス
ー
パ
ー
に
変
遷
。
地
元
の
豆
腐
店

と
し
て
の
顔
よ
り
、
ス
ー
パ
ー
へ
の
納
入
業
者

と
し
て
の
経
営
色
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。

す
る
と
、
大
手
ス
ー
パ
ー
の
値
下
げ
要
求
に

応
じ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
利
益
率
の
低
下
、
さ

ら
に
、
東
日
本
大
震
災
の
風
評
被
害
に
よ
り
他

県
の
取
引
先
が
減
少
し
、
赤
字
経
営
に
陥
っ
て

し
ま
う
。

売
上
拡
大

〔
製
造
業
・
運
輸
・
建
設
〕
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レストラン経営など「食」関連の仕事
に従事していた相談者が、昭和47年8
月に設立。当初は数種類のハムの製造、
販売をしていたが、十数年前より「ハ
ムカツ専用」ハムに特化。現在、豚肉
からハムカツ用ハムの製造、さらにパ
ン粉をつけるまでの加工を行い、外食
産業などに供給している。

「経営革新計画」の承認を受け、
公的支援を活用した

販促活動で全社の売上げの
2割を占めるブランドに

4

価格競争から脱却すべく
自社商品の

ブランド化に着手。
ロゴデザインについて相談

ロゴデザイン作成から、

「自社ブランドの確立」を

テーマに全社的な取り組みへ

「経営革新計画制度」に申請。

「専門家派遣制度」を活用し

満足するデザインが完成

123

ハガフーズ株式会社
栃木県

初
の
自
社
商
品
が

全
社
の
売
上
げ
の

2
割
を
占
め
る

ブ
ラ
ン
ド
に
成
長

価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
品
質
に
適
う

利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
至
難
の
業
に
な

っ
て
い
た
ハ
ガ
フ
ー
ズ
株
式
会
社
。
相
談

者
は
、
販
売
先
と
の
価
格
交
渉
力
を
強
め
、

価
格
競
争
か
ら
脱
却
す
べ
く
自
社
商
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
踏
み
切
る
。

ハム、ハムカツに特化した事業を展開　　自社商品のブランド化に踏み切った相談者
経営革新計画の承認を受ける　　ハガフーズ外観

1
3

2
4

4 3 2 1

と
ら
な
い
商
材
を
提
供
し
つ
つ
、
一
定
の
利
益

を
確
保
で
き
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
を
可
能
に
し

て
い
る
の
は
、
大
手
が
ソ
ー
セ
ー
ジ
か
ら
ハ
ン

バ
ー
グ
ま
で
フ
ル
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
揃
え
る
中
、

「
得
意
分
野
」
の
ハ
ム
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
「
ハ

ム
カ
ツ
」
に
特
化
す
る
戦
略
が
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。

相
談
者
は
、
今
後
も
こ
の
哲
学
を
追
求
し
て

い
き
た
い
が
、
市
場
全
体
は
伸
び
悩
ん
で
お
り
、

今
の
売
上
げ
、
利
益
を
確
保
し
て
い
く
に
は
、

自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
販
売
先
と
の
価
格
交

渉
力
を
強
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
か
ら

自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
へ

担
当
C
O
は
相
談
者
の
堅
実
な
経
営
を
、「
中

小
企
業
の
教
本
的
経
営
」
と
評
価
し
た
上
で
、

新
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
使
用
す
る
ロ
ゴ
「
宇

都
宮
ハ
ム
カ
ツ
」
の
デ
ザ
イ
ン
作
成
か
ら
、「
自

社
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
全
社

的
な
取
り
組
み
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
。

こ
れ
を
体
系
的
に
展
開
し
て
い
く
た
め
に
、
様
々

な
支
援
策
の
対
象
と
な
る
「
経
営
革
新
計
画
制

度
」
の
活
用
を
勧
め
た
。
相
談
者
も
そ
の
意
義

を
理
解
し
、
社
内
の
担
当
者
を
決
め
「
経
営
革

新
計
画
」
の
作
成
に
着
手
。
当
拠
点
は
、
計
画

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
支
援
を
行
っ
た
。

ま
た
「
宇
都
宮
ハ
ム
カ
ツ
」
の
デ
ザ
イ
ン
作

成
に
当
た
っ
て
、
当
拠
点
を
通
じ
た
専
門
家
派

遣
の
活
用
を
提
案
。
登
録
専
門
家
の
中
か
ら
、

当
拠
点
が
相
談
者
の
取
組
み
内
容
や
専
門
家
の

実
績
等
を
考
慮
し
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
し
派
遣
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
作
成
の
目
処
が

立
っ
た
時
点
で
、
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
対
策
に
向
け
、

「
栃
木
県
知
財
総
合
支
援
窓
口
」
へ
の
相
談
を
勧

め
、
知
財
相
談
員
へ
の
橋
渡
し
を
行
な
っ
た
。

新
ブ
ラ
ン
ド
の
売
上
げ
が

全
社
売
上
げ
の
2
割
に

「
宇
都
宮
ハ
ム
カ
ツ
」
の
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
は
、

派
遣
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
、
同
社
内
に
設
置
し

た
製
造
、
営
業
担
当
者
で
構
成
さ
れ
る
開
発
チ

ー
ム
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
画
し
て
も
ら
う
な

ど
、
意
図
を
汲
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
制
作
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
相
談
者
の
満
足
す
る
デ
ザ
イ
ン
が

完
成
。
現
在
、
知
財
総
合
支
援
窓
口
か
ら
紹
介

さ
れ
た
弁
理
士
と
商
標
権
登
録
に
向
け
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

販
促
活
動
に
関
し
て
は
、
外
食
産
業
を
メ
イ

ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
経
営
革
新
計
画
の
承
認
を

受
け
た
企
業
の
販
売
促
進
活
動
を
支
援
す
る
「
と

ち
ぎ
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ン
ド
活
用
助
成
事

業
」
に
申
請
。
こ
れ
に
採
択
さ
れ
、
販
促
資
材

の
作
成
、
展
示
会
、
商
談
会
へ
の
参
加
等
、
計

画
に
則
っ
た
有
効
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
結
果
、「
宇
都
宮
ハ
ム
カ
ツ
シ
リ

ー
ズ
」
の
売
上
げ
は
全
社
の
売
上
げ
の
2
割
を

占
め
る
軸
に
成
長
。
相
談
者
は
「
期
待
し
て
い

た
以
上
の
成
果
を
残
せ
た
」
と
満
足
感
を
に
じ

ま
せ
た
。

点
へ
の
来
訪
相
談
に
至
っ
た
。

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
り

価
格
交
渉
力
を
強
化
し
た
い

対
応
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
O
）

は
、
相
談
者
が
当
拠
点
に
初
来
訪
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
事
業
の
概
要
、
沿
革
、
経
営
理
念
、

経
営
哲
学
と
い
っ
た
基
礎
的
な
情
報
か
ら
丁
寧

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
わ
か

っ
た
こ
と
は
、
相
談
者
が
こ
れ
ま
で
様
々
な
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
、
失
敗
と
成
功
を
繰
り
返
し

て
き
た
こ
と
。
畜
肉
加
工
業
界
は
、
大
手
メ
ー

カ
ー
の
台
頭
で
、
価
格
に
過
敏
に
反
応
す
る
こ
と
。

そ
う
し
た
業
界
に
あ
り
な
が
ら
、
同
社
は
原
価

管
理
、
品
質
管
理
を
徹
底
し
、
大
手
に
引
け
を

長
年
温
め
て
き
た

自
社
ブ
ラ
ン
ド
構
想
を
現
実
に

ハ
ガ
フ
ー
ズ
株
式
会
社
の
販
売
先
は
、
外
食

産
業
の
他
、
ス
ー
パ
ー
の
総
菜
部
門
、
給
食
産

業
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
い
ず
れ
も
事
業
者

で
あ
る
た
め
、
否
応
な
し
に
大
手
畜
肉
加
工
メ

ー
カ
ー
と
の
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
品
質

に
適
う
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
至
難
の
業
と

な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
相
談
者
は
長
い
間
、

実
際
に
商
品
を
食
べ
て
く
れ
る
最
終
消
費
者
に

認
識
し
て
も
ら
え
る
自
社
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
構
想
と
し
て
温
め
て
き
た
。
そ
の
実
現
に
向

け
、
手
始
め
に
「
商
標
」
等
に
使
用
す
る
デ
ザ

イ
ン
の
作
成
か
ら
始
め
よ
う
と
決
断
し
、
当
拠

6566
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機
械
加
工
部
品

メ
ー
カ
ー
が

お
も
て
な
し
紙
容
器
を

開
発
し
販
路
を
開
拓

機
械
加
工
業
で
培
っ
た
自
社
技
術
を
生
か

し
て
開
発
し
た
、
お
も
て
な
し
紙
容
器
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ネ
ッ
ト
戦
略
で
、
異

業
種
に
お
け
る
新
事
業
と
い
う
障
壁
を
超

え
、
販
路
を
開
拓
し
て
い
く
。

昭和44年創業。材料調達から一貫生
産の下、高精度な加工を手がける機
械加工業。平成25年（2013年）、自社
技術を生かした新製品の開発を行う
Explo(エクスプロ)事業を立ち上げ、紙
容器の製造販売を扱う「紙うつわ く
らまえ」や、切削工具の状態を診断す
る「ツールドクター」の新事業を展開
している。

メーカーからの受注を得て

注目の商業施設に並ぶ商品の

パッケージに採用。受注も拡大

4

自社技術を生かし

おもてなし容器

「繭玉容器」を開発

これまでの販路と異なる

繭玉容器の販路開拓、

売り方に悩み

支援ネットワークを生かし

商品の完成度向上・

情報発信をサポート

123

蔵前産業株式会社
群馬県

4 3 2 1
中小企業総合展 in Gift Show　　繭玉容器等採用事例
屋号「紙うつわくらまえ」　　支援を担当したコーディネーター

1
3

2
4

明
確
に
し
た
。

異
業
種
に
お
け
る
新
事
業
の
た
め
、
人
員
・

ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
を
課
題
と
捉
え
、
本
商
品
の

販
路
開
拓
に
む
け
て
、
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
の
必
要
性
を
確
認
。
県
繊
維
試
験
場
、（
独
）

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
支
援
を
実
施
。
そ
の
上
で
、

商
品
性
、
市
場
性
、
営
業
の
あ
り
方
、
情
報
発
信
、

商
品
の
改
善
点
な
ど
を
検
討
し
た
。

施
策
を
活
用
し

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
掴
む

担
当
C
O
は
販
路
開
拓
に
あ
た
り
、
現
状
確

認
、
事
業
計
画
の
策
定
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
助
言
。
効
果
的
に
商
品
を
Ｐ
Ｒ

し
事
業
計
画
を
策
定
す
る
上
で
も
意
義
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
元
銀
行
が
主
催
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
大
賞
に
応
募
す
る
こ
と
を
勧
め
、
ま
た
、

国
の
「
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
計
画
」
の
認

定
に
む
け
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

販
路
開
拓
に
効
果
的
な
施
策
、
事
業
の
推
薦

書
を
作
成
し
、
中
小
機
構
の
「
販
路
開
拓
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
」
を
活
用
。
こ
れ
に
よ
り
、

販
路
先
の
マ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
ど
の
よ
う

な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
求
め
て
い
る
の
か
を
確
認
。

ま
た
、
コ
ス
ト
（
単
価
）、
形
状
、
大
き
さ
、
デ

ザ
イ
ン
、
色
な
ど
商
品
に
対
す
る
意
見
、
感
想

も
併
せ
て
も
ら
う
な
ど
情
報
収
集
、
市
場
確
認

を
す
る
こ
と
で
商
品
の
改
善
点
を
明
確
に
し
、

し
わ
や
凹
凸
な
ど
の
改
良
、
最
終
的
に
は
材
料

を
検
討
・
変
更
し
、
商
品
の
完
成
度
を
高
め
た
。

ま
た
、
市
場
の
声
を
も
と
に
、
他
の
形
の
商
品

の
必
要
性
を
痛
感
。
四
角
、
丸
形
な
ど
の
商
品

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
追
加
し
た
。

情
報
発
信
で
は
、
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
ど

の
よ
う
に
営
業
し
、
商
品
を
P
R
し
て
い
く
か

の
解
決
策
と
し
て
、「
紙
う
つ
わ 

く
ら
ま
え
」

を
屋
号
と
し
、
H
P
・
S
N
S
の
活
用
や
展
示

会
出
展
な
ど
も
助
言
。
体
系
的
な
情
報
発
信
を

行
っ
た
。

精
度
の
高
い
商
品
作
り
が

多
方
面
か
ら
引
き
合
い

　
改
善
点
を
明
確
に
し
、
材
料
の
変
更
な
ど
を

重
ね
る
こ
と
で
精
度
の
高
い
商
品
づ
く
り
と

な
っ
た
。
販
路
開
拓
を
す
る
上
で
必
要
と
思
え

る
商
品
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、
ア
イ

テ
ム
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
が
、

特
許
の
取
得
や
グ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
賞
2
0
1
7

へ
の
入
賞
と
い
う
結
果
に
繋
が
っ
た
。

ま
た
、
少
な
い
人
員
で
最
大
限
に
商
品
を
P
R
、

売
上
を
確
保
す
る
た
め
に
展
示
会
を
活
用
し
た

こ
と
で
販
路
開
拓
が
で
き
た
。
特
に
2
0
1
7

年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
G
I
N
Z
A 

S
I
X
地
下
の
「
旬
菜
三
山
」
の
お
土
産
容
器

に
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
相
談
者
も
大
き
な
成

果
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

限
ら
れ
た
人
員
を
補
う
施
策
で
は
、「
紙
う
つ
わ 

く
ら
ま
え
」
の
H
P
が
１
つ
の
営
業
ツ
ー
ル
と

し
て
大
活
躍
。
明
太
子
販
売
業
者
で
あ
る
「
や

ま
や
」
か
ら
の
受
注
が
あ
り
、
ギ
フ
ト
Ｂ
Ｏ
Ｘ

に
採
用
さ
れ
た
。
H
P
か
ら
の
見
積
依
頼
、
受

注
が
入
り
、
売
上
確
保
に
確
実
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

携
し
販
路
開
拓
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

人
員
・
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
を

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
補
う

対
応
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下

C
O
）
は
、
相
談
者
の
立
場
に
立
ち
、
自
社
技
術
、

開
発
の
経
緯
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
共
に
、

商
品
へ
の
想
い
な
ど
確
認
し
て
い
っ
た
。

そ
こ
か
ら
同
社
の
絞
り
技
術
が
世
界
一
で
あ

る
こ
と
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
験
棟
「
き

ぼ
う
」
内
部
の
宇
宙
関
連
部
品
等
の
精
密
部
品

製
作
を
手
掛
け
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
富
岡
と

絹
遺
産
群
の
世
界
遺
産
に
向
け
て
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
想
い
で
繭
玉
容
器
を

考
案
し
た
こ
と
な
ど
、
自
社
の
強
み
や
想
い
を

紙
製
の
繭
玉
容
器
を
開
発

し
か
し
、
販
路
に
悩
み

機
械
加
工
を
手
が
け
る
蔵
前
産
業
株
式
会
社

で
は
、
3
次
元
加
工
で
立
体
形
状
を
つ
く
り
だ

す
基
盤
技
術
を
生
か
し
た
商
品
開
発
に
取
り
組

み
、
紙
容
器
金
型
等
の
複
雑
な
金
型
製
作
を
実

現
。
こ
れ
に
よ
り
、絞
り
技
術
を
生
か
し
た
お
も

て
な
し
紙
容
器
と
し
て
の「
繭
玉
容
器
」を
開
発
。

消
費
者
を
意
識
し
た
商
品
と
思
え
る
こ
と
か
ら
、

繭
玉
容
器
の
販
路
開
拓
、
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で

の
売
り
方
な
ど
に
つ
い
て
相
談
者
は
悩
ん
で
い

た
。
自
社
の
事
業
の
大
き
な
柱
と
な
る
べ
き
事

業
と
捉
え
、
県
庁
か
ら
紹
介
さ
れ
た
群
馬
県
産

業
支
援
機
構
に
相
談
を
し
て
い
た
が
、当
拠
点
が

開
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
産
業
支
援
機
構
と
連

売
上
拡
大

〔
製
造
業
・
運
輸
・
建
設
〕
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

平成2年創業、食肉加工を中心にブラ
ジル食材を専門に製造・販売している
ラテン大和。在日ブラジル人の人達が
故郷を離れ、遠い日本で出稼ぎをして
いる中、唯一の憩いの時間である食事
の時間に故郷の食材を食べることで
元気になって欲しいとの想いで経営し
ている。
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株式会社ラテン大和
神奈川県

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
課
を

立
ち
上
げ
た

地
元
フ
ァ
ン
づ
く
り
が

社
員
の「
や
り
が
い
」も
高
め
る

バーベキュー課を
立ち上げる等の

ファン作り戦略が功を奏し
メディアで話題に

ブラジル人の減少で

売上げが6割減に落ち込み

廃業の危機に

日本市場の開拓に挑むも、
ターゲットの明確化、
利用シーンの提案が
できていない

パーティー、
バーベキュー等での

利用シーンを押し出していく
方向性を助言

ブ
ラ
ジ
ル
人
に
向
け
、
ブ
ラ
ジ
ル
食
材
を
製

造
・
販
売
し
て
い
た
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
降
帰
国
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
増
加
。
売

上
げ
が
6
割
減
に
落
ち
込
み
、
窮
地
に
追
い

込
ま
れ
た
相
談
者
。
日
本
市
場
に
向
け
、
パ

ー
テ
ィ
ー
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
の
利
用
シ
ー

ン
を
全
面
に
打
ち
出
し
復
活
を
目
指
す
。

バーベキュー課の打ち合わせ風景　　渦巻状の粗挽き本格生ソーセージ「リングイッサ」
工場直売所　　社内の様子

1
3

2
4

4 3 2 1

ラ
ジ
ル
式
腸
詰
生
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
、
日
本
で
は

な
じ
み
の
薄
い
渦
巻
き
状
の
粗
挽
き
本
格
生
ソ

ー
セ
ー
ジ
を
、
自
分
た
ち
の
手
で
一
か
ら
丁
寧

に
作
っ
て
い
る
と
い
う
希
少
価
値
が
発
信
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
上
げ
ら
れ
た
。

こ
う
い
っ
た
背
景
か
ら
C
O
は
、
日
常
で
の

食
事
と
い
う
よ
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
や
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
等
で
の
利
用
シ
ー
ン
を
前
面
に
押
し
出
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
分
析
し
た
。

食
材
が
も
た
ら
す

体
験
を
メ
ッ
セ
ー
ジ

販
路
拡
大
に
向
け
、
工
場
直
売
所
を
起
点
に
地

域
住
民
に
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
全
社
員
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
提
案
。

直
売
所
運
営
の
女
性
社
員
3
人
を
中
心
に
、
営
業

責
任
者
を
交
え
、
C
O
が
フ
ァ
シ
リ
テ
イ
シ
ョ
ン

し
な
が
ら
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
た
。

そ
こ
で
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
あ
が
っ
た
の
が
、

「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
食
品
加
工
業
」
と
「
営

業
ゼ
ロ
の
営
業
戦
略
」。
食
材
を
売
る
の
で
は
な

く
、
こ
の
食
材
を
通
し
て
ど
ん
な
体
験
を
生
み

出
し
て
い
け
る
か
の
取
組
み
を
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
と
定
義
。
こ
れ
に
よ
り
フ
ァ
ン
を
作
っ

て
い
く
こ
と
で
営
業
し
な
く
て
も
買
い
た
い
と

言
っ
て
も
ら
え
る
究
極
の
目
標
を
掲
げ
た
。
具

体
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
等
を
楽
し
む
若
い
家
族
、
学
生
、
社

会
人
グ
ル
ー
プ
と
し
、
日
本
人
に
は
な
じ
み
の

薄
い
、
渦
巻
き
状
の
「
リ
ン
グ
イ
ッ
サ
」
を
中

心
に
、
日
本
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
盛
り
上
げ
る

逸
品
と
い
う
立
ち
位
置
を
明
確
に
し
た
。

ま
た
、
社
内
に
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
課
」
を
設

置
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
フ
ァ
ン
に
訴
求
し
て
い

く
こ
と
を
提
案
。
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
、
S
N
S

を
通
し
た
情
報
発
信
も
勧
め
た
。

こ
れ
を
受
け
、
社
内
に
新
た
な
課
、「
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
課
」
を
立
ち
上
げ
、
主
た
る
女
性
社
員

３
人
を
配
属
。
S
N
S
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ネ

ッ
ト
販
売
の
環
境
を
整
え
、
フ
ァ
ン
作
り
に
向

け
た
情
報
発
信
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、

工
場
前
の
広
場
を
使
い
、
地
域
住
民
に
向
け
た

「
あ
り
が
と
う
飲
食
会
」
を
全
社
員
参
加
の
も
と

開
催
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
大
盛
況

メ
デ
ィ
ア
で
も
話
題
に

「
あ
り
が
と
う
飲
食
会
」
に
は
、
綾
瀬
市
長
を

は
じ
め
1
日
で
2
0
0
名
強
の
参
加
者
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
1
日
だ
け
で
工
場
直
売
所
の

2
ヶ
月
分
の
売
上
げ
を
達
成
し
た
。

情
報
発
信
の
成
果
と
し
て
、
地
元
テ
レ
ビ
局

や
雑
誌
な
ど
の
取
材
依
頼
、
綾
瀬
市
役
所
の
ロ

ビ
ー
の
売
店
か
ら
も
新
商
品
を
扱
い
た
い
と
引

き
合
い
が
あ
る
な
ど
、
地
元
で
の
フ
ァ
ン
を
着

実
に
増
や
し
て
い
る
。
相
談
者
は
「
地
域
の
皆

さ
ん
に
ど
ん
な
喜
び
を
提
供
で
き
る
か
、
全
社

員
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
」
と
前
向
き
に
語

っ
た
。
今
回
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
に
よ
り

「
や
り
が
い
」
を
見
出
し
、
若
手
社
員
の
活
躍
の

場
を
作
っ
た
こ
と
、
縦
割
り
を
な
く
し
、
フ
ォ

ロ
ー
し
合
う
こ
と
で
「
人
」
の
生
産
性
を
上
げ

人
手
不
足
の
解
消
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ッ
ト
設
定
等
基
本
的
な
と
こ
ろ
が
明
確
化
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
心
配
し
、
当
拠
点
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
（
以
下
C
O
）
に
話
を
つ
な
い
だ
。

目
指
す
べ
き
方
向
と

自
社
の
魅
力
の
把
握
不
足

相
談
に
対
応
し
た
C
O
は
以
下
の
課
題
を
抽

出
し
た
。
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
市
場
に
向

け
た
営
業
を
強
化
し
て
き
た
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
明
確
化
と
具
体
的
な
利
用
シ
ー
ン
の
提
案
が

で
き
て
い
な
い
た
め
、
先
行
商
品
と
の
差
別
化

が
で
き
て
い
な
い
こ
と
。
日
本
市
場
に
打
ち
出

す
コ
ン
セ
プ
ト
や
ビ
ジ
ョ
ン
が
言
語
化
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
目
指
す
方
向
が
全
社
員
に
共
有

で
き
て
い
な
い
こ
と
。
商
品
の
訴
求
で
は
、
ブ

在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
の

減
少
で
廃
業
寸
前
に

在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
ブ
ラ

ジ
ル
食
材
を
製
造
・
販
売
す
る
ラ
テ
ン
大
和
。

順
調
に
経
営
を
続
け
て
き
た
が
、
平
成
2
0
年

の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
の

働
く
環
境
が
激
変
。
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
減
少

の
一
途
を
た
ど
る
。
こ
れ
に
よ
り
売
上
げ
が
6

割
減
に
落
ち
込
み
廃
業
も
考
え
た
相
談
者
だ
っ

た
が
、
日
本
人
向
け
市
場
の
開
拓
に
望
み
を
つ

な
ぎ
、
新
商
品
を
開
発
し
た
。

販
売
に
当
た
り
、
神
奈
川
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

内
の
デ
ザ
イ
ン
相
談
室
に
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
相
談

に
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
デ
ザ
イ
ン
室
の
担
当
者
が
デ

ザ
イ
ン
の
前
に
、
会
社
の
強
み
や
特
徴
、
タ
ー
ゲ

6970

売
上
拡
大

〔
製
造
業
・
運
輸
・
建
設
〕



課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

美つ星屋外観　　開発した笹雪だるま
笹雪だるまの販促ツール　　美つ星屋店内の様子

1
3

2
4

4 3 2 1

自
社
生
産
米
を
活
用
し
た

ゼ
ロ
か
ら
の
商
品
開
発
で

売
上
拡
大
を
実
現

建設業から農業に参入。道の駅、レス
トランの経営、自社生産米を原料とす
る煎餅の製造販売も行っている。地
元菓子店の移転に伴い、新たに開業し
た菓子店「美つ星屋」など幅広く展開
している。
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株式会社入広瀬
新潟県

雪だるまをイメージした

新商品が完成。メディアにも

取上げられ、売上拡大に貢献

新規事業の菓子店で
販売する自社生産商品が
煎餅のみで売上げが低迷。

商品開発が必須

菓子製造の
ノウハウに精通した
技術者の不在、限られた
設備での開発が課題

県内の和菓子職人の講師や
当拠点のデザイナーを

起用した
チーム支援を実施

建
設
業
か
ら
農
業
に
参
入
し
、
自
社

生
産
米
を
原
料
と
す
る
煎
餅
の
製
造

販
売
を
行
な
う
相
談
者
。
地
元
菓
子

店
の
移
転
に
伴
い
、
そ
の
店
舗
を
引

継
ぎ
新
た
に
開
業
し
た
が
、
自
社
生

産
の
商
品
が
煎
餅
の
み
で
売
上
げ
が

低
迷
。
商
品
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な

い
中
、
自
社
生
産
米
を
使
っ
た
新
商

品
開
発
に
挑
む
。

製
品
に
適
し
た
粉
の
粒
子
の
大
き
さ
・
配
合
・

製
造
工
程
を
見
つ
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
流
通
さ
せ
る
に
当
た
り
冷
凍

で
の
ス
ト
ッ
ク
、
商
品
の
デ
ザ
イ
ン
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
対
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
も
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

専
門
技
術
の
不
足
を

フ
ォ
ロ
ー
す
る
支
援

食
品
加
工
・
製
菓
が
専
門
分
野
で
あ
っ
た

C
O
は
、
ま
ず
、
市
販
の
米
粉
を
使
用
し
、
複

数
の
配
合
を
作
っ
て
試
作
し
、
求
め
る
食
感
の

配
合
を
確
立
。
相
談
者
が
、
包
餡
な
ど
の
成
形

技
術
も
未
熟
で
あ
っ
た
た
め
、
県
内
の
和
菓
子

職
人
の
講
師
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
技
術
指
導

に
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
提
案
し
た
。

製
造
面
に
お
い
て
は
、
現
在
の
設
備
を
活
か

し
て
製
造
可
能
な
新
商
品
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

ま
た
、
商
品
作
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得
る
た

め
、
地
元
の
豪
農
の
館
を
見
学
し
、
歴
史
や
文

化
・
気
候
な
ど
を
ヒ
ン
ト
に
す
る
こ
と
を
提
案
。

試
作
修
正
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
訪
問
す
る
か
、

宅
急
便
で
や
り
取
り
を
し
て
、
評
価
・
修
正
を

行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
粉
の
粒
子
や
、
水
分
の

吸
収
率
の
違
い
な
ど
を
指
導
。
冷
凍
生
地
に
し

て
も
固
く
な
ら
な
い
、
日
持
ち
の
す
る
生
地
づ

く
り
の
手
法
も
提
案
し
た
。

こ
れ
を
受
け
相
談
者
は
、
C
O
の
作
っ
た
配

合
に
従
い
試
作
を
行
い
、
そ
の
都
度
評
価
・
修

正
を
行
っ
た
。
ま
た
、
技
術
指
導
を
受
け
、
製

造
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
コ
ツ
を
体
得
し
て
い
っ
た
。

粉
の
粒
子
の
検
討
は
困
難
を
極
め
た
が
、
県

の
食
品
研
究
所
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
、
適
切

な
製
粉
の
米
粉
が
完
成
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
食
味
が
向
上
し
、
新
商
品
作
り
が
大
き
く

前
進
。
C
O
か
ら
提
案
し
た
酵
素
の
使
用
に
よ

り
、
冷
凍
流
通
に
対
応
す
る
生
地
も
完
成
し
た
。

新
商
品
の
モ
チ
ー
フ
は
、
全
社
員
で
ア
イ
デ

ィ
ア
を
出
し
合
い
、
魚
沼
の
雪
深
い
気
候
や
暮

ら
し
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
、「
雪
」
に
決
定
。
当
拠

点
の
チ
ー
ム
支
援
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
支
援
を
受

け
、
雪
だ
る
ま
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
か
わ
い
ら
し

い
商
品
デ
ザ
イ
ン
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
が

完
成
し
た
。

情
報
発
信
の

き
っ
か
け
づ
く
り
の
支
援

当
拠
点
の
チ
ー
ム
支
援
の
結
果
、
相
談
か
ら
約

2
年
の
歳
月
を
か
け
、「
笹
雪
だ
る
ま
」
が
完
成

し
当
社
の
経
営
す
る
道
の
駅
と
美
つ
星
屋
で
発
売

と
な
っ
た
。
販
売
に
先
立
ち
、
に
い
が
た
産
業
創

造
機
構
経
由
で
商
品
を
地
元
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア

に
紹
介
で
き
る
機
会
が
あ
り
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
可

愛
ら
し
さ
や
、
笹
や
米
な
ど
の
ほ
と
ん
ど
の
原
料

が
魚
沼
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
地

元
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
頂
い
た
。

ま
た
、
商
品
の
可
愛
ら
し
さ
や
美
味
し
さ
か
ら
、

店
舗
販
売
の
他
、
贈
答
用
・
イ
ベ
ン
ト
用
の
注
文

が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
売
上
拡
大
に
貢
献
し
た
。

相
談
者
は
「
ま
た
買
い
た
い
」「
お
土
産
に
買
っ

て
来
て
ほ
し
い
」
と
思
う
一
品
が
完
成
し
た
と
感

じ
て
い
ま
す
」
と
完
成
し
た
商
品
へ
の
自
信
を
に

じ
ま
せ
て
い
た
。

限
ら
れ
た
人
材
・

設
備
が
課
題
に

相
談
に
対
応
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以

下
C
O
）
は
、
一
番
の
課
題
は
菓
子
製
造
の
ノ

ウ
ハ
ウ
に
精
通
し
た
技
術
者
が
い
な
い
こ
と
と
、

限
ら
れ
た
設
備
で
製
造
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
と
分
析
。
新
商
品
の
企
画
に
当
た

っ
て
も
、
地
元
色
を
強
く
打
ち
出
せ
る
ア
イ
デ

ィ
ア
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
苦
労
し
、
試
作
を

数
限
り
な
く
繰
り
返
し
た
が
、
製
造
の
知
識
・

技
術
が
な
い
た
め
、
自
力
で
は
修
正
ポ
イ
ン
ト
・

方
法
を
見
い
だ
せ
な
い
た
め
苦
慮
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
製
品
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
で
き
て

も
自
社
生
産
米
を
製
粉
し
て
使
用
す
る
た
め
、

菓
子
店
を
引
継
い
だ
が

新
た
な
菓
子
づ
く
り
に
課
題

相
談
者
は
建
設
業
か
ら
農
業
に
参
入
し
、
道

の
駅
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
・
自
社
生
産
米
を

原
料
と
す
る
煎
餅
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
お
り
、

売
上
げ
の
柱
は
米
と
煎
餅
で
あ
っ
た
。
地
元
菓

子
店
の
移
転
に
伴
い
、
そ
の
店
舗
を
引
継
ぎ
新

た
に
開
業
し
た
が
、
自
社
生
産
の
商
品
が
煎
餅

の
み
で
売
上
げ
が
低
迷
し
、
商
品
展
開
・
商
品

開
発
が
必
須
で
あ
っ
た
。
相
談
者
は
、
以
前
、

入
広
瀬
商
工
会
か
ら
の
紹
介
を
受
け
当
拠
点
を

知
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
自
社
の
米
を
使
用
し

た
新
商
品
開
発
に
つ
い
て
、
相
談
に
訪
れ
た
。
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

補
助
金
を
利
用
し
た

設
備
投
資
、I
T
活
用
で

利
益
の
柱
を
構
築

過
当
競
争
が
続
く
歯
科
技
工
業
界
。
相
談

者
は
、
利
益
を
出
す
こ
と
が
難
し
い
保
険
診

療
か
ら
、
利
益
率
の
高
い
自
費
診
療
の
補
綴

物
製
作
に「
選
択
と
集
中
」。
付
加
価
値
の

高
い
補
綴
物
の
提
供
が
で
き
る
歯
科
技
工

用
C
A
D
/
C
A
M
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

利
益
率
改
善
を
狙
う
。

三重県名張市にある歯科技工所。歯
科技工業界は、個人開業が8割を占め
ており、1人、2人という家内工業的な
歯科技工所が多いなか、ファインデン
タルでは15名の歯科技工士を擁してい
る。全国規模で見ると、歯科医院の
数はコンビニの数より多く、過当競争
になっていて、歯科技工所も同様に競
争が激化している。
また、若い人の離職率も高く、人材不
足は深刻である

自費診療の補綴物が

メインの売上げとなり

利益率が大幅に改善

4

過当競争から脱却すべく

利益率の高い自費診療の

補綴物製作に「選択と集中」

付加価値が高い補綴物の

提供ができる

設備投資が必要に

設備導入のリスクを

抑えるべく

補助金の活用を助言

123

株式会社
ファインデンタル

三重県

株式会社ファインデンタル外観　　ジルコニア材料を使用した補綴物
CAD/CAMシステムの一部　　岡本一男社長
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2
4
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中
小
企
業
向
け
の
補
助
金
を
利
用
し
て

新
た
な
設
備
投
資
に

自
費
診
療
の
補
綴
物
製
作
に
「
選
択
と
集
中
」
す

る
た
め
に
は
付
加
価
値
が
高
い
補
綴
物
を
提
供
で
き

る
設
備
投
資
が
必
要
だ
が
、
国
内
に
導
入
事
例
が
な

か
っ
た
。
ま
た
今
後
、
歯
科
医
業
界
が
ど
の
方
向
に
い

く
か
歯
科
医
の
ニ
ー
ズ
と
ず
れ
が
な
い
か
も
見
極
め
る

必
要
が
あ
っ
た
。
設
備
投
資
は
自
己
資
金
が
前
提
だ

が
、
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ

く
募
集
が
は
じ
ま
っ
た
「
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
試
作
開
発
等
支
援
補
助
金
」
に
応
募

す
る
よ
う
提
案
。
設
備
は
、
自
己
資
金
と
併
せ
て
資

金
繰
り
計
画
を
立
て
、
ド
イ
ツ
メ
ー
カ
ー
が
開
発
し

た
歯
科
技
工
用
C
A
D
/
C
A
M
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

C
A
D
/
C
A
M
シ
ス
テ
ム
の
一
部
「
ゼ
ノ
テ
ッ
ク
フ

ァ
イ
ヤ
ー
」
で
補
助
金
を
使
用
し
C
A
D
/
C
A
M
シ

ス
テ
ム
の
作
業
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
海
外

研
修
を
含
め
た
社
員
教
育
を
行
い
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

し
て
生
産
工
程
の
一
部
を
自
動
化
、
さ
ら
に
は
品
質
の

安
定
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
同
社
で
は
、
今
後
、
自
費
診
療
の
補

綴
物
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
で
あ
ろ
う
と
推
測

し
、「
設
備
導
入
」「
人
材
教
育
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
造
り
」「
工
程
管
理
　
業
務
改
善
」
を
推
進
。

従
来
の
金
属
に
陶
材
を
焼
き
つ
け
る
工
法
で
は

な
く
、
ジ
ル
コ
ニ
ア
材
料
を
使
い
、
金
属
ア
レ

ル
ギ
ー
が
発
生
し
な
い
生
体
親
和
性
に
優
れ
た

補
綴
物
製
作
を
行
っ
て
い
る
。
設
備
導
入
に
よ

る
内
製
化
で
生
産
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
1
5
日
か

ら
8
日
に
削
減
。
ま
た
、
外
注
経
費
も
販
売
価

格
の
3
8
％
か
ら
1
2
％
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
。

「
あ
り
た
い
歯
科
技
工
所
」
に
な
れ

利
益
率
も
拡
大

以
前
は
保
険
補
綴
物
が
主
だ
っ
た
が
、
今
や
自

費
補
綴
物
が
メ
イ
ン
の
売
上
げ
と
な
り
利
益
率

が
大
幅
に
改
善
。
経
常
黒
字
を
恒
常
的
に
出
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
次
の
課
題
は
い
か
に

次
世
代
へ
会
社
を
引
き
継
い
で
い
く
か
、
い
わ
ゆ

る
事
業
承
継
だ
。
相
談
者
は
、「
会
社
を
変
え
て

い
く
た
め
の
「
知
識
」
と
「
原
動
力
」
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
O
）
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
っ
た
」
と
語
る
。

同
社
が
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ

た
外
部
要
因
は
、
歯
科
業
界
の
デ
ジ
タ
ル
化
で

業
界
全
体
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
。
内
部
要

因
は
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
い
世
代
へ
、
全
体
と

し
て
技
術
な
ど
を
承
継
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
。
同
社
に
と
っ
て
、
変
わ
る
こ
と
は
今
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
を
壊
し
な
が
ら
「
新

し
い
自
社
の
価
値
」
を
積
み
上
げ
る
難
し
い
道

の
り
だ
っ
た
。
し
か
し
厳
し
い
選
択
に
迫
ら
れ

た
時
、
C
O
に
相
談
す
る
こ
と
で
、
視
野
が
広

が
っ
た
そ
う
だ
。
今
は
よ
う
や
く
、
自
社
の
「
あ

り
た
い
姿
」
を
思
い
描
き
、
進
め
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

先
日
、
結
婚
で
退
職
し
た
女
子
社
員
が
復
職

相
談
に
来
社
し
た
と
い
う
。「
ま
る
で
別
会
社
に

来
た
み
た
い
で
驚
き
ま
し
た
、
ま
た
こ
こ
で
働

き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
相
談
者

は
「
褒
め
て
も
ら
っ
た
気
分
」
に
な
っ
た
と
表

情
を
緩
め
た
。

選
択
と
集
中
の
た
め
に

あ
ら
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
す

歯
科
診
療
に
は
、
保
険
診
療
と
自
費
診
療
が

あ
る
。
た
と
え
ば
保
険
診
療
の
補
綴
物
（
差
し

歯
・
い
れ
歯
）
は
下
請
け
構
造
的
な
業
界
特
性

か
ら
売
上
げ
は
立
つ
も
の
の
、
利
益
を
出
す
こ

と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
よ
り
付
加
価
値
が
高

い
自
費
診
療
の
補
綴
物
製
作
に
「
選
択
と
集
中
」

を
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
自
費
治
療
専
門
で
技
術
力

が
あ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
組
め
る
審
美

歯
科
医
の
新
規
開
拓
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。

過
当
競
争
に
な
っ
て
い
る

歯
科
技
工
所
の
経
営
を
模
索

歯
科
技
工
業
界
は
個
人
開
業
が
8
割
を
占
め
、

家
内
工
業
的
な
歯
科
技
工
所
が
多
い
。
同
社
で
は

1
5
名
の
歯
科
技
工
士
を
擁
し
て
い
る
。
実
は
歯

科
医
院
は
コ
ン
ビ
ニ
よ
り
も
数
が
多
く
、
過
当
競

争
に
な
っ
て
い
る
業
界
で
も
あ
る
。
相
談
は
、
三

重
県
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
講
習
会
に
、
相
談
者
の
奥
さ
ま

が
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
。

新
社
屋
を
建
て
た
ば
か
り
で
、
広
告
宣
伝
を
目
的

と
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
つ
い
て
相
談
が

あ
り
、
会
社
を
訪
問
。
ち
ょ
う
ど
相
談
者
が
経
営

を
見
直
し
て
い
こ
う
と
模
索
さ
れ
て
い
た
時
期
だ

っ
た
。
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

日
ノ
出
窯
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

龍
爪
梅
花
皮（
り
ゅ
う
そ
う
か
い
ら
ぎ
）
の

売
上
拡
大

1995年、比良山系に抱かれ琵琶湖を
望む近江の地に、岩崎政雄氏が京都
から窯を移し『日ノ出窯』と名付け作
陶を開始。従来の梅花皮（かいらぎ）
を作陶する中で、今迄とは異なる力強
い梅花皮を生み出す。艶やかな乳白
の肌に焦茶の大胆な縮れ文様を表現
し、品格と迫力を携えた梅花皮は『龍
爪梅花皮（りゅうそうかいらぎ）』と名
付けられ、他に類を見ない独自の手法
とされている。

4 123

日ノ出窯
滋賀県

プレスリリースが功を奏し

テレビに出演。

ブランドのPRに成功

独自の販売方法だけでは

限界を感じ、

販路拡大の打開策を模索

ブランドの散在、PR不足が

明らかになる一方、差別化

できる新商品の存在が判明

ブランドの整理、

プレスリリースの活用で

ターゲット層に情報発信

他
に
類
を
見
な
い
手
法
で
作
陶
し
、
独
自
の

販
売
方
法
で「
龍
爪
梅
花
皮
」を
販
売
し
て
き

た
が
、
限
界
を
感
じ
販
路
拡
大
の
打
開
策
を

模
索
。
ブ
ラ
ン
ド
が
散
在
し
て
い
る
と
い
う

課
題
が
明
確
に
な
る
。
ブ
ラ
ン
ド
の
整
理
と

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
活
用
し
た
P
R
で
販
路

拡
大
を
目
指
す
。

「よしぶきギャラリー愉楽」外観　　大胆の縮れ文様に品格と迫力を感じる「龍爪梅花皮」
「よしぶきギャラリー愉楽」店内の様子　　岩崎氏による作陶の様子
1
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4
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強
み
特
徴
は
何
か
な
ど
）
を
し
、
直
近
に
P
R
で

き
る
他
競
合
商
品
と
差
別
化
・
独
自
化
で
き
る
新

商
品
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

散
在
し
て
い
た

ブ
ラ
ン
ド
を
整
理
し
発
信

第
１
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
「
岩
崎
陶
房
」

「
岩
崎
工
房
」「
日
ノ
出
窯
」「
龍
爪
梅
花
皮
」

「
よ
し
ぶ
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
愉
楽
」
に
つ
い
て
の
整

理
を
提
案
。
ど
の
名
称
が
何
を
し
て
い
る
の
か
、

ど
の
名
称
を
今
後
使
っ
て
い
く
の
か
、
ど
の
名

称
が
ど
の
位
置
付
け
に
な
る
の
か
、
な
ど
を
、

ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
実
施
、
名
称
の
絞

り
込
み
と
ブ
ラ
ン
ド
体
系
を
検
討
・
考
案
し
た
。

第
2
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
第
1
の
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層

に
発
信
・
P
R
す
る
企
業
ブ
ラ
ン
ド
名
・
商
品

ブ
ラ
ン
ド
名
が
明
確
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
よ
し

ぶ
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
愉
楽
」、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
黄

檗
山
萬
福
寺
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
唯
な
ど
の
展
覧
会

な
ど
に
出
店
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
ほ
と
ん
ど

P
R
で
き
て
い
な
い
の
で
、
今
後
は
、
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
提

案
し
た
。

第
3
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
十
一
月

か
ら
販
売
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
新
商
品

の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
作
成
し
、
京
都
経
済
記

者
ク
ラ
ブ
に
配
信
。
そ
の
後
、
購
買
層
で
あ
る

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
見
て
い
る
雑
誌
や
テ
レ
ビ
に
配

信
す
る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

相
談
者
は
、
こ
れ
ら
の
提
案
に
真
摯
に
取
り

組
ん
だ
。
十
一
月
か
ら
販
売
を
開
始
す
る
こ
と

が
で
き
る
新
商
品
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
は
、
タ

イ
ト
ル
・
要
点
・
本
文
に
つ
い
て
何
度
も
修
正

を
繰
り
返
し
な
が
ら
完
成
さ
せ
た
。
こ
れ
に
合

わ
せ
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
修
正
や
商
品
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の
考
案
、
商
品
の
取
扱
説
明
書
も
新

た
に
作
成
。
そ
の
後
、
十
月
末
に
京
都
経
済

記
者
ク
ラ
ブ
に
配
信
、
十
一
月
初
旬
に
、
購
買

層
で
あ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
講
読
す
る
雑
誌
や

テ
レ
ビ
に
配
信
し
、
そ
の
結
果
、
K
B
S
京

都
「
京
b
i
z
X
」、
び
わ
湖
放
送
「
滋
賀
経
済

N
O
W
」
に
生
出
演
。
企
業
ブ
ラ
ン
ド
と
商
品

ブ
ラ
ン
ド
を
P
R
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
の
展
開
に

更
な
る
期
待

相
談
者
は
、
今
ま
で
独
自
の
考
え
方
で
進
ん

で
き
た
販
路
開
拓
・
販
売
促
進
方
法
を
見
直
し

「
名
称
の
整
理
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
体
系
の
作
成
」「
新

商
品
に
関
す
る
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
作
成
と
記

者
ク
ラ
ブ
へ
の
配
信
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
へ
の
送

付
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
ロ
ゴ
の
作
成
・
売

れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
買

い
た
い
と
思
わ
せ
る
商
品
写
真
撮
影
と
商
品
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
」「
新
商
品
の
開
発
」な
ど
、

相
談
者
の
や
る
気
と
前
向
き
な
姿
勢
が
醸
成
さ

れ
た
こ
と
で
、
大
き
な
成
果
が
期
待
で
き
る
。

「
今
ま
で
は
新
商
品
が
出
来
て
も
プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
を
し
て
み
よ
う
、
と
い
う
考
え
が
浮
か
ば

な
か
っ
た
。 

支
援
を
受
け
プ
ロ
の
方
の
視
点
は

素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
」
と
相
談
者
は
支
援
の

印
象
を
述
べ
た
。

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
り

価
格
交
渉
力
を
強
化
し
た
い

対
応
し
た
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
の
あ
る
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
O
）
が
、
相
談
者
の
話
を

じ
っ
く
り
聞
き
、
何
が
課
題
で
あ
る
の
か
探
っ
た

と
こ
ろ
以
下
の
3
つ
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。

ま
ず
1
つ
目
は
、
多
く
の
名
称
「
岩
崎
陶
房
」

「
岩
崎
工
房
」「
日
ノ
出
窯
」「
龍
爪
梅
花
皮
」「
よ

し
ぶ
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
愉
楽
」
が
混
在
し
て
発
信
さ

れ
て
お
り
、
顧
客
か
ら
大
変
分
か
り
に
く
い
存
在

に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
第
2
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に

的
確
に
企
業
ブ
ラ
ン
ド
名
と
商
品
ブ
ラ
ン
ド
名
が

P
R
で
き
て
い
な
い
こ
と
。
第
3
に
、
今
展
開
し

て
い
る
多
く
の
名
称
の
こ
と
も
含
め
て
棚
卸
（
目

的
・
目
標
・
商
品
へ
の
思
い
・
競
合
商
品
は
何
か
・

独
自
の
販
売
方
法
に

限
界
を
感
じ
る

今
ま
で
、
岩
崎
政
雄
氏
が
作
陶
担
当
、
相
談

者
で
あ
る
岩
崎
三
知
子
氏
が
販
売
担
当
と
し
て
、

独
自
の
考
え
方
で
、「
よ
し
ぶ
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
愉

楽
」
を
作
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
ま
た
、

黄
檗
山
萬
福
寺
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
唯
の
展
覧
会
な

ど
に
出
店
を
し
て
販
売
を
し
て
き
た
。
し
か
し
、

独
自
の
販
売
方
法
だ
け
で
は
限
界
を
感
じ
、
販

路
拡
大
の
打
開
策
を
見
出
す
べ
く
、
様
々
な
方

に
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、
当
拠
点
の
こ
と
を
紹

介
さ
れ
、
来
訪
相
談
す
る
に
至
っ
た
。
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売
上
拡
大

〔
製
造
業
・
運
輸
・
建
設
〕



課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
で

業
界
に
蔓
延
す
る

人
手
不
足
の

常
識
を
覆
す

深
刻
な
人
材
離
れ
が
続
く
建
設
塗
装
業

界
。
株
式
会
社
Ｋ
Ｍ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
を
念
頭
に
全
く

新
し
い
形
態
で
の
人
材
採
用
・
育
成
に

着
手
。
経
営
方
針
の
舵
を
大
き
く
切
る

中
で
、
継
続
成
長
し
て
い
く
べ
く
知
名

度
の
向
上
と
高
収
益
事
業
の
展
開
で
黒

字
拡
大
を
狙
う
。

株式会社KMユナイテッドは、1950年
創業の老舗建設塗装会社株式会社竹
延が、若手の創造的職人育成のため
に2013年に新設したベンチャー企業
で、塗装工事や塗料販売等を行って
いる。人材不足に悩む建設塗装業界
にあって、女性や外国人を含む多様な
人材を採用、短期間で一人前に育て上
げる独自の育成手法で、全国から注目
を集めている。

知名度の向上が

売上げに直結。売上倍増、

黒字拡大を達成

4

人材離れが深刻な

建設塗装業界に危機感。

ダイバーシティ経営に着手

「ダイバーシティ経営」を

堅持し継続成長していく

ためには、資金確保が必須

高収益事業の立ち上げや

独自性のPRによる知名度の

アップに取り組む

123

株式会社KMユナイテッド
京都府（大阪府で起業の後、京都府に移転）

「国の宝にならんか。」というコピーを添えて新聞広告に使用した写真。右：師匠（職人歴58年）瑞宝単光章 叙勲。左：弟子（職人歴4年）
　 人手不足が叫ばれる業界にありながら、若手・女性が活躍している　　ダイバーシティ経営を推進する相談者

1
4

4 3 2 1

2 3

こ
ろ
、①
世
界
文
化
遺
産
の
塗
装
を
手
が
け
る
高
い

技
術
力
や
、
女
性
を
含
む
若
手
職
人
の
働
き
ぶ
り
、

新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
力
な
ど
の
強
み
や
独

自
性
の
ア
ピ
ー
ル
②
短
期
間
で
プ
ロ
の
職
人
を
育

成
す
る
強
み
の
更
な
る
強
化
③
多
様
な
人
材
を
正

社
員
と
し
て
雇
用
し
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を

整
え
て
い
く
と
い
う
経
営
方
針
を
実
践
す
る
た
め

の
高
収
益
事
業
の
新
規
立
ち
上
げ
と
い
う
3
つ
の

切
り
口
で
明
確
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

綿
密
な
計
画
と
素
早
い
行
動
力
で

生
産
性
の
高
い
新
工
法
を
実
用
化

同
社
は
明
確
な
方
向
性
を
有
し
、
新
企
画
の
ア

イ
デ
ア
も
多
数
あ
っ
た
た
め
優
先
順
位
を
つ
け
て

形
に
す
べ
く
、ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

強
み
や
独
自
性
の
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
有
用
と
思

わ
れ
る
広
報
の
機
会
や
出
版
物
の
紹
介
、
効
果
的

な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
活
用
の

方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
。

高
収
益
事
業
の
立
ち
上
げ
で
は
、
数
々
の
新
企

画
ア
イ
デ
ア
に
関
し
、
客
観
的
に
内
外
環
境
を
分

析
し
つ
つ
、
具
体
的
に
進
め
る
た
め
の
手
順
等
に

つ
い
て
助
言
。
さ
ら
に
、
資
金
確
保
や
信
用
力
向

上
の
た
め
、
経
営
革
新
計
画
申
請
や
も
の
づ
く
り

補
助
金
申
請
等
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
相
談
者
は
、
継
続
し
て
積
極
的
な

ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
を
行
い
、
さ
ら
に
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
相
談
者

自
身
も
、
経
済
産
業
省
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
普
及
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
な
ど
、
多
く
の
要
職
に
つ
き
、
そ
の

経
営
手
腕
や
想
い
を
世
に
広
め
る
活
動
を
続
け
、

取
組
み
を
全
て
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

ま
た
、
若
い
職
人
へ
の
効
率
的
な
技
能
伝
承
の

た
め
、
動
画
で
ベ
テ
ラ
ン
職
人
の
技
能
を
疑
似
体

験
で
き
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
職
人
即
戦
力
」
の
実

用
化
、
効
率
的
な
人
材
育
成
体
制
の
構
築
を
果
た

し
た
。
さ
ら
に
、綿
密
な
計
画
と
素
早
い
行
動
力
で
、

わ
ず
か
１
ヵ
月
で
経
営
革
新
計
画
の
承
認
を
受
け
、

も
の
づ
く
り
補
助
金
に
も
採
択
。
独
自
開
発
の
タ

イ
ル
調
外
壁
塗
装
工
法
「
K
E
P
T
」
を
実
用
化
。

塗
装
で
タ
イ
ル
調
外
壁
に
す
る
こ
と
で
、
磁
器
タ

イ
ル
で
頻
発
す
る
剥
落
事
故
を
防
ぎ
、
全
面
検
査

に
か
か
る
膨
大
な
コ
ス
ト
や
労
力
を
カ
ッ
ト
す
る

生
産
性
の
高
い
新
工
法
を
、
世
に
出
し
た
の
だ
。

知
名
度
の
向
上
が
売
上
げ
に
直
結

若
手
、
女
性
の
採
用
に
成
功

即
戦
力
を
育
成
す
る
手
法
や
実
績
が
各
種
メ
デ

ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、知
名
度
が
大
き
く
向
上
。

こ
の
結
果
、売
上
高
は
こ
こ
3
年
で
倍
増
し
黒
字
も

拡
大
、
若
手
給
与
も
5
割
近
く
伸
び
た
。
女
性
に

も
働
き
や
す
い
環
境
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
結
果
、
就

職
希
望
者
が
増
加
。
現
在
は
、
建
設
職
人
の
う
ち

約
半
分
が
2
0
代
、
1
/
3
が
女
性
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
プ
ロ
と
し
て
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
や
新
工
法
も
注
目
を

集
め
、
更
な
る
進
化
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
業
界
内
外
で
脚
光

を
浴
び
大
手
企
業
か
ら
指
定
業
者
に
選
定
。
上
場

を
目
指
し
挑
戦
し
続
け
る
相
談
者
は
、
支
援
に
対

し
て
「
客
観
的
目
線
で
経
営
戦
略
に
対
し
て
支
援

い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
今
後
の
軌
跡
を
冷
静
に
デ

ザ
イ
ン
し
な
お
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」
と
、
語

っ
て
い
た
。

急
務
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
社
員
の
一
人
が
公

的
支
援
や
補
助
金
等
の
情
報
を
求
め
て
当
拠
点
に

相
談
し
た
の
が
、
支
援
の
き
っ
か
け
で
あ
る
。
そ

の
後
相
談
者
を
含
め
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
、「
多

様
な
人
材
を
雇
用
・
育
成
し
て
業
界
の
未
来
を
変

え
た
い
」
と
い
う
熱
い
想
い
に
寄
り
添
い
、
伴
走

支
援
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
を
堅
持
し

継
続
成
長
し
て
い
く
た
め
に

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
」
を
堅
持
し
継
続
成
長

し
て
い
く
た
め
に
は
、
多
額
の
人
材
投
資
や
固
定

費
を
ま
か
な
う
資
金
確
保
が
必
須
で
、
売
上
拡
大

と
収
益
性
の
向
上
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
取
り
組
む
べ
き
重
点
課
題
を
整
理
し
た
と

業
界
の
深
刻
な

人
手
不
足
の
解
決
に
挑
む

昨
今
の
建
設
塗
装
業
界
は
、人
材
離
れ
が
深
刻
化
。

こ
の
状
況
へ
の
危
機
感
か
ら
生
ま
れ
た
、株
式
会
社

K
M
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド（
以
下
同
社
）は
、全
く
新
し
い

形
態
で
の
人
材
採
用
・
育
成
を
行
う
こ
と
を
決
め
た
。

同
社
で
は
未
経
験
か
ら
3
年
以
内
で
特
定
分
野
の

プ
ロ
を
育
て
る
仕
組
み
や
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
た
柔
軟
な
勤
務
制
度
な
ど
を
取
り

入
れ
た
の
だ
。

こ
れ
ら
は
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
」
を
推
奨

す
る
風
潮
を
追
い
風
に
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
の
掲

載
や
表
彰
を
受
け
、
業
界
内
外
で
の
知
名
度
が
向

上
し
て
い
っ
た
。
一
方
で
、
初
期
投
資
や
固
定
費

が
か
さ
み
、
継
続
成
長
の
た
め
に
は
資
金
確
保
が

売
上
拡
大

〔
製
造
業
・
運
輸
・
建
設
〕
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ラスベガス美容ハサミ展示会における講習会風景　　看板商品である「コバルトシリーズ」は、錆びることなく切れ味が長続き
ものづくり企業を打ち出した採用チラシ　　相談者（社長）と現会長

1
3

2
4

4 3 2 1

老
舗
理
美
容
ハ
サ
ミ
メ
ー
カ
ー
が

人
手
不
足
対
応
と

海
外
展
開
で

将
来
の
経
営
基
盤
を
つ
く
る

北
米
へ
の
海
外
展
開
に
挑
戦
す
る
老
舗
理

美
容
鋏
メ
ー
カ
ー
。「
海
外
展
開
」に
加
え
、

「
将
来
へ
向
け
た
人
手
不
足
対
応
・
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
」「
広
報
活
動
の
強
化
」な
ど
将
来

に
向
け
た
経
営
の
基
盤
整
備
に
取
組
み
、
着

実
な
成
果
を
残
し
て
い
く
。

創業は1953年。60年以上、切れ味はも
ちろん使い心地や耐久性といった機能
性を追求し、シンプルでありながら快
適に使っていただける理美容ハサミを
設計・製造。看板商品は昭和48年に
事業者が開発した「コバルトシリーズ」
である。世界で初めてコバルト基合金
を使用したハサミであり、希少金属で
あるコバルトを約70％含有し、鉄をほ
とんど含まないため、錆びることがなく、
切れ味が長続きする。平成27年にはグ
ッドデザイン賞も受賞している。

海外販路の開拓、

新卒採用の成功、

メディア掲載などの成果を残す

4

社長交代を機に、

「海外展開」「人手不足対応」

「広報活動強化」に注力

「商品」「人手不足対応」

「自社ブランドの認知度向上」

それぞれの課題を抽出

綿密な調査・分析の中で、

課題解決の糸口を発見し、

具体的な展開を実施

123

有限会社菊井鋏製作所
和歌山県

と
い
う
ユ
ー
ザ
需
要
は
相
当
数
い
る
は
ず
で
あ
る

と
考
え
た
。

次
に
将
来
を
見
据
え
た
人
手
不
足
対
応
に
つ
い
て

で
あ
る
。
社
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
平
均
年

齢
は
4
5
歳
。
熟
練
工
員
に
は
出
来
る
だ
け
長
く
働

い
て
も
ら
う
に
し
て
も
、
持
続
的
発
展
を
考
え
れ
ば

社
員
の
若
返
り
は
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
慎
重
に

採
用
計
画
を
立
案
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

3
つ
目
の
課
題
は
、
広
報
活
動
の
強
化
で
あ
る
。

従
来
の
販
売
は
O
E
M
依
存
度
が
高
く
、
自
社
ブ

ラ
ン
ド
で
の
販
売
は
全
体
の
3
0
％
程
度
で
あ
っ

た
。
し
か
し
将
来
的
に
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
の
販

売
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
自
社
の
ブ

ラ
ン
ド
力
、
知
名
度
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。
今
後
は
も
っ
と
多
く
の
美
容
師
に
直
接

同
社
製
品
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
努
力

を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

緻
密
な
調
査
を
実
施

採
用
で
は
も
の
づ
く
り
企
業
を
P
R

中
小
機
構
の
「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
推
進
支
援

事
業
」
申
請
書
を
担
当
C
O
と
作
成
後
、
正
式
に

申
請
を
行
い
、
2
0
1
6
年
5
月
無
事
に
採
択
さ

れ
た
。
採
択
後
、
中
小
機
構
の
海
外
展
開
専
門
家

か
ら
支
援
を
受
け
海
外
戦
略
の
策
定
か
ら
取
り
組

み
、
2
0
1
6
年
1
1
月
に
米
国
を
対
象
に
市
場

調
査
を
実
施
。
現
地
の
美
容
室
の
訪
問
、
現
地
で

活
動
し
て
い
る
日
本
人
美
容
師
、
代
理
店
候
補
を

訪
問
し
、
大
変
実
り
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。
と
く

に
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
調
査
で
は
「
高
級
サ
ロ
ン
を
中

心
に
い
い
道
具
を
長
く
使
い
た
い
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー

ニ
ー
ズ
が
相
当
数
あ
る
」
と
い
う
仮
説
の
裏
付
け

が
で
き
た
。

ま
た
採
用
に
つ
い
て
は
求
人
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

和
歌
山
市
の
工
業
高
校
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
な
ど
へ
訪

問
。
同
時
に
W
e
b
サ
イ
ト
、
S
N
S
を
中
心
に

「
職
人
を
募
集
す
る
も
の
づ
く
り
企
業
」
を
前
面

に
P
R
し
た
。
結
果
と
し
て
計
8
名
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
新
卒
者
採
用
を
決
定
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

広
報
活
動
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
ミ
ラ
サ
ポ
専

門
家
派
遣
を
活
用
、
海
外
展
開
や
ユ
ニ
ー
ク
な
販

路
開
拓
な
ど
テ
ー
マ
毎
に
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
発

表
。
自
社
の
ヒ
ス
ト
リ
ー
や
新
し
い
取
り
組
み
な

ど
、
社
内
に
眠
っ
て
い
る
広
報
ネ
タ
に
つ
い
て
も
多

く
の
気
づ
き
が
得
ら
れ
た
と
い
う
。

目
標
達
成
に
向
け
て
、

ま
だ
ま
だ
取
り
組
む
べ
き
こ
と
が
あ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
は
有
益
だ
と
い
う
。
現
在
米

商
社
と
の
取
引
は
、
市
場
調
査
後
も
２
回
米
国
へ

出
張
の
上
商
談
を
重
ね
、
現
在
で
は
少
量
な
が
ら

毎
月
継
続
的
に
受
注
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
今
後

も
在
米
商
社
と
定
期
的
に
商
談
を
行
い
、
3
年
後

の
目
標
数
量
8
0
0
丁
達
成
に
向
け
て
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
求
人
に
つ
い
て
は
計
画
的

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
8
名
の
応
募
が
あ
り
今

春
か
ら
女
性
の
新
卒
採
用
を
職
人
と
し
て
採
用
す

る
結
果
に
繋
が
っ
た
。
現
在
、
C
O
と
相
談
し
な

が
ら
入
社
後
の
教
育
体
制
・
社
内
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。
広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、
海
外
展

開
等
を
テ
ー
マ
に
３
度
地
元
紙
「
わ
か
や
ま
新
報
」

に
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
の
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
い
る
と
い
う
。

③
広
報
活
動
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
状
を
知
り
、
人
手
不
足
対
応
と

海
外
展
開
に
効
果
の
あ
る
打
ち
手
を

米
国
展
開
に
つ
い
て
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

ま
ず
は
理
美
容
ハ
サ
ミ
の
市
場
を
本
格
調
査
・
分

析
し
、
本
格
的
な
海
外
展
開
の
計
画
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
同
社
の
理
美
容
ハ
サ
ミ
は

販
売
価
格
7
万
円
以
上
の
高
級
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
美
容
師
は
「
安
い
道
具
を

使
い
捨
て
る
」
と
い
う
考
え
方
が
根
強
く
、
高
級

な
日
本
製
理
美
容
ハ
サ
ミ
は
易
々
と
は
受
け
入
れ

ら
れ
難
い
。
た
だ
、
市
場
と
し
て
は
安
価
な
ハ
サ

ミ
を
求
め
る
美
容
師
が
多
い
が
、
高
級
サ
ロ
ン
の

美
容
師
を
中
心
に
「
良
い
道
具
を
長
く
使
い
た
い
」

社
長
交
代
を
機
に
、

3
つ
の
課
題
に
取
り
組
む

ま
だ
先
代
社
長
の
頃
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
以

下
C
O
）が
同
社
を
訪
問
し
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
。

そ
の
時
点
で
は
、「
北
米
へ
の
海
外
展
開
を
本
格
的

に
検
討
し
た
い
」と
い
う
相
談
を
受
け
た
。
そ
の
後
、

2
0
1
6
年
の
社
長
交
代
を
機
に
、
新
社
長
で
あ

る
相
談
者
が
人
手
不
足
対
応
や
国
内
売
上
拡
大
、

広
報
・
情
報
発
信
な
ど
に
つ
い
て
当
拠
点
に
相
談

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
同
社
の
経
営

企
画
・
管
理
部
門
の
顧
問
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。「
も
の
づ
く
り
・
品
質
」
を
第
一
に
考
え
な

が
ら
も
、
積
極
的
に
新
し
い
取
り
組
み
に
も
注
力

し
て
お
り
、①
米
国
へ
の
海
外
展
開
　
②
将
来
を

見
据
え
た
人
手
不
足
対
応
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
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ブランディングと
商品改良の末、
展示会即売会で
堅実な売れ行き。

抱えた在庫と

後継者育成に悩み

相談に来訪

顧客に選ばれる製品を検討。

専門家にブランディングの

相談をすることを助言

バックが顧客に

受け入れられることが

わかり、その改良に着手

山
の
ツ
ル
科
植
物
を
使
っ
て
か

ご
作
り
を
す
る
相
談
者
は
、
抱

え
た
在
庫
と
後
継
者
の
育
成
に

悩
ん
で
い
た
。
相
談
の
中
で
、

自
分
の
作
り
た
い
も
の
を
製
作

し
て
い
た
現
状
が
明
ら
か
に
な

り
、
選
ば
れ
る
存
在
に
な
る
べ

く
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
商
品
の

改
良
に
着
手
す
る
。

商
品
に
ど
の
よ
う
に

価
値
を
持
た
せ
る
か
、

そ
れ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
か

1992年近隣の津和野町で「つづら工
房」を出店。1999年柿木村に現在の
店舗をオープン。その間、県内外で作
品展を複数回開催し、「山口県美術展
覧会」入選をはじめ多数の展覧会等で
入選・受賞。2005年東京の有名デパ
ート等で作品展開催し、販売を行って
いる。
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バインクラフト Pacha
島根県

ツヅラフジを採取してつくるバッグやバスケット　　制作風景
バッグの他にオブジェ等も製作している　　30数年にわたり物づくりの道を歩む相談者

1
3

2
4

4 3 2 1

専
門
家
派
遣
を
利
用
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
に

全
製
作
品
を
見
て
も
ら
い
、
多
種
の
作
品
の
中
か

ら
、
バ
ッ
グ
が
顧
客
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
市
場
環

境
に
あ
る
と
の
助
言
を
得
た
。
こ
れ
に
よ
り
バ
ッ

グ
の
改
良
を
目
指
し
た
。
素
材
の
蔓
の
端
部
の
処

理
と
、
中
に
入
れ
た
も
の
が
見
え
な
い
よ
う
、
内

袋
を
付
け
る
な
ど
、
商
品
に
改
良
を
加
え
て
い
っ

た
。
ま
た
、
今
後
の
販
売
に
も
利
用
で
き
る
展
示

即
売
会
用
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
提
案
。
全

国
的
な
有
名
デ
パ
ー
ト
の
広
島
店
で
の
１
週
間
の

展
示
即
売
会
の
機
会
を
得
て
、「
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
で

製
作
し
た
バ
ッ
グ
」
の
約
1
4
万
円
（
9
個
）
の

売
上
げ
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。
5
か
月
後
、
2

度
目
の
展
示
即
売
会
で
約
2
4
万
円
（
1
4
個
）

を
売
上
げ
た
。
後
継
者
の
問
題
は
、
製
作
品
の
販

売
が
軌
道
に
乗
り
、
事
業
と
し
て
の
め
ど
が
立
て

ば
希
望
者
も
出
て
く
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
ま
ず

は
現
販
路
拡
大
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

手
に
取
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

何
を
訴
求
す
べ
き
か
を
提
案

蔓
の
端
部
の
処
理
は
「
バ
ッ
グ
の
内
側
へ
編

み
込
む
」
工
夫
で
解
決
し
た
。
ま
た
、
高
級
感

を
感
じ
る
布
製
の
内
袋
を
作
製
し
た
。
製
品
の

特
徴
や
製
品
へ
の
思
い
を
魅
力
的
な
文
章
に
し
、

今
回
相
談
し
た
専
門
家
の
助
言
で
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
完
成
さ
せ
、
商
品
の
魅
力
を
効
果
的
に
伝

え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
訴
求
ポ
イ
ン
ト
は
、

材
料
の
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
を
自
身
で
山
深
く
立
ち
入

っ
て
採
取
し
て
い
る
こ
と
。
そ
の
材
料
は
一
本

一
本
同
一
の
形
状
に
加
工
し
た
も
の
で
は
な
く
、

自
然
の
ま
ま
の
形
状
を
活
か
し
て
、
編
み
込
む

技
術
で
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
を
記
載
す
る
よ
う

助
言
を
行
っ
た
。

３
０
数
年
目
の
決
断
で

ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
見
出
し
た

相
談
者
は
も
の
作
り
の
道
を
歩
み
は
じ
め
て

3
0
数
年
と
の
こ
と
。
販
路
の
開
拓
を
本
気
で

考
え
る
べ
き
時
が
来
た
と
思
い
は
じ
め
て
い
た

と
き
、
当
拠
点
の
存
在
を
知
っ
た
と
い
う
。
相

談
者
は
当
初
、
相
談
は
と
て
も
勇
気
の
い
る
こ

と
で
、
訪
問
す
る
こ
と
を
少
々
戸
惑
っ
て
い
た
。

し
か
し
「
ま
ず
は
こ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

か
ら
！
」
と
大
き
な
決
断
を
し
た
。
最
初
に
相

談
に
向
か
っ
た
際
は
、
と
て
も
快
く
相
談
に
乗

っ
て
も
ら
え
た
と
感
じ
た
そ
う
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
専
門
家
の
方
を
紹
介
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
、
販
路
開
拓
の
第
一
歩
を
確
実
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
目
標
の
経
営
状
態
ま

で
は
程
遠
い
。
今
後
益
々
充
実
を
図
る
こ
と
で
、

夢
の
実
現
に
近
づ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今

回
は
、
販
売
可
能
性
の
高
い
女
性
用
バ
ッ
ク
に

絞
っ
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
提
案
し
た
が
、

販
路
先
に
応
じ
て
デ
ザ
イ
ン
、
P
R
の
仕
方
を

検
討
す
る
よ
う
に
も
同
時
に
提
案
を
行
っ
た
。

ま
た
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
受
け
、
具
体
的
に
製
作
品
の
改
良

も
考
え
て
い
っ
た
。
商
品
に
製
作
元
を
識
別
す

る
タ
グ
を
革
製
で
作
成
し
、「
P
a
c
h
a
」
ま

た
は
「
C
h
i
z
u
r
u
」
の
焼
印
を
い
れ
て

取
付
け
る
よ
う
に
し
て
も
ら
っ
た
。

り
た
い
も
の
を
製
作
し
て
い
た
と
い
う
の
が
、
正

直
な
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な

製
品
が
顧
客
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
、
ど
の
製
品

を
主
力
と
す
べ
き
か
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と

も
に
検
討
。
同
時
に
、
製
作
時
間
に
見
合
っ
た
価

格
設
定
の
必
要
性
も
検
討
し
た
。

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
効
果
を

展
示
即
売
会
で
実
感
す
る

ま
ず
は
じ
め
に
、
当
拠
点
の
実
施
機
関
で
も
あ

る
し
ま
ね
産
業
振
興
財
団
の
職
員
と
首
都
圏
で
の

販
路
開
拓
の
可
能
性
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
か
ら
、
知
財
総
合
支
援
窓
口
と
も
連
携

し
、
専
門
家
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
相

談
を
す
る
こ
と
を
提
案
。
知
財
総
合
支
援
窓
口
の

趣
味
の
製
作
か
ら

商
売
と
し
て
の
商
品
へ

約
1
0
年
前
、
東
京
日
本
橋
に
あ
る
島
根
県

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
の
販
売
を
機
に
、
近

隣
の
有
名
デ
パ
ー
ト
で
の
展
示
即
売
会
の
紹
介

を
受
け
、
販
路
拡
大
の
足
が
か
り
を
つ
か
む
こ

と
が
で
き
た
。
模
倣
さ
れ
る
な
ど
の
影
響
で
、

そ
の
後
、
売
上
げ
は
伸
び
悩
ん
で
い
た
が
、
当

拠
点
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、
抱
え
た
在
庫
と
後
継

者
を
育
成
し
た
い
と
い
う
課
題
を
解
決
し
た
い

と
思
い
相
談
に
来
訪
し
た
。

相
談
者
は
、
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
で
バ
ッ
ク
、
オ
ブ
ジ

ェ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
花
入
れ
な
ど
を
製
作
し
て
い

た
が
、
特
徴
、
価
格
、
販
売
形
態
な
ど
が
、
消
費

者
か
ら
は
区
分
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
自
身
の
作
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

事
業
拡
大
に

合
わ
せ
た
設
備
導
入
で

人
手
不
足
の
解
決
、

I
T
化
に
挑
む

事
業
拡
大
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課

題
が
生
じ
、
そ
の
解
決
策
を
求
め
て
い
た

相
談
者
。
企
業
規
模
が
急
拡
大
し
た
こ
と

に
よ
り
、
事
業
規
模
に
見
合
っ
た
組
織
を

構
築
で
き
て
い
な
い
と
い
う
課
題
に
対
し
、

生
産
性
向
上
を
軸
と
し
た
改
革
が
始
ま
る
。

平成18年設立。主たる事業の発送代
行を中心に、一般的な3PL企業の位
置づけに留まらず、新世代設備の導入
やロボット導入調査、人材育成など時
代の流れに沿った様々な新規事業に
挑戦している。当拠点では開設当初
から経営上のサポートを行い、2016年
時点では33人だった従業員数が、現
在では138人に成長している。
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ティーツーケー株式会社
岡山県

売
上
拡
大

〔
製
造
業
・
運
輸
・
建
設
〕

売上拡大を達成した他、
従業員も確保し、

中堅中小企業に成長。
更なる取組みにも着手

事業拡大に伴い様々な
経営課題が表出化。
事業規模に合った
組織の構築が急務に

「受注の分散化」「生産性
低下の改善」「人手不足対策」
「事務作業の効率化」の
4点に課題を絞る

専門家の知見や
ITの活用によって、
生産性向上や

人手不足の改善を図る

衣類ピッキングロボットの導入実験　　システム打ち合わせ
バーコードによる商品管理　　実験の報告の様子

1
3

2
4
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の
方
向
性
を
整
理
し
た
後
、
顧
客
分
析
に
よ
る

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
明
確
化
と
営
業
方
法
を
改
善
し

て
、
取
引
先
の
分
散
を
図
る
こ
と
と
し
た
。②「
革

新
的
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
支

援
補
助
金
」
を
活
用
し
て
、
仕
分
け
ソ
ー
タ
ー

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
手
作
業
の
５
倍
の
量
を

仕
分
け
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。
ま
た
、
導

入
は
見
送
ら
れ
た
が
「
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
実
証
事

業
補
助
金
」
を
活
用
し
て
、
大
学
等
の
知
見
を

取
り
入
れ
た
衣
類
ピ
ッ
キ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
の
導

入
実
験
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
バ
ー
コ
ー
ド
な

ど
で
商
品
を
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
人
為
的
な
ミ
ス
の
軽
減
を
図
る
こ

と
と
し
た
。③
社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
を
持
つ

C
O
に
よ
り
、
就
業
規
則
等
を
見
直
し
た
。
ま
た
、

助
成
金
を
活
用
し
て
、
社
内
で
人
材
採
用
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
育
成
す
る

仕
組
み
を
導
入
し
、
雇
用
の
拡
大
を
図
っ
た
。④

弁
護
士
等
の
資
格
を
持
つ
C
O
が
、
新
た
な
顧

客
と
の
取
引
を
行
う
前
に
契
約
書
を
精
査
し
て

リ
ス
ク
を
回
避
す
る
こ
と
と
し
た
。

企
業
規
模
が
拡
大

全
社
的
に
課
題
に
取
組
む
文
化
も

以
上
の
取
組
み
に
よ
り
、
売
上
拡
大
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
た
他
、
社
員
数
3
3
名
か
ら

現
在
1
3
8
名
の
中
堅
中
小
企
業
に
成
長
す
る

に
至
っ
た
。

相
談
者
は
、
悩
み
を
共
有
す
る
社
員
と
一
緒
に
、

当
拠
点
を
活
用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
社
員
自

ら
が
個
々
の
判
断
で
経
営
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
来
訪
す
る
習
慣
が
で
き
、
様
々
な
課
題
の

改
善
策
を
経
営
者
に
提
案
で
き
る
企
業
に
変
革

し
て
い
る
。
特
に
、
社
員
が
当
拠
点
で
実
施
し

て
い
る
「
ミ
ニ
勉
強
会
」
や
「
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
」

を
受
講
す
る
な
ど
、
そ
の
能
力
向
上
に
努
め
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
名
入
り
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
販

売
で
「
経
営
革
新
計
画
」
を
取
得
し
た
こ
と
に

よ
る
新
た
な
売
上
拡
大
の
柱
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
。

同
社
の
今
後
の
方
向
性
と
し
て
、
E
C
市
場

の
拡
大
と
と
も
に
、
連
携
先
で
あ
り
古
着
の
ネ

ッ
ト
販
売
を
行
な
う
「
株
式
会
社
ベ
ク
ト
ル
」

の
売
上
げ
が
拡
大
傾
向
で
あ
る
た
め
、
同
社
の

事
業
規
模
は
、
今
後
も
拡
大
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
新
た
な
荷
物
の
保
管

場
所
の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

自
動
倉
庫
の
導
入
な
ど
、
生
産
性
向
上
の
た

め
の
設
備
投
資
も
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
人

手
不
足
が
続
く
中
、
I
T
等
を
活
用
し
た
更

な
る
生
産
性
の
向
上
な
ど
、
同
社
の
経
営
課
題

は
、
今
後
と
も
表
出
化
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
同
社
は
、
相
談
者
だ
け
で
な
く
、
社
員
や

取
引
先
業
者
も
当
拠
点
に
定
期
的
に
来
訪
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
拠
点
で
は
、
相
談
に
あ
た

る
C
O
が
同
社
の
経
営
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、

チ
ー
ム
を
組
ん
で
課
題
解
決
に
あ
た
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

相
談
者
は
「
自
己
流
で
行
っ
て
し
ま
い
が
ち

な
経
営
を
岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
様
々
な

分
野
の
専
門
家
を
活
用
す
る
こ
と
で
成
長
し
て

お
り
、
今
後
と
も
本
県
経
済
の
活
性
化
に
寄
与

し
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

作
成
す
る
と
と
も
に
、
課
題
の
整
理
・
分
析
を

行
っ
た
。

具
体
的
に
は
、①
一
社
依
存
体
質
の
受
注
の
分

散
化
、②
大
幅
な
人
員
の
増
加
に
よ
る
一
人
当
た

り
生
産
性
低
下
の
改
善
、③
事
業
規
模
が
拡
大
す

る
中
の
人
手
不
足
対
策
、④
取
引
に
関
す
る
契
約

書
作
成
等
の
事
務
作
業
の
効
率
化
。
こ
の
4
点

を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
。

設
備
導
入
で
生
産
性
が
向
上
し

人
的
ミ
ス
が
減
少

課
題
解
決
に
向
け
て
、
当
拠
点
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
（
以
下
C
O
）
の
力
を
結
集
し
て
改
善

策
を
提
案
し
た
。

具
体
的
に
は
、①
中
小
企
業
診
断
士
が
事
業

売
上
拡
大
の
相
談
か
ら
、

組
織
を
構
築
す
る
た
め
の
相
談
へ

相
談
者
は
、
平
成
2
6
年
度
の
当
拠
点
開
設

当
初
か
ら
相
談
に
訪
れ
て
い
る
。
当
初
は
、
売

上
拡
大
の
た
め
の
支
援
を
求
め
て
定
期
的
に
来

訪
し
て
い
た
が
、
同
社
の
事
業
拡
大
に
伴
い
様
々

な
経
営
課
題
が
表
出
化
す
る
と
と
も
に
、
事
業

規
模
に
合
っ
た
組
織
を
構
築
す
る
た
め
の
相
談

に
変
化
し
た
。

課
題
を
4
点
に
絞
り

事
業
に
明
確
な
方
向
性
を

チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
以
下
C
C
O
）を

中
心
に
、
中
小
企
業
診
断
士
等
が
事
業
計
画
を

8384



課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

地
元
の
素
材
に

こ
だ
わ
っ
た
商
品
で

売
上
1
8
2
％
ア
ッ
プ

手作りチーズケーキやガトーショコラ、
ドレッシングを製造・販売。カスター
ニャはイタリア語で「栗の実」。元はゴ
ルフ場に併設したイタリアンレストラン
の屋号。その後、ゴルフ場が都市区
画整備計画での立ち退きエリアに入り
レストランを閉鎖。レストランで出し
ていたドレッシング、洋菓子作りのノ
ウハウを生かし、工房をオープン。

4 123

有限会社カスターニャ
広島県

新商品の開発支援・

販路開拓により、

2年間で182％の売上増

自社商品の拡充や

販路拡大について

アドバイスを求め来訪

OEMを主としてきた一方で、

オリジナル商品の

開発が課題

新商品開発、
首都圏への販路拡大
ホームページ制作など
多岐にわたる

取り組みで商品をPR

「
選
り
す
ぐ
っ
た
原
材
料
の
お
い
し
さ
に
頼

っ
た
、
シ
ン
プ
ル
で
ク
リ
ア
な
も
の
づ
く
り

を
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の

開
発
に
挑
む
相
談
者
。
素
材
と
手
作
り
へ
の

こ
だ
わ
り
を
最
大
限
活
か
し
、
地
産
地
消
を

意
識
し
た
商
品
開
発
が
は
じ
ま
る
。

カスターニャ外観　　広島レモンチーズケーキ（左）とカタラーナ（右）
製造風景　　新しいスイーツを次 と々発売する相談者

1
3

2
4
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案
や
首
都
圏
の
バ
イ
ヤ
ー
の
紹
介
な
ど
に
関
す

る
支
援
を
行
っ
た
。

日
本
航
空
の
機
内
食
と
し
て

採
用
さ
れ
る
ヒ
ッ
ト
に

こ
れ
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
相
談
者
は
、

商
品
の
価
格
や
容
量
な
ど
を
見
直
し
、
首
都
圏

で
も
売
れ
る
商
品
へ
と
改
良
。
そ
し
て
そ
れ
に

加
え
、
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
を
意
識

し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
改
良
を
行
っ
た
。

新
商
品
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
付
加
価
値
を

高
め
る
た
め
、
地
産
地
消
へ
の
こ
だ
わ
り
を
提
案
。

フ
ル
ー
ツ
王
国
・
広
島
産
の
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た

「
広
島
レ
モ
ン
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」「
フ
ル
ー
ツ
ケ
ー

キ
シ
リ
ー
ズ
」
や
ア
イ
ス
焼
き
プ
リ
ン
「
カ
タ
ラ

ー
ナ
」
な
ど
、
新
し
い
ス
イ
ー
ツ
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と

発
売
し
た
。
ア
イ
ス
焼
き
プ
リ
ン
「
カ
タ
ラ
ー
ナ
」

は
、「
日
本
航
空
国
際
線
プ
レ
ミ
ア
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
用
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
」
と
し
て
も
、

平
成
2
7
年
よ
り
2
年
連
続
で
採
用
さ
れ
る
な
ど
、

数
あ
る
洋
菓
子
の
中
で
特
色
を
出
す
た
め
に
試
作

を
重
ね
た
。
フ
ル
ー
ツ
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
は
、
フ

ル
ー
ツ
原
料
を
「
1
次
加
工
し
て
冷
凍
す
る
」
と

い
う
方
法
に
行
き
着
い
た
。「
こ
れ
な
ら
添
加
物
不

要
で
年
間
供
給
が
で
き
る
」
と
の
見
通
し
も
立
っ

た
と
い
う
。

ま
た
、
引
き
続
き
産
振
構
の
「
ヒ
ロ
シ
マ
・

デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」
へ
の
参
加
や
各
種
展
示
会
・

商
談
会
・
販
売
会
等
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
テ

ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
に
よ
り
、
小
売

店
バ
イ
ヤ
ー
や
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
基
に
し
た

商
品
開
発
を
行
い
、
販
売
先
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

２
年
間
で
の
売
上
げ
は

１
８
２
％
ア
ッ
プ
を
達
成

さ
ら
に
、
洋
菓
子
専
門
ブ
ラ
ン
ド
「
パ
ス
テ

ッ
チ
ャ
リ
ア
　
カ
ス
タ
ー
ナ
」
を
立
ち
上
げ
、

常
温
で
日
持
ち
の
す
る
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
や
焼

き
菓
子
な
ど
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
充
し
た
。
一

方
で
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
つ
い
て
も
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
を
重
視
し
た
商
品
開
発
を
展
開
。
レ
モ

ン
生
産
日
本
一
の
広
島
県
産
レ
モ
ン
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
「
広
島
レ
モ
ン
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」

や
サ
ラ
ダ
だ
け
で
な
く
刺
身
な
ど
に
も
使
え
る

万
能
調
味
料
「
瀬
戸
内
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
」、
淡
路
島
産
の
玉
ね
ぎ
を
使
っ
た
「
瀬

戸
内
玉
ね
ぎ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
な
ど
、
人
気
を

集
め
て
い
る
。

新
商
品
の
開
発
支
援
・
販
路
開
拓
に
よ
り
、

実
施
前
と
比
べ
2
年
間
で
1
8
2
％
の
売
上
増

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

自
社
商
品
を
拡
充
し
た
こ
と
で
、
お
客
さ
ま

か
ら
直
接
の
反
応
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、

さ
ら
に
力
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。「
こ

れ
か
ら
も
素
材
と
手
作
り
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
」

を
届
け
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た

新
規
取
引
も
増
え
、
商
圏
を
海
外
に
拡
大
す
る

こ
と
も
見
据
え
て
い
る
。

（
注
１
）：
広
島
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
T
A
U
で
の
商
品
の
取

り
扱
い
が
あ
り
、
デ
パ
ー
ト
や
高
級
ス
ー
パ
ー
等
の
首
都
圏
等

で
の
販
路
拡
大
を
希
望
す
る
県
内
の
食
品
製
造
事
業
者
に
対
し

首
都
圏
等
へ
の
販
路
拡
大
の
機
会
を
創
出
。

（
注
２
）：
屋
号
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」
を
冠
し
，

強
力
な
競
合
相
手
と
な
る
ブ
ラ
ン
ド
品
・
大
手
商
品
に
埋
没
し

な
い
た
め
に
，
類
似
す
る
広
島
県
品
を
集
団
化
（
セ
レ
ク
ト
シ

ョ
ッ
プ
化
）
さ
せ
、
首
都
圏
等
に
お
け
る
専
門
展
示
会
や
販
売

会
へ
の
出
展
を
通
じ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
販
路
開
拓
を
支
援
。

の
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
も
、
大
き
な
課

題
と
し
て
抱
え
て
い
た
。
そ
の
際
に
心
掛
け
た

の
は
、
素
材
と
手
作
り
へ
の
こ
だ
わ
り
を
最
大

限
活
か
す
こ
と
。
そ
し
て
地
産
地
消
を
意
識
し

た
商
品
開
発
の
提
案
な
ど
で
あ
る
。

首
都
圏
で
売
れ
る
商
品
の
開
発
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
訂
を
提
案

そ
こ
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
O
）

が
提
案
し
た
の
は
、「
首
都
圏
販
路
開
拓
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
注
１
）」
等
と
連
携
し
た
支
援
を
実
施

す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
に
産
振
構
の

販
路
開
拓
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
デ

パ
ー
ト
メ
ン
ト
（
注
２
）」
な
ど
、
様
々
な
展
示
会

や
商
談
会
へ
の
出
展
を
通
じ
た
商
品
P
R
の
提

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
を

課
題
と
し
て
設
定

自
社
商
品
の
拡
充
や
販
路
の
拡
大
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
が
欲
し
い
と
、
平
成
2
6
年
9
月

に
当
拠
点
を
訪
問
し
た
こ
と
が
相
談
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
ま
ず
は
課
題
の
整
理
と
分
析
か
ら
実

施
。「
選
り
す
ぐ
っ
た
原
材
料
の
お
い
し
さ
に
頼

っ
た
、
シ
ン
プ
ル
で
ク
リ
ア
な
も
の
づ
く
り
を
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
も
と
も
と
は
O
E
M
を
主
と

し
て
き
た
一
方
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発

が
課
題
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ

ー
ジ
の
確
立
や
原
価
計
算
の
考
え
方
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
知
識
の
習
得
な
ど
、
ま
ず
は

売
れ
る
商
品
づ
く
り
・
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め

8586

売
上
拡
大

〔
製
造
業
・
運
輸
・
建
設
〕





課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

似
顔
絵
ケ
ー
キ
を

武
器
に
し
た
、

多
店
舗
・
F
C
展
開
で
、

一
日
の
売
上
高
が
約
2
倍
に
。

看
板
商
品
の
似
顔
絵
ケ
ー
キ
で
顧
客
の
ニ
ー

ズ
を
捉
え
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
洋
菓
子
店

「
パ
イ
ド
ー
ル
」。
限
ら
れ
た
商
圏
の
中
で
、

今
後
い
か
に
売
上
げ
を
拡
大
す
る
か
悩
ん
で

い
た
相
談
者
は
、
多
店
舗
展
開
と
そ
の
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
材
料
の
内
製
化
、

F
C
展
開
に
踏
み
切
る
。

4

売上げは安定しているが

限られた商圏での

売上拡大に悩み

単独店舗でカバーできる

商圏に限界があることが

課題

123

北海道

JR新札幌駅のほど近くで、洋菓子店
「パイドール」を展開する株式会社蘂。
シンプルなアップルパイから変わり種
のパイ、シュークリームやケーキまで
幅広い洋菓子を販売し、その味は地
域で愛されている。看板商品である
似顔絵ケーキは、記念日などの際に重
宝されリピーターも多い。

株式会社蘂

多店舗展開・内製化により

一日の売上げが約2倍に。

FC展開もスタート

現在の商圏以外でも
需要が見込めるとし、

多店舗展開・材料の内製化・
FC展開を提案

しべ

た
こ
と
を
課
題
と
し
て
整
理
。
そ
の
上
で
「
パ

イ
ド
ー
ル
」
の
強
み
は
「
約
６
坪
と
省
ス
ペ
ー

ス
で
販
売
可
能
な
店
舗
」「
似
顔
絵
ケ
ー
キ
の
注

文
を
受
け
、
当
日
中
に
商
品
を
渡
せ
る
ス
ピ
ー

ド
」「
記
念
日
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
活
用
さ
れ
、
顧

客
満
足
度
が
高
い
」「
Ｊ
Ｒ
等
の
駅
利
用
者
が
利

用
し
や
す
い
立
地
」
に
あ
る
と
分
析
し
た
。

そ
こ
で
、
経
営
状
況
が
安
定
し
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、
商
品
の
売
上
ア
ッ
プ
と
い
う
目
先

の
成
果
を
追
う
の
で
は
な
く
、
中
長
期
的
な
企

業
の
成
長
に
つ
な
が
る
支
援
を
行
な
う
方
針
を

固
め
た
。

商
圏
以
外
の
需
要
を
見
据
え
、

多
店
舗
展
開
を
提
案
。

C
C
O
は
、
売
上
高
の
伸
び
率
や
顧
客
満
足

度
の
高
さ
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
さ
か
ら
現
在
の

商
圏
以
外
で
も
十
分
に
需
要
が
見
込
め
る
と
分

析
し
、
多
店
舗
展
開
に
よ
る
売
上
拡
大
を
提
案

し
た
。

そ
の
際
の
課
題
と
し
て
、
多
店
舗
展
開
に
よ

る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
た
め
、
外
注

に
頼
っ
て
い
た
材
料
の
内
製
化
が
効
果
的
で
あ

る
こ
と
、
出
店
す
る
際
の
立
地
条
件
を
明
確
に

す
る
こ
と
、
事
業
拡
大
に
向
け
資
金
調
達
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
説
明
。
自
社
だ
け
で
店
舗
を

増
や
す
の
は
時
間
が
か
か
り
、
リ
ス
ク
も
伴
う

た
め
直
営
店
だ
け
で
は
な
く
Ｆ
Ｃ
契
約
も
検
討

す
る
こ
と
を
助
言
し
た
。

こ
れ
を
受
け
相
談
者
は
、
多
店
舗
展
開
を
見

据
え
た
内
製
化
を
図
る
べ
く
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ

チ
ン
の
導
入
を
決
断
。
必
要
資
金
の
調
達
に
つ

い
て
は
、
当
拠
点
と
日
本
政
策
金
融
公
庫
で
連

携
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
内
製
化
と
併
せ
、
宅

配
用
の
車
両
を
導
入
す
る
こ
と
で
デ
リ
バ
リ
ー

販
売
の
体
制
も
整
え
た
。

ま
た
、「
駅
近
」「
6
坪
程
度
」
と
い
っ
た
条

件
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
物
件
を
探
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
条
件
に
合
う
テ
ナ
ン
ト
が
見
つ
か
り
、

直
営
店
２
店
舗
目
を
検
討
。
た
だ
し
、
資
金
調

達
が
不
可
欠
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
拠
点
と
日

本
政
策
金
融
公
庫
に
て
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
し

た
。

一
日
の
売
上
げ
が
約
2
倍
に
。

新
た
な
収
益
の
柱
も
確
立
。

相
談
後
、
1
1
月
に
は
直
営
店
2
店
舗
目
を

オ
ー
プ
ン
。
出
店
条
件
を
明
確
に
し
た
こ
と
で

店
舗
オ
ー
プ
ン
後
既
存
店
を
上
回
る
売
上
げ
が

確
保
で
き
て
お
り
、
今
後
の
多
店
舗
展
開
を
視

野
に
入
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
構
築
が
で
き
た
。
ま

た
、
他
社
と
の
F
C
契
約
も
締
結
し
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
新
た
な
収
益
の
柱
が
確
立
さ
れ
た
。

足
元
の
数
字
で
は
一
日
の
売
上
げ
が
約
2 

倍
に

伸
び
る
と
と
も
に
、
F
C
展
開
に
よ
り
間
接
経

費
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
こ
と
か
ら
収
益
性
も
向

上
し
た
。

相
談
者
は
「
何
か
あ
れ
ば
、
最
初
に
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
に
相
談
す
れ
ば
、
何
と
か
な
る
と
い

う
点
が
と
て
も
心
強
い
。
将
来
ど
う
あ
り
た
い

か
と
い
う
視
点
で
、
親
身
に
な
っ
た
ア
ド
バ
イ

ス
が
本
当
に
助
か
っ
て
い
る
。」
と
支
援
を
振
り

返
っ
た
。

た
と
こ
ろ
、
経
営
革
新
等
認
定
支
援
機
関
で
あ

る
会
計
事
務
所
に
当
拠
点
を
紹
介
さ
れ
来
訪
相

談
に
至
っ
た
。

店
舗
経
営
に
お
け
る
、

商
圏
の
限
界
が
課
題
に
。

相
談
に
対
応
し
た
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
（
以
下
C
C
O
）
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し

て
相
談
者
が
看
板
商
品
で
あ
る
似
顔
絵
ケ
ー
キ

の
売
上
拡
大
の
余
地
は
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、

店
舗
が
カ
バ
ー
で
き
る
商
圏
の
限
界
か
ら
更
な

る
売
上
拡
大
に
つ
い
て
は
伸
び
悩
み
を
感
じ
て

い
る
こ
と
、
そ
の
た
め
、
販
路
拡
大
を
図
る
べ

く
百
貨
店
の
催
事
な
ど
イ
ベ
ン
ト
出
店
等
も
試

み
た
が
、
十
分
な
成
果
に
は
結
び
つ
か
な
か
っ

売
上
げ
は
安
定
、

し
か
し
成
長
性
に
悩
み
。

北
海
道
、
札
幌
。
6
坪
ほ
ど
の
小
さ
な
店
舗
で
、

パ
イ
ケ
ー
キ
を
中
心
と
し
た
洋
菓
子
を
販
売
す

る
「
パ
イ
ド
ー
ル
」。
看
板
商
品
の
似
顔
絵
ケ
ー

キ
は
、
誕
生
日
や
記
念
日
な
ど
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、

リ
ピ
ー
タ
ー
も
後
を
絶
た
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

パ
イ
ケ
ー
キ
の
味
と
特
別
な
日
を
演
出
す
る
似

顔
絵
ケ
ー
キ
の
商
品
力
に
よ
り
、
地
域
で
の
顧

客
基
盤
は
で
き
あ
が
り
、
安
定
し
た
売
上
高
を

維
持
し
て
い
た
。

し
か
し
、
店
舗
周
辺
エ
リ
ア
だ
け
で
の
販
売

に
は
一
定
の
限
界
が
あ
り
、
相
談
者
が
「
今
後

の
会
社
の
成
長
戦
略
で
ど
の
よ
う
に
企
業
を
成

長
さ
せ
て
い
け
ば
よ
い
も
の
か
」
と
悩
ん
で
い

8990

売
上
拡
大

〔
小
売
・
卸
売
・
医
療
・
福
祉
〕

相談者と支援を担当したチーフコーディネーター　　　　看板商品似顔絵ケーキ
店内にはパイケーキを中心に商品が並ぶ
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

父
親
の
予
期
せ
ぬ
長
期
病
気
療
養
や
中

堅
従
業
員
の
産
休
が
重
な
り
、
人
手
不

足
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
相
談
者
。
こ
の

難
局
を
設
備
投
資
で
切
り
抜
け
る
こ
と

を
決
断
し
た
が
、
本
当
に
必
要
だ
っ
た

の
は
売
上
拡
大
と
生
産
性
向
上
に
向
け

た
取
組
み
だ
っ
た
。

売
上
拡
大

〔
小
売
・
卸
売
・
医
療
・
福
祉
〕

相談者　　看板商品「ねむのはな」
生産性を向上させたスチームコンベクション　　パティスリー白川外観

1
3

2
4

4 3 2 1

予
期
せ
ぬ
人
手
不
足
を

攻
め
の
設
備
導
入
で

乗
り
越
え
、

売
上
げ
1
3
0
％
を
達
成

明治20年に秋田県にかほ市で和菓子
店「白川湖月堂」として創業。平成22
年に和洋菓子専門店「パティスリー白
川」としてリニューアルした。洋菓子
はシュークリームや記念日のオーダー
メイドケーキ、和菓子は饅頭、大福、
どら焼き、さらには観光土産菓子など
100種類超の商品群で「地域の良さが
伝わるお菓子」を届けている。

4 123

パティスリー白川
秋田県

従来の 3倍の生産能力の

設備を導入。受注機会ロスを

抑え売上 130％達成

父親の予期せぬ
長期病気療養や
中堅従業員の産休が
重なり、人手不足に

生産効率の高い設備

導入が喫緊の課題だが

受注機会ロスも浮き彫りに

人手不足解消のために

売上拡大と生産性向上の

観点で設備導入

上
回
る
売
上
拡
大
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
助
言
。

地
元
の
商
工
会
と
連
携
し
、
店
舗
の
立
地
や
地

元
の
観
光
客
な
ど
の
動
向
、
近
隣
の
競
合
分
析
、

市
場
全
体
の
需
要
動
向
を
確
認
し
、
設
備
導
入

効
果
や
売
上
拡
大
要
因
を
丁
寧
に
調
査
、
分
析

す
る
こ
と
で
具
体
的
な
課
題
を
整
理
し
た
。

具
体
的
な
課
題
と
し
て
、
看
板
商
品
の
「
ね

む
の
は
な
」
は
手
焼
き
で
あ
る
た
め
受
注
機
会

ロ
ス
が
あ
り
、
量
産
と
品
質
の
均
一
化
が
必
要

な
こ
と
、「
こ
こ
に
し
か
な
い
も
の
」
と
い
う
特

別
感
や
地
産
地
消
を
意
識
し
た
新
商
品
開
発
が

必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。

一
方
S
W
O
T
分
析
か
ら
、
同
社
の
強
み
は

看
板
商
品
が
あ
る
、
新
商
品
開
発
へ
の
取
組
み

と
そ
の
定
着
状
況
が
良
い
、
人
気
商
品
を
作
る

技
術
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

人
手
不
足
解
消
か
ら

売
上
拡
大
の
設
備
導
入
へ

C
O
は
導
入
す
る
設
備
（
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ

ク
シ
ョ
ン
）
は
人
手
を
補
う
た
め
で
は
な
く
、

看
板
商
品
の
量
産
化
、
品
質
の
均
一
化
が
図
れ
、

消
費
者
が
求
め
る
食
感
や
容
器
形
態
に
対
応
し

た
商
品
開
発
が
出
来
る
機
種
と
す
る
こ
と
を
提

案
。
こ
れ
を
受
け
、
相
談
者
は
、
人
手
不
足
を

解
消
す
る
た
め
に
も
売
上
拡
大
と
生
産
性
向
上

を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
計
画
を
作
成
、
国
の
「
も

の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
新
展
開
支
援
補

助
金
」
へ
申
請
を
行
な
っ
た
。

ま
た
、
売
上
げ
や
利
益
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

秋
田
県
内
の
豊
富
な
農
産
物
や
秋
田
県
の
研
究

シ
ー
ズ
な
ど
複
合
的
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た

商
品
開
発
を
提
案
。
当
拠
点
か
ら
生
産
者
や
秋

田
県
の
総
合
食
品
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
を

紹
介
し
、
相
談
者
は
こ
れ
を
活
か
し
た
7
種
の

新
商
品
開
発
に
着
手
し
た
。

設
備
導
入
後
、

売
上
1
3
0
％
達
成

こ
う
し
た
取
組
み
の
末
、
国
の
「
も
の
づ
く

り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
新
展
開
支
援
補
助
金
」

に
採
択
さ
れ
、
大
型
の
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ

ョ
ン
、
カ
ッ
プ
シ
ー
ラ
ー
を
導
入
し
た
。
こ
の

設
備
は
従
来
の
3
倍
の
生
産
能
力
が
あ
り
、
看

板
商
品
「
ね
む
の
は
な
」
の
受
注
機
会
の
ロ
ス

を
防
ぐ
こ
と
で
売
上
げ
は
1
.
4
倍
、
全
体
で

見
て
も
売
上
1
3
0
％
と
大
幅
な
売
上
増
を
記

録
し
た
。

ま
た
、
地
域
資
源
を
取
り
入
れ
た
新
商
品
開

発
も
実
を
む
す
び
、
試
作
し
た
7
種
類
の
洋
菓

子
の
う
ち
5
種
は
素
材
の
旬
に
合
わ
せ
て
順
次

発
売
予
定
と
な
っ
て
い
る
他
、
秋
田
県
が
実
施

す
る
「
東
京
土
産
」
の
和
菓
子
を
開
発
す
る
企

画
に
も
採
用
さ
れ
、
現
在
、
導
入
し
た
設
備
を

利
用
し
た
新
た
な
新
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

相
談
者
は
「
人
手
不
足
で
不
安
な
日
々
が
続

い
た
が
、
支
援
が
心
強
い
支
え
と
な
り
、
諦
め

か
け
て
い
た
事
が
形
に
な
る
と
実
感
し
た
。
今

後
も
よ
り
良
い
お
菓
子
作
り
を
目
指
し
て
進
ん

で
い
き
た
い
。」
と
前
を
向
い
た
。

こ
と
と
な
り
、
深
刻
な
人
手
不
足
に
陥
っ
て
し

ま
っ
た
。

菓
子
職
人
を
育
て
る
に
は
、
多
く
の
時
間
を

要
す
る
こ
と
か
ら
相
談
者
は
こ
の
難
局
を
設
備

投
資
で
切
り
抜
け
る
こ
と
を
決
断
。
国
等
の
施

策
が
活
用
で
き
な
い
か
と
、
当
拠
点
を
訪
れ
た
。

人
手
不
足
の
影
に
潜
む
、

超
え
る
べ
き
課
題

不
安
を
抱
く
相
談
者
に
対
し
て
、
当
拠
点
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
O
）
は
、
傾
聴

の
姿
勢
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
な
い
、
生
産
効
率

の
高
い
設
備
導
入
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と

を
確
認
。
そ
の
上
で
、
補
助
金
を
活
用
し
設
備

導
入
が
可
能
と
な
っ
た
場
合
で
も
設
備
投
資
を

予
期
せ
ぬ

人
手
不
足
に
直
面

店
内
を
の
ぞ
く
と
、
和
菓
子
と
洋
菓
子
が
所

狭
し
と
並
ぶ
「
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
白
川
」。
そ
の
創

業
は
、
明
治
2
0
年
、
和
菓
子
店
と
し
て
創
業

し
た
が
、
四
代
目
で
あ
る
相
談
者
が
洋
菓
子
の

製
造
・
販
売
に
事
業
を
拡
大
し
、
現
在
の
ス
タ

イ
ル
に
な
っ
た
。
看
板
商
品
で
あ
る
焼
菓
子
「
ね

む
の
は
な
」
は
、
全
国
菓
子
博
覧
会
で
菓
子
博

大
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
人
気
と
実
力
を
兼
ね
備

え
た
和
洋
菓
子
専
門
店
だ
。

と
こ
ろ
が
、
三
代
目
で
あ
る
相
談
者
の
父
親

が
予
期
せ
ず
長
期
の
病
気
療
養
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
パ

テ
ィ
シ
エ
で
あ
る
中
堅
従
業
員
が
産
休
に
入
る
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課
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で
の
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イ
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ラ
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主
婦
が

手
作
り
猫
グ
ッ
ズ
の

海
外
展
開
に
挑
戦
し

売
上
2
0
0
％
超

趣
味
が
高
じ
て
猫
グ
ッ
ズ
を
自
作
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
公
開
し
た
と
こ
ろ
評
判

を
呼
び
事
業
に
ま
で
成
長
。
思
い
が
け
ず

海
外
か
ら
独
占
販
売
権
が
欲
し
い
と
申
し

入
れ
を
受
け
戸
惑
う
が
、
実
務
を
通
し
て
、

海
外
と
の
取
引
の
感
触
を
つ
か
ん
で
ゆ
く
。

不動産管理業の傍ら手作りペット用品
のインターネット販売ならびに卸売り
を行っている。商材は主に自社で開
発したオリジナル商品である。素材に
こだわったハンドメイド商品で、フェル
ト製のボールのおもちゃ「コロコロボ
ール」オーガニックコットン製の「猫用
ぬいぐるみ」など、人気商品多数。

4

思いがけず韓国から

独占契約権取得の

申し入れを受け戸惑い

123

埼玉県
有限会社
オガワ・ランド・エイジェント

海外取引の注意点を
示した上で商慣習の違いや
ノウハウを実務を通して
掴むことを助言

販売代理店契約書に
無事調印。

前年比200％超の
売上げを達成した。

当拠点がサポートする形で
主体的に海外取引に取り組み

次第に取引に
自信が持てるように

フェルト製のボールのおもちゃ「コロコロボール」　　海外展開にチャレンジした相談者
「コロコロボール」で遊ぶ猫　　オーガニックコットン製の「猫用ぬいぐるみ」
1
3

2
4

4 3 2 1

は
、
個
人
が
海
外
か
ら
商
品
を
輸
入
す
る
こ
と

は
珍
し
く
は
な
い
が
、
会
社
の
事
業
と
し
て
継

続
し
て
取
引
を
行
っ
て
い
く
に
は
、
リ
ス
ク
や

ト
ラ
ブ
ル
も
覚
悟
し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
、
実
務
を
通
し
て
習
得
す
る
こ
と
を

相
談
者
に
提
案
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
な
る

べ
く
直
接
先
方
と
や
り
と
り
を
す
る
よ
う
推
奨

し
た
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
地
域
の
ペ
ッ
ト
市
場
の
情
報

収
集
に
つ
い
て
は
、
J
E
T
R
O
関
東
貿
易
情

報
セ
ン
タ
ー
に
支
援
を
依
頼
し
、
基
本
的
な
デ

ー
タ
の
収
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
の
ペ

ッ
ト
市
場
が
急
激
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。

実
務
を
通
し
て

海
外
と
の
取
引
に
手
ご
た
え

韓
国
の
販
売
代
理
店
契
約
に
つ
い
て
は
、
英

文
の
販
売
代
理
店
契
約
書
の
雛
形
を
渡
し
た
う

え
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
。
海
外
取
引
の
場
合
、

将
来
起
こ
り
う
る
ト
ラ
ブ
ル
や
考
え
方
の
相
違

を
想
定
し
、
出
来
る
限
り
詳
し
く
契
約
内
容
を

取
り
決
め
て
お
く
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
っ

た
。韓

国
の
販
売
代
理
店
が
要
求
し
て
い
る
独
占

販
売
権
に
つ
い
て
は
、
最
初
か
ら
認
め
る
こ
と

は
せ
ず
に
、
ま
ず
は
非
独
占
販
売
権
を
与
え
て

様
子
を
み
て
、
任
せ
そ
う
な
ら
後
か
ら
独
占
販

売
権
に
切
り
替
え
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
で
も
、
ま
ず

は
自
分
の
こ
と
ば
（
英
文
）
で
考
え
て
も
ら
い
、

C
O
が
確
認
し
、
修
正
案
を
ア
ド
バ
イ
ス
。
価

格
や
納
期
を
含
め
、
遠
慮
せ
ず
こ
ち
ら
の
主
張

を
相
手
に
ぶ
つ
け
る
こ
と
で
、
意
思
疎
通
が
深

ま
る
こ
と
を
実
感
し
て
頂
い
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、
タ
イ
か
ら
の

鈴
の
輸
入
も
主
体
的
に
取
り
組
み
、
英
文
で
の

や
り
と
り
も
自
信
を
持
ち
つ
つ
あ
る
。

海
外
の
販
路
を
掴
み

売
上
2
0
0
％
超

韓
国
の
販
売
代
理
店
と
の
間
で
は
、
平
成

2
8
年
6
月
1
5
日
、
販
売
代
理
店
契
約
書

に
無
事
調
印
し
た
。
販
売
開
始
後
、
韓
国
か
ら

は
3
ヶ
月
毎
に
ま
と
ま
っ
た
受
注
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
コ
ロ
コ
ロ
ボ
ー
ル
は

B
E
N
Y
C
A
T
の
シ
ョ
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
人
気

商
品
と
な
っ
て
い
る
他
、
平
成
2
8
年
に
は
猫

が
主
役
の
韓
国
ド
ラ
マ
「
想
像
ね
こ
」
に
同
社

の
お
も
ち
ゃ
が
使
用
さ
れ
、
さ
ら
に
人
気
を
集

め
た
。
売
上
げ
ベ
ー
ス
で
見
る
と
、
海
外
販
売

を
始
め
た
平
成
2
8
年
は
前
年
比
2
0
0
％
超

の
売
上
げ
を
達
成
し
た
。
ま
た
、
タ
イ
か
ら
の

鈴
の
輸
入
に
つ
い
て
も
仕
入
は
順
調
に
進
捗
し

て
い
る
。

相
談
者
は
「
C
O
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
は
、

海
外
展
開
に
取
り
組
む
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
。

平
成
2
9
年
1
1
月
に
は
当
拠
点
な
ら
び
に
上

尾
商
工
会
議
所
の
支
援
に
よ
り
台
湾
で
の
展
示

会
に
も
出
展
し
、
ブ
ー
ス
を
訪
問
し
た
企
業
と

の
間
で
台
湾
に
お
け
る
販
売
代
理
店
契
約
の
交

渉
中
で
あ
る
。」
と
、
ア
ジ
ア
ペ
ッ
ト
市
場
で
の

更
な
る
躍
進
に
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

交
渉
を
含
む
、
鈴
の
輸
入
に
関
す
る
一
連
の
業

務
に
つ
い
て
も
支
援
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望

も
あ
っ
た
。

経
験
が
な
い
中
で

海
外
と
直
接
取
引

相
談
者
の
本
業
は
不
動
産
業
だ
が
、
趣
味
が

高
じ
て
猫
グ
ッ
ズ
を
自
作
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
公
開
し
た
と
こ
ろ
評
判
を
呼
び
事
業
に
ま

で
成
長
し
て
き
た
。
思
い
が
け
ず
海
外
か
ら
販

売
代
理
店
に
な
り
た
い
と
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ

り
、
海
外
展
開
は
全
く
念
頭
に
な
か
っ
た
の
で
、

海
外
取
引
の
イ
ロ
ハ
を
教
え
て
欲
し
い
と
の
相

談
に
応
え
る
こ
と
と
し
た
。

当
拠
点
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
以
下
C
O
）

海
外
か
ら
の

引
き
合
い
に
戸
惑
い

平
成
2
6
年
に
猫
用
品
の
専
門
店
と
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
n
e
c
o
n
o
」

を
楽
天
市
場
に
オ
ー
プ
ン
、
ペ
ッ
ト
グ
ッ
ズ
の

販
売
を
開
始
し
た
。
平
成
2
8
年
4
月
に
、
日

本
の
楽
天
市
場
を
見
た
韓
国
の
卸
販
売
業
者
か

ら
連
絡
が
あ
り
、
独
占
販
売
権
が
欲
し
い
と
申

し
入
れ
が
あ
り
、
海
外
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
当
拠
点
を
訪
れ
た
。

ま
た
、
タ
イ
か
ら
シ
ル
バ
ー
製
の
鈴
を
仕
入
れ
、

日
本
製
の
革
紐
と
組
み
合
わ
せ
て
、
猫
用
本
革

首
輪
と
し
て
販
売
し
た
い
と
思
っ
た
が
、
海
外

か
ら
の
仕
入
れ
も
初
め
て
で
あ
り
、
タ
イ
の
鈴

メ
ー
カ
ー
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
の
取
り
方
、
価
格

9394

売
上
拡
大

〔
小
売
・
卸
売
・
医
療
・
福
祉
〕



課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

「
何
を
」

「
ど
う
見
せ
る
か
」に

注
力
し
店
舗
売
上
が
5
倍
に

千葉県柏市光ヶ丘団地内の商店街に
てキムチ製造小売店を経営。「完全
無添加」に特化し、主力の白菜キムチ
「頂」を中心に、野菜系、魚介系キムチ
や惣菜を展開。「赤い唐揚　キム唐」
は日本唐揚協会が主催する「からあげ
グランプリ」2016年、2017年に金賞を
受賞している。

4 123

有限会社ワタマン
千葉県

完
全
無
添
加
の
キ
ム
チ
を
製
造
・
販
売
す

る
相
談
者
。
地
域
に
根
ざ
し
た
店
舗
づ
く

り
が
し
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
も
の
の
、

伸
び
悩
む
直
営
店
の
売
上
げ
。
明
確
な
自

社
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
伝
え
る
べ
く
、「
何

を
」「
ど
う
見
せ
る
か
」を
再
検
討
し
、地

域
に
愛
さ
れ
る
店
舗
作
り
を
目
指
す
。

取り組みから 4ヶ月で

支援開始時の約 5倍の

売上げを達成

化学調味料0%のキムチを

販売するも直営店での

販売が芳しくない

団地内商店街の
一角という立地。
店頭で同店の良さが
伝え切れていない

レイアウトや POP、
ビジュアルパネルなど、
見せ方を再検討し

明快にお店の売りを発信

売
上
拡
大

〔
小
売
・
卸
売
・
医
療
・
福
祉
〕

伝
え
き
れ
て
い
な
い
状
況
だ
と
分
析
し
た
。

ま
た
、
高
い
確
率
で
リ
ピ
ー
ト
購
買
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
事
実
か
ら
、
敷
居
を

下
げ
、
初
め
て
の
お
客
様
が
入
店
し
や
す
い
店

舗
を
つ
く
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
認
識
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
明
快
な
コ
ン
セ
プ
ト
と
圧
倒

的
な
特
徴
を
持
っ
た
商
品
群
の
「
何
を
」「
ど
う

見
せ
る
か
」
に
注
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

た
。
当
時
、
商
品
ア
イ
テ
ム
数
も
多
く
手
書
き

P
O
P
で
の
訴
求
が
主
な
手
法
だ
っ
た
が
、「
頂
」

「
キ
ム
唐
」
を
主
力
商
品
と
し
て
「
見
え
る
化
」

し
、
少
量
で
も
一
度
購
入
し
て
い
た
だ
き
、「
次

回
、
他
の
商
品
も
利
用
し
た
い
」
と
い
う
需
要

を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
重
要
だ
と
判
断
し
た
。

店
舗
の
入
り
や
す
さ
と
、

商
品
の
見
や
す
さ
を
改
善

解
決
策
の
立
案
・
実
行
に
当
た
っ
て
は
、
当

拠
点
内
の
商
業
空
間
づ
く
り
専
門
の
岩
瀬
C
O

と
デ
ザ
イ
ン
専
門
の
相
田
C
O
が
連
携
し
て
対

応
。
店
内
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
は
、「
店
舗
に

入
り
や
す
く
」「
商
品
を
見
や
す
く
」
を
ポ
イ
ン

ト
に
手
書
き
P
O
P
な
ど
を
整
理
整
頓
す
る
た

め
、
掲
示
す
る
位
置
や
P
O
P
の
大
き
さ
を
具

体
的
に
助
言
。

さ
ら
に
、
来
店
者
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
た
め
に
レ
ジ
周
り
レ
イ
ア
ウ
ト
を

見
直
す
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
な
っ
た
。

そ
の
上
で
、
他
相
談
で
も
効
果
を
上
げ
て
い

る
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
パ
ネ
ル
」
を
新
た
に
制
作
す

る
こ
と
で
認
知
度
を
あ
げ
る
提
案
を
し
た
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
パ
ネ
ル
の
制
作
に
当
た
っ
て
は

デ
ザ
イ
ン
専
門
の
相
田
C
O
よ
り
、
デ
ザ
イ
ン

は
も
ち
ろ
ん
従
来
多
用
さ
れ
て
い
た
美
味
し
い

な
ど
の
「
感
覚
表
現
」
を
、
む
し
ゃ
む
し
ゃ
食

べ
る
と
い
う
「
具
体
的
動
作
」
に
関
わ
る
ワ
ー

ド
に
変
更
、「
無
添
加
」
を
意
識
的
に
織
り
交
ぜ

る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
を
印
象
的
に
伝
え
る
こ
と

を
考
え
た
結
果
「
無
添
加
キ
ャ
ッ
プ
」
の
制
作

も
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
相
談
者
は
こ
れ
ら
を
実
行

に
移
し
た
。

店
舗
売
上
が

支
援
開
始
時
の
約
5
倍
に

取
組
み
の
結
果
、
わ
ず
か
4
ヶ
月
で
支
援
開

始
時
の
約
５
倍
の
売
上
げ
を
達
成
。
こ
の
数
字

は
、
以
降
継
続
中
で
あ
る
。
相
談
者
は
支
援
を

振
り
返
り
「
親
身
に
相
談
を
聞
い
て
く
だ
さ
る

の
で
、
大
変
や
り
易
か
っ
た
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
実
現
性
の
高
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
く
つ
も
い

た
だ
い
た
の
で
、
私
も
可
能
な
限
り
、
全
て
実

行
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
」
と
満
足

げ
に
語
っ
た
。

を
紹
介
さ
れ
相
談
に
至
っ
た
。

商
品
群
の
中
の
「
何
を
」

「
ど
う
見
せ
る
」
か
が
課
題

対
応
し
た
清
水
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下

C
O
）
は
、
相
談
者
の
経
営
状
況
や
特
徴
、
外

部
環
境
な
ど
を
幅
広
く
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
当
店

舗
の
課
題
を
整
理
し
た
。

当
店
舗
は
団
地
内
商
店
街
の
一
角
に
あ
り
、

主
な
来
客
者
は
団
地
住
人
。
新
規
顧
客
獲
得
は

口
コ
ミ
に
依
存
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。
商
店
街

全
体
と
し
て
変
化
が
あ
っ
て
も
見
え
づ
ら
い
傾

向
が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
明
確
な
コ
ン
セ

プ
ト
を
持
っ
て
い
る
当
店
の
良
さ
が
ま
だ
ま
だ

実
店
舗
で
の

販
売
に
悩
み

相
談
者
は
、「
自
然
の
素
材
だ
け
で
美
味
し
く

安
全
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
る
キ
ム
チ
は

出
来
な
い
も
の
か
」
と
思
考
。
約
2
0
年
の
歳

月
を
か
け
化
学
調
味
料
0
％
「
全
部
自
然
の
も

の
か
ら
作
り
ま
し
た
」
と
言
え
る
キ
ム
チ
を
開

発
し
た
。

こ
の
キ
ム
チ
を
中
心
と
し
た
商
品
を
、
通
販
・

業
務
用
（
卸
売
）・
直
営
店
で
販
売
す
る
中
で
、

直
営
店
で
の
販
売
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。
相
談

者
が
、
直
営
店
で
の
一
般
消
費
者
向
け
販
売
を

増
や
す
べ
く
、
地
域
に
根
ざ
し
た
店
舗
づ
く
り

に
つ
い
て
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
商
店
会
活
性

化
の
一
環
で
連
携
す
る
柏
市
役
所
か
ら
当
拠
点

完全無添加のキムチの製造・販売を行う相談者　　ビジュアルパネル設置前の店舗
ビジュアルパネル設置後の店舗　　　 無添加、具体的動作に関わるワードを使用したビジュアルパネル
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介
護
事
業
を
営
む
相
談
者
は
、
公
的
介

護
保
険
制
度
の
限
界
を
感
じ
、
独
自
性

の
高
い
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。「
従

業
員
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
」「
専
門

職
に
も
経
営
的
視
点
を
持
た
せ
る
」組

織
づ
く
り
で
、
人
手
不
足
に
あ
え
ぐ
業

界
の
常
識
を
覆
し
て
い
く
。

売
上
拡
大

〔
小
売
・
卸
売
・
医
療
・
福
祉
〕

強
み
を
活
か
す
戦
略
で

売
上
約
7
倍
達
成

人
手
不
足
も
改
善

介護事業を都内２か所で営んでいる
創業2年目の会社。介護事業に取り組
む事業者の中にあっては、創業当初よ
り公的介護保険制度の限界を見定め
た、公的介護保険事業に頼らない展
開を進めている点が特徴的であり、旅
行や音楽療法等を取り入れた独自の
保険外サービスを開発している。
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株式会社カレア
東京都

多様なスキルを持つ人材の
確保と既存スタッフの
モチベーション向上が
図られ離職率を改善

公的介護保険制度に

限界を感じ、

新サービス作りに着手

経営者の考えを整理。
業界に蔓延する人手不足に
対し介護業界以外からの
人材確保を提案

ヘルパーなどの
専門性にこだわらず
マネジメントに長けた
人材確保を推進

太極拳プログラム　　介護人財育成を支援する講座やセミナーも開催
「やってみたい」を叶えるカジノプログラム　　「カラダ」を鍛えるためのサポートも実施
1
3

2
4

4 3 2 1

手
不
足
も
経
営
の
脅
威
で
あ
る
事
か
ら
、
介
護

業
界
以
外
か
ら
の
人
材
確
保
を
提
案
し
た
。

独
自
性
の
あ
る
介
護
事
業
と

離
職
さ
せ
な
い
組
織
づ
く
り

介
護
事
業
は
、
地
域
性
の
強
い
事
業
で
あ
り
、

当
社
に
お
い
て
は
直
営
事
業
所
が
あ
る
大
田

区
、
中
野
区
の
各
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
地

域
密
着
型
の
事
業
戦
略
が
必
要
で
あ
る
。
競

合
の
厳
し
い
地
域
密
着
型
通
所
介
護
と
、
希

少
性
あ
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
組

み
合
わ
せ
て
展
開
し
て
お
り
、
地
域
住
民
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
等
に
わ
か
り
や
す
い
広
報
を
継
続
さ

せ
る
こ
と
で
、
地
域
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
確

固
た
る
も
の
に
な
る
と
提
案
。

ま
た
独
自
の
介
護
保
険
外
事
業
の
展
開
は
、

同
業
者
等
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
活

か
せ
る
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、
独
自
性
の
あ

る
事
業
分
野
へ
と
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
あ
る

意
味
、
介
護
保
険
制
度
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い

新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
作
る
と
い
う
、
先
駆
者

と
な
る
う
る
チ
ャ
ン
ス
が
う
か
が
え
る
と
評
価

し
、
推
進
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

一
方
経
営
の
脅
威
と
な
る
、
人
材
・
人
手
不

足
へ
の
対
策
と
し
て
、
同
社
に
は
、
創
業
を
共

に
支
え
潜
在
能
力
を
備
え
た
複
数
の
人
材
が
い

る
。
一
つ
は
、
こ
の
貴
重
な
人
材
に
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
、
サ
ポ
ー
ト
し
、
成
功
体
験
を
さ
せ
て

い
く
こ
と
で
、
業
界
随
一
の
人
財
に
育
て
上
げ

る
こ
と
を
提
案
す
る
。
同
時
に
、
直
営
事
業
所

に
お
い
て
は
、
介
護
保
険
制
度
に
則
っ
た
事
業

所
の
組
織
体
制
を
固
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

零
細
企
業
か
ら
、
中
小
、
中
堅
に
成
長
さ
せ
る

展
望
を
有
す
る
な
ら
ば
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
専

門
職
に
こ
だ
わ
ら
ず
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
長
け
た

人
材
の
募
集
を
行
な
う
と
共
に
、
介
護
専
門
職

の
人
に
独
自
事
業
の
企
画
や
運
営
を
担
わ
せ
経

営
的
な
視
点
を
持
た
せ
任
せ
て
い
く
こ
と
で
組

織
づ
く
り
と
合
わ
せ
た
中
・
長
期
事
業
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

こ
れ
を
受
け
相
談
者
は
、
事
業
ジ
ャ
ン
ル
に

分
け
て
、
一
つ
一
つ
に
取
り
組
み
目
標
と
事
業

計
画
を
策
定
。
ま
た
、
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
取
り
組

み
と
し
て
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
や

公
的
機
関
の
セ
ミ
ナ
ー
に
登
壇
し
た
。

取
り
組
み
の
成
果
が

目
に
見
え
る
数
字
に

強
み
を
活
か
し
な
が
ら
事
業
運
営
を
後
押
し

し
た
結
果
、
創
業
2
年
で
、
年
商
1
,
2
0
0

万
円
か
ら
8
,
6
0
0
万
円
に
急
成
長
を
果
た

し
た
。
ま
た
、
独
自
の
保
険
外
事
業
の
取
組
み

に
よ
っ
て
難
題
突
破
型
の
志
向
を
持
っ
た
人
材

育
成
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
多
様
な
ス
キ
ル
を

持
つ
人
材
の
採
用
と
既
存
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
向
上
が
図
ら
れ
離
職
率
を
改
善
。
業

界
の
抱
え
る
人
材
不
足
の
課
題
を
乗
り
越
え
る

成
果
と
な
っ
た
。

相
談
者
の
想
い
を

丁
寧
に
整
理

対
応
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下

C
O
）
は
、
以
下
の
視
点
か
ら
課
題
を
整
理
。

経
営
者
の
熱
意
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
顕
在
化
を
後
押

し
し
た
。

ま
ず
、
強
み
と
い
え
る
の
が
独
自
性
、
開
発
力
、

地
域
戦
略
の
点
で
、
将
来
性
・
成
長
性
を
感
じ

る
素
材
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
こ
と
。

一
方
で
弱
み
と
捉
え
た
の
が
、
経
営
実
績
、

事
業
基
盤
、
人
材
育
成
の
点
で
、
ま
だ
創
業
段

階
に
あ
り
、
実
績
を
作
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る

こ
と
。
着
実
に
収
益
体
質
を
確
立
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
利
用
者
を
増
や
す
方
策
を
示
し
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
介
護
業
界
に
蔓
延
す
る
人

創
業
時
か
ら

継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト

相
談
者
が
当
拠
点
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
創
業
の
会
社
づ
く
り
の
段
階
か
ら
。
介

護
事
業
経
験
を
活
か
し
た
独
立
で
、
そ
の
豊
富

な
経
験
か
ら
、
公
的
介
護
保
険
事
業
の
限
界
を

見
極
め
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
に
関
連
し

て
、
幅
広
い
相
談
が
あ
っ
た
。

一
方
で
、
一
度
聞
い
た
だ
け
で
は
そ
の
全
容

を
つ
か
め
な
い
ほ
ど
、
取
り
組
み
分
野
が
多
岐

に
わ
た
っ
て
お
り
、
経
営
者
の
考
え
を
整
理
し

て
い
く
こ
と
が
、
相
談
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。
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九谷焼や山中漆器を活用した「こども茶道具セット」　　イベントで販売した茶道具や茶碗
試作段階の「干支ゲーム」　　石川県の伝統工芸を活かした商品開発を行う相談者

1
3

2
4

4 3 2 1

伝
統
工
芸
品
を
使
っ
た

こ
ど
も
用
茶
道
具
の

開
発
に
よ
る

新
市
場
の
開
拓

石
川
県
の
伝
統
工
芸
を
使
っ
て
介
護
施
設
の

利
用
者
を
、
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
新

商
品「
干
支
ゲ
ー
ム
」を
開
発
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
相
談
者
。
介
護
施
設
に
販
路

が
な
い
中
、
ま
ず
は
実
績
の
あ
る
幼
稚
園
な

ど
を
販
路
と
す
る
商
品
開
発
に
取
り
掛
か
る
。

石川県内で就学前の幼児が通う幼稚
園・保育所・こども園などに対する総
合カタログから、要望のあった備品を
取り寄せて納入するという事業を行っ
ている。創業は1992年。当時勤めて
いた会社から、金沢市に隣接する野々
市市で県内を市場とする事業を引き継
ぐ形で創業した。
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有限会社ハセガワ教材
石川県

試験的に販売したこども用の

茶道具で想定以上の売上げ。

「干支ゲーム」の開発にも着手

石川県の伝統工芸を使って

介護施設の利用者向けの新商品

「干支ゲーム」を開発を構想

作家とのマッチングのため

実績のある幼稚園などを

販路とする商品開発を優先

「こども茶道具」

「学校茶道用茶道具」を開発。

幼稚園への営業活動を開始

な
い
こ
と
。
相
談
者
が
茶
道
を
嗜
ん
で
お
り
、

地
元
で
盛
ん
な
茶
道
を
情
操
教
育
の
た
め
に
も

勧
め
た
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
。
県
内
に
、
茶

道
に
関
心
の
あ
る
園
長
が
運
営
す
る
、
茶
道
教

室
を
開
設
す
る
幼
稚
園
が
複
数
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
も
と
に
、「
干
支
ゲ
ー
ム
」

が
デ
ザ
イ
ン
に
要
す
る
費
用
負
担
や
、
具
体
的

な
販
路
開
拓
の
課
題
が
あ
り
、
補
助
金
等
の
公

的
支
援
を
受
け
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
挑
戦
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
あ
る
程
度
の
需
要
が

見
込
ま
れ
な
け
れ
ば
、
作
家
を
見
つ
け
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
実
績
の
あ
る
幼

稚
園
な
ど
を
販
路
と
す
る
商
品
開
発
を
優
先
的

に
行
な
う
事
を
提
案
し
た
。

こ
ど
も
茶
道
具
セ
ッ
ト
が

発
明
く
ふ
う
展
で
入
賞

九
谷
焼
研
修
所
か
ら
紹
介
さ
れ
た
九
谷
焼
作

家
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
こ
ど
も
用
抹
茶
椀

と
し
て
提
供
す
る
複
数
種
の
図
柄
を
決
定
。
商

品
種
類
に
応
じ
た
調
達
ル
ー
ト
を
個
別
に
紹
介

し
て
も
ら
い
、
販
売
可
能
な
体
制
を
構
築
。
予

算
の
区
切
り
と
な
る
年
度
末
ま
で
に
成
約
す
る

よ
う
、
茶
道
に
関
心
の
あ
る
園
長
に
具
体
的
な

営
業
活
動
を
開
始
し
た
。

さ
ら
に
は
石
川
県
産
業
創
出
支
援
機
構
主
催

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。
今
回
開
発
し
た
商
品

を
「
こ
ど
も
茶
道
具
」「
学
校
茶
道
用
茶
道
具
」

と
し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

で
販
売
す
る
体
制
を
構
築
し
た
。
こ
れ
ら
の
結

果
、
今
回
開
発
し
た
「
こ
ど
も
用
抹
茶
茶
碗
（
九

谷
焼
）」「
山
中
漆
器
こ
ど
も
用
棗
」「
山
中
塗
こ

ど
も
用
茶
筅
」
を
１
セ
ッ
ト
と
す
る
「
こ
ど
も

茶
道
具
セ
ッ
ト
」
を
、
石
川
県
発
明
協
会
主
催

の
発
明
く
ふ
う
展
に
出
展
し
た
と
こ
ろ
入
賞
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
名
産
品
に
乏
し
い
野
々
市
市
に
新
た

な
名
産
品
に
な
り
得
る
商
品
を
創
り
出
し
て
も

ら
え
な
い
か
と
の
打
診
が
あ
り
、「
干
支
ゲ
ー
ム
」

を
提
案
し
て
、
必
要
な
試
作
の
費
用
に
つ
い
て

公
的
支
援
を
受
け
る
た
め
に
小
規
模
事
業
者
持

続
化
補
助
金
を
申
請
し
た
。

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が

売
上
げ
が
伸
び
始
め
て
い
る

こ
ど
も
用
の
茶
道
具
は
、
初
年
度
の
試
験
販

売
と
し
て
取
り
扱
い
、
茶
碗
1
7
個
、
菓
子
器

3
個
、
整
理
茶
箱
2
個
で
約
8
万
円
を
売
上
げ
た
。

「
第
２
７
回
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
野
々
市
大
会
」
で

は
、
大
人
用
抹
茶
茶
碗
４
個
、
こ
ど
も
用
抹
茶

茶
碗
2
個
、
マ
グ
カ
ッ
プ
2
個
で
約
3
.
4
万

円
を
売
上
げ
た
。
そ
の
後
、
園
児
が
壊
し
た
茶

碗
の
注
文
や
、「
椿
」
図
柄
の
九
谷
焼
皿
な
ど
を

想
像
以
上
に
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
干
支
ゲ
ー
ム
」
に
つ
い
て
は
、
試
作
に
つ
い

て
持
続
化
補
助
金
の
採
択
を
受
け
た
こ
と
や
、

事
業
者
の
堅
実
な
取
組
み
が
認
識
さ
れ
て
き
た

た
め
、
幼
稚
園
な
ど
を
販
路
と
す
る
「
お
食
い

初
め
セ
ッ
ト
」
な
ど
の
新
商
品
に
対
す
る
事
業

者
の
ア
イ
デ
ア
と
と
も
に
、
九
谷
焼
研
修
所
と

山
中
漆
器
セ
ン
タ
ー
か
ら
対
応
す
る
作
家
を
紹

介
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

後
日
相
談
の
申
込
み
を
し
、
来
訪
相
談
に
至
っ
た
。

社
長
の
意
思
を
伺
い
、

事
業
の
方
向
性
を
見
極
め
る

担
当
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
O
）
は
、
九

谷
焼
、
山
中
漆
器
の
作
成
者
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と

い
う
希
望
を
、
地
元
の
観
光
資
源
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
る
も
の
と
考
え
、
公
的
機
関
で
あ
る
石
川
県
立
九

谷
焼
技
術
研
修
所
（
以
下
九
谷
焼
研
修
所
）
と
石
川

県
立
山
中
漆
器
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
（
以
下
山
中
漆

器
セ
ン
タ
ー
）
と
相
談
者
を
つ
な
い
だ
。

一
方
で
、
今
後
の
方
針
を
検
討
す
る
た
め
、

相
談
者
の
事
業
に
対
す
る
想
い
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
。

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
幼
稚
園
を
固
定
客
と

す
る
一
方
で
、
介
護
施
設
に
は
確
実
な
販
路
が

伝
統
工
芸
品
を
活
用
し
た

新
商
品
開
発

堅
実
に
本
来
の
事
業
を
継
続
し
て
い
た
相
談

者
は
、
事
業
が
安
定
し
て
き
た
た
め
、
介
護
施

設
の
利
用
者
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
新

商
品
を
開
発
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
低
度
の
認
知
症
を
患
っ
た
高
齢

者
が
症
状
の
進
行
を
抑
え
る
た
め
に
、
干
支
を

模
し
た
人
形
を
一
定
の
ル
ー
ル
で
動
か
す
と
い

う
「
干
支
ゲ
ー
ム
」
の
開
発
で
あ
っ
た
。
人
形

に
は
、
石
川
県
の
伝
統
工
芸
で
あ
る
九
谷
焼
や

山
中
漆
器
の
活
用
を
検
討
、
介
護
施
設
だ
け
で

な
く
、
近
年
増
加
し
て
い
る
外
国
人
観
光
客
用

の
土
産
物
に
も
、
と
い
う
狙
い
だ
。
そ
こ
で
相

談
者
は
、
当
拠
点
が
開
催
し
た
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。

な
つ
め

ち
ゃ
せ
ん
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

デ
ザ
イ
ン
を

キ
ー
に
し
た

最
高
級
の
商
品
開
発
で

売
上
拡
大

数
年
前
か
ら
出
汁
パ
ッ
ク「
黄
金
の
だ
し
」

を
国
内
・
海
外
に
向
け
販
売
し
、
あ
る
程
度

の
販
路
を
開
拓
し
て
い
た
相
談
者
。
こ
れ
を

さ
ら
に
伸
ば
し
た
い
と
考
え
た
が
先
行
す
る

メ
ー
カ
ー
の
存
在
が
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、

最
高
ラ
ン
ク
の
商
品
を
海
外
富
裕
層
向
け
に

開
発
す
る
と
い
う
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

開発した商品が香港の

展示会で完売。

3ヶ月で120万弱の売上げ

4

高価格帯出汁パック

市場に圧倒的認知度の

メーカーの存在

同社の商品には無添加・

食塩不使用の商品がなく

競争力が不足

海外富裕者層向けに

最高ランクの商品を

開発することを助言

123

福井県

現社長の父がおぼろ昆布職人から創
業したことから、手すきおぼろ昆布を
はじめとして出汁用昆布や昆布関連商
品を製造。直営店及びオンラインショ
ップ、百貨店の催事などで販売してい
る。「北前船」の商売のあり方に学び、
それまで屋号として使っていた「北前
船」を社名に取り入れ、一昨年社名も
変更している。

株式会社北前船のカワモト

最高級の原価をかけた「心」をはじめとする出汁パックを展開　　北前船のカワモト本社、直営店（味の銘品館）
本社直営店、店内の様子　　出汁パックで海外市場の開拓を目指す相談者

1
3

2
4

4 3 2 1

外
展
開
を
先
取
り
し
て
行
っ
た
だ
け
で
な
く
、

無
添
加
や
食
塩
不
使
用
の
製
品
で
あ
る
、
と
い

う
点
に
も
あ
る
。
同
社
の
製
品
に
は
、
無
添
加

で
か
つ
食
塩
不
使
用
の
も
の
が
な
く
、
香
港
や

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
富
裕
層
向
け
商
品
と
し

て
は
競
争
力
が
不
足
し
て
い
た
の
だ
。

ま
た
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や
ネ
ー
ミ
ン

グ
も
洗
練
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
不
足
し
て
お
り
、

日
系
の
百
貨
店
で
の
取
扱
は
あ
る
も
の
の
、
仕

入
商
品
の
種
類
が
限
ら
れ
て
お
り
、
大
き
な
売

場
の
獲
得
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
。

世
界
に
挑
む
最
高
品
質
の

出
汁
が
完
成

当
拠
点
の
C
O
は
、
商
品
の
見
直
し
と
販
路

の
選
定
の
二
つ
の
側
面
で
解
決
策
を
提
示
。

無
添
加
、
食
塩
不
使
用
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
国
内
よ
り
も
海
外
の
富
裕
層
が
強
く
反
応
す

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
た
め
、
海
外
の
富
裕

層
向
け
の
商
品
と
し
て
開
発
を
行
い
、
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
て
国
内
に
も
投
入
す
る
と
い
う
考
え

方
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
提
言
。
最
高
ラ
ン
ク

の
商
品
を
つ
く
る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
、
ネ
ー
ミ
ン

グ
に
つ
い
て
、
従
来
は
商
品
の
表
面
に
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
盛
り
込
ん
で
お
か
な
い
と
消

費
者
に
商
品
を
選
ん
で
も
ら
え
な
い
、
と
い
う

感
覚
が
強
く
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
書
き
込
ん
で

い
た
。
こ
れ
を
根
本
的
に
変
更
し
必
要
最
小
限

の
情
報
に
絞
り
込
み
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
仕

上
が
り
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
れ
を
受

け
相
談
者
は
、
材
料
の
品
質
や
構
成
、
味
、
全

て
の
面
で
満
足
で
き
る
レ
ベ
ル
の
商
品
を
短
期

間
で
開
発
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
関

し
て
は
、
海
外
・
国
内
両
方
使
う
も
の
と
し
て

当
拠
点
か
ら
提
案
し
た
「
心
」
一
文
字
を
使
う

こ
と
を
決
断
し
た
。

最
高
級
の
原
価
を
か
け
て
い
る
商
品
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
在
庫
を
持
つ
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
と

と
も
に
、市
場
の
需
要
を
喚
起
す
る
た
め
に
も
、

販
売
先
を
海
外
と
大
市
場
で
あ
る
東
京
と
敦
賀

本
社
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、

情
報
発
信
と
し
て
県
内
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
記

者
発
表
を
提
案
。
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
作
り
方

と
当
日
ま
で
の
記
者
と
の
調
整
な
ど
も
C
O
が

中
心
と
な
っ
て
お
こ
な
っ
た
。

展
示
会
で
製
品
が
完
売

新
た
な
引
き
合
い
も

記
者
発
表
の
2
週
間
後
に
行
わ
れ
た
香
港
で

の
展
示
会
に
お
い
て
持
参
し
た
製
品
が
完
売
（
約

2
4
万
円
相
当
）。
こ
れ
ま
で
も
取
引
の
あ
っ
た

香
港
そ
ご
う
か
ら
、
新
商
品
の
発
注
と
共
に
こ

れ
ま
で
取
り
扱
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
他
の
商
品

も
全
て
発
注
を
も
ら
っ
た
。

関
東
圏
の
小
売
店
か
ら
予
想
を
超
え
る
発
注

が
あ
り
、
発
売
3
ヶ
月
で
1
2
0
万
円
弱
の
売

上
げ
を
達
成
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
商
品
も
市
場

投
入
後
の
立
ち
上
が
り
が
遅
く
、
そ
れ
な
り
の

売
上
規
模
に
達
す
る
ま
で
は
時
間
が
か
か
っ
て

い
る
が
、
比
較
的
順
調
に
立
ち
上
が
っ
た
。

初
回
の
相
談
で
会
社
の
事
業
概
要
を
確
認
し
、
国

内
販
売
、海
外
販
売
、そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
に
つ

い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
数
年
前
か
ら
販

売
し
て
い
る
「
黄
金
の
だ
し
」
は
、
減
塩
タ
イ

プ
の
も
の
や
徳
用
パ
ッ
ク
、
野
菜
だ
け
の
出
汁

パ
ッ
ク
な
ど
を
開
発
し
て
市
場
に
投
入
。
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
る
大
手
メ
ー
カ
ー
が
主

体
の
廉
価
品
市
場
と
高
価
格
品
市
場
に
二
分
さ

れ
る
出
汁
パ
ッ
ク
市
場
で
、
当
社
は
高
価
格
品

市
場
に
参
入
し
て
い
る
。
こ
の
市
場
は
、
全
国

の
百
貨
店
を
中
心
に
直
営
店
を
展
開
し
て
い
る

日
本
の
メ
ー
カ
ー
が
、
消
費
者
の
認
知
度
で
は

圧
倒
的
に
高
く
、
こ
の
牙
城
を
崩
す
の
は
容
易

で
は
な
い
。
こ
れ
は
海
外
に
お
い
て
も
同
様
の

状
況
で
あ
っ
た
。

先
行
ブ
ラ
ン
ド
の
強
み
は
、
市
場
展
開
、
海

国
内
外
へ
の
更
な
る
展
開

そ
の
課
題
は

相
談
者
は
、
数
年
前
か
ら
「
黄
金
の
だ
し
」
と

い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
粉
末
の
昆
布
と
鰹
節
な
ど

を
ブ
レ
ン
ド
し
た
出
汁
を
、
紙
パ
ッ
ク
で
個
包
装

し
た
出
汁
パ
ッ
ク
を
販
売
。
国
内
・
海
外
に
向
け

た
商
品
の
販
売
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
あ
る
程
度

の
販
路
開
拓
は
実
現
。
し
か
し
、
こ
れ
を
更
に
伸

ば
し
て
い
く
上
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
整
理
し

た
い
と
の
想
い
で
当
拠
点
に
来
訪
相
談
に
至
っ
た
。

出
汁
パ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

圧
倒
的
な
ブ
ラ
ン
ド
が
存
在

担
当
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
以
下
C
O
）は
、
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

商
品
の
魅
力
を

見
つ
め
な
お
し
て

新
た
な
販
売
ル
ー
ト
を

発
見

相
談
者
は
、
徳
島
県
の
地
産
品
を
使
用
し
た

石
け
ん「
碧
も
の
が
た
り
」シ
リ
ー
ズ
を
開
発
。

当
初
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
に
悩
ん
で
い
た

が
、
本
質
的
な
課
題
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に

あ
っ
た
。
改
め
て
商
品
の
魅
力
を
分
析
す
る

こ
と
で
化
粧
石
け
ん
と
い
う
新
た
な
販
路
が

見
出
さ
れ
る
。

4

新商品を開発したものの

パッケージ制作の経験がなく

どう進めていくかに悩み

新商品を調査・分析すると

日常使いでなくご褒美、

贈答用としての優位性が判明

123

徳島県

自然素材のみを使用した、肌の弱い
人でも使える手作り石けんの販売を行
っている。手作り石けんの講座を行っ
ていたところ、実際の商品を販売して
ほしいという声が高まり、平成26年に
「Herb・Room　leaf」を創業。平成27
年3月に「徳島県あったかビジネス事
業計画認定企業（認定149号）」の認定
を受ける。

Herb・Room　leaf

パッケージではなく
ビジネスとして成り立って
いないという課題が
浮き彫りに

化粧石けんとしての
新たな販路の可能性を
見出し展示会等で
販路開拓中

自分へのご褒美、ギフトとしての需要を狙う「碧ものがたり」　　 「碧ものがたり」パッケージ
徳島県の地産品を使用し商品を開発した相談者　　25ｇのサイズも加え商品を展開

1
3

2
4

4 3 2 1

「
碧
も
の
が
た
り
」
石
け
ん
の
価
値
を
把
握
す

る
た
め
、
実
際
に
2
0
〜
5
0
代
の
女
性
に
使

用
し
て
も
ら
い
、
使
い
心
地
や
問
題
点
、
希
望

価
格
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
碧
も
の
が
た
り
」
石
け
ん
は
相
談
者
の
考
え
て

い
る
普
段
使
い
用
の
石
け
ん
で
は
な
く
、
自
分

自
身
へ
の
ご
褒
美
や
、
贈
答
用
と
し
て
優
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
を
受
け
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

や
見
た
目
を
整
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
販
売

サ
イ
ズ
も
市
場
に
出
て
い
る
普
段
使
い
の
石
け

ん
と
差
別
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
課
題
が
見
え
た
。

商
品
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
な
が
ら

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
統
一
感
を
確
立

ま
ず
、
担
当
C
O
は
商
品
の
間
口
を
広
げ
る

た
め
に
、①
こ
れ
ま
で
1
0
0
g
サ
イ
ズ
だ
け
の

販
売
だ
っ
た
が
2
5
ｇ
サ
イ
ズ
を
作
成
し
様
々

な
価
格
帯
で
売
り
出
す
こ
と
、②
パ
ッ
ケ
ー
ジ
顔

と
な
る
箱
の
形
状
や
そ
こ
に
着
け
る
帯
に
高
級

感
を
出
し
つ
つ
「
碧
も
の
が
た
り
」
と
し
て
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
確
立
す
る
こ
と
、
そ
し
て
③
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
や
、
県
外
イ
ベ
ン
ト
や
ギ
フ
ト

シ
ョ
ー
を
通
し
て
商
品
の
認
知
度
と
販
路
の
拡

大
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
販
路
開
拓
に
伴
う
必

要
資
金
は
、
と
く
し
ま
産
業
振
興
機
構
の
「
と

く
し
ま
経
済
飛
躍
フ
ァ
ン
ド
」
等
を
使
用
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
。

提
案
を
受
け
、
販
売
し
て
い
る
石
け
ん
に

2
5
ｇ
の
新
た
な
サ
イ
ズ
を
加
え
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
に
「
碧
も
の
が
た
り
」
の
タ
グ
を
つ
け
る

こ
と
で
制
作
者
の
思
い
を
購
入
者
に
伝
え
る
よ

う
工
夫
し
た
。
ま
た
、
高
級
感
を
感
じ
さ
せ
る

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
に
し
た
だ
け
で
な
く
、

石
け
ん
自
体
に
も
内
容
が
わ
か
る
よ
う
な
帯
を

巻
く
こ
と
で
、
統
一
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
の
確
立
を
狙
っ
た
。

さ
ら
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
展
開
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
、
1
0
0
ｇ
商
品
を
値
決
め
の
軸

と
し
従
来
の
2
倍
の
価
格
に
設
定
し
た
。
2
5

ｇ
商
品
は
そ
の
4
分
の
１
に
設
定
す
る
こ
と
で
、

サ
イ
ズ
だ
け
で
な
く
価
格
帯
に
関
し
て
も
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

商
品
を
見
直
す
こ
と
で

新
た
な
可
能
性
が
生
ま
れ
る

従
来
の
4
分
の
1
サ
イ
ズ
の
商
品
を
新
た
に

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
加
え
る
こ
と
で
、
サ
イ
ズ
や

価
格
帯
が
豊
富
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
化
粧

石
け
ん
と
し
て
の
新
た
な
販
売
方
法
も
検
討
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、「
碧
も
の
が
た
り
」
と
し
て
新
商
品
販

売
を
促
進
す
る
た
め
に
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を

作
成
し
、
地
元
新
聞
社
に
報
道
依
頼
を
行
っ
た

結
果
、
地
元
紙
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
加
え
て
、
当
支
援
拠
点
広
報
活
動
の

一
環
と
し
て
、
地
元
タ
ウ
ン
誌
に
も
掲
載
さ
れ
た
。

今
後
は
、「
と
く
し
ま
経
済
飛
躍
フ
ァ
ン
ド
」
の

支
援
を
受
け
、
徳
島
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
や
ギ

フ
ト
シ
ョ
ー
へ
の
出
店
を
行
い
、
販
路
を
拡
大

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

状
態
が
続
き
自
社
の
商
品
価
値
を
見
出
せ
ず
、

今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
対
し
て
も
悩
み
を
抱

え
て
い
た
。

デ
ザ
イ
ン
の
相
談
を
き
っ
か
け
に

見
え
て
き
た
商
品
の
強
み
と
課
題

当
初
、
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
（
以
下
C
O
）
が
、「
碧
も
の
が
た
り
」

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
た
。
事
業
者
の
思
い
や
今
ま
で
の
経
緯
、
商

品
の
特
徴
な
ど
を
じ
っ
く
り
と
聞
い
て
い
く
中

で
、
問
題
点
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
と
考

え
、
中
小
企
業
診
断
士
の
C
O
に
も
相
談
し
二

方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
切
り
替
え
た
。

は
じ
ま
り
は
新
商
品
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
相
談

徳
島
県
の
地
産
品
を
使
用
し
た
商
品
を
開
発

し
、
販
売
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
鳴
門
の
塩
、

藍
住
の
春
人
参
な
ど
を
使
っ
た
新
商
品
と
な
る

石
け
ん
「
碧
も
の
が
た
り
」
シ
リ
ー
ズ
を
開
発

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
を

考
え
た
こ
と
が
な
く
、
ど
の
よ
う
な
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
販
売
し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
た

め
F
a
c
e
b
o
o
k
活
用
セ
ミ
ナ
ー
等
で
知

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
当
拠
点
へ
の
相
談
に
至
っ

た
。ま

た
、
手
作
り
石
け
ん
の
販
売
を
し
て
い
た

も
の
の
、
趣
味
の
延
長
線
上
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
開

始
し
た
た
め
単
価
が
安
く
、
総
利
益
率
が
低
い
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

自
慢
の
ス
ー
プ
を

メ
イ
ン
に
メ
ニ
ュ
ー
再
構
築

”鍋
が
お
い
し
い
店”

と
し
て
定
着

創
作
和
食
と
和
酒
を
安
価
に
提
供
し
、

気
軽
に
入
れ
る
本
格
和
食
店
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
を
狙
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が

お
客
様
に
と
っ
て
、
料
理
の
価
値
を
わ

か
り
に
く
く
し
て
い
た
。
人
気
の
鍋
の

ス
ー
プ
の
認
知
度
を
上
げ
る
戦
略
で
、

一
躍
鍋
が
お
い
し
い
店
と
し
て
売
上
げ

を
回
復
さ
せ
て
ゆ
く
。

メニューやメニュー表の

見直しの後 8割のお客様が

鍋を注文するように

4

新規顧客の獲得が

思わしくなく

常連客のみの営業に不安

質の高い料理と

明るく開放的な店の

イメージがギャップに

123

鹿児島県

平成28年、実家である明治14年創業
の老舗割烹旅館から独立創業。創作
和食と和酒の店としてオープン。明る
く開放的な内装によって気軽に入れる
店を目指し、目新しい食材や薩摩切子
のグラスをそろえるなど料理や酒を味
わえるこだわりの店づくりを行ってい
る。

酒庵　朋

人気の鍋スープで
店舗を有名にするという

戦略を提案。スープの価値を
高める取組みを実施

当拠点と商工会議所の指導員（左）が連携して相談者夫婦を支援　　鍋のスープの認知を高めるためスープのこだわりを各席に設置
創作和食と和酒を提供している　　味の変化を楽しむための薬味にも工夫を加えた「ハリハリ鍋」

1
3

2
4

4 3 2 1

ン
グ
を
通
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下

C
O
）
は
味
の
評
価
が
高
く
、人
気
の
あ
っ
た

鍋
の
ス
ー
プ
を
店
舗
で
も
っ
と
有
名
に
す
る
こ

と
か
ら
始
め
る
べ
き
と
判
断
。
そ
こ
で
、売
上
拡

大
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
料
理
に
ス
ー
プ
の
活

用
を
も
っ
と
進
め
る
べ
き
と
考
え
た
。現
在
の
お

客
様
が
ス
ー
プ
を
ど
の
よ
う
に
飲
ま
れ
て
い
る

か
を
み
る
と
、
鍋
料
理
で
出
さ
れ
た
ス
ー
プ
が

す
っ
か
り
飲
み
干
さ
れ
た
り
、
ス
ー
プ
だ
け
お

代
わ
り
さ
れ
た
り
と
、
鍋
の
メ
イ
ン
素
材
と
な

っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。
そ
の

た
め
ス
ー
プ
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
、

そ
れ
を
活
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
プ
ラ
ン
を
再
度
構

築
し
直
す
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
に
し
た
。

ス
ー
プ
を
中
心
に
食
べ
方
だ
け
で
な
く

提
供
時
の
演
出
も
進
化

C
O
は
黒
さ
つ
ま
鶏
の
ス
ー
プ
を
使
っ
た
鍋

が
メ
イ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
こ
と
を
前
面
に

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
提
案
。鍋
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
整
理
し
て
一
人
用
に
す
れ
ば
も
っ
と
女
性
客

も
取
り
込
め
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
商

工
会
議
所
経
営
指
導
員
か
ら
は
小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金
の
活
用
で
、Ｉ
Ｈ
コ
ン
ロ
の
導
入

も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
提
案
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
ス
ー
プ
の
飲
ま
せ
方
に
さ
ら
に
面
白
い

工
夫
を
加
え
れ
ば
、も
っ
と
ス
ー
プ
の
価
値
が
高

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
相
談
者
と

提
供
方
法
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
。

相
談
者
は
提
案
を
受
け
、申
請
し
た
「
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
」に
採
択
。各
席
に
鍋
用

Ｉ
Ｈ
コ
ン
ロ
を
固
定
設
置
し
た
。水
菜
を
使
用
し

た
「
ハ
リ
ハ
リ
鍋
」
と
し
て
、
豚
や
牛
、
海
鮮

な
ど
鍋
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
盛
り
付
け
方
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
、皿
の
色
合
い
、

価
格
な
ど
を
検
討
し
た
。ま
た
、店
主
が
手
書
き

で
書
い
て
い
た
メ
ニ
ュ
ー
に
ス
ー
プ
の
飲
み
方

の
ペ
ー
ジ
を
追
加
し
て
、さ
ら
に
ス
ー
プ
を
も
っ

と
認
知
さ
せ
る
た
め
に
、こ
の
ペ
ー
ジ
を
各
席
に

設
置
す
る
テ
ー
ブ
ル
マ
ッ
ト
と
し
た
。締
め
に
出

し
て
い
た
雑
炊
を
あ
え
て
ス
ー
プ
で
お
客
様
が

つ
く
っ
て
も
ら
う
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、卵
か
け
ご

は
ん
を
ス
ー
プ
に
投
入
す
る「
玉
子
ス
ー
プ
め
し
」

と
し
、
新
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
。
こ
れ
ら
を
通
し
、

ス
ー
プ
を
そ
の
ま
ま
飲
ん
だ
り
、
味
を
足
し
て

飲
ん
だ
り
、
ご
飯
と
食
べ
た
り
と
ス
ー
プ
の
多

様
な
飲
ま
せ
方
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
お
客
様

を
楽
し
ま
せ
る
と
と
も
に
、
他
に
は
な
い
イ
ン

パ
ク
ト
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

鍋
が
お
い
し
い
店
の

イ
メ
ー
ジ
獲
得
に
成
功

テ
ー
ブ
ル
に
あ
ら
か
じ
め
一
人
鍋
Ｉ
Ｈ
コ
ン

ロ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
テ
ー
ブ
ル
マ

ッ
ト
に
ス
ー
プ
の
飲
み
方
に
つ
い
て
の
説
明
が

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
然
に
鍋
に
注

目
が
集
ま
る
こ
と
を
狙
っ
た
こ
と
が
功
を
奏
し

て
、
鍋
を
注
文
す
る
お
客
様
が
４
割
程
度
だ
っ

た
も
の
が
８
割
程
度
と
倍
増
し
た
。
も
と
も
と

ス
ー
プ
が
自
慢
で
あ
り
、
鍋
を
注
文
す
れ
ば
必

然
的
に
リ
ピ
ー
ト
客
に
も
な
る
。
結
果
と
し
て

鍋
が
お
い
し
い
店
と
し
て
の
評
判
が
上
が
り
、

女
性
客
も
徐
々
に
増
加
。
売
上
げ
は
４
割
増
と

な
っ
た
。

し
相
談
を
受
け
た
商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
は
、

レ
ト
ル
ト
販
売
は
製
造
ロ
ッ
ト
数
が
相
当
数
必

要
で
あ
り
、
ほ
か
に
売
上
拡
大
の
方
策
は
な
い

か
と
、
当
拠
点
と
の
連
携
支
援
を
提
案
し
た
。

店
の
売
り
の
ス
ー
プ
を

集
客
の
カ
ギ
に

創
作
和
食
と
和
酒
を
安
価
に
提
供
し
、
気
軽

に
入
れ
る
本
格
和
食
店
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を

狙
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
お
客
様
に
と
っ
て
、

料
理
の
価
値
を
わ
か
り
に
く
く
し
て
い
た
。
質

の
高
い
料
理
と
明
る
く
開
放
的
な
店
の
イ
メ
ー

ジ
が
ギ
ャ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
た
め
に

徐
々
に
安
価
な
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
追
加

で
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ヒ
ア
リ

新
規
客
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
客
の

獲
得
に
苦
戦

商
談
や
接
待
利
用
を
期
待
し
て
、
官
公
庁
街

に
店
を
構
え
た
が
、
店
舗
が
二
階
に
あ
る
こ
と

か
ら
新
規
客
の
獲
得
が
難
し
く
、
常
連
客
の
み

で
の
営
業
に
先
行
き
の
不
安
を
感
じ
て
い
た
。

ま
た
、
明
る
く
開
放
的
な
内
装
か
ら
女
性
客
の

来
店
も
見
込
ん
で
い
た
が
ほ
ぼ
男
性
客
と
い
う

状
態
で
あ
っ
た
。

あ
る
と
き
、
レ
ト
ル
ト
食
品
の
製
造
業
に
携

わ
る
お
客
様
か
ら
、
店
で
提
供
し
て
い
る
黒
さ

つ
ま
鶏
を
使
っ
た
鍋
の
ス
ー
プ
を
販
売
し
た
ら

ど
う
か
と
の
提
案
を
受
け
、
少
し
で
も
売
上
げ

の
足
し
に
な
れ
ば
と
レ
ト
ル
ト
販
売
に
つ
い
て

の
相
談
を
商
工
会
議
所
に
持
ち
か
け
た
。
し
か
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

「TAiSEiKAN」の店舗名で整体等のリラクゼーション事業を展開　　スポーツケア事業にも進出
FC向けの経営者大学　　「TAiSEiKAN」店内の様子

1
3

2
4

4 3 2 1

Ｖ
字
型
回
復
の

経
営
改
善
で
営
業
利
益
が

3
3
6
％
ア
ッ
プ

新
た
な
市
場
へ
も
進
出

事
業
を
承
継
し
て
2
年
目
の
相
談
者
。
業

績
が
悪
化
す
る
中
で
、
業
績
を
見
据
え
た
経

営
、
管
理
体
制
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
課

題
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
専
門
家
派
遣
制

度
を
活
用
し
、
社
内
体
制
の
把
握
、
見
直
し

を
進
め
る
と
共
に
新
た
な
市
場
に
進
出
し
、

経
営
の
立
て
直
し
を
図
る
。

ハンズコーポレーションは、平成12年2
月に設立され、「TAiSEiKAN（タイセイ
カン）」の店舗名で大手ショッピングセ
ンター内へのテナント出店を主体に、
整体等のリラクゼーション事業をフラ
ンチャイズ方式で展開している中部地
区業界No.１の企業である。

経費の見直しや新事業の

立ち上げにより営業利益が

336％アップ

4

業績が急速に悪化するも

どう乗り越えるかに悩み

途方に暮れていた

業績が赤字に転落する中

なりゆきの管理を

していることが判明

専門家派遣制度を活用し
課題解決の

アクションプランを策定。
新事業展開も助言

123

株式会社
ハンズコーポレーション

愛知県

経
営
改
善

が
前
期
と
比
べ
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
業
績
が
赤
字
に
転
落
し
て
い
る
中
で
、

資
金
繰
り
表
を
つ
く
る
こ
と
も
な
く
、
な
り
ゆ
き

の
管
理
を
し
て
い
る
と
い
う
問
題
点
も
判
明
し
た
。

経
営
を
立
て
直
し

新
た
な
市
場
の
開
拓
も

経
営
改
善
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
ミ
ラ
サ
ポ

及
び
実
施
機
関
の
専
門
家
派
遣
を
活
用
し
て
、

先
ず
は
店
別
採
算
の
実
態
を
把
握
し
、
赤
字
店

舗
は
個
別
店
舗
ご
と
に
真
因
を
究
明
、
そ
の

課
題
解
決
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
、
実

行
に
あ
た
っ
て
は
目
標
管
理
の
導
入
を
し
て
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
が
回
せ
る
よ
う
に
す
る
よ

う
提
案
し
た
。
F
C
店
舗
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
F
C
オ
ー
ナ
ー
自
ら
が
競
合
他
社
と
の
差

別
化
を
打
ち
出
せ
る
よ
う
体
系
的
な
教
育
を
行

う
こ
と
を
勧
め
た
。

資
金
面
で
は
、
赤
字
補
て
ん
資
金
が
必
要
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
経
営
改
善
計
画
が

出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
取
引
金
融
機
関
に

説
明
し
て
支
援
を
仰
ぐ
こ
と
及
び
、
当
面
の
資

金
繰
り
管
理
に
関
し
て
は
、
税
理
士
事
務
所
の

指
導
を
受
け
る
よ
う
提
案
し
た
。

今
後
に
向
け
た
市
場
開
拓
の
た
め
、
整
体
等

で
培
っ
た
自
社
の
強
み
で
あ
る
技
術
力
と
、
日

本
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
へ
の
ト
レ
ー
ナ
ー
派
遣
の

実
績
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
ケ
ア
の
技
術
力
を
活
か

し
て
、
ト
レ
ー
ナ
ー
派
遣
事
業
等
を
採
算
分
析
、

市
場
規
模
の
調
査
、
売
上
計
画
等
を
綿
密
に
作

成
し
検
討
す
る
よ
う
提
案
し
た
。

こ
れ
ら
の
助
言
・
提
案
を
受
け
、
相
談
者
は
、

稼
働
率
の
悪
い
静
岡
地
区
、
関
東
地
区
に
つ
い
て
、

早
急
に
検
討
に
着
手
し
、
静
岡
６
店
舗
、
関
東

２
店
舗
の
売
却
を
検
討
し
出
血
を
止
め
る
よ
う

動
い
た
。

F
C
オ
ー
ナ
ー
に
対
し
て
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
の
開
発
に
重
点
を
置
い
た
「
経
営
者
大

学
」
を
開
講
し
外
部
環
境
の
変
化
、
顧
客
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
経
営
者
教
育
を
開
始
。

資
金
面
で
は
、
当
拠
点
の
支
援
で
、
資
金
繰

り
表
、
資
金
収
支
計
画
を
作
成
し
金
融
機
関
に

よ
る
借
り
換
え
融
資
を
実
施
す
る
と
も
に
、
事

業
計
画
策
定
、
予
算
管
理
、
資
金
繰
り
等
た
め

の
社
内
人
材
を
育
成
、
常
勤
財
務
担
当
者
も
設

置
し
た
。

経
営
改
善
に
目
処
が
つ
い
た
段
階
で
、「
ス
ポ

ー
ツ
ケ
ア
事
業
」
に
進
出
す
る
た
め
の
経
営
革

新
計
画
を
策
定
、
承
認
が
得
ら
れ
た
。

営
業
利
益
が

3
3
6
％
ア
ッ
プ

赤
字
店
舗
の
6
店
舗
閉
鎖
に
よ
る
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
事
業
の
売
上
減
少
の
中
、
ト
レ
ー
ナ

ー
事
業
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、Ｆ
Ｃ
向
け
の
経
営
者

大
学
等
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
事
業
以
外
の
売

上
げ
が
徐
々
に
向
上
。
売
上
げ
も
顕
著
に
改
善

し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
に
よ
る
人
件
費
の

低
減
、
採
用
費
、
家
賃
交
渉
等
各
経
費
の
徹
底

的
な
見
直
し
に
よ
り
、
2
年
前
と
比
較
し
営
業

利
益
は
3
3
6
％
ア
ッ
プ
し
た
。
相
談
者
は
、

「
経
営
者
と
し
て
本
当
に
苦
し
い
時
に
、
常
に
寄

り
添
い
、
深
い
経
験
値
に
基
づ
く
的
確
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
え
た
」
と
支
援
を
振
り
返
っ
た
。

業
績
を
見
据
え
た

経
営
が
で
き
て
い
な
い

足
回
り
の
店
舗
運
営
で
は
、
同
社
は
大
手
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
主
体
に
、
テ
ナ
ン
ト
店

舗
を
構
え
、
直
営
店
2
0
店
舗
と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
店
5
0
店
舗
（
平
成
2
7
年
5
月
時
点
）
を
構

え
て
い
た
が
、
急
激
に
業
績
が
悪
化
し
た
赤
字
店

舗
が
多
数
あ
る
こ
と
、
単
価
・
客
数
と
も
に
、
店

舗
ご
と
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
稼
働
率（
施
術
時
間

/
営
業
時
間
）は
5
0
％
の
水
準
に
ま
で
落
ち
込

み
生
産
性
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。

C
O
は
、
直
営
店
・
F
C
店
共
に
芳
し
く
な

い
経
営
状
態
の
中
、
経
費
の
削
減
が
追
い
つ
い
て

い
な
い
こ
と
を
指
摘
。
特
に
、
人
件
費
が
横
ば
い

で
あ
り
、
結
果
、
売
上
高
に
占
め
る
人
件
費
比
率

業
績
が
悪
化
す
る
中
、

対
応
策
に
悩
み

相
談
者
は
、
先
代
オ
ー
ナ
ー
よ
り
事
業
を
承

継
し
て
２
年
目
。
業
績
が
急
速
に
悪
化
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
営
改
善
の
必
要
性
の

認
識
が
薄
く
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
難
局
を

乗
り
切
っ
た
ら
良
い
か
悩
み
途
方
に
暮
れ
て
い

た
と
こ
ろ
、
金
融
機
関
の
紹
介
で
当
拠
点
に
経

営
改
善
計
画
、
及
び
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策

定
支
援
の
相
談
に
来
訪
さ
れ
た
。

対
応
し
た
当
拠
点
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以

下
C
O
）
は
、
社
長
は
経
営
改
善
が
必
要
と
わ

か
っ
て
い
て
も
、
何
か
ら
始
め
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
状
況
だ
と
判
断
し
、
丁
寧
に
話
を
聞
き

経
営
課
題
を
導
き
出
し
整
理
し
た
。
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

SNSで施術の紹介などの情報発信を行っている　　　県内でも珍しい、中医学診療を取り入れている
木原ペットクリニック外観

1
4

32

4 3 2 1

東
洋
医
学
を

取
り
入
れ
た

動
物
病
院
が
経
営
改
善
で

売
上
1
3
0
％
増

動
物
病
院
で
の
中
医
学
治
療
の

開
始
を
き
っ
か
け
に

認
知
度
を
伸
ば
し
て
き
た
相
談
者
。

し
か
し
、
資
金
繰
り
が
苦
し
く
、

薬
を
仕
入
れ
ら
れ
な
い
状
況
に
悩
ん
で
い
た
。

そ
こ
で
、
S
N
S
で
の
情
報
発
信
や

料
金
体
系
の
見
直
し
で
、
巻
き
返
し
を
図
る
。

平成25年に開院した動物病院。代表
は鳥取大学農学部獣医学科を卒業し
たのち、県外で勤務医を経験後、帰
県。子供のころからの夢であった動
物病院の開業に至る。診療対象は、
犬・猫・ウサギ・鳥等の小動物であり、
一般内科診療と中医学診療(漢方内
科)を行っている。県内でも珍しい漢
方・鍼灸治療に取り組んでおり、メデ
ィアにも露出している。

過剰在庫も改善し

対前年同月末売上高

累計額が、130％増加

4

売上高の低迷などで

薬の仕入れが困難なほど

資金繰りが困窮

計画性のない仕入れや、

必要以上に経費がかかっている

という課題が明確化

SNS での情報発信、

料金体系の見直し、

仕入れのルール作りを徹底

123

木原ペットクリニック
鳥取県

経
営
改
善

削
減
に
努
め
て
い
る
が
、
さ
ら
に
経
費
の
見
直

し
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
判
断
だ
っ
た
。

県
独
自
の
「
と
っ
と
り
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
利
害
関
係
人
（
ス

テ
ー
ク
ス
ホ
ル
ダ
ー
）
で
あ
る
関
係
金
融
機
関
、

保
証
協
会
、
債
務
者
で
あ
る
事
業
者
と
、
支
援

機
関
が
一
堂
に
会
し
、
経
営
再
建
に
つ
い
て
模
索
。

そ
の
際
に
、
経
営
改
善
計
画
書
が
必
要
と
な
り
、

営
業
戦
略
、
金
融
ス
キ
ー
ム
等
の
骨
子
を
当
拠

点
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
で
行
っ
て
い
た
こ
と
を

有
償
化
す
る
こ
と
で
売
上
を
改
善

今
回
行
っ
た
の
は
、
S
N
S
で
の
「
東
洋
医

学
療
法
の
施
術
の
紹
介
」
や
「
予
防
治
療
に
繋

が
る
ペ
ッ
ト
の
行
動
の
紹
介
」
な
ど
の
情
報
発
信
。

ま
た
、
料
金
体
系
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
相
談

料
の
有
償
化
。
受
付
の
看
護
師
が
十
分
な
事
前

問
診
を
行
い
、
院
長
が
問
診
を
行
っ
て
い
く
時

間
に
つ
い
て
の
有
償
化
で
あ
る
。
ま
た
、
鍼
灸

治
療
の
料
金
、
漢
方
薬
の
錠
剤
単
価
の
値
上
げ

を
実
行
し
た
。

さ
ら
に
は
、
一
日
当
り
の
必
要
売
上
高
が
明

確
化
さ
れ
、
１
０
分
単
位
で
売
上
げ
が
計
上
で

き
る
シ
ス
テ
ム
に
変
更
。
こ
ま
か
な
取
り
組
み

と
し
て
は
、「
春
の
予
防
パ
ッ
ク
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
、
既
存
顧
客
に
D
M
送
付
も
行
っ
た
。
こ

れ
ま
で
は
相
談
者
一
人
で
、
薬
の
仕
入
れ
を
都

度
行
っ
て
い
た
が
、
つ
い
つ
い
多
め
に
仕
入
れ

し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
、
薬
仕
入
れ
に
つ
い

て
は
月
次
発
注
上
限
金
額
を
設
定
し
、
必
要
点

数
等
を
事
業
者
と
受
付
看
護
師
が
確
認
し
な
が

ら
行
う
よ
う
に
変
更
し
た
。

経
営
者
と
と
も
に
歩
む
こ
と
で

1
3
0
％
増
の
売
上
げ
を
実
現

成
果
と
し
て
は
、
ま
ず
、
相
談
者
と
一
緒
に

策
定
し
た
経
営
改
善
計
画
書
が
承
認
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
増
加
運
転
資
金
2
百
万
円
と
住
宅
ロ

ー
ン
、
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
の
5
年
間
の
返
済

期
間
延
長
に
よ
る
毎
月
返
済
額
の
軽
減
化
が
実

現
化
し
た
。
未
払
金
、
買
掛
金
の
整
理
が
順
調

に
行
え
、
薬
代
の
精
算
も
行
い
、
春
の
予
防
接

種
分
の
薬
の
仕
入
れ
も
行
え
た
。
薬
の
仕
入
れ

過
ぎ
が
な
く
な
り
、
過
剰
在
庫
が
な
く
な
り
、

資
金
繰
り
で
悩
む
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た

と
い
う
。
平
成
２
９
年
末
時
点
で
、
対
前
年
同

月
末
売
上
高
累
計
額
が
、
１
３
０
％
増
加
し
た
。

「
経
営
者
は
孤
独
で
相
談
相
手
が
欲
し
か
っ
た
」

と
い
う
相
談
者
。
地
元
の
商
工
会
を
通
じ
て
、

当
拠
点
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
は
地
元

新
聞
社
や
N
H
K
の
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら

れ
、
県
内
外
か
ら
患
者
さ
ん
が
増
加
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
支
援
を
振
り
返
っ
た
。
現
在
は
、

毎
月
一
回
、
地
元
商
工
会
と
当
拠
点
と
と
も
に
、

前
月
の
検
証
と
当
月
・
翌
月
の
収
支
見
込
み
と

同
対
策
を
行
い
、
環
境
は
着
実
に
改
善
さ
れ
て

い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

経
営
を
逼
迫
さ
せ
る
状
況
に

薬
に
つ
い
て
は
３
社
か
ら
仕
入
れ
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
う
ち
の
２
社
は
２
カ
月
遅
れ
の
支

払
い
を
。
１
社
は
納
入
停
止
と
な
っ
て
お
り
、

春
か
ら
の
治
療
を
行
う
上
で
支
払
い
が
必
要
で
、

そ
の
薬
が
な
け
れ
ば
対
応
で
き
な
い
状
況
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
他
、
多
額
の
住
宅
ロ
ー
ン
が

残
っ
て
お
り
、
配
偶
者
の
突
然
の
死
去
に
よ
り

一
人
で
全
額
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の

負
担
も
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
付
き

合
い
で
加
入
し
て
い
る
保
険
等
や
、
計
画
性
の

弱
い
必
要
以
上
の
過
剰
仕
入
れ
等
が
あ
っ
た
た

め
、
計
画
的
な
仕
入
れ
を
心
掛
け
る
な
ど
経
費

順
調
な
客
足
と
は
裏
腹
に
、

資
金
面
で
苦
労
し
て
い
た

平
成
２
８
年
、
創
業
し
て
３
年
が
経
過
し
、

固
定
客
が
つ
い
て
き
た
。
こ
の
年
よ
り
始
め
た

中
医
学
治
療
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
の
メ
デ
ィ
ア

露
出
効
果
も
あ
り
、
認
知
度
が
多
少
上
が
っ
て

き
た
と
感
じ
て
い
た
。
他
の
医
院
に
か
か
り
な

が
ら
、
当
医
院
で
の
漢
方
治
療
を
す
る
方
も
い

る
な
ど
、
売
上
げ
も
伸
び
て
き
て
い
た
と
実
感

し
て
い
た
。
し
か
し
創
業
時
の
設
備
投
資
、
売

上
高
の
低
迷
な
ど
か
ら
、
資
金
繰
り
が
厳
し
く
、

そ
の
都
度
借
入
を
増
や
し
て
き
た
と
い
う
。
特

に
、
薬
代
の
買
掛
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
、
仕

入
れ
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
当
拠
点

の
紹
介
を
受
け
た
。
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

社
長
1
人
の
事
業
展
開

課
題
を
明
確
に
し

創
業
以
来
の

黒
字
化
に
成
功

建
設
資
材
卸
業
を
営
む
相
談
者
。
当
初
は
、

新
商
品
開
発
の
相
談
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、従

業
員
の
退
職
や
売
上
げ
の
減
少
が
続
き
経
営

改
善
に
着
手
す
る
こ
と
に
。
相
談
者
1
名
で

事
業
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、営
業
を

必
要
と
し
な
い
W
e
b
サ
イ
ト
を
利
用
し
た

商
品
の
販
売
と
商
材
の
絞
込
み
を
行
な
っ
た
。

平成25年3月創業の建設資材卸業。
本社のある愛媛県松山市を中心とし
た中予地域を活動範囲としている。
設立当初は従業員1名を雇用していた
が、平成26年8月に従業員が退職し、
現在は代表取締役1名で事業を展開し
ている。

創業以来の黒字化に成功し、

29年8月以降はリスケを解消。

元本返済を開始

4

新商品開発の相談の最中

従業員の退職や売上減が

重なり、経営改善の相談に

主力の建築資材の卸売の

利益が見込めなくなり

利益の出る事業を分析

定期的に販売でき配送せず

郵送で対応できる

「ストック型」商材に注力

123

株式会社オトガ
愛媛県

経
営
改
善

　　 カラーコーンの保護カバーにメッセージやイラストがかける自社開発商品「アド・カバー」
一人でも稼げる営業体制を目指す相談者

1
4
2 3

4 3 2 1

が
取
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
利
益
率
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
と
経
費
の
節
減
を
行
う
こ
と
で
改
善
し

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
経
費
の

節
減
に
関
し
て
は
、
従
業
員
が
退
職
し
資
材
の

ス
ト
ッ
ク
も
必
要
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
事

務
所
へ
の
経
費
を
抑
え
る
た
め
の
地
代
家
賃
、

従
業
員
が
使
用
し
て
い
た
配
送
用
の
軽
ト
ラ
ッ

ク
、
社
労
士
へ
の
顧
問
料
等
、
事
業
を
行
う
上

で
現
在
必
要
の
な
い
経
費
を
整
理
し
、
明
確
に

し
て
い
っ
た
。

商
材
・
販
売
体
制
を
見
直
し

一
人
で
も
稼
げ
る
営
業
体
制
に

C
O
が
、
課
題
の
洗
い
出
し
の
結
果
に
基
づ
き
、

今
後
、
強
化
す
べ
き
事
業
を
相
談
者
と
と
も
に
検

討
し
た
。
中
で
も
、
建
設
資
材
は
小
口
商
品
の
多

頻
度
配
送
を
考
え
る
と
利
益
が
出
て
お
ら
ず
、
相

談
者
自
ら
が
配
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
営
業
の
機

会
を
損
失
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
定
期
的
に
販

売
で
き
配
送
せ
ず
に
郵
送
で
対
応
で
き
る
商
材
を

探
す
よ
う
提
案
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
定
期
的
に

安
定
し
た
売
上
げ
が
見
込
め
る
「
ス
ト
ッ
ク
型
」

商
材
を
探
す
こ
と
が
望
ま
し
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
た
。
ま
た
、
経
費
の
節
減
に
関
し
て
、
現
時

点
で
必
要
の
な
い
経
費
項
目
の
洗
い
出
し
を
行
い
、

経
費
の
節
減
案
に
つ
い
て
対
策
を
考
え
実
行
す
る

よ
う
提
案
し
た
。

こ
れ
を
受
け
相
談
者
は
、
営
業
の
必
要
の
な

い
W
e
b
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
商
品
の
販
売
を

実
施
し
、
定
期
的
に
売
り
上
げ
が
上
が
る
商
材

の
選
定
と
売
り
込
み
に
注
力
し
た
。
さ
ら
に
、

C
O
と
定
期
的
に
面
談
を
行
う
こ
と
で
考
え
の

整
理
や
、
相
談
が
で
き
「
い
つ
ま
で
に
何
を
す

る
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
の

設
定
を
行
い
経
営
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。

黒
字
化
に
成
功

元
本
返
済
を
開
始

そ
の
結
果
と
し
て
、
創
業
以
来
の
黒
字
化
に

成
功
し
、
２
９
年
８
月
以
降
は
リ
ス
ケ
を
解
消

し
元
本
返
済
を
開
始
し
た
。
商
品
開
発
の
支
援

を
行
い
な
が
ら
も
「
な
ぜ
商
品
開
発
が
必
要
と

考
え
た
の
か
」
と
い
う
C
O
と
の
議
論
を
通
し
て
、

本
来
の
課
題
が
「
経
営
改
善
」
で
あ
る
と
明
確

に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
事
業
を
改
善
し
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
相
談
者
は
語
っ
た
。

担
当
C
O
は
、「
創
業
し
た
て
の
小
規
模
な
卸

売
業
と
い
う
特
徴
か
ら
利
益
率
の
低
さ
が
課
題

だ
っ
た
。
利
益
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
と
、
経

費
の
節
減
を
地
道
に
行
う
事
で
改
善
を
行
い
ま

し
た
。」
と
、
小
規
模
事
業
者
な
ら
で
は
の
経
営

改
善
の
ポ
イ
ン
ト
を
振
り
返
っ
た
。

こ
と
と
な
っ
た
。

利
益
率
の
向
上
と

経
費
削
減
で
経
営
改
善

担
当
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
O
）
は
、

主
力
で
あ
っ
た
建
設
資
材
の
卸
業
の
利
益
が
ほ

ぼ
見
込
め
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
売
上
げ
で

は
な
く
利
益
の
出
て
い
る
事
業
を
分
析
す
る
こ

と
か
ら
始
め
た
。
創
業
し
た
て
の
小
規
模
な
卸

売
業
と
い
う
特
徴
か
ら
、
利
益
率
の
低
さ
が
課

題
で
あ
っ
た
が
、
小
規
模
の
工
事
や
機
械
類
、

自
社
開
発
商
品
が
利
益
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。

ま
た
、
経
営
を
改
善
す
る
た
め
の
経
営
資
源

が
少
な
い
た
め
、
遊
休
資
産
の
売
却
等
の
手
段

社
内
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら

経
営
改
善
の
必
要
性
を
認
識

新
商
品
の
開
発
に
向
け
て
、
補
助
金
の
申
請

書
類
の
書
き
方
や
、
別
の
新
商
品
の
開
発
支
援

に
つ
い
て
相
談
す
る
た
め
、
当
拠
点
へ
と
相
談

に
。
し
か
し
、
支
援
制
度
の
紹
介
や
、
そ
れ
に

か
か
る
申
請
書
の
書
き
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
て
い
る
中
、
従
業
員
の
退
職
や
売
上
げ
の
減

少
な
ど
が
続
き
、
資
金
繰
り
が
悪
化
し
た
。
ま
た
、

辞
職
し
た
従
業
員
が
退
職
時
に
当
社
の
納
入
価

格
を
他
の
業
者
に
漏
ら
し
て
し
ま
い
、
主
力
で

あ
っ
た
建
設
資
材
の
卸
業
の
利
益
が
見
込
め
な

く
な
る
な
ど
の
問
題
も
発
生
し
た
。

結
果
、
商
品
開
発
の
相
談
の
み
な
ら
ず
、
経

営
改
善
に
つ
い
て
も
当
拠
点
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

業
態
変
更
で

廃
業
の
窮
地
を
脱
し
、

売
上
高
3
倍
を
達
成

居
酒
屋
を
経
営
す
る
相
談
者
。
黒
字
化
に

向
け
取
組
も
う
と
し
た
矢
先
、
店
舗
を
移
転

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
に
追
い
込
ま

れ
、
廃
業
の
窮
地
に
。
し
か
し
、
そ
の
人
柄

に
支
援
者
が
現
れ
移
転
に
成
功
。
居
酒
屋

か
ら「
お
酒
も
飲
め
る
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
」

に
業
態
変
更
し
売
上
拡
大
を
目
指
す
。

平成24年10月に串カツをメインとした
居酒屋創作料理の店として開業。相
談後、業態を居酒屋からステーキ専門
店に変更し、今年６月に新たな場所で
第二創業。

4

人気のステーキを
きっかけに

収益構造の改善と
夜間の集客増加を希望

123

ステーキ食堂Ogawa
長崎県

経
営
改
善

融資が実行され移転を完了

業態変更が功を奏し

売上高 3倍を達成

早急に黒字化を図る
方向性を定めた矢先
移転を迫られ、
廃業の危機に

金融機関からの融資を
睨みつつ移転先、新店舗の
方向性を検討。居酒屋から
ステーキ専門店へ業態変更

「お酒も飲めるステーキハウス」であることをアピールする店名と店舗外観　　カジュアルな内観は、ステーキハウスでありながら多様な客層がオーダーしやすい雰囲気
居酒屋からステーキハウスに舵を切った相談者　　グラム売りのステーキメニューがウケて、予定していた稼働率を上回る盛況ぶり

1
3

2
4

4 3 2 1

経
営
状
況
、
将
来
の
目
標
な
ど
を
じ
っ
く
り
と
確

認
し
て
い
っ
た
。
ま
ず
、
利
用
者
は
個
人
客
が
多

く
、
立
地
的
に
移
動
手
段
が
車
に
限
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
利
用
者
数
の
伸
び
に
は
限
界
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
店
舗
の
外
観
や
看
板
か

ら
連
想
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
、
資
金
繰
り
や
設
備
の
更

新
の
資
金
を
確
保
す
る
た
め
に
、
早
期
に
黒
字
化

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
課
題
が
明
確
に

な
り
、
早
急
に
収
益
改
善
を
図
る
方
向
性
を
打
ち

出
し
た
。

今
後
の
方
向
性
が
定
ま
っ
た
矢
先
、
家
主
の

意
向
で
店
舗
を
移
転
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
廃

業
の
窮
地
に
陥
っ
た
。
一
時
は
相
談
者
も
移
転
費

用
も
な
く
絶
望
感
に
苛
ま
れ
た
が
、
誰
か
ら
で
も

好
か
れ
る
人
柄
に
応
援
す
る
支
援
者
が
現
れ
た
こ

と
か
ら
、
実
現
性
が
高
い
計
画
を
講
じ
ら
れ
れ
ば

金
融
機
関
か
ら
の
新
た
な
資
金
援
助
の
可
能
性
も

あ
る
と
判
断
。
相
談
者
と
資
金
を
確
保
す
る
た
め

の
方
策
を
検
討
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な

っ
た
。

お
酒
も
飲
め
る
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト

移
転
候
補
先
は
、
立
地
と
店
舗
の
条
件
を
重

視
し
た
。
立
地
で
は
、
前
店
で
好
評
だ
っ
た
ス
テ

ー
キ
専
門
店
と
し
て
差
別
化
が
図
り
や
す
い
焼
肉

店
が
多
く
出
店
す
る
繁
華
街
か
ら
空
港
ま
で
の
エ

リ
ア
に
限
定
。
店
舗
で
は
居
抜
き
に
近
い
物
件
、

従
業
員
を
効
率
的
に
配
置
で
き
る
広
さ
、
収
益
に

見
合
っ
た
家
賃
な
ど
を
条
件
に
選
定
。
条
件
に
合

い
そ
う
な
店
舗
を
C
O
と
一
緒
に
回
っ
た
結
果
、

空
港
近
く
の
飲
食
店
等
の
複
合
施
設
に
理
想
の
空

き
店
舗
が
見
つ
か
っ
た
。

次
に
新
店
舗
の
方
向
性
と
し
て
、
近
隣
の
飲

食
店
の
客
層
と
価
格
帯
を
調
査
し
た
う
え
で
、

「
ス
テ
ー
キ
が
食
べ
ら
れ
る
居
酒
屋
」
か
ら
「
お

酒
も
飲
め
る
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
」
に
し
専
門
性
を

持
た
せ
る
と
も
に
、
前
店
舗
の
経
験
を
活
か
し
、

業
態
と
店
名
、
外
観
の
整
合
性
の
あ
る
店
を
目
指

す
こ
と
に
し
た
。
店
舗
名
・
店
舗
外
観
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
当
拠
点
の
他
の
C
O
が
担
当
し
た
。
過
少

な
運
転
資
金
で
最
大
限
に
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、

メ
ニ
ュ
ー
数
は
大
胆
に
絞
り
込
ん
だ
。

売
上
高
3
倍
を
達
成
し

業
容
拡
大
も
検
討

九
州
ひ
ぜ
ん
信
用
金
庫
の
信
用
貸
付
に
よ
る

支
援
に
よ
り
追
加
融
資
も
実
現
し
、
新
店
舗
で
事

業
を
再
開
。
ス
テ
ー
キ
専
門
店
に
業
態
を
変
化
さ

せ
た
店
舗
戦
略
が
功
を
奏
し
、
売
上
高
は
3
倍
を

達
成
。
日
中
は
主
婦
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
夜
間
は

帰
り
道
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
・
O
L
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

客
等
の
利
用
が
あ
る
な
ど
、
昼
夜
と
も
に
予
定
し

て
い
た
稼
働
率
を
上
回
る
盛
況
ぶ
り
だ
。
原
価
が

高
い
ス
テ
ー
キ
肉
だ
が
、
優
れ
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
技
術
で
、
適
正
な
人
件
費
を
維
持
し
て
い
る
。

右
腕
と
な
る
社
員
も
育
っ
て
き
て
お
り
、
接
客
技

術
な
ど
も
安
定
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
広

報
宣
伝
に
も
力
を
入
れ
、
売
上
げ
を
さ
ら
に
伸
ば

し
た
い
意
向
で
あ
る
。
今
回
の
改
善
の
取
り
組
み

に
よ
っ
て
「
計
画
的
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
を
痛
感
し
た
」
と
語
る
相
談
者
。
さ
ら
な
る

業
容
拡
大
に
向
け
た
努
力
を
続
け
て
い
る
。

た
が
、
根
本
的
な
解
決
に
繋
が
ら
ず
、
優
れ
た
経

営
手
腕
が
あ
っ
て
も
、
集
客
力
の
低
下
に
歯
止
め

を
か
け
る
の
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
一
昨
年
か
ら
始
め
た
グ

ラ
ム
売
り
の
ス
テ
ー
キ
メ
ニ
ュ
ー
が
盛
況
。
ス
テ

ー
キ
を
き
っ
か
け
に
収
益
構
造
の
改
善
と
夜
間
の

集
客
増
加
を
図
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
当
拠
点

と
連
携
し
て
い
る
長
崎
県
信
用
保
証
協
会
、
九
州

ひ
ぜ
ん
信
用
金
庫
に
相
談
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

相
談
者
を
支
援
し
た
。

店
舗
移
転
を
迫
ら
れ
窮
地
に

人
柄
に
応
援
の
声

対
応
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下

C
O
）
は
、
相
談
者
か
ら
開
業
に
至
っ
た
経
緯
、

経
営
経
験
が
あ
る
も
、

開
業
時
か
ら
目
標
の
売
上
高
に
届
か
ず

居
酒
屋
を
経
営
す
る
相
談
者
は
大
手
弁
当
チ

ェ
ー
ン
店
の
責
任
者
や
外
食
店
舗
の
立
ち
上
げ
責

任
者
等
の
豊
富
な
経
験
を
持
つ
。
当
店
は
接
客
サ

ー
ビ
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
を
全
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る

こ
と
に
よ
り
顧
客
に
均
一
の
満
足
を
提
供
。
記
念

日
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
等
へ
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
も
利

用
者
に
好
評
で
あ
っ
た
も
の
の
、
立
地
の
問
題
か

ら
、
売
上
高
が
開
業
時
か
ら
目
標
を
下
回
っ
て
い

た
。
全
国
的
な
消
費
者
の
居
酒
屋
離
れ
、
食
の
安

全
・
安
心
を
揺
る
が
す
事
件
・
事
象
の
頻
発
や
道

路
交
通
法
の
改
正
に
よ
る
飲
酒
運
転
の
厳
罰
化
な

ど
も
経
営
に
大
き
く
影
響
。
雇
用
の
整
理
、
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化
に
よ
る
収
益
改
善
を
試
み
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

課
題
を
逆
手
に
取
り

「
コ
ト
消
費
」を

提
案
で
き
る
貴
重
な

宿
泊
施
設
へ

宿
泊
業
を
営
む
相
談
者
は
、
経
営
の
中
心
で

あ
っ
た
夫
を
亡
く
し
急
激
な
宿
泊
売
上
げ

減
少
に
直
面
。
宿
泊
プ
ラ
ン
や
宿
泊
料
の

見
直
し
や
、
好
評
を
得
て
い
た
ハ
ー
ブ
テ
ィ

と
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
セ
ッ
ト
販
売
や「
コ

ト
の
消
費
」に
着
目
し
た
体
験
型
オ
プ
シ
ョ

ン
を
取
り
入
れ
売
上
げ
の
回
復
を
狙
う
。

宿泊売上が回復。

断食プランも好評で

これまで 6回実施

4

経営の中心であった

夫が亡くなったことにより

宿泊売上が減少

123

大分県

経
営
改
善

由布市湯布院町にて昭和45年に洋ら
んの栽培、販売業として個人創業。
昭和63年に法人化。平成11年に宿泊
棟と温泉施設を建設し、宿泊業をスタ
ートさせた。温泉熱を利用した温室
も3棟保有しており、農家である経営
者の両親が胡蝶蘭・ハーブやベビーリ
ーフなどを栽培し、売店では自家製ハ
ーブを使ったポプリやハーブティを販
売している。

有限会社
ゆふいんフローラハウス

安価だった宿泊料金、
人手不足を

踏まえた宿泊プラン
宿泊以外の売上拡大を助言

宿泊価格の改定や断食を
取り入れたプラン、

人気のハーブティのセット
販売を開始

人手不足を踏まえ、独自の方向性を見出した相談者　　ゆふいんフローラハウス館内の様子
自家製ハーブティーのセット販売を開始　　機おり体験など「コト消費」を提案

1
3

2
4

4 3 2 1

家
製
の
ハ
ー
ブ
や
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
な
ど
を
使
っ

た
加
工
品
、
押
し
花
体
験
な
ど
他
の
宿
に
は
な

い
差
別
化
が
図
れ
る
強
み
が
い
く
つ
か
あ
り
、

宿
泊
客
に
も
好
評
を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
た
。

人
手
不
足
を

踏
ま
え
た
戦
略

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
、
C
O
か
ら
は
①
宿
泊

に
か
か
る
売
上
げ
・
利
益
の
回
復
、②
宿
泊
以
外

の
売
上
げ
増
加
案
、③
事
後
湯
計
画
御
作
成
・
資

金
の
獲
得
を
提
案
し
た
。
ま
ず
、
売
上
げ
の
回

復
策
と
し
て
宿
泊
料
を
見
直
し
、
平
日
と
休
前

日
と
の
差
を
つ
け
定
員
数
の
充
足
を
図
る
こ
と

を
助
言
。
人
手
不
足
が
深
刻
な
現
状
か
ら
、「
素

泊
ま
り
ま
た
は
一
泊
朝
食
付
き
」
の
ス
タ
イ
ル

に
変
更
し
、
周
辺
の
飲
食
店
を
紹
介
の
上
、
で

き
る
限
り
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う

提
案
し
た
。
宿
泊
以
外
で
は
、
宿
泊
施
設
内
の

カ
フ
ェ
で
提
供
を
続
け
好
評
を
得
て
い
た
ハ
ー

ブ
テ
ィ
を
当
拠
点
で
開
発
を
支
援
し
た
デ
ィ
ス

ペ
ン
サ
ー
と
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
セ
ッ
ト
販

売
を
始
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
し
て
、
事

業
資
金
に
関
し
て
は
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
」
を
勧
め
、
申
請
書
類
等
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
っ
た
。

提
案
を
受
け
、
相
談
者
は
宿
泊
料
金
を

1
,
0
0
0
円
値
上
げ
し
１
人
客
に
つ
い
て
は

休
前
日
の
受
け
入
れ
を
や
め
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
（
断
食
）
指
導
の
資

格
を
取
り
、
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

宿
泊
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
や
、
C
O
と
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
ア
ロ
マ
や
温
泉
療
法
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
し
、
提
供
を
始
め
た
。
自
家
製
ハ

ー
ブ
テ
ィ
と
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
セ
ッ
ト
販
売

は
好
評
を
得
て
、
主
に
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
参
加

者
か
ら
の
予
約
を
多
く
獲
得
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
資
金
調
達
に
関
し
て
は
、
C
O
等
の
支
援

に
沿
っ
て
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
事

業
計
画
を
作
成
し
、
商
工
会
に
申
請
し
た
。

「
コ
ト
消
費
」の
提
案
で

宿
泊
売
上
を
回
復

こ
れ
ら
取
り
組
み
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
、

宿
泊
売
上
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
、
部
屋
単

価
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
、

フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
好
評
を
得
て
、

こ
れ
ま
で
６
回
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
ほ
ぼ
毎

回
募
集
定
員
に
達
し
て
お
り
、
宿
泊
売
上
と
単

価
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

ま
た
、
写
経
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ア
ロ
マ
、

温
泉
入
浴
療
法
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
般
の

宿
泊
客
に
も
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
提
供
す
る
こ

と
で
、
当
社
は
宿
泊
以
外
の
「
コ
ト
消
費
」
の

提
案
が
で
き
る
宿
に
な
っ
た
。
ハ
ー
ブ
テ
ィ
と

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
セ
ッ
ト
商
品
は
フ
ァ
ス
テ

ィ
ン
グ
客
を
中
心
に
好
評
で
、
販
売
か
ら
1
ヶ

月
で
2
0
個
を
販
売
し
た
。
申
請
し
て
い
た
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
に
採
択
さ
れ
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修
、
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
事
業

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
等
に
充
て
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
に
よ
り
、
売
上
拡
大
に
貢
献
し
た
。

ず
急
激
な
宿
泊
売
上
の
減
少
に
直
面
し
て
お
り
、

将
来
へ
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら

見
出
し
た
課
題
と
強
み

当
初
は
情
報
発
信
の
相
談
で
あ
っ
た
が
経
営

の
中
心
人
物
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
サ
ー
ビ

ス
が
行
き
届
か
ず
急
激
な
宿
泊
売
上
の
減
少
に

直
面
し
て
い
る
と
判
断
。
宿
泊
料
が
相
場
よ
り

も
安
い
こ
と
や
、
集
客
ロ
ス
な
ど
、
平
日
や
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
の
集
客
と
あ
わ
せ
た
対
策
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

一
方
、
現
地
調
査
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、

施
設
か
ら
見
え
る
景
色
の
良
さ
や
胡
蝶
蘭
・
自

夫
の
急
逝
、
お
客
様
に

行
き
届
か
な
い
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
O
）
が
支
援

の
た
め
訪
問
し
た
別
府
市
の
宿
泊
施
設
の
女
将

か
ら
当
社
の
窮
状
を
聞
き
、
当
拠
点
へ
来
訪
す

る
よ
う
に
助
言
し
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
大
分

み
ら
い
信
用
金
庫
の
企
業
支
援
担
当
者
か
ら
当

社
へ
の
支
援
要
請
が
あ
り
、
そ
の
直
後
で
あ
る

2
0
1
7
年
5
月
9
日
に
当
拠
点
に
社
長
が
来

訪
し
た
。
当
初
は
I
T
担
当
で
あ
る
C
O
に
、

売
上
拡
大
を
目
的
と
し
た
情
報
発
信
に
つ
い
て

の
相
談
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
C
O
が
詳
細
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

っ
た
と
こ
ろ
相
談
者
は
経
営
の
中
心
で
あ
っ
た

代
表
の
夫
を
亡
く
し
、
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
か
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

運
輸
業
で
の
経
験
を

活
か
し
新
規
事
業
を
開
業

地
元
か
ら
の
新
規
雇
用
で

人
手
不
足
に
も
対
応

口
蹄
疫
の
発
生
に
よ
り
順
調
だ
っ
た
輸

送
業
が
一
転
、
赤
字
転
落
。
経
営
を
保

つ
た
め
新
事
業
の
開
拓
を
模
索
し
倉
庫

業
に
行
き
着
く
。
詳
細
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

リ
サ
ー
チ
や
資
金
調
達
の
準
備
を
進
め
、

想
定
通
り
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
備
し

た
倉
庫
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

平成21年に個人にて輸送業を起業。
その後、口蹄疫の発生による物流の
移動禁止・制限等の課題を乗り越え、
経営者の故郷である綾町の立地企業
として認定され、念願の倉庫業を開始
した。

金融機関からの融資を得て

倉庫の受入れ体制を確立。

人材確保にも成功

4

口蹄疫の発生で、

順調だった輸送業が

赤字に転落

持続的経営を維持するため

新たな事業の開拓を模索。

営業力の強化も課題に

既に展開していた

倉庫業を収益事業化。

トップセールスの強化を図る

123

株式会社 タイセイ商事
宮崎県

経
営
改
善

建設当初の1号倉庫　　新設した事務所
相談者　　融資が実行され完成した3号倉庫

1
3

2
4

4 3 2 1

る
必
要
が
あ
っ
た
。
従
来
の
販
売
チ
ャ
ネ
ル
に
加

え
て
、
相
談
者
を
核
と
し
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の

強
化
と
、
営
業
部
門
の
人
員
補
強
に
よ
る
営
業
体

制
の
確
立
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。③
既
に
１
号

倉
庫
を
建
設
し
て
倉
庫
業
を
開
始
し
て
い
る
が
、

倉
庫
業
の
立
ち
上
げ
時
期
の
諸
経
費
（
保
証
協
会

保
証
料
及
び
手
数
料
等
）
が
、
金
融
機
関
が
見
積

も
っ
た
想
定
以
上
に
嵩
み
、
運
転
資
金
が
不
足
す

る
た
め
、
長
期
運
転
資
金
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。

④
倉
庫
業
を
運
営
す
る
た
め
に
は
、
従
業
員
の
補

強
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
が
、
宮
崎
市
内
は
人
材

不
足
の
た
め
、
業
務
に
相
応
し
い
人
材
確
保
に
至

っ
て
い
な
い
。

輸
送
業
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
て

倉
庫
業
を
メ
イ
ン
と
し
た
事
業
を
展
開

こ
れ
ら
課
題
を
受
け
て
C
O
は
、
ま
ず
倉
庫
業

を
収
益
事
業
と
す
る
た
め
、
取
引
確
約
先
及
び
見

込
み
先
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。
当
拠
点
に
お
い
て
経
営
環
境
分
析
（
マ

ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
）
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
南
九

州
に
は
大
型
の
保
管
倉
庫
が
な
く
、仮
に
先
行
し

て
事
業
を
開
始
で
き
れ
ば
十
分
に
先
行
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。そ
し
て
、相
談
者
が
一

般
貨
物
運
送
業
に
お
け
る
長
年
の
実
績
を
活
か
し
、

倉
庫
業
の
展
開
を
行
う
こ
と
で
安
定
し
た
事
業
運

営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
、

当
社
の
新
規
事
業（
倉
庫
業
）を
有
利
（
メ
イ
ン
）

に
取
り
扱
っ
て
く
れ
る
見
込
み
が
十
分
に
あ
る
こ

と
か
ら
、今
回
の
経
営
改
善
計
画
及
び
収
益
計
画

の
骨
子
に
組
み
込
む
よ
う
に
提
案
を
行
っ
た
。

作
成
し
た
提
案
を
も
と
に
、
相
談
者
は
予
て
よ

り
取
引
の
あ
っ
た
、
県
内
大
手
の
製
紙
メ
ー
カ
ー

に
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
最
大
限
に
活
用
し
て
営
業
活

動
を
展
開
し
な
が
ら
、
今
回
の
新
規
事
業
（
倉
庫

業
）
と
の
業
務
連
携
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
メ
ニ
ュ
ー
表
の
作
成
な
ど
の
具
体
的
な
営
業
ツ

ー
ル
作
成
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
、
当
拠
点
が

作
成
・
監
修
し
た
経
営
改
善
計
画
書
を
基
に
、
相

談
者
が
積
極
的
に
金
融
機
関
へ
の
交
渉
を
行
っ
た
。

新
規
事
業
へ
前
進

人
材
の
確
保
に
も
成
功

倉
庫
業
許
認
可
と
同
時
に
、
地
元
金
融
機
関
等

へ
の
借
入
申
し
込
み
を
行
う
に
際
し
、
金
融
機
関

向
け
の
事
業
計
画
書
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
等
を

行
っ
た
結
果
、
申
請
通
り
の
満
額
で
の
貸
出
実
行

と
な
っ
た
。
ま
た
、
様
々
な
手
続
き
に
関
し
、
法

的
な
解
釈
も
必
要
と
さ
れ
た
た
め
、
当
拠
点
の

C
O
（
弁
護
士
）
と
の
チ
ー
ム
対
応
に
よ
っ
て
、

複
雑
な
権
利
関
係
の
課
題
解
決
に
導
い
た
。
そ
の

結
果
、
第
２
、
第
３
倉
庫
の
建
設
が
完
了
で
き
た

た
め
、
予
定
通
り
の
受
入
れ
体
制
を
整
備
で
き

た
。
相
談
者
の
出
身
地
で
も
あ
っ
た
綾
町
に
、
法

人
化
を
行
っ
た
上
で
企
業
立
地
が
完
了
し
た
。
ま

た
、
綾
町
の
立
地
企
業
と
し
て
認
定
さ
れ
た
こ
と

で
、
地
元
金
融
機
関
か
ら
、
新
倉
庫
建
設
の
追
加

融
資
と
長
期
運
転
資
金
の
調
達
が
で
き
た
こ
と
で

長
期
的
な
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
が
描
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
事
業
拡
大
に
伴
う
人
手
不
足
の
対

策
と
し
て
、
綾
町
役
場
の
協
力
の
も
と
、
地
元
か

ら
現
場
作
業
員
を
1
名
新
規
に
採
用
し
た
。
今
後

も
、
地
元
か
ら
の
雇
用
を
強
化
し
事
業
を
拡
充
し

て
い
く
計
画
だ
。

し
た
後
、
経
営
指
導
員
よ
り
当
拠
点
を
紹
介
さ
れ

相
談
に
訪
れ
た
。

減
少
す
る
収
益
と

新
事
業
へ
の
課
題

当
拠
点
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
O
）

と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
い
く
つ
か
の
課
題
が

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。①
同
業
他
社
と
の
競
合
が

激
化
し
て
い
る
中
、
経
営
を
維
持
す
る
た
め
の
適

正
な
収
益
が
確
保
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
で
き
れ
ば
、
持
続
的
経
営
を
維
持
し
、
収

益
性
を
改
善
す
る
た
め
の
新
た
な
事
業
分
野
を
模

索
し
て
い
た
。②
営
業
担
当
者
が
相
談
者
の
み
の

た
め
営
業
力
強
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
安
定
的
な
売
上
高
を
確
保
し
収
益
力
を
高
め

口
蹄
疫
に
よ
り

伸
び
て
い
た
売
上
げ
が
赤
字
に

相
談
者
が
個
人
で
は
じ
め
た
輸
送
業
は
順
調
に

売
上
高
を
伸
ば
し
て
い
た
が
、
平
成
2
2
年
に
宮

崎
県
で
口
蹄
疫
が
発
生
し
、
物
流
の
移
動
禁
止
・

制
限
等
に
よ
り
大
幅
な
売
上
減
少
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
県
外
企
業
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
が
、

取
次
手
数
料
・
燃
料
費
等
が
嵩
み
、
遂
に
赤
字
に

転
落
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
取
引
の
あ
る
金
融

機
関
（
メ
イ
ン
バ
ン
ク
）
へ
の
相
談
を
行
う
な
ど
、

経
営
改
善
を
一
層
確
実
な
も
の
に
す
る
経
営
努
力

を
行
っ
て
い
た
。
メ
イ
ン
バ
ン
ク
よ
り
抜
本
的
な

経
営
改
善
計
画
書
を
作
成
の
上
、
早
急
に
提
出
す

る
よ
う
に
指
示
を
受
け
、
正
会
員
と
な
っ
て
い
る

宮
崎
商
工
会
議
所
主
催
の
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

ビンだけでなくペットボトルやスタンドパウチなどにも対応　　　 生産ラインを活かし再起を図る
主力商品であったもろみ酢

1
4

2 3

4 3 2 1

小
ロ
ッ
ト
の
O
E
M
を

主
軸
に
事
業
を
展
開
、

前
年
比
1
0
7
％
を
達
成

ブ
ー
ム
が
去
り
、
主
力
商
品
の
も
ろ
み
酢

の
売
上
げ
が
半
減
。
売
上
げ
立
て
直
し
の

軸
に
な
っ
た
の
は
、
今
後
大
き
な
売
上
拡

大
が
見
込
め
な
い
も
ろ
み
酢
で
は
な
く
、

生
産
設
備
。
O
E
M
受
注
メ
ー
カ
ー
と
し

て
舵
を
切
り
、
苦
境
を
乗
り
越
え
る
。

創業15年、もろみ酢の製造メーカーと
して、これまで様々なもろみ酢関連商
品を開発してきた。またPB（OEM商品）
の受注にも対応し、紅芋や黒糖、シー
クァーサーなど沖縄の素材を活用した
オリジナルブレンドのもろみ酢を中心
に、沖縄特有のフルーツを活用したジ
ュースなどの開発も多く手がけている。

新規で 13 社から受注。

売上げも前年比

107％と改善

4

もろみ酢ブームが去り、

売上げが

半分以下まで激減

大きく売上げが伸びる
見込みのないもろみ酢
ではなく製造技術と
生産ラインが経営資源に

OEM受注を

収益事業の主力に

経営改善を図る

123

沖縄健康創業株式会社
沖縄県

経
営
改
善

ウ
チ
な
ど
様
々
な
容
器
や
サ
イ
ズ
に
対
応
し
、

粘
性
の
強
い
ジ
ュ
ー
ス
や
素
材
を
活
か
し
た
調

味
料
製
造
に
も
対
応
で
き
る
製
造
技
術
と
品
質

管
理
の
体
制
が
整
備
さ
れ
た
生
産
ラ
イ
ン
は
、

経
営
資
源
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と
も
わ
か
っ

た
。
県
内
食
品
メ
ー
カ
ー
等
は
、
工
場
は
あ
っ

て
も
自
社
の
生
産
ラ
イ
ン
で
対
応
で
き
な
い
ケ

ー
ス
や
工
場
を
持
た
な
い
販
売
者
も
数
多
く
見

ら
れ
る
。
小
ロ
ッ
ト
生
産
を
受
託
で
き
る
Ｏ
Ｅ

Ｍ
メ
ー
カ
ー
は
少
な
い
た
め
製
造
委
託
し
た
い

企
業
は
受
注
先
を
探
す
の
に
苦
慮
し
て
い
る
。

相
談
者
の
強
み
で
あ
る
生
産
設
備
を
ベ
ー
ス
に

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
化
を
図
り
、Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
一
定
規
模
の
受
注
可
能
性
は
十
分
あ

る
と
思
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
小
ロ

ッ
ト
か
ら
柔
軟
に
対
応
で
き
る
O
E
M
受
注
を

収
益
事
業
の
主
力
に
し
て
い
く
こ
と
で
経
営
改

善
を
図
っ
て
い
く
事
業
計
画
の
作
成
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

あ
ら
た
に
事
業
計
画
を
練
り

見
込
み
客
へ
積
極
的
に
営
業

当
拠
点
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下

C
O
）
が
行
っ
た
提
案
と
し
て
は
、
ま
ず
、
資

金
繰
り
表
の
作
成
と
、
売
上
拡
大
策
を
立
て

る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。
強
み
と
な
る

O
E
M
受
注
展
開
の
た
め
の
営
業
ツ
ー
ル
や
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
、
W
e
b
で
の
情
報
発
信
を
実

施
し
、
新
規
・
見
込
み
顧
客
へ
の
営
業
を
厚
く

す
る
よ
う
提
案
。
ま
た
、
リ
ス
ケ
の
実
施
と
資

金
調
達
実
現
の
め
ど
が
立
っ
た
時
点
で
、
計
画

を
実
行
し
、
し
っ
か
り
と
再
建
に
取
り
組
む
よ

う
指
導
し
た
。

提
案
を
受
け
て
相
談
者
は
、
事
業
計
画
書
の

作
成
と
と
も
に
O
E
M
受
注
を
軸
と
し
た
事
業

計
画
書
を
作
成
。
営
業
ツ
ー
ル
や
プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
、
東
京
や
県
内
で
の
商
談
展
示
会
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
改
良
な
ど
で
情
報
を
発
信
し
な
が

ら
、
見
込
み
客
と
も
面
談
を
行
っ
た
。
ま
た
、

経
営
サ
ポ
ー
ト
会
議
を
開
催
し
、
リ
ス
ケ
を
要
請
。

短
期
的
に
運
用
資
金
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
産
業
ま
つ
り
に
合
わ
せ
、
仕
事
を
と
っ

て
い
く
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
た
。

資
金
調
達
に
成
功
し
事
業
促
進

前
年
比
の
1
0
7
％
を
達
成

沖
縄
県
信
用
保
証
協
会
が
主
催
す
る
経
営
サ

ポ
ー
ト
会
議
に
お
い
て
、
計
画
の
実
現
可
能
性

に
つ
い
て
当
拠
点
が
実
効
性
を
助
言
、
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結

果
、
リ
ス
ケ
の
実
行
と
共
に
金
融
公
庫
と
地
銀

の
協
調
で
融
資
が
決
定
し
た
。
短
期
的
と
は
言

え
資
金
繰
り
が
改
善
し
て
い
る
う
ち
に
O
E
M

受
注
を
拡
大
し
て
収
益
を
上
げ
て
い
く
こ
と
を

狙
っ
た
。
見
込
み
客
と
の
面
談
な
ど
を
行
い
、

新
規
で
1
3
社
か
ら
受
注
し
た
。
他
の
紹
介
企

業
と
も
商
談
継
続
中
で
あ
り
成
約
の
可
能
性
が

高
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
改
良
で
き
た
こ
と
で
、

S
N
S
を
活
用
し
た
P
R
に
も
前
向
き
に
な
っ

た
。
今
年
度
の
売
上
げ
は
前
期
比
1
0
7
%
で

改
善
し
て
い
る
。

厳
し
い
市
場
の
中
生
産
設
備
を
軸
に
し

た
需
要
の
可
能
性
が
見
え
る

健
康
酢
の
中
で
も
ろ
み
酢
は
絞
り
込
ま
れ
た

市
場
で
の
持
続
性
は
あ
っ
て
も
、
か
つ
て
の
ブ

ー
ム
時
の
よ
う
に
大
き
く
売
上
げ
が
伸
び
る
こ

と
は
予
想
し
が
た
い
。
相
談
者
の
も
ろ
み
酢
関

連
商
品
で
の
売
上
回
復
は
市
場
の
状
況
か
ら
も

見
通
し
に
く
く
、
財
務
諸
表
か
ら
も
売
上
げ
の

低
迷
に
よ
り
経
営
状
況
は
か
な
り
厳
し
い
と
思

わ
れ
る
。
財
務
状
況
の
改
善
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
と
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
調
査
を
通
じ
で
確
信
。

金
融
機
関
の
協
力
を
仰
ぎ
条
件
変
更
と
追
加
融

資
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

一
方
、
5
0
m
l
の
小
瓶
か
ら
１
L
の
大
瓶

だ
け
で
な
く
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ス
タ
ン
ド
パ

ブ
ー
ム
後
に
極
端
に

売
上
げ
が
減
少

主
力
商
品
で
あ
る
、
も
ろ
み
酢
の
売
上
げ
は

ブ
ー
ム
時
は
良
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
ピ
ー
ク
に

ブ
ー
ム
時
の
半
分
以
下
ま
で
減
少
。
売
上
げ
の

減
少
対
策
や
資
金
繰
り
の
改
善
の
た
め
に
何
を

す
れ
ば
良
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
原
価

率
を
見
直
し
た
い
の
で
財
務
諸
表
を
見
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
い
資
金
繰
り
の
改
善
に
つ
な
げ

た
い
と
思
い
当
拠
点
へ
相
談
に
至
っ
た
。
相
談

者
に
は
、
短
期
運
転
資
金
の
調
達
に
関
す
る
助

言
が
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
。
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

介護タクシー 綿の葉ロゴマーク　　　 福祉車両の車内
地域高齢者の役に立ちたいと創業を果たした相談者

1
3

2 4

4 3 2 1

福
祉
・
介
護

タ
ク
シ
ー
業
を

シ
ニ
ア
創
業
し
、

地
域
社
会
に
貢
献

復
興
の
途
上
に
あ
る
石
巻
市
で
、
高
齢
者
が

移
動
に
不
便
を
感
じ
る
現
状
を
ど
う
に
か
し

た
い
と
福
祉
・
介
護
タ
ク
シ
ー
業
の
創
業
を

決
意
し
た
相
談
者
。
事
業
計
画
の
策
定
を
進

め
る
中
で
、
地
域
の
声
を
聞
き「
地
域
住
民
の

足
」と
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
。

自動車学校に勤務していた相談者は、
退職を機に介護ヘルパーの資格を取
得し、東日本大震災で甚大な被害を
受けた石巻市渡波黄金浜地区で福
祉・介護タクシー業を創業。地域に
住む高齢者の移動を支えたいという
強い想いで、今日もハンドルを握って
いる。

4 123

介護タクシー 綿の葉
宮城県

「介護タクシー 綿の葉」を開業。
定期予約が入るなど、
着実に顧客数を
伸ばしている

地域高齢者が移動に不便を
感じている現状から

福祉・介護タクシー業の
開業を決意

市場調査、競合調査から
事業性が十分に
あることを確認

許認可手続きを進める一方
顧客獲得のため、事務所の

周辺にチラシの
ポスティングを実施

ま
ず
、
事
業
の
具
体
的
利
用
者
と
し
て
想

定
さ
れ
る
高
齢
者
の
居
住
状
況
を
把
握
す
る

た
め
、
国
勢
調
査
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
石
巻

地
区
の
エ
リ
ア
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
相

談
者
が
自
宅
兼
事
務
所
を
構
え
る
予
定
の
地

区
は
市
内
で
最
も
高
齢
者
数
が
多
く
、
車
で

1
0
分
圏
内
に
約
1
8
,
0
0
0
名
の
高
齢

者
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
合
わ
せ

て
競
合
事
業
者
を
調
査
す
る
と
、
福
祉
輸
送

車
両
を
有
す
る
市
内
タ
ク
シ
ー
会
社
は
あ
る

も
の
の
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
有
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
で
運
用
し
て
い
る
個
人
経
営
の

事
業
者
は
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
を

高
齢
者
の
声
か
ら
探
る

こ
の
こ
と
か
ら
、
事
業
性
は
高
い
と
判
断
し

相
談
者
に
許
認
可
手
続
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
一
方
で
、
初
期
の
顧
客
獲
得
や
広
報
の
検
討

の
た
め
、
事
務
所
周
辺
の
高
齢
者
の
通
院
・
買

物
等
の
際
の
移
動
方
法
や
既
存
事
業
者
の
利
用

状
況
等
に
つ
い
て
情
報
収
集
す
る
よ
う
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
。

相
談
者
が
近
隣
高
齢
者
の
声
を
聞
く
と
、
通

院
や
買
い
物
の
移
動
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
住

民
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
務
所
周
辺
の
住

宅
を
中
心
に
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

し
顧
客
開
拓
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

順
調
に
事
業
を
立
ち
上
げ

地
域
に
貢
献

こ
う
し
た
取
組
み
の
末
、
平
成
2
9
年
8
月

上
旬
に
相
談
者
の
自
宅
を
改
修
し
事
務
所
を
開

所
。
併
せ
て
運
送
事
業
の
許
可
及
び
福
祉
輸
送

車
両
の
検
査
も
終
え
「
介
護
タ
ク
シ
ー 

綿
の
葉
」

と
し
て
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

顧
客
の
開
拓
は
運
送
業
務
の
合
間
を
見
な
が
ら

地
道
に
行
っ
て
い
る
が
、
ま
ず
は
顔
見
知
り
の

近
所
か
ら
周
知
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
口

コ
ミ
の
効
果
も
表
れ
知
名
度
も
徐
々
に
向
上
。

通
院
日
に
合
わ
せ
て
利
用
す
る
顧
客
か
ら
の
定

期
予
約
が
入
る
な
ど
着
実
に
顧
客
数
を
伸
ば
し

て
い
る
。

相
談
者
は
「
具
体
的
に
相
談
に
乗
っ
て
も
ら

い
、
順
調
に
事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
住
民
の
方
の
足
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
」

と
支
援
を
振
り
返
る
と
共
に
、
地
域
へ
の
想
い

を
に
じ
ま
せ
た
。

地
元
金
融
機
関
に
開
業
資
金
の
融
資
の
相
談
に

赴
い
た
と
こ
ろ
、
事
業
計
画
の
策
定
を
勧
め
ら

れ
当
拠
点
を
紹
介
さ
れ
た
。

強
い
想
い
を

事
業
に
着
地
さ
せ
る

相
談
に
対
応
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
「
地

域
高
齢
者
等
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
相
談
者

の
強
い
想
い
を
感
じ
た
」
と
初
回
相
談
時
を
振

り
返
り
つ
つ
、
事
業
に
必
要
な
許
認
可
の
情
報

や
顧
客
確
保
の
具
体
策
な
ど
不
足
し
て
い
る
部

分
を
補
足
す
る
こ
と
で
事
業
開
始
ま
で
の
道
す

じ
は
見
え
る
と
判
断
。
石
巻
地
区
で
開
催
し
て

い
る
定
期
相
談
会
で
、
月
に
一
度
進
捗
を
確
認

し
な
が
ら
相
談
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

地
域
高
齢
者
の

お
役
に
立
ち
た
い

相
談
者
の
住
む
石
巻
市
渡
波
黄
金
浜
地
区
は
、

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
地
域

の
ひ
と
つ
。
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
や
住
宅
の
再

建
は
徐
々
に
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
復
興
は
い

ま
だ
途
上
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
地
域
は
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
通
院
や
買

い
物
の
際
の
移
動
に
不
便
を
感
じ
る
高
齢
者
が

多
か
っ
た
。
相
談
者
は
、
こ
う
い
っ
た
地
域
の

現
状
を
危
惧
し
「
地
域
高
齢
者
の
方
の
役
に
立

ち
た
い
」
と
い
う
強
い
想
い
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
前
職
の
自
動
車
学
校
の
退
職

を
機
に
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
取
得
し
福

祉
・
介
護
タ
ク
シ
ー
業
を
開
業
す
る
こ
と
を
決
意
。
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

少し高くてもおいしい卵を食べたいという消費者ニーズを掴む特殊卵を生産 　　　特殊卵を使用した温泉卵「宝泉」
特殊卵を使用したシフォンケーキ

1
4

2 3

4 3 2 1

卵
製
品
の
開
発
で

創
業
2
年
目
に
し
て

月
商
が
前
年
比
8
割
増

特殊卵の卸売り、特殊卵を原料とした
卵加工品の製造・販売を目的に、平
成28年7月に設立された会社である。
富山県内の中規模鶏卵生産者と共同
開発した特殊卵を県内の食品スーパ
ーへの販売。さらには小矢部市の宮
島温泉峡の温泉水を活用した「温泉
卵」と卵をふんだんに使用した「シフォ
ンケーキ」を地元の社会福祉法人と共
同開発して、製造・販売を始めている。

4 123

バリューフーズ株式会社
富山県

富山県、石川県の食品
スーパー十数社との取引を開始。
加工品の販売も決まり、
売上げ3,000万強へ

「特殊卵」を開発し創業を

目指すがノウハウがなく

総合的支援が必要に

当初は創業の相談だったが

事業全体にかかる支援が

必要であることが明確に

負担を抑えた法人設立、
「特殊卵」の成分分析、こだわり

スーパーへの
販路開拓等を実施

飼
料
に
こ
だ
わ
っ
た
特
殊
卵
の
生
産
を
軸
に

創
業
を
目
指
す
相
談
者
。
長
年
卵
関
連
の
仕

事
に
従
事
し
て
き
た
が
、
創
業
の
経
験
は
な

く
総
合
的
な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
た
。
し

か
し
、
本
当
に
必
要
だ
っ
た
の
は
、
開
発
商

品
の
コ
ン
セ
プ
ト
策
定
か
ら
、
販
路
開
拓
ま

で
多
岐
に
わ
た
る
専
門
的
な
支
援
だ
っ
た
。

多
岐
に
渡
る
専
門
的
な
提
案
を
行
っ
た
。

創
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
法
人
設
立
の
費
用

を
抑
え
る
た
め
の
定
款
の
作
成
や
公
証
役
場
で

の
認
証
、
法
務
局
で
の
登
記
手
続
き
な
ど
の
一

連
の
流
れ
を
説
明
し
、
自
身
で
対
応
可
能
な
手

続
き
等
を
行
う
た
め
の
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
、

C
O
が
自
身
で
対
応
で
き
な
い
点
に
関
し
て
は
、

司
法
書
士
な
ど
に
相
談
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

商
品
開
発
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
養
鶏
業

者
と
共
同
で
生
産
し
た
特
殊
卵
は
、
一
般
卵
に

比
べ「
ア
ミ
ノ
酸
」、「
ヨ
ー
ド
」、「
ビ
タ
ミ
ン
A
」、

「
ビ
タ
ミ
ン
D
」、「
ビ
タ
ミ
ン
E
」、「
D
H
A
」、

「
ミ
ネ
ラ
ル
」
を
多
く
含
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
記
載
す
る
た
め
に
は
根

拠
と
な
る
分
析
値
の
提
示
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

を
説
明
し
、
栄
養
成
分
の
分
析
を
行
う
よ
う
ア

ド
バ
イ
ス
。

ア
ド
バ
イ
ス
が
実
を
結
び
、

事
業
を
軌
道
化

そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
対
し
て
の
提
案
の

の
ち
、
定
款
の
原
稿
と
法
人
設
立
に
必
要
な
書

類
等
を
作
成
し
、
平
成
2
8
年
7
月
に
バ
リ
ュ

ー
フ
ー
ズ
株
式
会
社
を
設
立
。
ま
た
、
税
務
署

へ
の
「
法
人
設
立
届
出
書
」
や
、
年
金
事
務
所

へ
の
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
の
「
新
規
適

用
届
」
な
ど
自
身
で
対
応
可
能
な
手
続
き
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
法
人
設
立
の
費
用
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

商
品
に
つ
い
て
は
、
養
鶏
業
者
と
飼
料
等
を

工
夫
し
て
共
同
開
発
し
た
「
特
殊
卵
」
の
栄
養

成
分
分
析
に
つ
い
て
、
富
山
県
農
林
水
産
総
合

技
術
セ
ン
タ
ー
食
品
研
究
所
に
相
談
。
ビ
タ
ミ

ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
D
H
A
な
ど
の
栄
養
成
分
分

析
を
行
い
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
記
載
し
て
特

長
を
裏
付
け
る
根
拠
な
っ
た
。
さ
ら
に
温
泉
卵

の
「
宝
泉
」
を
、
富
山
県
知
財
総
合
支
援
窓
口

の
支
援
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
商
標
登
録
し

た
。
ま
た
、
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
は
北
野
エ
ー
ス

の
富
山
店
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
生
産
量

が
増
え
る
た
め
、「
新
創
業
融
資
制
度
」
を
活
用

し
て
オ
ー
ブ
ン
を
導
入
。
月
産
2
,
0
0
0
個

を
生
産
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
。

販
路
に
つ
い
て
は
創
業
1
年
目
は
、
地
元
北

陸
エ
リ
ア
で
の
当
社
の
「
特
殊
卵
」
と
そ
の
卵

加
工
商
品
の
認
知
度
を
高
め
る
た
め
、
富
山
県

や
石
川
県
の
こ
だ
わ
り
ス
ー
パ
ー
を
中
心
に
販

路
開
拓
を
実
施
。
地
元
新
聞
に
事
業
内
容
を
紹

介
し
て
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
。
食
品
関

連
展
示
会
等
に
は
、
来
年
度
の
出
展
を
計
画
中

で
あ
る
。

創
業
２
年
目
に
し
て

売
上
げ
は
3
,
0
0
0
万
円
超
へ

こ
れ
ら
の
取
組
み
の
結
果
、
富
山
県
と
石
川

県
の
食
品
ス
ー
パ
ー
十
数
社
へ
の
「
特
殊
卵
」

と
「
温
泉
卵
」
の
販
売
、
さ
ら
に
平
成
2
9
年

1
0
月
か
ら
は
、「
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
」
が
北
野

エ
ー
ス
の
富
山
店
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

最
近
の
月
商
が
創
業
1
年
目
の
平
均
月
商
の
8

割
増
と
な
っ
て
い
る
。
創
業
2
年
目
で
あ
る
今

年
度
の
売
上
は
、
3
,
0
0
0
万
円
を
超
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

点
の
紹
介
を
受
け
来
訪
相
談
に
至
っ
た
。

創
業
や
商
品
開
発
、
販
路
開
拓
…

多
岐
に
わ
た
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施

相
談
の
き
っ
か
け
は
法
人
設
立
に
関
す
る
相

談
で
あ
っ
た
が
、
食
品
開
発
を
専
門
と
す
る
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
C
O
）
が
相
談
者
の

事
業
計
画
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

法
人
設
立
の
手
続
き
や
融
資
な
ど
の
創
業
支
援

に
と
ど
ま
ら
ず
、
開
発
商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
策
定
、

加
工
技
術
、
品
質
管
理
、
販
路
開
拓
、
さ
ら
に

は
養
鶏
業
者
や
社
会
福
祉
法
人
と
の
連
携
な
ど
、

事
業
全
体
に
か
か
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
C
O
は
、
課
題

を
各
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

消
費
者
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
新
た
な
企
業
を

長
年
鶏
卵
関
連
の
仕
事
に
従
事
し
て
き
た
相

談
者
は
、
少
し
高
く
て
も
お
い
し
い
卵
を
食
べ

た
い
と
い
う
最
近
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
飼
料
に
こ
だ
わ
っ
た
特
殊
卵
の
生
産

と
特
殊
卵
を
原
料
と
し
た
鶏
卵
加
工
品
の
開
発

を
進
め
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
に
構
築
し
て
き
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
特
殊
卵
を
生
産

す
る
養
鶏
業
者
と
鶏
卵
加
工
品
の
製
造
を
行
う

社
会
福
祉
法
人
と
の
連
携
体
制
が
整
っ
て
き
た

が
、
創
業
に
あ
た
っ
て
は
総
合
的
な
支
援
を
必

要
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
以
前
支
援
事
業
の
活

用
で
知
り
合
っ
た
（
公
財
）
富
山
県
新
世
紀
産

業
機
構
の
専
門
家
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
当
拠
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課
題
解
決
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

「
価
格
で
は
な
く

価
値
で
売
る
」

経
営
の
大
き
な
決
断
で
、

地
方
か
ら
全
国
へ

昭和49年の創業以来、天然のエビを
中心に香川県を中心に飲食店向け卸
業販を行ってきた。「味と健康の面で
自身のある商品を提供したい」という
想いで、25年前ほどから始めた自社で
の天然えびの無添加加工でつくる「む
きえび、天ぷら用のばしえび」は和食、
中華、うどん店などから高い評価を得
ている。

4 123

株式会社ホリ
香川県

事
業
承
継

販路が広がり
事業体制を確立。
事業承継が確実に
できる状況に

Uターンで入社。山積する

課題を目の当たりにするも

解決策が見出せない

課題の大本は販売拡大で

あると判断。「価格ではなく

価値で売る」経営へ

域支援機関主催の展示・

商談会へ参加。首都圏への

新規営業を開始

U
タ
ー
ン
で
入
社
し
た
相
談
者
。入
社
す
る
と
、

山
積
す
る
課
題
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
価

格
競
争
の
中
、「
価
格
で
は
な
く
、
価
値
で
売

る
」と
い
う
発
想
に
経
営
の
舵
を
切
り
、県
外

の
顧
客
を
獲
得
。
経
営
基
盤
を
整
備
す
る
こ

と
で
、事
業
承
継
を
確
か
な
も
の
に
す
る
。

天然えびのフライなど付加価値の付いた冷凍食品を販売　　株式会社ホリの皆様
相談者である堀常務　　商品の製造風景

1
4

2
3

4 3 2 1

考
え
た
。
特
に
、
首
都
圏
の
こ
だ
わ
り
ス
ー
パ

ー
や
自
然
食
品
店
な
ど
で
あ
れ
ば
、
相
談
者
の

扱
う
商
品
価
値
を
理
解
し
て
く
れ
る
顧
客
と
な

る
。「
価
格
で
は
な
く
価
値
で
売
る
」
経
営
に
舵

を
切
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
分
か
っ
た
。

し
か
し
、
約
４
０
年
間
、
県
内
で
営
業
活
動

を
行
っ
て
き
た
た
め
、
全
国
へ
向
け
た
新
規
営

業
を
限
ら
れ
た
人
員
で
ど
の
よ
う
に
行
う
か
、

ま
た
、
会
社
の
特
性
を
生
か
し
時
代
に
あ
っ
た

新
商
品
を
開
発
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
の
方
法
と
開
発
費
用
の
捻
出
が
大
き
な

課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

詳
細
な
事
業
計
画
を
着
実
に
進
め

県
外
顧
客
へ
と
ア
プ
ロ
ー
チ

課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
C
O
は
、
ま

ず
新
規
営
業
を
進
め
て
い
く
手
段
と
し
て
、
地
域

支
援
機
関
主
催
の
展
示
会
や
商
談
会
へ
の
参
加
を

提
案
。
新
商
品
の
開
発
に
関
し
て
は
、
今
後
の
顧

客
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
商
品
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
は

じ
め
、
国
や
地
方
自
治
体
の
補
助
事
業
等
の
提
案
。

ま
た
、
開
発
費
用
に
対
し
て
は
金
融
機
関
と
の
良

好
な
連
携
方
法
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
事
業
を
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
て
い
く
た
め
に
事
業
計
画
と
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
き

行
動
し
た
結
果
を
分
析
す
る
よ
う
勧
め
た
。

こ
れ
を
受
け
相
談
者
は
、
提
案
さ
れ
た
こ
と
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。「
モ
ノ
づ
く
り

補
助
金
」
や
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」、

ま
た
、
当
拠
点
と
中
小
機
構
四
国
本
部
が
連
携
し

て
支
援
し
た
結
果
「
地
域
資
源
活
用
認
定
事
業
」

な
ど
に
採
択
さ
れ
、
試
作
開
発
費
や
設
備
投
資
だ

け
で
な
く
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・

看
板
と
い
っ
た
営
業
ツ
ー
ル
を
作
成
。
ア
レ
ル
ギ

ー
や
グ
ル
テ
ン
に
気
を
使
っ
た
商
品
や
、
瀬
戸
内

海
産
物
資
源
を
活
用
し
た
地
域
性
が
高
く
、
付
加

価
値
の
つ
い
た
商
品
を
開
発
し
、
そ
れ
を
武
器
に

全
国
へ
と
営
業
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
全
て
、
作
成
し
た
事
業
計
画
と
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
毎
月

２
回
の
社
内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
進
捗
確
認
、
ま

た
、
金
融
機
関
へ
の
事
業
報
告
や
決
算
報
告
に
も

細
か
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

事
業
体
制
が
整
い

事
業
承
継
も
確
実
に

時
代
に
合
わ
せ
た
商
品
や
地
域
色
の
強
い
商
品

を
開
発
し
、
展
示
会
な
ど
を
中
心
に
営
業
活
動
を

行
っ
た
こ
と
で
、
県
外
の
取
引
先
が
増
加
。
東
京
・

京
都
の
高
価
格
帯
ス
ー
パ
ー
の
総
菜
商
品
や
、
百

貨
店
の
ギ
フ
ト
商
材
、
全
国
の
自
然
食
品
店
の
店

頭
販
売
な
ど
様
々
な
販
売
方
法
で
広
が
り
、
地
元

で
も
生
協
の
共
同
購
入
商
品
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

ま
た
、
展
示
会
・
商
談
会
へ
の
参
加
や
補
助
事

業
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
地
域
の
様
々
な
事
業
者

と
の
交
流
も
生
ま
れ
、
他
の
地
域
支
援
機
関
の
紹

介
や
、
新
規
顧
客
の
紹
介
と
い
っ
た
機
会
を
得
る

と
共
に
、
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も

増
え
た
。

当
初
、
一
社
員
と
し
て
入
社
し
た
相
談
者
も
、

高
い
経
営
力
を
身
に
つ
け
常
務
と
し
て
活
躍
。
新

商
品
開
発
や
首
都
圏
へ
の
販
路
な
ど
、
事
業
基
盤

を
固
め
た
こ
と
で
事
業
承
継
が
確
実
に
で
き
る
状

況
と
な
っ
た
。

「
価
格
で
は
な
く
価
値
で
売
る
」

経
営
の
方
向
を
変
え
る
決
断

当
拠
点
の
コ
ー
デ
ィ
ー
ネ
ー
タ
ー
（
以
下

C
O
）
は
、
相
談
者
の
抱
え
る
課
題
の
大
本
は

販
売
拡
大
で
あ
る
と
判
断
。
そ
の
た
め
に
、
誰

に
何
を
ど
の
よ
う
に
売
る
か
に
視
点
を
置
き
、

取
扱
商
品
の
種
類
・
構
成
比
や
顧
客
層
を
分
析

し
な
が
ら
、
商
品
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
聞
き

出
す
こ
と
で
会
社
の
強
み
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
こ
と
か
ら
始
め
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
い
く
中
で
、
相
談
者
が

感
じ
て
い
る
「
天
然
無
添
加
加
工
の
商
品
は
、

海
外
加
工
の
安
い
商
品
に
価
格
競
争
で
劣
っ
て

し
ま
う
」
と
い
う
課
題
は
販
売
販
路
を
県
外
か

ら
全
国
に
広
げ
る
こ
と
で
、
強
み
に
変
わ
る
と

家
業
の
今
後
を
想
い
入
社

山
積
す
る
課
題
を
目
の
当
た
り
に

県
内
に
大
手
飲
食
チ
ェ
ー
ン
店
及
び
、
大
手

卸
業
者
が
多
数
進
出
し
て
き
た
こ
と
で
、
個
人

飲
食
店
が
減
少
し
、
価
格
競
争
の
波
が
押
し
寄

せ
て
き
た
。
株
式
会
社
ホ
リ
（
以
下
、
同
社
）

も
2
0
年
ほ
ど
前
と
比
べ
売
上
げ
が
半
分
以
下

に
な
り
、
顧
客
も
減
少
し
て
い
く
。
相
談
者
（
同

社
創
業
者
の
孫
）
は
U
タ
ー
ン
し
て
同
社
に
入

社
し
、
課
題
が
山
積
し
て
い
る
状
況
を
認
識
し

た
が
、
何
か
ら
手
を
付
け
れ
ば
い
い
の
か
、
ど

こ
に
相
談
に
行
け
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
途
方

に
暮
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、
自
営
業
を
営
む

親
せ
き
か
ら
当
拠
点
に
経
営
相
談
を
し
て
い
る

こ
と
を
聞
き
、
相
談
に
訪
れ
た
。
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よろず支援拠点一覧

北海道よろず支援拠点

青森県よろず支援拠点

岩手県よろず支援拠点

宮城県よろず支援拠点

秋田県よろず支援拠点

山形県よろず支援拠点

福島県よろず支援拠点

茨城県よろず支援拠点

栃木県よろず支援拠点

群馬県よろず支援拠点

埼玉県よろず支援拠点

千葉県よろず支援拠点

東京都よろず支援拠点

神奈川県よろず支援拠点

新潟県よろず支援拠点

山梨県よろず支援拠点

長野県よろず支援拠点

静岡県よろず支援拠点

愛知県よろず支援拠点

岐阜県よろず支援拠点

三重県よろず支援拠点

富山県よろず支援拠点

石川県よろず支援拠点

福井県よろず支援拠点

札幌市中央区北1条西2丁目 経済センタービル9階
TEL:011-232-2407

青森市新町2-4-1 青森県共同ビル7階
TEL:017-721-3787

盛岡市北飯岡2-4-26 岩手県先端科学技術研究センター2階
TEL:019-631-3826

仙台市青葉区上杉1-14-2 宮城県商工振興センター2階
TEL:022-393-8044

秋田市山王三丁目1-1 秋田県庁第二庁舎2階
TEL:018-860-5605

山形市城南町一丁目1番1号霞城セントラル13階
TEL:023-647-0708

郡山市清水台1-3-8 郡山商工会議所会館4階403号室
TEL:024-954-4161

水戸市桜川2-2-35 茨城県産業会館9階
TEL:029-224-5339

宇都宮市ゆいの杜1-5-40 とちぎ産業創造プラザ内
TEL:028-670-2618

前橋市亀里町884-1 群馬産業技術センター1階
TEL:027-265-5016

さいたま市大宮区桜木町1-7-5 ソニックシティビル10階
TEL:0120-973-248

千葉市美浜区中瀬2-6-1 WBG マリブイースト23階
TEL:043-299-2921

港区新橋1-18-６ 共栄火災ビル１階
TEL:03-6205-4728

横浜市中区尾上町5-80
TEL:045-633-5071

新潟市中央区万代島5番1号 万代島ビル10階
TEL:025-246-0058

甲府市大津町2192-8 アイメッセ山梨3階
TEL:055-243-0650

長野市若里1-18-1 長野県工業技術総合センター3階
TEL:026-227-5875

静岡市葵区黒金町20-8
TEL:054-253-5117

名古屋市中村区名駅四丁目4番38号 ウインクあいち14階
TEL:052-715-3188

岐阜市薮田南5-14-53 ふれあい福寿会館10階（県民ふれあい会館）
TEL:058-277-1088

津市栄町1丁目891 三重県合同ビル5階
TEL:059-228-3326

富山市高田527 情報ビル1階
TEL:076-444-5605

金沢市鞍月2丁目20番地 石川県地場産業振興センター新館1階
TEL:076-267-6711

坂井市丸岡町熊堂第3号7番地1-16 ソフトパークふくい
福井県産業情報センタービル3階
TEL:0776-67-7402

（公財）北海道中小企業
総合支援センター

（公財）21 あおもり産業
総合支援センター

（公財）いわて
産業振興センター

宮城県商工会連合会

（公財）あきた
企業活性化センター

（公財）山形県企業振興公社

（公財）福島県
産業振興センター

（公財）茨城県
中小企業振興公社

（公財）栃木県
産業振興センター

（公財）群馬県産業支援機構

（公財）埼玉県産業振興公社

（公財）千葉県
産業振興センター

（一社）東京都信用金庫協会

（公財）神奈川
産業振興センター

（公財）にいがた
産業創造機構

（公財）やまなし
産業支援機構

（公財）長野県
中小企業振興センター

静岡商工会議所

（公財）あいち産業振興機構

（公財）岐阜県
産業経済振興センター

（公財）三重県
産業支援センター

（公財）富山県
新世紀産業機構

（公財）石川県
産業創出支援機構

（公財）ふくい
産業支援センター

設置機関拠点名 所在地・連絡先

滋賀県よろず支援拠点

京都府よろず支援拠点

大阪府よろず支援拠点

兵庫県よろず支援拠点

奈良県よろず支援拠点

和歌山県よろず支援拠点

鳥取県よろず支援拠点

島根県よろず支援拠点

岡山県よろず支援拠点

広島県よろず支援拠点

山口県よろず支援拠点

徳島県よろず支援拠点

香川県よろず支援拠点

愛媛県よろず支援拠点

高知県よろず支援拠点

福岡県よろず支援拠点

佐賀県よろず支援拠点

長崎県よろず支援拠点

熊本県よろず支援拠点

大分県よろず支援拠点

宮崎県よろず支援拠点

鹿児島県よろず支援拠点

沖縄県よろず支援拠点

よろず支援拠点全国本部

大津市打出浜2-1 コラボしが21 2階
TEL:077-511-1425

京都市下京区中堂寺南町134
TEL:075-315-8660 

大阪市中央区本町橋2ー5 マイドームおおさか
TEL:06-6947-4375

神戸市中央区東川崎町1丁目8-4 神戸市産業振興センター1階
TEL:078-977-9085

奈良市柏木町129-1 奈良県産業振興総合センター内
TEL:0742-81-3840

和歌山市本町二丁目1番地 フォルテ・ワジマ6階
TEL:073-433-3100

鳥取市湖山町東4丁目100番地
TEL:0857-30-5780

松江市北陵町1番地 テクノアークしまね内
TEL:0852-60-5103

岡山市北区芳賀 5301（岡山リサーチパーク内） テクノサポート岡山1階
TEL:086-286-9667

広島市中区千田町3-7-47 広島県情報プラザ1階
TEL:082-240-7706

山口市熊野町1-10 NPY ビル10階
TEL:083-922-3700

徳島市南末広町5番地8-8 徳島経済産業会館2階
TEL:088-676-4625

高松市林町2217-15 香川産業頭脳化センタービル2階
TEL:087-868-6090

松山市久米窪田町337-1 テクノプラザ愛媛内
TEL:089-960-1131

高知市布師田 3992-2 高知県中小企業会館5階
TEL:088-846-0175

福岡市博多区吉塚本町9番15号 福岡県中小企業振興センタービル6階
TEL:092-622-7809

佐賀市鍋島町大字八戸溝114番地
TEL:0952-34-4433

長崎市桜町4-1 長崎商工会館9階
TEL:095-828-1462

上益城郡益城町大字田原2081番地10
TEL:096-286-3355

大分市東春日町17-20 ソフトパークセンタービル
TEL:097-537-2837

宮崎市佐土原町東上那珂16500番地2 宮崎県工業技術センター3階
（宮崎テクノリサーチパーク内）
TEL:0985-74-0786

鹿児島市名山町9番1号 鹿児島県産業会館1階
TEL:099-219-3740

那覇市字小禄1831番地1 沖縄産業支援センター4階
TEL:098-851-8460

（独）中小企業基盤整備機構

（公財）滋賀県
産業支援プラザ

（公財）京都産業21

（公財）大阪産業振興機構

（公財）ひょうご
産業活性化センター

（公財）奈良県
地域産業振興センター

（公財）わかやま
産業振興財団

鳥取県商工会連合会

（公財）しまね産業振興財団

（公財）岡山県産業振興財団

（公財）ひろしま
産業振興機構

（公財）やまぐち
産業振興財団

（公財）とくしま産業振興機構

（公財）かがわ産業支援財団

（公財）えひめ産業振興財団

（公財）高知県
産業振興センター

（公財）福岡県
中小企業振興センター

（公財）佐賀県
地域産業支援センター

長崎県商工会連合会

（公財）くまもと産業支援財団

（公財）大分県産業創造機構

（公財）宮崎県産業振興機構

（公財）かごしま
産業支援センター

（公財）沖縄県産業振興公社

設置機関拠点名 所在地・連絡先



話
し
終
わ
る
と
、

こ
こ
ろ
が
軽
く
な
る
。

「
ゆ
っ
く
り
話
を
聞
い
て
も
ら
え
て
、

こ
こ
ろ
が
軽
く
な
っ
た
。」

相
談
者
の
方
々
か
ら
、そ
ん
な
言
葉
を

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

誰
に
も
打
ち
明
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、

自
分
ひ
と
り
で
ど
う
に
か
し
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
こ
と
、

悩
ん
で
い
る
け
れ
ど
こ
こ
ろ
の
奥
底
に

し
ま
い
こ
ん
で
い
た
こ
と
。

経
営
者
の
方
々
は
、責
任
を
一
人
で
背
負
っ
て
し

ま
い
が
ち
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、

経
営
者
の
方
を
一
人
ぼ
っ
ち
に
し
な
い
た
め
に
、

す
べ
て
の
都
道
府
県
に
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

悩
ん
だ
と
き
、苦
し
い
と
き
、

も
っ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
き
。

経
営
の
壁
を
越
え
よ
う
と
思
う
と
き
、

ど
う
か
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
存
在
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

少
し
長
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

お
悩
み
を
ゆ
っ
く
り
、聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

い
つ
だ
っ
て
経
営
者
の
皆
様
と

正
面
か
ら
向
き
合
う
準
備
を
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。




